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　―――大陸暦一五四六年十月三日夜・王都パルナム




　雲が少なく、月の明るい夜。

　数日前に、この国『エルフリーデン王国』と、隣国『アミドニア公国』との間で大きな戦いが行われたことなど微み塵じんも感じさせないほどの静かな夜だった。

　一連の戦いの勝者であるエルフリーデン王国の王都パルナムでは、戦勝報告を受けて一時お祭り騒ぎとなっていたが、数日経たったいまではだいぶ落ち着きを見せている。

　若きエルフリーデン国王（戴冠式前なので暫定）ソーマ・カズヤは公都ヴァンとその周辺領土を占領した時点で戦闘停止を宣言し、いまは公国との交渉待ちの状況だった。国民たちはその交渉の行方を固唾を吞のんで見守っていた。

　そんな静かなパルナムの夜。ソーマたちがヴァンに行っているため、君主不在のパルナム城の中にある国王夫妻の寝室に併設されたテラスでは、先代国王アルベルトとその妻エリシャが月明かりの下でお茶を楽しんでいた。

「……静かな夜じゃのう」

「ふふふ。そうですわね」

　お茶を飲みながら、二人は穏やかな顔で微笑ほほえんだ。

「婿殿もリーシアもいないこの城は、まるで火が消えたようじゃな。もっとも、少し前まではこんな空気が普通だったのじゃが」

「貴方あなたが婿殿に王位を譲ってからというもの、慌ただしい日々が続いていましたからね。大臣に官僚、近この衛え兵へいに侍従メイドたちまでもが慌ただしく働いていました」

　エリシャがそう言うと、アルベルトは「うむ……」と頷うなずいた。

「そんな中でも、最も働いておったのは婿殿じゃったのう。この国のために国王として為なすべきこと、国王だから為なせることがあれほどまでにあったとは……。前国王としては不徳の致すところじゃが、王位を譲ったことは間違ってなかったと思える」

　アルベルトによるソーマへの急な王位の禅譲。

　この国王の急な交代劇に当初は反発もあったのだが、ソーマが打ち出す政策が着実に成果を挙げたことと、アルベルトの娘であるリーシア姫がソーマの婚約者となって彼を支えたことにより、次第に受け入れられていった。

　そして数日前、内憂であった三公を降くだし、外患であったアミドニア公国を討ち破ったことによって、ソーマは名実ともに国王として国民に認知されることとなった。

「皆、儂わしの慧けい眼がんに驚いていることじゃろうのう」

　アルベルトはそう言って愉快そうに笑った。

　ソーマが認められたことにより、良くも悪くもなく凡庸な国王であったアルベルトの評価の針も、『良き王』のほうへとやや傾くことになった。『先代国王は目立った業績のない御仁だったが、最後は自分の地位に固執することなく、能力のある者に王位を譲るという英断を下したのだ』……と。

　一ひと頻しきり笑ったあとで、アルベルトはカップの中を見た。お茶に映る自分の顔は少し疲れたような、淋さびしげなような、どこか陰のある笑顔だった。

「これで……変えることができたかのう」

　不安の混じるアルベルトの言葉に、エリシャは瞳を伏せた。そして、

「大丈夫でしょう。〝あのとき〟とは違い、今回ははじめから〝あの子〟がいます」

　エリシャはアルベルトを安心させるような声色で言った。

「二人ならば必ず、〝あのとき〟とは違う結果を導けるはずです。それに、いまは二人だけじゃありません。〝あのとき〟よりも、もっと賑にぎやかじゃないですか」

「ほっほっほ……そうじゃのう。儂らにももう一人娘ができたしのう」

　アルベルトは義理の娘となった妖よう狼ろう族の少女を思い出してニッコリと笑った。エリシャも釣られるように、満面の笑みを浮かべた。

「とっても可愛かわいらしいですわ。耳と髪の毛のあたりがモフモフで」

「リーシアがあのくらいの歳としにはもうお転てん婆ばじゃったからのう。それはそれで可愛かったが、あんな風に素直な女の子というのもいいものじゃ」

「本当に。躊躇ためらいがちに『義は母は様』と呼んでくれる仕草がもう、たまらなく愛らしいのですわ。ああ、トモエったら早く帰って来ないかしら」

　元難民でありながらその能力を評価され、保護するためにアルベルトたちの養女となった妖狼族の少女トモエのことを、二人は実の娘のように溺愛していた。

「婿殿に言って、変な虫が付かないように注意しなくてはのう」

「王族や貴族の家では政略結婚の道具として、養女を迎えるということはよくあることですが、トモエにはそのようなことになって欲しくないですわね」

「まったくじゃのう」

　……と、リーシアが聞いていたら「私のときは本人の了承もなしに勝手に婚約を決めたのに！」と憤慨しそうなことを、二人は楽しそうに話していた。

　そのあとの二人は、トモエの愛らしさ談義に花を咲かせることになった。




　◇　◇　◇




「「　くしゅんっ　」」

　同時刻のヴァン城では、リーシアとトモエがまったく同じタイミングでくしゃみをしていた。顔を見合わせた二人は、揃そろった仕草で小首を傾かしげるのだった。

（（　誰か噂うわさでもしているのかな？　））
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　―――大陸暦一五四六年十月五日・公都ヴァン




　アミドニア公国との決戦から数日が経過したころ。

　占領した公都ヴァンにある城内の作戦室で、俺、リーシア、近衛騎士団長ルドウィン、陸軍大将代理グレイヴ、そして紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうの仕置きを済ませて戻ってきた宰相のハクヤの五名が、大きなテーブルに広げた周辺地図を囲んでいた。地図で見れば王国側は公国の首都とその周辺のみを制圧し、北西の国境線をほんのわずか西にずらしたにすぎない。

　その外側は未いまだにアミドニア公国領だった。俺はルドウィンに尋ねた。

「アミドニア公国側に反攻の動きはあるか」

「いえ、目立った動きはないようです」

　そう言うと、ルドウィンは『ヴァン』を囲むような位置にある公国側の都市に、小さめの駒を置いていった。これが現在の公国軍の配置状況なのだろう。

「ご覧いただく通り、公国側はヴァン周辺の都市の防備を固めるのみに止とどめています。おそらく、先日の会戦での消耗が激しいのでしょう。自力での奪還を諦めて……」

「帝国軍の到来を待つ気か」

　グラン・ケイオス帝国。魔王領を除けば最大版図を誇る大国だ。その帝国がアミドニア公国の要請により仲裁に乗り出してくると考えられた。俺はハクヤに尋ねた。

「ちなみに帝国と王国の戦力差は？」

「帝国は我が国を国力・人口・兵数・技術・豊かさで凌りよう駕がしています。単純な兵数ならば五倍。装備などを含めた戦力として計算したらさらに倍です」

「戦力差十倍か……いまのうちの国では相手にならないな」

　帝国と対等に渡り合おうと思うならもっと強くならなくては。これまではある物でなんとかしてきたけど、これからは新しい物を生み出していかなくてはならない。

「残念ですな。いまならばアミドニア全土を掌握するのも可能でしょうに」

　グレイヴが口惜しそうに肩を落とした。しかし、俺の考えは違った。

「そうか？　べつにいらないだろ」

　俺は椅子に腰掛けると頰ほお杖づえをついた。

「豊富な鉱山資源は魅力的だけど国が貧しすぎる。うちもやっと食料難を抜けたばかりなんだ。この都市周辺だけならばともかく、アミドニア全土を賄まかなう余裕はない。かといって、利益の上がる鉱山だけ奪おうとすれば余計に恨みを買うことになる」

「そう言われると……たしかに魅力はありませんな」

「だろう？」

　まあ、帝国が出てくればどのみち同じことだけどな。どんなに労力を払って国土を奪っても帝国が出てきたら返還せざるを得ないだろう。それはこのヴァンも同じだ。

「それに、アミドニア公国民の恨みは深い。何代にも渡って思想教育されているみたいだしな。こんな状態では占領したところで、安定した統治はできないだろう」

「そうね。このヴァンにしても、いまは大軍が入っているからともかく、あとで代官を置いて統治しようとしても、土地の人々は従わないでしょうね」

　リーシアの指摘に俺は頷いた。

「ああ。だからまず、その恨みから〝飼い馴ならして〟いこうと思う」

「恨みを飼い馴らす？」

「ああ。そのための人材はすでに呼んであるんだ」

　すると、作戦室の扉がコンコンと叩たたかれた。俺が「どうぞ」と声を掛けると、その扉が開かれ、青い髪の美女が「失礼します」と一礼をして入ってきた。

「海軍大将エクセルが配下ジュナ・ドーマ。お召しにより参上いたしました」

　そう言ってジュナさんは俺の前に立つと敬礼ではなく、あの優雅な一礼をした。

　今日はいつもの歌声喫茶『ローレライ』の歌うた姫ひめとしての衣装ではなく、海軍の物である白い軍服を着ているため麗人といった雰囲気だった。

「お疲れ様です。軍服姿も素敵ですね」

「このような姿を陛下にお見せしてしまい、お恥ずかしいかぎりです」

「とんでもない。凜り々りしいジュナさんもとても美しいと……」

「……ソーマぁ？」

　俺たちのやりとりを遮るように、リーシアが口を挟んできた。

「いまは会議中よ。いちゃつくのはあとにしてくれない？」

　そう言ったリーシアの表情は笑顔だったというのに、妙な迫力があった。なんか尋常じゃないくらい不穏なオーラが流れ始めてきたので、そろそろ話を進めよう。

　べつにこんなやりとりをしたいがためだけに、ジュナさんを南部の国境地帯から呼び出したわけじゃないからな。そんな俺とリーシアの様子を、大人なジュナさんはニコニコ顔で微笑ましそうに見ていた。と、そんなことよりもだ。

「オホン。ジュナさんを呼び出したのは他でもない。それは、」

「ソーマの目の保養？」

「……茶々を入れるなって。そんなわけないだろ」

「ふん、だ」

　拗すねたようにそっぽを向くリーシア。

　そんな女の子らしい仕草を可愛らしいと思ってしまったけど……さっきリーシアも言った通り、いまは会議中だ。周囲を見回せばジュナさん以外の面々が苦笑いを浮かべていた。リーシアにはあとでフォローを入れておくとして、いまは話を進めよう。

「ごほん……話を戻すぞ。ジュナさんを呼び出したのは他でもない。かねてから練っていたある計画を実行に移すためなんだ」

「計画？」

　首を傾げて尋ねるリーシアに、俺は自信満々に答えた。

「そう。名付けて『プロジェクト・ローレライ』だ」







　作戦室から謁見の間へ場所を移すと、すでに三人の女性が平伏して待っていた。

　女性たちは種族も、見た目も、年齢もバラバラだった。一人は焦げ茶色の髪をしたライトエルフ。一人は愛くるしい小学生くらいの女の子。そして最後の一人はスレンダーな猫耳の獣人娘。三人とも美女・美少女と言っていい顔立ちをしていた。

　俺が玉座に着いたのを確認すると、ジュナさんは胸元に手を当てて一礼した。

「陛下のご所望になられた人材をお連れいたしました」

「畏かしこまる必要はない。皆、楽にしてくれ」

　俺がそう声を掛けると、三人の女性たちは立ち上がり、

「「「　よろしくお願いします　」」」

　と、揃って頭を下げた。うん、元気もあるし、息も合っているようだ。満足げに頷いていると、隣に立つリーシアがまた〝いい笑顔〟でこっちを見ていた。

「ねぇソーマ？」

「な、なに？」

「まさか『ヴァン』を落としたことでいい気になって、この子たちを侍はべらしてキャッキャウフフしようとか考えてるんじゃないでしょうね？」

　あっ、これ、顔は笑っているのに心は絶対に笑ってないな。

「違うからな！　彼女たちは今回の計画に必要だから呼んだだけだから！」

「ふ～ん……」

「本当だって。っていうか、前に妃きさきは八人までは許すとか言ってなかったか？」

「それはそうだけど。でも、気心の知れてるアイーシャや、外交上やむにやまれぬ場合ならともかく、権力を使ってただ綺き麗れいどころを集めるような真ま似ねをされるのはね……」

「だから違うってば。前に人材集めをしたことがあっただろ？」

　あの人材集めの際、大々的に登用されたのはアイーシャたち五名だけだったけど、その陰でも多くの者が登用されたり、国が作成した人材リストに記載されていたのだ。

　たとえば、算術に長たけている者は官僚として採用したり、『本を読んで幾百年。書物の知識ならば誰にも負けないですじゃ』と言っていた亀き人じん族ぞく（推定年齢八百歳）は建設中の新都市に造る予定の図書館長に任命したりしていた。

　また他者と同じ才で競合し、敗れた者であっても確かな才があるなら登用していた。

　武の才を競った『王国一武闘会』の優勝者はアイーシャだったけど、アイーシャに敗れた者たちの中でも、たしかな武技を持つ者は禁軍直卒軍に勧誘したりしている。もっとも当時の直卒軍はお飾り部隊と見られていて、応じてくれる者は少なかったけど……。

　そしてここに集められた彼女たちは、歌をはじめとする芸能の才を競った『キングダム・オブ・タレント』と、美の才を競った『エルフリーデン美少女グランプリ』でジュナさんに敗れはしたものの、両大会で確かな歌と美の才を示してくれた者たちだった。

「あの人材集めのあと、ジュナさんを通じて彼女たちをスカウトしておいたんだ。ほら、玉音放送を使った娯楽番組を作りたいって話を前にしただろ？」

「ああ……そんなことも言ってたわね」

　リーシアも思い出したようだ。ようやく険がとれたことにホッとしつつ話を進めた。

「その娯楽番組だけど、まずは『歌番組』から始めようと思う。綺麗な歌声を聴いて悪い気分になる人はいないからな。彼女たちはその番組に出演する歌うた姫ひめ候補だよ。スカウトしてから今日まで、彼女たちには一旦ジュナさんの働く歌声喫茶『ローレライ』で歌や踊りなどの訓練を積んでもらっていたんだ」

　まあ、当初の予定とは順番が前後してしまったんだけどな。

　本当なら『のど自慢』あたりから始めて、国民に『歌番組』というものを認知してもらい、慣れてきたころに彼女たちをアイドルとしてデビューさせるつもりだった。

　ちなみに、ここで言うアイドルは『綺麗な女性が上手に歌う』というごく昭和的なものだった。アイドルという概念すらない状態で、いきなり十じつ把ぱ一ひと絡からげなグループアイドルを作っても理解されないだろう。一人が歌う形式ならば、街角で歌う吟遊詩人や、歌声喫茶や酒場の歌うた姫ひめの延長線上の職業として認知されるだろう。

「なるほど、それが『プロジェクト・ローレライ』なのね。でも、それっていまやることなの？　ヴァンを領有してゴタゴタしているこんな時期に？」

　リーシアは首を傾かしげた。アミドニア公国から首都を奪っただけのいまこのときに、娯楽番組を始めることの意味がわからないのだろう。だけど、そうじゃないんだ。

「いまだからこそ意味があるんだ。それじゃあジュナさん、紹介してください」

「かしこまりました」

　ジュナさんは一礼すると彼女たちの紹介を始めた。

　まずは一番右の焦げ茶色の髪をアップにしているライトエルフの女性からだった。

　この世界では彼女のような色白のエルフ族をライトエルフ、アイーシャのような褐色肌のエルフ族をダークエルフと呼び分けている。元いた国でエルフと言ったら金髪というイメージだけど、そう言えば、外国の映画ではこんな髪の色のエルフも見かけるな。色白な肌に橙だいだい色の瞳。見た目年齢は二十代中盤くらいだろうか。佇たたずまいも凜りんとしていてキャリアウーマンのような印象だった。

「彼女はクリス・タキオンさん。ご覧の通りライトエルフです」

「こんにちは陛下。クリス・タキオンです」

　クリスさんはお腹なかの前に手を当て、斜め四十五度くらいまで頭を下げた。

　その仕草と大人っぽい雰囲気は、向こうの世界のキャビンアテンダントを思わせる。ジュナさんがそんなクリスの才能についての解説を始めた。

「彼女は元吟遊詩人で歌声も綺麗ですが、とくに詩の朗読が素敵なのです。耳心地のいい声で滑舌も良く、彼女の紡ぐ詩はまるで風景ごと切り取られたかのように鮮明です。私的な意見を述べさせていただきますと、彼女は歌うた姫ひめとしてデビューさせるよりも、以前に行ったような番組で情報を伝える仕事のほうが向いているように思えます」

「なるほど。歌うた姫ひめではなくアナウンサーとして起用するわけですね」

　たしかに聴いた感じ、よく通る声を持っているみたいだし、滑舌も良さそうだ。女子アナには情報番組のアイドル的な側面もあるけど、彼女は容姿も問題ない。俺はハクヤに紙とペンを用意させると、紙にある文章を書いてからクリスさんに手渡させた。

「ちょっとこの文章を読んでみてくれないか？」

「これですか？　えっと……『この物語はフィクションであり、登場する人物・団体・場所・事件等は実在のものとは一切関係がありません』」

「うん、良いと思う。ジュナさんの言う通り情報番組で起用しよう」

「ありがとうございます」

　クリスさんは笑顔で再度一礼をした。隣のリーシアが小声で尋ねてきた。

（「さっき読ませた文章はなに？」）

（「俺のいた世界の『これさえ言っておけば大抵は許される魔法の言葉』」）

　俺がそう言うと、リーシアはわけがわからないといった感じに首を捻ひねっていた。

　そんなことを話しているうちに、ジュナさんの紹介が次の人へと移った。今度は見た目に愛くるしい、トモエちゃんとさほど変わらない年頃の女の子だ。

　フリフリのついたロリータ系の服装がよく似合っている。

「彼女の名前はパミーユ・キャロルさん。子こ人びと族ぞくです」

「パミーユです。よろしくです」

　ちょこんと頭を下げるパミーユ。そんな仕草も可愛かわいらしいんだけど……。

「小こ人びと族ぞく？　小さい人？」

「いいえ〝小人ホビツト〟ではなく〝子人〟です。エルフ族のように、一定年齢で容姿の変化が止まる種族は少なくないのですが、子こ人びと族ぞくはそれがとくに顕著で、成人しても十二歳前後の子供にしか見えません。パミーユさんもこう見えて、私よりもずっと年上なんですよ」

「本当に!?　この世界にはそんな種族もいるのか……」

　究極のショタ＆ロリータ種族じゃないか。なんというか……非常に心配になる種族だ。どこかに保護区を作り『イエス、ロリショタ。ノー、タッチ』の看板を立てて、とある紳士・淑女の方々から保護したほうがいいんじゃないだろうか。

　あと、聞き流しそうになったけどこの世界には小人族ホビツトぞくもいるんだな。どこかに妙な指輪なんかないといいんだけど……。

　俺がそんなことを考えている間も、ジュナさんは解説を続けていた。

「彼女は鈴が鳴るような綺麗な歌声の持ち主です。とくに可愛らしい歌を可愛らしく歌い上げることに長けております。……私はどうも歳としより老けて見えるらしく、あまりそういった歌は似合いませんので彼女の才が少し羨ましいです」

「私としてはジュナさんのほうが羨ましいです。今日も陛下の前に出るというので肩出しのドレスを着たかったのですが、引っ掛かるとこないから無理だと言われたのです」

　ジュナさんとパミーユは二人してどこか遠くを見るような目をしていた。パミーユはともかく、ジュナさんも実年齢より大人びて見えることを気にしていたのか。見た目はともかく、その大人びた立ち居振る舞いは十九歳には見えないからな。

　そう言えば、昔観みた映画で「年上の女性は年下のように、年下の女性は年上のように扱うべし」って台詞せりふがあったっけ。ジュナさんは俺より一つ年上だから、その優しさに甘えてばかりいないで、たまには頼らせてあげられる度量を身に付けないとな。

　ジュナさんは気を取り直すように一つ咳せき払ばらいをすると、紹介を続けた。

「最後の一人ですが、こちらはナンナ・カミヅキさん。御覧のとおり獣人族です」

「どーもー♪　ナンナだぜぃ♪」

　そう言って、猫耳の少女ナンナはニカッと笑った。

　歳は十五、六といったところだろうか。他の二人に比べて着飾る様子もなく、チューブのような服を着て、顔にはサッカーサポーターのようなペイントをしていた。見た目だけで言うなら、漁を生業としている民族の少女といった感じだ。

　王様の前なので、彼女の天てん真しん爛らん漫まんな振る舞いをグレイヴが注意しようとしていたけど、俺はそれを手で制した。彼女の言葉には微妙な訛なまりがあるのを感じたからだ。

「もしかして大陸の言葉に慣れてないんじゃないか？」

　そう尋ねると、ジュナさんが慌ててフォローした。

「その通りです。彼女は五年ほど前に九く頭ず龍りゆう諸島からエルフリーデンに移住したそうで、それ以後は海辺の村で屈強な漁師に交じって暮らしていたようです。ですから無礼な振る舞いがあるかもしれませんがご容赦してあげてください」

　なるほど……九く頭ず龍りゆう諸島からの移民なのか。

　この国をはじめ、大陸の国々の多くは自国語の他に国際共通語のようなものを使うのだけど、九く頭ず龍りゆう諸島のような閉鎖的な国では自国語しか使わないところもあるようだ。

「事情はわかりましたが……それで歌えるのですか？」

「それは大丈夫です。漁の際には舟唄を歌っていたらしく、その歌声は力強く、女の子らしさと男らしさを兼ね備えていて、格好いい感じの曲を歌わせたら私よりも遥はるかに上です。陛下に教えてもらった〝あにそん〟とやらと相性が良いように思えますね」

「へぇ……なにか歌える？」

「ええ。試しに一曲教えてあります。ナンナさん、お願いできますか？」

「おう♪　ナンナに任せろー」

　ジュナさんが促すとナンナは嬉き々きとして歌い始めた。その歌は女性ボーカルが歌うロボットアニメのオープニングだった。その選曲はともかくとして、躍動感のある曲調がナンナの歌声にマッチしていた。

「ところで、リーシアたちには歌詞の意味まで伝わっているのか？」

「わからないわ。知らない言語の歌を聴いている感じね。でも、格好いい歌だってことはわかるわよ」

「まぁそれが伝わってるならいい……のかなぁ」

　あとでジュナさんにこの世界の言葉で歌詞をあててもらえばいいか。一曲を歌い終わったあとで、ナンナは俺のほうを見てニッコリと笑った。

「王様♪　どうだったのかー？」

「……ああ。凄すごかったよ」

「なら良かったのぜぃ♪」

　ナンナはヒラヒラと手を振ると、「もう自分の番は終わったよね？」とばかりにスタスタと引き下がった。個性的な子だけど……物もの怖おじしないし、破天荒だし、動きも大きくて画面にも映えそうだ。もしかしたら、この中で一番アイドル向きかもしれない。

　さて、これで全員の紹介は終わった。俺はジュナさんにお礼を言った。

「良い人材を集めてくれました。ありがとうございます」

「もったいないお言葉でございます」

「よし、これで役者は揃そろったな。この三人に、しっとりした大人の歌が似合うジュナさんを加えて、エルフリーデン王国初の『娯楽番組』を作る。それをエルフリーデン王国にだけでなく、アミドニア公国にも流すんだ」

「アミドニア公国にも？」

　疑問顔のリーシアに、俺は大きく頷うなずいた。

「ああ。折角、アミドニア公国の宝珠も手に入ったことだしな」

　アミドニア公国首都『ヴァン』を落としたことにより手に入った物の中で、最も俺を喜ばせたのは玉音放送の宝珠だった。これはアミドニアが保有する唯一の宝珠であり、この国にあるすべての受信装置に対して映像を届けることができる代物だ。

　なんでも玉音放送の宝珠は古代文明の遺物アーテイフアクトで、いまだ生産はできないものの発見数はそこそこあるらしく、東方諸国連合のような小国群や、知恵あるドラゴンの自治領である星竜連峰を除けば、保有している国も多いそうだ。

　ただ、基本的に他国の放送を受信することはできないらしい。それができてしまうと国内向けの情報を他国に知られてしまうのだから当然だろう。一応、受信機や宝珠の波長を設定し直せば使えるらしいから、ラジオの周波数のようなものなのかもしれない。

　つまり、アミドニア公国の唯一の宝珠が手に入ったということは、アミドニア公国領内にある受信装置すべてへの放映権を独占できたということだった。

　これにエルフリーデン王国から持ってきた宝珠を加えれば、エルフリーデン初の『娯楽番組』を二国同時に放映することができる。この放送がアミドニア公国にどんな変化をもたらすのか、はたまたもたらさないのか。

　それは実際に放送してみればわかるだろう。
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　公都『ヴァン』には王都『パルナム』にあるような、玉音放送観覧用に整備された『噴水広場』は存在しない。受信装置はヴァンの端にある、広場とは名ばかりの野原にポツンと置かれていた。そもそもこの国では玉音放送自体、年の初めに公王が、

『エルフリーデンへの恨みを忘れてはならぬ。国土奪還こそ国是である』

　……と、国の方針を述べることにしか使っていなかったのだ。

　この年初めの放送を見に集まらねば国家に対する不敬罪として罰せられるため、国民たちはたとえ病気になっていようとも、寝たきりの老人は椅子に括くくり付けて運んででも、この放送を視聴しなければならなかった。そして今日、この『ヴァン』を陥落させたあの若きエルフリーデン王が、その玉音放送を行うという。何十年にもわたり思想教育を受けていた領民たちのほとんどは、王国に対して良い印象を持っていなかった。

　しかしいま、野原にはこの放送を見るために多くの領民たちが集まっていた。おそらく放送を視聴しなければ罪に問われると、長年の習慣から思っているのだろう。病人を担いできて、会場の衛兵に「無理するな」と追い返される者までいた。

　日もとっぷり暮れた宵闇の中、集まった『ヴァン』の人々の顔は困惑が半分、憤りが半分といったところだろう。貴族・騎士階級以上の者はヴァンから撤退してしまったため、残されていたのは他に行く当てのない一般市民がほとんどだった。

　群衆の方々で、ヒソヒソとこれからのことを心配する声が聞かれた。

「エルフリーデン王め……皆を集めて、一体なにをしようというのだ」

「入城してきたときにチラリと見えたが、強そうには見えなかったなぁ……」

「見た目に騙だまされるな。ガイウス陛下を手玉に取った相手だぞ」

「玉音放送を使うんだろう？　なにを俺たちに聞かせようってんだ」

　ろくな情報がないせいで、話はどんどんと突飛な方向へと進んでいった。

「まさか……これからアミドニア全土を征服するために、男は全員徴兵されて前戦送りにされるとかじゃねぇだろうな……」

「そんな！　稼ぎ頭の俺が徴兵されたら残された家族はどうなる!?」

「俺たちは占領された側の人間だ。そうされても不思議じゃねぇ」

「いや、それならまだマシなほうだろ。もしかしたら女子供を奴隷として差し出せって言うのかもしれねぇ。もしくはこの領内の美女を差し出せとかな」

「強いヤツはそっちの欲求も強いって聞くからなぁ」

「マジか。母ちゃんを隠して来るべきだったか」

「バ～カ。誰もおめぇの嫁なんざ欲しがらねぇよ」

「なんだとぉ!?……っ！　オイ、始まったみたいだぞ」

　不意に野原の中央にある受信装置が映像を投影し始めた。人々はあの軍服姿の若き王の姿が映し出されると思っていたのだが、その予想に反して映し出されたのは、焦げ茶色の髪をした美しいエルフ顔の女性が、椅子に座っている姿だった。

　前に置かれた長テーブルに組んだ両手を乗せる彼女を、放送はなぜか正面ではなく彼女から見て左斜め前方から映していた。当然彼女の首だけは斜めを向くことになる。

　その『モナリザの微笑ほほえみ』のようなポーズが、彼女の艶あでやかな美しさを演出していて、とくにヴァンの男たちの心を鷲わし摑づかみにした。まるで酒場のカウンター席で、自分の隣に座った彼女から話しかけられているように感じられたのだ。そんな彼女が口を開いた。




『皆さんこんばんは。クリス・タキオンです』




　◇　◇　◇




「この番組は『ＮＥＷＳエルフリーデン』、エルフリーデン王国並びに周辺国の情勢を国民の皆様にお伝えする情報発信番組です。まず最初のニュースですが……」

　ヴァン城の政務室に急きゆう遽きよ設しつらえられた簡易のニューススタジオで原稿を読み上げ始めたクリス。スタジオと言っても長テーブルと椅子を用意しただけなのだけど、調度品も置かれているのでそれっぽくは見えた。そんなクリスを、俺とアイーシャは宝珠に映らないよう部屋の端っこで見ていた。すると、アイーシャが俺の袖を引いてきた。

「あの……なんでクリス殿を斜め前から撮っているのですか？」

「う～ん……様式美？」

　向こうの世界にいた女子アナが、こんな体勢でニュースを読んでいるのを思い出したので取り入れてみたのだ。ただ、本番前のリハーサル中、クリスに「く、首がつりそうです……」と泣き付かれたので、斜めからの撮影はこれが最初で最後になるだろう。

　いまクリスが読み上げているニュースは、ここまでの戦争の経緯についてだった。

　王国内の混乱をついて王国領に侵攻したガイウス八世・ユリウス親子を討伐すべく、エルフリーデン国王ソーマは公国に逆侵攻を行い、ガイウス八世を討ち、首都『ヴァン』を陥落させたことを淡々と説明していた。アイーシャは首を傾かしげていた。

「この情報ですが、陛下が直接演説したほうが良かったのではありませんか？　あの食材集めのときみたいに、この国での名声を高められるかもしれませんのに」

「あのときとは状況が違う。この放送は占領下にあるヴァン周辺だけでなく、アミドニア公国全土に流している。敵国の王がなにを言ったって、公国の民は耳を塞いでしまうだろうからな。第三者の口を介して伝えたほうが上う手まくいくはずだ」

　まあ、このニュース原稿の内容をハクヤたちと話し合っているときに、『親愛なる国王陛下が我々のために……』と誇張する案も出たのだけど、どこの独裁国家だよ、って感じなので却下した。と、まあそんなことを言っている間にも、クリスはジュナさんお墨付きの耳心地が良く滑舌の良い声でニュースを読み上げていた。

「現在王国軍はアミドニア公国首都『ヴァン』に留とどまっておりますが、現在戦闘行為は停止しております。このことに関しましてエルフリーデン王国国王ソーマ・カズヤ陛下は、以下のような声明を発表しております。

『此こ度たびの戦争は我が国に侵攻したガイウス八世への討伐戦であり、これ以上戦火を広げることも、公国民を傷つけることも望まない。ヴァン周辺に住む者たちには早く元通りの生活に戻れるよう支援させていただく。また、ヴァンを王国領として併へい吞どんしたからには、王国内の都市と同じ食料支援とインフラ整備を行っていくことを約束する』

　……とのことです。これに先立ちましてヴァンでは明日から、農林大臣ポンチョ・イシヅカ氏による食料品の配給が行われます。ヴァンの皆様におかれましては、ご家族・ご近所お誘いあわせの上、お越しくださいませとのことです」
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「なにを勝手なことを！」

　公都ヴァンにほど近い都市で、この放送を見ていたアミドニア公太子ユリウス・アミドニアは声を荒らげた。先の会戦から脱出したユリウスは、残存する公国軍と共にヴァンに近いこの都市でグラン・ケイオス帝国軍の到来を待っていたのだ。ユリウスは受信装置を剣で叩たたき割ると、すぐに配下の者たちに対して命じた。

「すぐに各都市に対してこのふざけた放送を見ないよう伝令を出せ」

「「「　はっ　」」」

　配下の者たちはすぐに伝令兵を放つために散開していった。その背を見送ると、ユリウスは『ヴァン』のある方角を睨にらんだ。

（甘い言葉でヴァンの領民のみならず、アミドニア公国全土の民を取り込もうという魂胆か。そのようなこと、断じて許すわけにはいかない！）

　ユリウスはそう決意を固めた。しかし、伝令を放ったとは言っても各都市に対して瞬時に届くわけでもなく、また会戦での敗北によりユリウスは求心力を失っていたため、命令が実行されたのは現在ユリウスのいる都市のごく近辺の都市だけだった。

　つまり、アミドニア公国のほとんどの都市は、このソーマの放送を見ていたのだ。この放送を見ていたアミドニア公国民の反応は大きく二つに分かれた。

　まず公都ヴァンに住む人々は徴兵されて最前線へと送られたり、財産や妻や娘を差し出せと言われなかったことにホッと胸をなで下ろしていた。

　一方、ヴァン以外の都市や町村の人々が気にしたのは「ガイウス八世の崩御」でも「ソーマが掲げたこの戦争の大義名分」でもなく、「エルフリーデン王国領となったからには王国内の都市と同じ支援を行う」という部分だった。

　もちろん、アミドニアの人々はこの言葉をほとんど信じなかった。所詮、敵国の王の言葉である。そんなものは懐柔策であると、誰しもが思っていた。

　……しかし、ソーマの言葉は王国以上に食料難に苦しんでいるアミドニア公国の人々の心に深く食い込んだのもまた事実だった。いまが苦しい者ほど深く、深くに。
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「……というわけでいま現在、我が国では医療における……」

　クリスの情報番組が始まってから、凡およそ十分ぐらいが経過しただろうか。

　発信する情報もいま読み上げているので最後だ。

　この情報番組の後はいよいよ『歌番組』が始まる。隣に立つアイーシャが緊張した様子で俺の腕を摑つかんできた。今日のアイーシャはいつものような軽装鎧よろい姿ではなく、銀色のカクテルドレスを着ている。かくいう俺もいまはタキシードを着ていた。

　すると、アイーシャが捨てられた子犬のような目を向けてきた。

「ど、どうしましょう陛下。震えが止まりません」

「落ち着けって。放送に映るのは二回目だろ？」

「前回のときはただ食べてるだけで良かったので……」

　今回の歌番組は司会・俺、アシスタント・アイーシャでやることになっていた。

　俺もさすがに歌番組の司会なんてやるつもりはなかったのだけど、押し付けるつもりだったポンチョは食料配給の準備で忙しく、ハクヤにはガラじゃないからと拒否された。

　俺も初めてのことなのだから、パートナーのアイーシャがガチガチでは困る。

「戦場での頼もしさはどこに行ったんだよ」

　俺が呆あきれながら言うと、アイーシャは「うぅ……」と肩を落とした。

「武技では誰にも負けない自信があります。ですが、こういう華やかな場所では自信が持てません。私より綺き麗れいな人はいっぱいいるじゃないですか。姫様も、ジュナ殿も華きや奢しやで色白で麗しの乙女って感じです。私は色黒ですし、多少筋肉付いてますし……」

「そうか？　アイーシャも健康的でいいと思うけどな」

　筋肉が付いてるとは言ってもボディビルダーのようなムキムキな感じじゃないし、むしろその程度の筋肉で、どうしてあんな大剣を振り回せるのか不思議なくらいスッキリとした体形をしている。加えてモデル並みの身長、鎧の上からではわかりにくいけど、人並み以上のスタイルの良さは、逆にリーシアのほうが羨んでいるんじゃないだろうか。

「うん。アイーシャは綺麗だよ」

「そ、そうですか!?」

　褒められてデレッとするアイーシャ。しかし、すぐに我に返った。

「で、でも、やっぱり司会はやっぱりジュナ殿や姫様のほうが……」

「ジュナさんは歌い手だから司会までやると慌ただしくなるし、リーシアをアシスタントにするのは……今回はちょっとやめておいたほうがいいと思ってさ」

「？　なにかあるのですか？」

「ああ。俺が司会になったことで若干の不安要素がな。ぶっちゃけた話、アイーシャの起用もアシスタントとしての能力より、護衛として能力を期待した面が大きいんだ。もしなにかあったとき、アイーシャがそばにいてくれれば守ってもらえるだろ？」

「それはもちろんですが……え!?　なにか危ないことでもあるのですか!?」

　俺は心配するアイーシャの額にポンと手を置き、笑いかけた。

「多分、大丈夫さ。でも、男として情けないけど、もしものときは守ってくれるか？」

「陛下……ハイ！　陛下の御身はこの身に代えましてもムググ」

　俺は慌ててアイーシャの口を塞いだ。

「声が大きいって。いまは本番中だからな」

「ムグ……す、すみません」

　……やっぱり、こういうところはガッカリダークエルフかもしれない。

「……とのことです。以上で『ＮＥＷＳエルフリーデン』を終了します。……さて、この番組の後にエルフリーデン初の娯楽番組の放映を行います。ご用とお急ぎでないお方は是非引き続きこの放送をご覧くださいませ」

　おっと、クリスの番組が終わったようだ。さあ俺たちの出番だ。

　歌番組の撮影会場はここではなく、舞踏会などが開かれるのであろう吹き抜けの大広間で行うことになっている。そこにテーブルなどを並べて、連れてきた将兵たちの一部にそこで聴いてもらう『有○大賞』スタイルで行うのだ。観客がいるといないのとでは盛り上がりが違うからな。俺はアイーシャの手をとった。

「さぁ、行こうか。アイーシャ」

「ハッ、どこまでもお供いたします！」




　◇　◇　◇




　クリス・タキオンの情報番組が終わり、しばらくすると、ヴァンの広場の受信装置は一組の男女を映し出した。黒いタキシードを着た青年と、赤い豪ごう奢しやなパーティドレスを着たダークエルフの少女という組み合わせ。青年のほうは堂々としているのに対して、少女のほうはやや緊張しているようだった。すると、聴衆の一人が、

「おい、男のほうってエルフリーデン王のソーマじゃねぇか？」

　という声を上げた。その言葉に、エルフリーデン王国軍が入城する場面を見ていた者たちの口から次々に「そうだ！　入城のときに見たぞ」、「あれはエルフリーデン王のソーマだ！」、「間違いねぇ」と肯定の声が上がった。

　そんな風に言われていることなど知るよしもなく、ソーマは穏やかな表情でなにか先端の丸まっている二十センチくらいの物（マイクのつもりなのだろうが、音声は宝珠が拾うので実質ただの飾り）を口元に近づけながら『こんばんは』と挨拶をした。




『歌は世に連れ世は歌に連れ。時代を超えて語り継ぎたい歌がある』

『な、なんですか、その台詞せりふ!?　リハーサルでは言ってませんでしたよね!?』




　どうやらさきほどの台詞はアドリブだったらしく、少女のほうが混乱していた。




『この番組の司会を務める相そう馬ま一かず也やです』

『ア、アイーシャ・ウドガルドです！』

『ちょっとアイーシャ、表情が硬いよ。スマイルスマイル』

『へ、陛下こそ、なんで丁寧語なんですか!?』

『いや司会だし。王様だからってあまり偉そうにはしていられないだろ』

『そう言いながら口調が戻ってるじゃないですか！』

『おっと失礼』




　適度に戯おどけるソーマとそれに振り回されるアイーシャ。

　そんな二人のやりとりを、エルフリーデン王国の人々は微笑ほほえましそうに見ていた。

　しかし、その一方でアミドニア公国の人々は困惑顔をしていた。

　ソーマ王といえばあの武勇に秀でていたガイウス八世を知略で翻弄し、武勇にて討ち取った男だと噂うわさされていた。そんな噂の知勇兼備の若き王と、映像でダークエルフの少女をからかって遊んでいる青年の姿が結びつかなかったのだ。

　実際のところ、計略はハクヤと共同で考えたものであり、ガイウスを討ち取ったのは遅れてきた弓兵隊なのだが、公国民たちはそんな事情など知るよしもなかった。

「公王陛下はこんなのに負けたのか？」

「そうだ、これはきっと俺たちを油断させる演技なんだ！」

「なんのために？　ヴァンはもう落ちてるのよ？」

「そりゃあ……なんのためにだ？」

　困惑するヴァンの領民たちをよそにソーマは司会を続けていた。




『さて、この放送はエルフリーデン王国初の「音楽番組」です。この放送のためにそれぞれにタイプの違う歌声を持った女性たちが集まってくれました。三人とも素晴らしい才を持っている、まさに歌姫ローレライと呼ぶに相応ふさわしい人材です』




　ソーマがそう語ったこの瞬間こそが、この世界において〝アイドル〟という意味を持つ『歌姫ローレライ』という概念が生み出された瞬間だった。




『昼間の労働に疲れた皆様方の心を癒いやせるような、そんな番組になればと思います。どうか歌姫ローレライたちの歌を最後までお楽しみください』

『えっと……今日は三人だけなのですが、エルフリーデン王国では歌声自慢の方を常時募集しております。りょ、りょうりゃくりゃんりょ……』

『言えてないぞ、アイーシャ』

『だ、黙っていてください。えっと……老若男女、自薦・他薦は問いません』

『やっぱり男性の歌い手も欲しいよなぁ。でも、男だと歌姫ローレライはおかしいか。じゃあなんて呼んだら良いんだ？　魚人マーマンとか？』

『それだと、ただの海かい棲せい魔物ですよ。海から離れてもいいんじゃないですか？　あっ、えっと……歌声自慢の方、歌うのが好きな方は最寄り都市にある歌声喫茶「ローレライ」でオーディションを受けてみませんか、だそうです』

『歌声喫茶「ローレライ」って支店を出してたのか!?』

『なんで陛下が驚いてるんですか!?』

『いや、オーディションに関しては完全にジュナさんに任せてたし……』

『ちなみに「ラグーンシティ」にあるのが本店らしいです』

『パルナムのは支店かよ！』




　ソーマのツッコミが入った瞬間、ヴァンの聴衆の一人がクスリと笑い、慌てて口を押さえた。もしこの放送を見て笑っているところを見み咎とがめられたら、他の聴衆から袋ふくろ叩だたきにされるかもしれない。そのため、ヴァンの広場は妙な緊張感に包まれていた。

　そんなことなどつゆ知らず、ソーマは司会を続けた。




『さて、それでは参りましょう。一人目の歌姫ローレライは見た目は幼女・精神は大人、合法ロリの子こ人びと族ぞく、パミーユ・キャロルさんです』

『パミーユ殿の一番の楽しみはお昼寝。しかしつい最近、あまりに良い陽気だったのでそのまま朝まで寝てしまい、しかも寝坊してしまったそうです。……あの陛下？　この情報って本当に必要なんですか？』

『それでは歌っていただきましょう。パミーユ・キャロルさんです』




　ソーマがそう言うと映像が暗転し、なんだかのんびりとした曲が流れてきた。

　そして次に映し出されたのは、吹き抜けの大広間らしい場所にあるバルコニーだった。そこではフリフリのドレスに身を包んだ、いかにも可愛かわいらしい十二歳前後の少女が立っていた。彼女がパミーユ・キャロルなのだろう。パミーユは胸の前で手を組むと、その容姿に似た鈴を転がしたような可愛らしい声で歌い始めた。

　可愛らしい少女が、可愛らしい声で歌っている。

　その光景を見て、アミドニアの人々は可愛いと思うでも、その歌の良よし悪あしを論じるでもなく、ただ戸惑っていた。玉音放送が少女が歌う様子を流している、そのことに。

「なんだ、あの子。凄すごく可愛いな」

「いやまあ可愛いけどよ……玉音放送ってこんなことに使っていいものなのか？」

「俺に聞くなよ。知るわけねぇだろ」

「ガイウス様は滅多な事じゃ使わなかったわよねぇ」

「もしかしてエルフリーデンでは普通のことなのか？」

　そんな会話がいたるところで交わされていた。これがアミドニア公国とエルフリーデン王国の違いなのか。こんな放送が流れるのがエルフリーデン王国なのかと。とくに現在エルフリーデン王国軍に占領されているヴァンの人々は、強い衝撃を受けていた。

「そうか……いまここはエルフリーデン王国なのか」

　ヴァンの聴衆の一人がそんなことを呟つぶやいた。そんな何気ない一言が、まるで乾いた大地に水が染み込んでいくように、群衆の間にじんわりと広がっていった。

「ヴァンはエルフリーデン王国になったのか？」

「そりゃあ占領されてるんだしなぁ」

「つまりいまここはアミドニア公国じゃない？」

「じゃあ、こんな映像を流しても問題ないのか？」

　そんなヴァンの人々の困惑をよそに放送は続いていった。パミーユがたっぷりと愛あい嬌きようを振り撒まきながら歌い終わると、またソーマとアイーシャが出てきた。




『はい、パミーユ・キャロルさんでした。いやぁ～音楽って本当にいいものですね』

『なんででしょうか。「それ音楽じゃないでしょう」って思ってしまいました』

『さて、続きましては曲調を変えまして、元気の良い感じの曲を、この方に歌っていただきましょう。男だらけの漁場で舟唄を歌って鍛えられた声量は圧巻です。九く頭ず龍りゆう諸島出身の天てん真しん爛らん漫まんな猫耳少女。ナンナ・カミヅキさんです』

『ナンナ殿の好きなお魚はオオツノカジキで、一本丸ごと食べることが夢なのだそうですが、つまみ食いを警戒されて遠洋船には乗せてもらえないそうです……あの、やっぱりこの情報って必要なんですか？』

『それでは歌っていただきましょう。ナンナ・カミヅキさんです』

『……基本スルーなんですね』




　次に映し出されたのはライトなパンク風の衣装を着た、元気いっぱいの猫耳少女ナンナ・カミヅキだった。袖なしのトップスと短パンから晒さらされた健康的な手足と、チラリと覗のぞくおへそが、彼女の中性的な中にも可愛らしさを失わない魅力を引き出していた。

　すると、ナンナは歌い出すと同時にバルコニーから〝飛び降りた〟。

「なっ!?」

「お、おい……」

　その光景に聴衆は息を吞のんだ。おそらく予定になかった行動なのだろう。

　固定されていた宝珠を慌てて動かす様子が見て取れた。歌声は続いているのだから大丈夫だったのだろうが、しばらく映像にナンナの姿は映らなかった。ようやくその姿が映し出されたとき、ナンナは下の階の階段付近で楽しそうに踊っていた。聴衆はホッとしたのと同時に、徐々に彼女の歌とダンスに引き込まれていった。

「いいぞ嬢ちゃん！　もっとやれ！」

「歌もいいもんだねぇ。なんだか気分が明るくなってくらあ」

　二人目ともなれば慣れてくるものなのか、あの張り詰めていたヴァンの聴衆の中からもそんな声が聞こえてきた。可愛い女の子が楽しそうに歌い、踊るのだ。見ていて楽しくない男はいない。そして意外なことに、そんな男性たち以上にアミドニアに住む女性たちは衝撃を受けていた。女性たちが注目していたのはナンナのファッションだった。

「あんな薄着で寒くないのかしら」

「室内だから大丈夫なんじゃないの？」

「でもあんな格好……男を惑わすって怒られないのかしら？」

　アミドニア公国はなによりもまず軍事第一主義の国だった。男は強さこそが第一で、女はそれを支える慎み深さこそが一番の美徳とされていた。

　そのため、アミドニア公国では基本的にハレの日以外、女性が着飾ることを許さない風潮があった。男性が誘惑され、軟弱になっては困るという考えからだ。ましてや、あんな肌の露出が多め（肩口や腿ももが出てるだけで露出過多扱いされる）な衣装で公衆の面前に立つことなど、公序良俗に反するとして逮捕されかねない行為だった。

「王国では怒られないのかしらね」

「そりゃあ外国だもの。あの王様は優しそうだし」

「……いいなぁ」

　しかし綺き麗れいになりたい、着飾りたいと願う女性の心理に国境も民族もない。

　パミーユのフリフリドレスも可愛かった。いま、ナンナが着ている解放的な衣装にも憧れる。できることなら自分もあんな服を着て踊ってみたいと、二人の衣装がアミドニア公国に住む女性の心に火を付け始めていた。とくにヴァン在住の女性たちは、

「ここはもうアミドニアじゃないのよね？」

「じゃあ私たち、着飾っても良いの？」

「いいんじゃない？　怒る兵隊たちはみんな出て行ったんだしさぁ」

　と、そんなことまで言い出す始末だった。

　やがて元気いっぱいだったナンナの歌が終わったころには、ヴァンの聴衆の間からも拍手が起こった。もう誰も、ソーマの懐柔策かどうかなど気にしなくなっていた。

　ナンナが歌い終わると同時に映像が一旦途切れた。

　動かした宝珠を元の場所に戻していたのだろう。しばらくしてから映し出されたのは、苦笑いを浮かべているソーマとアイーシャの姿だった。




『……ナンナの元気さを甘く見ていた』

『……ですね』

『まさか固定カメラからフレームアウトするとは……ナンナ、恐ろしい子っ』

『なんで女口調なんですか……』

『さて、気を取り直して参りましょう。さあさあ皆様お待たせいたしました。続きましてはついに、我が国が誇る「第一の歌姫プリマ・ローレライ」の登場です』

『ジュナ殿、最初の放送からもの凄い人気ですよね』




　二人が言う通り過去二回の玉音放送で、ジュナはすっかりエルフリーデン王国のトップ歌姫ローレライになっていた。その人気っぷりはジュナ自身も困惑するほどだった。




『国王への嘆願文書をまとめる国民議会から「もっと頻繁に番組を放送して、ジュナさんの歌声を聞かせてください」って要望書が上がってきたのにはさすがに引いたぞ』

『うわー……えっと、ジュナ殿は最近肩こりに効くハーブティーを探しているそうです……大きいと大変ですからなぁ』

『………。それでは歌っていただきましょう。ジュナ・ドーマさんです』

『いまの間はなんですか？』

『……べつに想像なんてしてないから』

『語るに落ちるとはこのことですね』




　気恥ずかしげにそっぽを向くソーマと、それをジト目で見つめるアイーシャがフェードアウトし、映し出されたのは青髪の美女ジュナ・ドーマだった。

　上半身は反物を捲まいただけのような衣装で、下半身はダボッとした白いズボンを足首の辺りでキュッと締めている。ヴェールのような薄い絹を頭に被かぶるその姿は『千夜一夜物語』の世界から飛び出してきた踊り子のようだった。

　その美しさに聴衆は男女問わず見み蕩とれ、やがて紡ぎ出されるその歌声にエルフリーデン王国民・アミドニア公国民の区別なく酔いしれることになった。

　聴衆はソーマの言った『第一の歌姫プリマ・ローレライ』という言葉の意味を思い知らされた。ジュナの声はパミーユのような際だった特徴を持つ物ではない。しかしその表現力豊かな抑揚はパミーユ以上に人々の記憶に刻み込まれていった。また、ジュナの声量は漁場で鍛えられたナンナの声量には遥はるかに及ばない。しかしそのたおやかな調べは、ナンナ以上に人々の心に深く染み込んでいった。聴衆は確信した。

　ジュナ・ドーマこそが歌姫ローレライの中の歌姫ローレライ、『第一の歌姫プリマ・ローレライ』なのであると。

　アミドニアの聴衆はすっかり三人の歌声に魅了されていた。玉音放送とはこんなに楽しい気分にさせてくれるものだったのか、と。もはや、この放送がソーマの懐柔策かどうかなどを気にする者などいなかった。使い古された感のある言葉だが、音楽は音を楽しむ物だ。だからソーマの本当の狙いに気付く者は現れなかった。

　―――たった一人だけを除いて。




　◇　◇　◇




「あの王様、えげつないことするわ……」

　アミドニアの南西端にある城塞都市『ネルヴァ』の広場で、聴衆に紛れてこの放送を見ていた一人がそう呟いた。その人物はフード付きのマントで全身を覆っており、その表情を読み取ることさえできなかった。わかるのは周囲に比べてやや小柄なことと、声色からおそらく女の子なのだろうということぐらいだった。

　そんなフード付きマントの少女に、隣に立った同じ格好をした人物が尋ねた。

「えげつない、ですか？」

「えげつないわ。なにせ親おや父じ殿たちが国民から意図的に取り上げとったものを、いきなり与えようとしとるんやからなぁ。これはもう兄あにさんの復権は絶望的やな。……まぁ、国民にとっては、そのほうがええのかもわからんけど」

　そう言ってフードを被った少女は「やれやれ」とばかりに肩をすくめた。隣のフードを被った男性はそんな彼女の様子に混乱していた。

「あの、姫様、ガイウス様は一体なにを奪っていたというのです？」

「んなもん、『自由』に決まっとるわ。コルベールはん」

　フードを被った少女はガイウス八世の娘ロロア・アミドニア、隣の男性はロロアと共に身を隠していた元財務大臣のコルベールだった。ロロアは映像を指差した。

「玉音放送をあんな風に使うことも、女の人が着飾ることも、大っぴらに男の人が可愛かわいい女の子に鼻の下を伸ばすことも、いままでの公国では考えられへんことやろ？　公王も国民も、軟弱な思想が蔓延はびこることを嫌っとったからなぁ。だけどあの王様は、王国ではそれが許されるっちゅうことを、この放送で見せつけとるんや」

「つまり……『自由』を見せつけている、と」

　コルベールに尋ねられ、ロロアはコクリと頷うなずいた。

「せやねん。だからえげつないんや。『自由』は〝タダ〟や。くれてやってもソーマの懐は痛まへん。せやけど、それを奪おうとすれば反発される。もし帝国の威光を借りてヴァンを取り戻したとして、あの兄さんがその『自由』を与えたままにできると思うん？……ないわ。兄さんやと親父殿の治世の焼き直しになる。混乱は必至や」

「!?　まさか、ソーマはそこまで考えてこの放送を!?」

「うちの目にはそう見えるわ」

　コルベールは目を丸くしていた。

　この目の前の、フードをとれば小こ狸だぬきのように愛くるしい顔をした少女が、ガイウス八世を散々に手玉に取ったソーマ王の狙いを正確に見抜いていることにだ。もしこのアミドニア公国の主あるじがガイウスでもユリウスでもなくロロアだったのなら、いまとは違う未来もあったのではないか。いや、まず間違いなくあっただろう。そう思うとコルベールは口惜しくてならなかった。しかし、当のロロアはそんなことを考えてさえいなかった。

「親父殿の勝てる相手やなかったってことや。親父殿は戦場の外のことはからっきしやったからなぁ。まったく……購買意欲を刺激して経済回さんことには、いつまで経たっても不況のままや言うても、全然聞き入れてくれんかった」

　苦々しげにそう語るロロアに、コルベールは慌てた。

「あの、姫様……お父上のことは……」

「ああ、気にせんでもええよ。うちもあんま気にしてへんし」

　さきに行われた会戦でアミドニア公国軍はエルフリーデン王国軍に大敗し、ロロアの父ガイウス八世はエルフリーデン王のソーマ・カズヤ率いる王国軍に討たれたと聞く。そのことを気遣うコルベールに対して、ロロアはヒラヒラと手を振った。

「なんでやろなぁ。親父殿が死んだと聞いてもあんまり悲しい気がせぇへんねん。結局、うちは親父殿とも兄さんとも反りが合わなかったしなぁ……」

「姫様……」

「どっちかっちゅうと……ショックを感じひんことがショックや。仇かたきになるはずのソーマに対しても興味しか抱いてへん。あの古くさい国を立て直した手腕と玉音放送の使い方の巧妙さは、どんな世界に生きてたら身に付くんやろうな。会って話してみたいもんや。なあ、コルベールはん。うちって薄情な人間なんやろか？」

　フードの隙間から初めて不安げな瞳が覗のぞいた。うるうるとした瞳は捨てられた子犬のようだった。そんなロロアを見てコルベールは慌てて「いいえ！」と首を振った。

「姫様はガイウス様とは違う方法でこの国を救おうとしていたのです！　だから国民の暮らしよりも思想を優先させるガイウス様やユリウス様と相あい容いれず、国民目線のソーマ王に親近感を感じるのです！　それは姫様が、本当にこの国の姫である証あかしです！」

　コルベールがそう言うと、捨てられた子犬のような顔をしていたはずのロロアは、

「ホンマ？　なら良かったわ」

　と、クスクスと笑い出した。

（な、泣き真ま似ねですか!?）

　温和なコルベールもさすがに怒りそうになったけど、すぐに考え直した。ロロアなら悲しがっているフリも、悲しがっている〝フリのフリ〟もできてしまう。その胸の内はロロアにしかわからない。だから……コルベールはなにも言わなかった。

　すると、不意にロロアが被っていたフードを取り払った。二つのお下げ髪が前へと垂れて、ロロアの愛くるしい顔が露あらわとなった。コルベールは思わず目を見開いた。

「姫様ってば、なにをなさっているのですか!?　我らは身を隠しているんですよ!?　誰かに見られたらどうするのです！」

「みんな音楽番組っちゅうのに夢中で、誰もうちらのことなんか見てへんわ。そんなことよりも、これから向き合うことになるソーマの顔、目に焼き付けよう思うてな」

　ロロアの目に映るソーマは、どこにでもいそうな平々凡々な青年だった。しかし、見た目通りでないことは百も承知だ。普通の人間に衰退していた王国を立て直し、三公や公国を討ち破ることなどできない。普通に見えるからこそ底の知れない相手だ。

　ロロアはフードを被り直すと、コルベールの腕を摑つかんで歩き出した。

「さあ、こっちも準備を急がんとね。ソーマの動きは想像以上に速いみたいやし」

「……っ！　はっ！」

　これからが本番だと思い、コルベールも表情を引き締めた。歩きながらロロアは振り返り、受信装置が映し出すソーマの顔を見てクスリと笑った。

（うちらをその気にさせといて、勝ち逃げは許さへんよ。アンタにはきちんと〝責任〟をとってもらわんとね。覚悟しといてや、ソーマ♪）
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　ジュナさんの歌が終わり、再度パミーユの番となった。

　まだ歌姫ローレライの数が足りないので、今日の放送は三人で一人が二曲ずつ歌うことになっている。パミーユの番が終わり、ナンナの二回目の歌が始まったのを見計らって、俺はアイーシャを人目に付かず、放送にも映らない場所のほうへ引っ張っていった。

「ど、どうしたのですか陛下。まだ本番中ですよ？」

「今回の放送には不安要素があるって言っただろ。ナンナの次がそれだ」

　不安要素と聞いて、アイーシャは表情を引き締めた。俺は静かに言った。

「次のステージが始まったら俺の護衛の件、よろしく頼む」

「なっ!?　まさかジュナ殿がなにかムググ」

　また放送中なのに大声を出そうとしたアイーシャの口を手で塞ぎ、しっかりと落ち着かせたあとで俺は静かに首を振った。

「ジュナさんじゃない。ナンナとジュナさんの二回目のステージの間に、一人飛び込みの歌い手が入っているんだ」

「ムゴ……そ、そんなの聞いてないですよ!?」

「飛び込みだって言っただろ。本番直前に急に決まったんだ。それに、事前に話したらアイーシャの場合、気がそっちに行って司会をとちりそうだし」

「むむむ……否定はできませんな」

　おいおい……。ともかく、そんな彼女の腕をポンと叩たたいた。

「そんなわけだから、もしものときはよろしく頼む。司会もあるから大剣は無理だけど、小型の武器でも携帯しておくか？」

「いえ、それなら素手のほうが……ってそれほど危険な相手なのですか!?」

「いや……多分だけど、大事にはならないと思う。これはあくまでも保険だ」

「保険、ですか……承知しました。陛下は私が身命を賭してお守りします」

　ポンと胸を叩くアイーシャ。いつもなら胸甲をドンと叩く場面だけど、今日のアイーシャはカクテルドレス姿だ。普段は鎧よろいの下で押さえつけられている豊かな胸が揺れて、俺は気恥ずかしいやら、目のやり場に困るやらでそっぽを向いた。

　さて……鬼が出るか、蛇が出るか。
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「歌番組ってのもいいもんだなぁ……」

　ナンナの二曲目の歌を聴き終わったころには、アミドニア公国の聴衆の間には弛し緩かんした空気が流れていた。純粋にこの音楽番組を楽しんでいたのだ。順番から考えれば次はジュナ・ドーマの番だろう。またあの歌声が聴けるのかとワクワクさえしていた。

　しかし、そんな空気は次の瞬間には吹き飛ぶことになった。

　映像に一人の女性が映し出された。その女性は三十から四十歳くらいだろうか。背丈は二メートル近くはあり、着込んだ軍服の上からもわかるほど逞たくましい体格をしていた。眼光は鋭く、髪も短髪のオールバックなので性別がわかりにくかった。

　実際、彼女を女性だと知っているのは公国側の視聴者のみであり、王国側の視聴者の中には「女装している男」と思う者もいたようだ。

　そんな女性の隣にソーマとアイーシャは現れた。ソーマは司会者らしい作り笑顔のままだったが、アイーシャは険しい表情でそんな女性を注視していた。




『さてここで飛び込みゲストの登場です。アミドニア公国武将のマルガリタ・ワンダーさんです。ワンダーさんはヴァンを守備していた将兵たちが退去していく中、こちらが約定通り住民に危害を加えないかを監視するために最後まで残っていた人物です』




　ヴァンの住民たちは頷いていた。ワンダー殿ならばさもありなん、と。

　女性が身を立てることが難しいアミドニア公国にありながら、その並外れた武勇と統率力で将軍にまで上り詰めた歴戦の猛者だった。その武勇と見た目の厳いかめしさから国民から怖おそれられてはいるが、人柄は公明正大であり信頼も集めていた。

　しかし、だからこそわからなかった。そんなワンダー殿がなぜ、ソーマと一緒に映っているのだろうか。




『こちらのワンダーさんは扱いとしては捕虜だったのですが、捕らえられた理由が理由でしたので自宅に謹慎してもらっていました。ところが、今回のこの放送の話を聞きつけると、「私にも歌わせて欲しい」と自ら立候補してきてくれたのです』

『………』




　ソーマは明るい口調で語るが、当のマルガリタは黙したままだった。そんな二人の温度差がありすぎる空気を感じ取って、ヴァンの住民たちは背筋を凍らせた。

「おい……これからなにが起こるんだ？」

「まさかワンダー殿、この機にソーマを亡き者にしようと」

「いやワンダー殿に限ってそのような姑こ息そくな手段をとるとは……」

「でも、ダークエルフの顔を見てよ。あれは警戒してる顔だわ」

「ソーマも笑顔なのになんかピリピリした感じがするしな」

　実際にはお城で行われていることだというのに、ヴァンの聴衆は不穏な空気を感じて怯おびえていた。そんな空気の中、ソーマは笑顔のまま司会を続けた。




『それでは歌っていただきましょう。マルガリタ・ワンダーさんで、曲は……「ゴルドアの谷を越えて」』




　その曲名を聞いたとき、また聴衆の間を流れる空気が凍った。

　歌うと宣言された「ゴルドアの谷を越えて」はアミドニア公国の国歌だったのだ。アミドニア国歌を占領下のヴァンで、しかも占領している国の王たるソーマの前で歌う。

　そのことの意味をアミドニアの人々は瞬時に理解した。

　ワンダー殿は死さえ覚悟しているのだと。ソーマたちが映像からハケると、重厚で短調な音楽が流れてきた。やがてマルガリタは歌い出した。




『朝日生まれるウルスラの　山の向こうに広がるは♪

　我らが父祖が生まれし地　我らがいずれ還かえる場所♪

　進め軍馬よ同胞の　屍しかばねの丘を乗り越えて♪

　進め勇士よゴルドアの　向こうの土となるために♪』




　ハスキーボイスで紡がれる力強い歌。公国民たちの背筋は自然と伸びていた。

　マルガリタの歌声は公国民たちに、自分たちがアミドニア公国の国民であることを否いや応おうなく思い起こさせた。ヴァンの住民たちにしてもそうだ。

　見せつけられたエルフリーデン王国の『自由』に対する憧れのような物が芽吹き始めていたのだが、この歌声は冷気となってその芽を閉じさせた。
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（凄すさまじい歌だな……）

　俺は会場の隅でマルガリタの歌を聴いていた。

　歌い始めると同時に会場の将兵たちが多少ざわめいたものの、『なにがあっても席を立たず、静かに音楽を聴くこと』と厳命していたため、騒ぎ出す者はいなかった。

　しかし、皆がざわめくのも無理はない。

　なにせこの歌は「エルフリーデン王国への侵攻」を歌ったものなのだから。

　歌詞にある「朝日生まれるウルスラの山の向こう」とはウルスラ山脈の東にある旧アミドニア王国領（現エルフリーデン王国領）のことを意味している。

　そこに向かって軍馬や勇士に進めと言っているのだ。

　ゴルドアの谷を越えてエルフリーデン王国に侵攻せよ、と国歌で歌っているわけだ。

　なんというか……そこまでするかって感じだ。国歌でまで国民を煽あおる軍事国家の執念が凄まじい。そんなことを考えていると、アイーシャが小声で話しかけてきた。

（「よろしいのですか？　こんな歌を歌わせておいて」）

（「……まあ、予想通りだしな」）

　俺は腕組みをしながら小声で返した。

（「敵国の将軍だった人間が、いきなり自分も歌番組に参加したいって言ってきたんだ。理由なんて『放送を使って視聴者の愛国心を煽る』か『俺に接近できる機会を待って襲撃する』くらいしか考えられないだろ。一応、人柄について調べさせた結果、前者だろうとは予測していたけどね。だからアイーシャに護衛を頼んでおいたんだ」）

（「わかっていたのですか!?　ならば尚なお更さら、歌わせるべきではなかったのでは？」）

（「……まあ見てなって。相手の思惑を逆手にとってみせるから」）

　そんなことを言っている間に、マルガリタは歌い終わった。歌い終えると同時にマルガリタはその場にドカリと腰を下ろした。俺たちが近づいて行くと、

「アミドニア人としての気骨は示した。さあ首を刎はねられよ」

　そう言ってマルガリタは背筋を伸ばした。やっぱり覚悟の上の行動だったか。自分がこの場で討たれることさえ織り込み済みなのだろう。実際、ここでこのマルガリタを手打ちにすればこの放送すべてが台なしになる。

　だから俺は〝にこやか〟に言ってやった。

「なぜ？　良い歌声だったじゃないか」

　予想外の返しだったのかマルガリタは目を見開いた。

　覚悟を決めているところ悪いけど、その手には乗れないんだよ。

「Ｒリズム＆Ｂブルースとかが似合いそうないい声をしていたじゃないか。是非、貴女あなたの歌声で聞いてみたい歌が沢山ある。国民たちもそう思っただろう」

　俺が軽い感じで言うと、マルガリタはキッとこちらを睨にらんできた。

「……私はアミドニア公国国歌を歌ったんだぞ。このような暴挙を見過ごせば、エルフリーデン国王としての威厳を問われよう」

「自分で暴挙って言うなよ……それがどうした？　エルフリーデン王国には他国の国歌は歌ってはいけないなんて法律はない。ここはアミドニア公国じゃないんだ」

　俺はマルガリタから視線を外すと、玉音放送の宝珠に向かって言った。

「良い国とはなにか。その答えはそう簡単に出せるもんじゃない。しかし、少なくとも、自由に歌が歌える国は良い国だと思う。楽しい歌、悲しい歌、恋の歌、自国の歌、他国の歌、軍歌や反戦歌さえ自由に歌える国こそが良い国なんだと俺は思う」

　そして俺は右手を宝珠のほうに差し出しながら尋ねた。

「この放送をご覧の貴方あなたはどう思いますか？」
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　ヴァン城の西に塔がある。

　苔こけ生むして異様な存在感を放つその塔の中は牢ろう獄ごくとなっており、犯罪者の中でも身分の高い者（貴族・騎士階級以上）を収容するための場所だった。身分の高い者のための牢獄とは言ってもスイートルームのようなものでは断じてなく、中はごく一般的な小汚い牢獄だった。アミドニアの治世下においてこの塔に幽閉されたのは主に政治犯だった。国家転覆を企てた、国の姿勢に反対したと〝された〟者たちだ。

　された、というのは、それが真実かどうかは関係なかったということだ。こういった政治犯の認定は度々政敵を蹴落とすために利用された。地下には犯罪者を自白させるための拷問施設もあり、政敵の讒ざん言げんを受けた貴族がここで自白を強要され、家族共々処刑場に送られることも多かったようだ。夜にこの塔に近づくと、昼間に受けた拷問の傷に呻うめく囚人たちの声が聞こえるため、いつからか『呻きの塔』と呼ばれるようになっていた。

　そんな『呻きの塔』の中にある牢獄の一つで、鉄格子を挟んでリーシアとカルラが床に座って向かい合っていた。空軍に対する人質であるカルラは、現在、この牢の中に幽閉されていた。リーシアは簡易の玉音放送の受信装置を持ち込み、カルラと一緒にソーマの番組を見ていたのだ。途中までは娯楽番組だと思って見ていたのだが、いきなり現れたアミドニアの将軍とのやりとりを見て、二人もようやくソーマの狙いに気がついた。

「あの女将軍が放送を使って愛国心を煽ることも計算に入れた上で」

「その愛国心さえも受け入れる自由と度量を見せつけたのか」

　二人は揃そろって感嘆の溜ため息いきを漏らした。リーシアは簡易受信機の縁を指でなぞった。

「ソーマはアミドニア公国の人々に、エルフリーデン王国では好きな歌を歌えるという自由があることを教えたのね。歌だけじゃない。音楽、文芸、絵画、彫刻……あらゆる芸術行為で自己を表現することができるってことを示したのよ」

「自己表現か……公国が最も嫌いそうなことだな」

　軍事国家であるアミドニア公国にとっては、国民が画一化されていたほうが統治しやすい。打倒エルフリーデンを掲げてさえいれば支持を獲得できるのだから。もし、思想などの多様性を認めてしまったら、『エルフリーデン王国と和平を結び、交易によって共存したほうが良いのではないか』と、言い出す者が出かねない。それは公王家が最も怖れるところであり、そういう考えを持つ者が現れれば徹底的に弾圧してきたはずだ。

　しかし、敗戦とガイウス八世の死によって公王家の権威は失墜している。その時期にソーマはこのような放送を行って、表現の自由というものの存在を公国民に教えたのだ。

　歌いたい歌を歌い、描きたい絵を描き、綴つづりたい物語を綴る。

　それらを縛る者がすでにいないことを、ヴァンの人々に知らしめたのだ。

「これからさき……もしも、公太子のユリウスが復権することがあったとしても、前のような統治はできないでしょうね。もうヴァンの人々は自己を表現できる喜びを知ってしまったもの。もし、それを奪おうと思うなら弾圧が必要になるわ」

「そんなことをすればさらに国民の心が離れる……か」

　カルラは溜息を吐つくと鉄格子にもたれ掛かった。

「ソーマの言っていた『王の仕事なんて戦前と戦後にしかない』って意味がようやくわかった気がする。あいつは……いまもまだ戦っているんだな」

「戦い……。そう、だからソーマはアイーシャをパートナーに選んだのね」

　リーシアも溜息を吐きながら鉄格子にもたれ掛かった。鉄格子を挟み二人は背中合わせになっていた。

「私にケガをさせたくないって思ってくれるのは嬉うれしいんだけど、ちょっと嫉妬しちゃうな。もっと頼って欲しいんだけど……」

「ははは……それだけ大事にされてるってことだろ」

「そうかしら？」
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「そうさ。戦場で弱音を吐いたのを聞いたとき、リーシアたちには聞かせられないと言っていた。男は大事に思う相手にほど、意地を張る生き物だと大おお母かか様さまが言っていた」

「そ、そうかな……あっ、でも、カルラには弱音を吐いたの？」

「私がどうでもいい相手だからだろう。敵対してしまったわけだしな」

「カルラ、ソーマは……っ！」

　振り返ったリーシアはカルラの顔を見て言葉を失った。その表情にはいつもの勝ち気な様子は一切見られず、どこか淋さびしそうな、悟りきったような穏やかな顔をしていた。

「わかっているよ、リーシア。戦場であいつの背負っている物の重さを嫌というほど見せつけられたからな。あいつは偽王なんかじゃない。ちゃんと立派な王様だった。前王アルベルト殿やリーシアの評価は正しい。不明だったのは私たちのほうだ」

「っ!?　それがわかったのなら……」

「だからこそ、取りなしを受けるわけにはいかない」

　カルラの言葉に、リーシアは立ち上がると鉄格子をガンッと叩たたいた。

「カルラ！　私やウォルター公がどれほど……」

「違う。そうじゃないんだ、リーシア」

　激げき昂こうしかけたリーシアにカルラは静かに首を振った。そして自分の膝を両手で抱え込むと、絞り出すような声で言った。

「私たちは誤った……だからこそ、これ以上、リーシアたちに迷惑をかけたくないんだ。私たちを生かそうとすれば、ソーマ王に無理を強いることになる。無理をしてまで王様でいようとしているあの男に、いま以上の無理を背負い込ませたくないんだ」

「カルラ……」

　痛ましげに見つめるリーシアに、カルラは弱々しく笑った。

「私はもう、貴女と貴女の思い人の重荷になりたくない」




　◇　◇　◇




「さて皆様、この番組のトリはやはりこの人に務めていただきましょう。第一の歌姫プリマ・ローレライのジュナ・ドーマさんです」

　俺は最後の曲フリを終えて宝珠に映らない位置にハケた。するとそこには膝を突いたマルガリタと、それを険しい表情で見張っているアイーシャがいた。

「……エルフリーデン王よ。私のすることがわかっていたのか？」

　俺が近づいていくとマルガリタは悔しげに尋ねてきた。

「まあな。俺のいた世界にアンタとまったく同じ事をしたヤツがいたんだよ」

　まあ映画の中だけどな。少し古いミュージカル映画だけど、死んだ祖じ父いちゃんが大好きで何度も見ていたっけ。マルガリタががっくりと項うな垂だれた。

「そうか……前例があるならば失敗も道理だな」

　俺はそんなマルガリタの肩に手を置いた。

「アミドニア軍人でありながら、武力に頼らないその発想力と歌声は見事だった。どうだろう？　本当にうちの国で歌い手にならないか？　Ｒ＆Ｂ歌手としてさ」

「……敗将に温かいお言葉、痛み入る。あーるあんどびー……がなにかは知りませんが、軍人としては失格な我が身なればそれもいいかもしれませんね」

「ああ、歌い手はいくらいてもいいからな。歓迎するぞ」

　俺がそう言うと、マルガリタは少し強こわ面もてな顔に困ったような笑みを浮かべた。

「……少し考えさせてください」




　◇　◇　◇




　このときには返事を躊躇ためらったマルガリタ・ワンダーだったが、しばらくしてアミドニア出身のＲ＆Ｂ歌手としてデビューすることになる。そのハスキーボイスで繰り出される圧巻の歌声は、主に中高年世代に支持された。

　また、戦場で鍛えられた男に負けない胆きもと豪快な性格が視聴者に受け、番組の司会進行などをこなすようになり、王国芸能界の重鎮となっていくことになる。

　ともかく、波乱に満ちた音楽放送第一回はこうして幕を閉じたのだった。
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「えーっと……次の書類はっと」

　王都『パルナム』にいようと公都『ヴァン』にいようと、国王としての仕事は変わらない。政務室でハクヤが上げてくる書類に目を通し、サインをしていくだけだ。とくにいまはヴァンを占領して間もないため、その仕事量も増えていた。

　あの音楽番組制作のために何日かぶんの仕事を溜ためてしまったのも痛い。朝から晩まで作業して、能力の『生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ』もフル活用しているのに、積まれた書類の束は中々減ってはくれなかった。結局、ヴァンでも起きてすぐ仕事にかかれるようにと、政務室の片隅にベッドを設置して寝泊まりしていた。そして今日も今日とて起きてすぐに机に向かい、朝の日差しが差し込む中、政務机で書類と睨めっこしていると、

「いい加減、自分の部屋を作れば？」

　隣で仕事を手伝ってくれているリーシアが呆あきれたように言った。

「この城にだって部屋は沢山あるわけだし」

「朝から晩まで仕事漬けなんだ。寝に帰るだけの部屋を作ったってしょうがないだろ。まったく……王国のほうは落ち着いてきたってのに、ヴァンを陥落させたことでまた仕事が増えるんだもんなぁ。労働基準法なんて知ったこっちゃねぇって感じだ」

「なにわけのわからないことを言ってるのよ。ほら、次の書類」

「おう……って、またかよ」

　渡された書類に目を通し、俺はガックリと肩を落とした。

　内容は「ヴァンの民が広場で野外音楽コンサートを開きたいと言っているのだが、許可してもいいだろうか」というもの。今日だけで似たような陳情を何件も処理していた。

　内容は音楽会だったり、演劇だったり、美術展、書道展、曲馬団サーカスと多岐にわたるのだけど、どうもあの放送以来、ヴァンの住民たちはそういった芸術による自己表現に目覚めてしまったらしい。その様子はまさに、

「文化復興運動ルネツサ～ンス」

「……どうしたの？　急に」

「……なんでもない」

　リーシアに白い目で見られた。うん、このギャグを成立させるためにはまず『ルネッサンス』という言葉を定着させるところから始めないといけないだろう。

　まあ、本家がキリスト教の影響から逃れて、ギリシアやローマの時代の人間らしい文化を復興しようというものであるのに対して、こちらの場合は軍事第一主義を脱却して文化芸術を謳おう歌かしようという意味での文化復興ということになるのだろうが。

「しかしまぁ、いくら芸術の秋だからって急に目覚めすぎだろ」

　正直、ひっきりなしに芸術関連のイベント開催の打診が来るのは勘弁して欲しいところだった。ここは一応占領下にある都市なんだ。人が多く集まるイベントは、共謀する場所やテロの標的に使われる可能性がある。そのため、逐一チェックしていかなければならないこちらの身にもなって欲しい。頭を抱える俺を見て、リーシアは苦笑した。

「仕方ないわよ。それだけあの放送が衝撃的だってことでしょ？　いままで相当押さえつけられてたみたいだし」

「……だろうな。軍事国家じゃ自己表現なんて許されないだろうし」

　ちょっと政権に否定的な文章が書かれているだけで焚ふん書しよ対象、平和を説く歌を歌っただけで投獄、政権を風刺する劇を上演したから座長は公開処刑……とか平気でやりかねないからな。この盛り上がりはその反動なのだろう。

「そのせいで俺の仕事が増えるわけだけどな」

「ぼやかないの。下手に反発されるよりはいいじゃない」

「それはそうだけど……もういっそイベント関連用の部署でも立ち上げるか。あのマルガリタあたりを署長に据えて、芸能関係を一括で処理させるんだ」

「いいけど……そのための書類は作ってよね」

「オウフ……」

　どうやらどうあがいても俺の仕事は減らないらしい。

　まあ、王様なんだから仕方ないか。そのまま昼まで働き続けて、お腹なかも空すいてきたことだしそろそろ昼メシ休憩にしようかとリーシアと話していると、部屋に食料問題担当大臣のポンチョ・イシヅカ・パナコッタが入ってきた。ポンチョはまん丸なお腹を揺らしながら俺の前に立つと、緊張した様子で一礼した。

「あ、あの、陛下、少しよろしいでしょうか、ハイ」

　ガチガチに緊張していた。こう見えてポンチョは食料問題では八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍だったし、俺が手ずから採用した側近でもあるので、国でも一目置かれる存在になっている。

　だからいい加減、俺の前に立つことにも慣れて欲しいんだけどね……。

「どうかしたのか？」

「は、ハイ！　陛下に見ていただきたい物があるのですハイ」

　そう言うとポンチョは手にしていた袋からなにかを取り出し、政務机の上に置いた。

「見せたい物って……花なの？」

　横から覗のぞき込んだリーシアが首を傾かしげた。

　ポンチョが取り出したのは一茎の花だった。見た目は百ゆ合りに似ている。

　しかし、その花弁はピンク・黄色・茶色のマーブル模様という毒々しい色合いをしていた。これ、キノコなら絶対食べちゃダメな色合いだろう。

「これは？」

「は、ハイ！　これは『幻惑リリー』と呼ばれる花なのですハイ」

「あー、リリーってことはやっぱ百合なのか。でも幻惑って？」

「実はこの花の花粉には強い幻覚作用があって、吸い込むと夢遊病患者のようになってしまうのです。主に山地に群生していて、昔、行軍中だった師団がこの花粉を吸い込み、存在しない敵の大軍に追われて崖から転落し壊滅するという事件も起きておりますです」

「怖っ！」

　それもう脱法なんチャラとかそういう類たぐいのものなんじゃないか？

「って、そんなものをこんな場所に持ってくるなよ！」

「だ、大丈夫です。花粉はちゃんと落としてありますですハイ」

「……本当に？　大丈夫ならいいけどさ」

「ハイ。それに数本程度ならば吸い込んでも影響はありません。百本以上群生している場所に近づこうとすれば、布で口を覆っても無駄ですが……ハイ」

　まあフィルターマスクでもないかぎり、花粉を完全に防ぐことなんてできないだろうしな。俺はなったことないけど、花粉症の人はマスクをしてても辛つらそうだったし。

「それで、この花を見せたかったのか？」

「いえ、花はオマケのようなものでして、陛下に見ていただきたいのはこちらです」

　そう言ってポンチョは今度はなにやらコロンとした物を取りだした。これは……野菜なんだろうか。白く、丸く、ゴツゴツしていて、ラッキョウかニンニクの粒が松ぼっくりのように密集しているようにも見える。

「これは？」

「げ、『幻惑リリー』の地下茎なのですハイ」

「地下茎……ユリ根か！」

「ひゃっ！……なに、急に」

　俺が急に大声を出したものだから、リーシアをビックリさせてしまった。

　思わぬ高級食材の登場にテンションが上がってしまったのだ。へぇ、これがユリ根か。茶ちや碗わん蒸しに一ひと欠かけ片らが添え物程度で入っているのは見たことあったけど、塊の状態で見たのは初めてだった。たしかジャガイモみたいな味がするんだよな。

「……それでポンチョ・イシヅカ・パラメディック」

「ぱ、パナコッタですハイ」

「食えるのか？」

「ハイ、それはもちろん。この根には幻覚作用はありませんですハイ」

「で、味は？」

「ふかして食べればホクホクして美お味いしいのです。そしてこの『幻惑リリー』はアミドニア公国の山間部ならばどこにでも群生しております」

　それはいいな。ユリ根はたしか炭水化物だ。芋と同じく主食にできる。これが収穫できるなら公国側の食料難を解決する突破口になるんじゃないだろうか。

「でも、花粉のせいで群生場所に近づけないんだろ？」

「ハイ。それに花粉が出ている時季に収穫しないと、今度は毒性が地下茎に移ってしまいます。だからアミドニアには食べる習慣がないようですハイ」

「それじゃあダメだろ。食べられても収穫できないなら意味がない……って、あれ？　じゃあなんでここにあるんだ？」

　するとポンチョは地図を取り出し、グラン・ケイオス帝国の北東を指した。

「グラン・ケイオス帝国内の山間部に住むある民族が、幻惑リリーを収穫し、主食として食べていました。彼らには独自の収穫方法があったのですハイ」

「収穫方法？」

「猩しよう々じようを使うのですハイ」

　猩々って……猿のことだっけ？　ポンチョは頷うなずいた。

「山に住む猩々の中には幻惑リリーの花粉に耐性がある種類がいるようです。この猩々たちは普段から幻惑リリーの地下茎を掘り起こし、食べているようです。帝国の山岳民族はこの猩々たちを飼い馴ならし、彼らに収穫させているようでした」

　なるほど、鵜う飼かいの鵜みたいな感じか。飼い馴らして仕込むまでが大変そうだけど……うちの国にはこういった分野のエキスパートがいるからな。

「その猩々はアミドニアにいるのか？」

「ハイ。このヴァン近くの山にも生息しているようです。すでにトモエ殿には猩々たちと交渉してもらっています。猩々はお酒が好きなことで有名ですので、給金代わりに定期的に樽たる酒ざけを渡せば喜んで働くと思いますですハイ」

「……仕事が早いのは良いことなんだけどな」

　ライノサウルス保護区だけじゃなく、ヴァン猿軍団まで作るのか。そのうちエルフリーデン王国内に、文字通りの動物王国ができそうだな。ＨＡＨＡＨＡ……。

「……なぁリーシア」

「なによ？」

「この政策はやばい、と思ったら止めてくれていいんだからね？」

「……私に判断を求めないでよ」

　リーシアは我関せずを装うように顔を背けた。




　◇　◇　◇




　その一週間（八日）後からヴァンで配給される食料の中に、この幻惑リリーの地下茎（通称『リリー根』）で作ったお団子が含まれるようになった。

「リリー根団子の配給はこちらなのです、ハイ」

　そして食料問題担当大臣のポンチョは自ら配給場所に立ち、ヴァンの人々に手ずから『リリー根団子汁』を配っていた。食料難はアミドニア公国でも深刻だったので、ヴァンの人々は持ち帰り用の鍋を持ってこの配給に並んだ。配給のものとはべつに試食用の団子汁もあって、順番を待っている人たちに振る舞われていた。

「温かいねぇ。意外と美味しいじゃないのさ」

「この汁自体の味も良いわ。ミソとか言うんだったっけ？」

「このお団子、焼いたりしても美味しいんじゃない？　自分でも料理したいわ」

　ヴァン在住の奥様方がそんなことを話していると、ポンチョが呼びかけた。

「こ、こっちに持ち帰り用のリリー根団子も用意してあります。どうぞお持ち帰りになって、ご家庭でも作ってみていただきたいのでありますです、ハイ」

　ポンチョがリリー根団子の入った袋を掲げると、奥様方は目を輝かせた。そしていつの間にやらポンチョの周りには奥様方の輪ができていた。

「本当に気が利くねぇ。助かるよ、お兄さん」

「あんた。あの若い王様の家臣なんだってねぇ？　もういい人はいるのかい？」

「あっ、いえ、私わたくしはまだ結婚など……」

　ポンチョがたじろぎながらそう言った瞬間、奥様方の目がまた光った。

「そりゃいい！　うちの娘は気立てがいいんだ。もらってやってくれないかい？」

「あっ、ずるい！　娶めとるならうちの娘にしなさいな！　あたしに似て安産型だから元気な子を産むこと請け合いさね！」

「恰かつ幅ぷくのいいアンタんとこなら、食いっぱぐれることもなさそうだ」

　……と、気がつけばポンチョのお見合い話まで舞い込んでいた。その騒ぎを聞いて、若い娘の中からも、ポンチョのお嫁さんになりたいと申し出る者が現れた。

「王様のお気に入りの家臣なんでしょ？　それって有望株ってことよね」

「玉たまの輿こしよ、玉の輿。ハイ、ハーイ！　私も立候補します」

　気がつけばポンチョは老若の女性たちに囲まれ、揉もみくちゃにされていた。ソーマが自由に自分の思いを表現していいのだと示した時期でもあったので、女性たちは思い思いに思いの丈をぶつけるのだった。こういうことに慣れていないポンチョは、どうしていいかわからずにオロオロするだけだったのだが、そのとき、

「なにをしているのですか。ポンチョ殿」

　と、大きくはないがよく通る声が聞こえた。

　見れば二十歳ぐらいと思われる侍従メイド服姿の美人が、オタマを手に立っていた。その侍従メイドさんの目を瞠みはるような美貌に女性たちは思わず息を吞のんだ。すると、あろうことかその侍従メイドさんはポンチョに近寄ると、その太めの腕に自分の腕を絡ませた。

「私は陛下より引っ込み思案なポンチョさんを補佐して欲しいと頼まれてここにいるのですよ？　貴方あなたのためにと働いているのに、その貴方が仕事をさぼっているのですか？」

　そう言った瞬間、セリィナは群がる女性たちに視線を送った。セリィナはべつに睨にらんでいたわけではなかったのだが、女性たちはセリィナの美貌を前にして気後れした。

（（（　なんでこのポッチャリのそばに、こんな美人がいるの!?　）））

　しかも腕まで組んでいる。ただならぬ関係なのではないだろうか。そんな女性たちの気持ちなど意に介さず、セリィナはポンチョに意味ありげな眼まな差ざしを送った。

「この埋め合わせはしてくださいね。今夜は一回では足りませんわ」

（（（　なあ!?　）））

　女性たちはセリィナの艶っぽい言葉に息を吞んだ。

　ちなみにセリィナが一回で足りないと言っているのは、ポンチョが夜に行っている料理研究での試食役だった。セリィナはポンチョが作るソーマのいた世界のＢ級グルメに魅了されていたのだ。つまり、今夜（の味見）は一回では足りないと言っていたのだ。

　そのことを正しく理解しているポンチョは、

「ハ、ハイ！　仕事に戻らせていただきますです、ハイ！」

　と、敬礼して配給の仕事へと戻った。セリィナはやれやれと肩をすくめると、女性たちに向かって優雅に一礼し、ポンチョのあとに付いていった。

　女性たちは狐きつねに抓つままれたような顔で、そんな二人の背中を見送るしかなかった。




　……と、まあ一ひと悶もん着ちやくはあったものの、この持ち帰り用のリリー根団子が煮ても揚げても美味しいと評判になり、占領下にある民の心を宥なだめるのに一役買うことになった。

　そしてリリー根を食す文化をヴァンに伝え、手ずからこのお団子を配っていたポンチョ・イシヅカ・パナコッタは、ヴァンの奥様たちからまるで神様かのように敬われ、『イシヅカ様』と呼ばれるようになった。

　いつの日か、ビリケンさんのように祀まつられる日が来るのかもしれない。
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　―――大陸暦一五四六年十月下旬・公都ヴァン




　エルフリーデン王国軍がアミドニア公国の首都である『ヴァン』を占領して、三週間あまりが経過していた。占領当初は厳しい視線を向けていたヴァン住民たちだったが、ソーマが兵士たちの行動を厳しく統制したことで治安が良くなり、またリリー根団子の配給のお陰で飢える心配がなくなったことなどもあり、徐々にその警戒を解いていった。

　反発を煽あおるであろう貴族・騎士階級以上の人間が逃げ出したのも大きいだろう。いまでは都市の空気はすっかり和やかなものへと変わっていた。

　もっとも……和やかなだけならばいいのだが、ソーマが放送した『音楽番組』がヴァンの住民たちの芸術魂に火を付けてしまったようで、街角では吟遊詩人が詠うたい、路上演奏者が奏で、大道芸人がパフォーマンスを行うようになっていた。

　また、急に家をカラフルに塗りたくる者や、壁一面にジュナさんたち歌姫ローレライやキャスターのクリス、番組司会で顔が売れたアイーシャなどの美しい顔かんばせを描く者なども現れ、収拾がつかない事態になりつつあった。

　ここがつい一ヶ月ほど前まで、軍事国家の首都だったと誰が信じられるだろう。

　この時期のヴァンのことをソーマは『アミドニア・ルネッサンス』と評した。

　急激な変化には混乱が付きものであり、ヴァンでは毎日のように路上パフォーマンスの場所取り争いが起きていた。ヴァン内に拠点を置いた禁軍直卒軍はその仲裁などに駆り出され、都市外野営組の陸軍・空軍から気の毒な目で見られる有様だった。

　もっとも、それが大きな暴動に繫つながることもなく、ヴァンは概おおむね平穏であった。

　しかしこの日は、アイーシャの騒がしい声から始まった。

「ひ、姫様ぁ！」

「きゃっ！」

　朝。リーシアが自分の部屋として使っている一室で身支度をしていると、ノックもそこそこにアイーシャが飛び込んできた。あまりに突然だったのでリーシアは驚き固まっていたが、着替え途中だったことを思い出すといつもの軍服に袖を通しながら尋ねた。

「ど、どうしたのアイーシャ？　そんなに慌てて」

「そ、それが……陛下……陛下が……」

　息を切らしているせいか上う手まく言葉になっていなかった。

「落ち着きなさい。ホラ、深呼吸」

「は、はい。……ひー……ふう～」

　促されるまま深呼吸をするアイーシャ。律儀にも深呼吸に合わせて腕を大きく上下させていた。彼女が落ち着いたことを確認してから、リーシアは再度尋ねた。

「それで、ソーマがどうかしたの？」

「はい。いつも通り陛下に朝のご挨拶をしようと政務室に向かったのですが、そこに陛下の姿はなく……こんな置き手紙があったんです」

　そう言ってアイーシャはリーシアに一枚の紙を差し出した。

　リーシアがその紙を受け取り目を通すと、そこには、

『旅に出ます。捜さないでください。　ソーマ・カズヤ』と書かれていた。

　こめかみを押さえて溜ため息いきを吐つくリーシアの横で、アイーシャがまた慌て始めた。

「ど、どうしましょう。早くお捜ししなくては」

「だから落ち着きなさいって。ソーマは今日は休暇よ」

「へ？　休暇？」

　キョトンとするアイーシャに、リーシアは「そうよ」と頷いた。

「トモエと一緒にね。ここのところ仕事が立て込んでて精神的にもギリギリだったみたいだし、休暇を取るように勧めたのよ。ちゃんとハクヤの許可も取ったわ。そしたら、ソーマったら『それなら部屋でのんびり人形作りでもするかぁ』とか不健康なこと言い出したから、トモエに頼んで強引に外に連れ出してもらったの」

「聞いてないです！　私、陛下の護衛ですよ!?　なんで連れて行ってくれなかったんですかぁ！」

　涙目になるアイーシャを見て、リーシアはやれやれと肩をすくめた。

「貴女あなたは目立ちすぎなのよ。ここは人間族中心の国だったからダークエルフ自体が珍しいし、先日の放送で顔も売れているからお忍び行動に向かないわ」

「ですが、つい最近まで敵地だったんですよ!?　陛下とトモエ殿になにかあったら……」

「心配いらないわ。ソーマたちも変装しているし、それに今回はジュナさんと海兵隊の精鋭たちが陰から守ってくれることになっているから」

「ジュナ殿も一緒なのですか？　それならばまぁ安全で……」

　そこまで言って、アイーシャの脳裏にジュナのあの大人な笑顔が浮かんだ。

　アイーシャにとってジュナは理想の女性だった。美しく、たおやかで、やさしい……できることならばあんな女性になりたいと思わせる素敵な人だ。だけど……それはそれとして、ジュナの笑顔を思い浮かべると、アイーシャの女としての本能が警鐘を鳴らすのだ。

　油断をすれば、美お味いしいところをすべて持って行かれてしまうぞ、と。

「安全……なのでしょうか？」

「………」

　じつは似たようなことを考えていたリーシアには、なにも言い返せなかった。




　◇　◇　◇




「良い天気ですねぇ、義あ兄に様さま」

「そうだねぇ、トモエちゃん」

　俺はいま、午前の日差しが眩まぶしいヴァンの商店通りを、妖よう狼ろう族の義妹トモエちゃんと手を繫いで歩いていた。ここのところ政務に忙殺されていたこともあり、見かねたリーシアにあの王都巡察以来となる完全オフの休暇をとるよう勧められたのだ。

　どうせ休みならゴロゴロしたいという休日のお父さん的な思考が働いたのだけど、不健康だからとリーシアの命を受けたトモエちゃんに城下に連れ出されたのだ。

　つい最近まで敵地だった場所であり、今日の俺たちは軽く変装していた。

　俺は顔立ちが九く頭ず龍りゆう諸島の人間に似ているらしく、そこの旅人の装束である道中合羽に三さん度ど笠がさという、どこの北風小僧だという格好をしている。トモエちゃんはどこかのゲームの白魔導士が着用しているような、フード付きのローブを羽織っていた。

　まあ、わざわざ変装してまで出かける必要があったのか、とも考えたけど、

「うわぁ、いろんなお店がありますねぇ、義あ兄に様さま！」

　と、はしゃぐトモエちゃんを見ていたら、どうでも良くなってしまった。

「なにか気になるお店があったら入ってみようか」

「はい♪」

　元気良く返事したトモエちゃんの頭を撫なでた。狼おおかみ耳の付け根あたりの髪がモフモフサワサワで気持ちがいい。はあ……癒いやされますなぁ～。

　俺はトモエちゃんとは反対側にいる人物にも声を掛けた。

「ジュナさんも、それでいいですか？」

「ええ。カズヤ様のお好きなように」

　そう言ってジュナさんは柔らかく微笑ほほえんだ。

　今回のお忍び休暇ではアイーシャに代わり、ジュナさん率いる海兵隊の精鋭十名ほどが陰から警護してくれることになっていた。……そう、陰から。

「あの、ジュナさん？　なんで腕を絡めてるんですか？」

　トモエちゃんの頭を撫でているのとは逆の腕に、ジュナさんは両手を絡めていた。

　もの凄すごく近い。いまのジュナさんは長剣を背負い、布の服の上に胸甲を着けた、いかにも女冒険者といった格好をしていたので、あの豊満な感触はない。しかし、腕にはジュナさんのぬくもりがダイレクトに伝わってきていた。

　ドギマギする俺にジュナさんは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべていた。

「あら、いけませんか？」

「いけないってことはないですけど……陰から守るって話じゃなかったんですか？」

「ちゃんと守っていますよ。いまも海兵隊の精鋭たちが物陰から守ってくれています。先回りして死角になりそうな場所の警戒もしてくれてますし」

「いやでも……ジュナさんも顔が売れてるんじゃ？」

　音楽番組でジュナさんの顔もアミドニア国民に知られたはずなのだ。ダークエルフのアイーシャほどではないにしても、いまのジュナさんは顔を隠していないし、気付く人も出てくるんじゃないだろうか。そう尋ねると、ジュナさんはクスリと笑った。

「大丈夫でしょう。あのときはメイクをしてましたし、印象は違っているはずです」

　言われてみれば……今日のジュナさんは最低限のメイクしかしていないようだった。

　歌姫ローレライとして舞台や宝珠の前に立つときには、遠目に見てもハッキリとわかるような〝魅せるメイク〟が必要だったのだろう。いまのジュナさんもナチュラルで美しかったが、メイクをしていないだけでいつもよりも幼く見えた。いまなら年相応の女性に見える。

「そうですよ。……大人っぽく見えるのはメイクのせいなんですからね」

「いや、立ち居振る舞いもあるんですけど……やっぱり気にしてたんですね？」

「女子ですから。陛下は私と腕を組むのは嫌ですか？」

　少し不安な表情を見せるジュナさん。その顔は……狡ずるいなぁ。

「嫌なわけないじゃないですか。どんとこいです」

「ふふふ。ありがとうございます」

「はふぅ……やっぱりジュナさんは素敵です。憧れてしまいます」

「……トモエちゃんはそのままでいいんじゃないかな？」

　ジュナさんに尊敬の眼まな差ざしを向けるトモエちゃんに釘くぎを刺しておいた。トモエちゃんも可愛かわいらしいし、成長すればジュナさんのような美人になるかもしれない。成長して大人の駆け引きを覚えたら、とんでもない小悪魔が誕生するんじゃないだろうか。

　そんなことを考えながら、結局、俺は右手をトモエちゃんと繫ぎ、左腕にジュナさんの腕を絡ませながら歩くことになった。正体がばれることこそなかったけれど、すれ違う男たちの嫉妬の眼差しと、三人がどんな関係なのかを邪推する奥様方のヒソヒソ話に胃が痛くなってくる。俺は気を紛らわせようと、ジュナさんに話しかけた。

「さてと……どこに行きましょうか？　ヴァンはパルナムとは違って整備とかはしてませんし、巡察したい場所もないんですよね」

「休暇で街に出たら巡察、という発想もいかがなものかと思いますよ」

　ワーカホリックな思考にジュナさんは苦笑していた。仕事脳ですみません。すると、ジュナさんはちらりとトモエちゃんのほうを見て、俺にそっと耳打ちしてきた。

（「それでしたら、トモエさんに衣服などをプレゼントしたらいかがでしょう。義妹いもうと様さまなのですから、家族からのプレゼントということで」）

（「あー、それはいいですね」）

　言われてみればトモエちゃんを義妹（正確にはリーシアの義妹で、俺にとっては将来の義妹だけど）として迎え入れたのに、政務にかまけて兄らしいことをまったくできてなかったからな。トモエちゃんはその間もライノサウルスや猩しよう々じようとの交渉で頑張ってくれていたわけだし、今日は目一杯甘やかしてあげるのもいいかもしれない。

（「ジュナさん、ちょうど良さそうな店の場所はわかりますか？」）

（「調べてあります。お任せください」）

　ジュナさんは胸に手を当てると、軽く会釈をした。







　ジュナさんオススメの店は街角にある服飾屋だった。

　小さめの看板には『銀の鹿の店』という意味の単語が、小こ洒じや落れたフォントで書かれている。ショーウィンドウに並ぶ商品を見る限り、衣服だけでなく、靴や、装飾品なども取り扱っているようだ。素人目にはよくわからないけど、商品の質も良く、いかにも高級そうな店だった。量販店のセール品ばかり着ていた自分には縁遠そうな店だ。

　ちなみに、この国に来てからの服は、自前の物以外はある物を着ている感じだ。

　最近ではムサシ坊や君人形の作製・補修で裁縫スキルが上がっているため、下着以外は自作もしている。一応、高給取りと呼ばれる身分なので特注することもできるのだけど、いまさら贅ぜい沢たくしようとも思わない。この道中合羽の下に着ているシャツとズボン、それにトモエちゃんが着ているフード付きのローブも自作だった。

「こんな物まで作れるなんて、義あ兄に様さま凄いです」

　トモエちゃんの尊敬の眼差しを受けて、ちょっと鼻高々だった。

「向こうの世界で着慣れてた感じの服は売ってないからね。半分は趣味だけど」

　照れ隠しにそう言いながら、俺は『銀の鹿の店』へと視線を向けた。

「でも、意外だなぁ。アミドニア公国にこんなオシャレな店があるなんて」

「もとは男性の衣類を売っているお店だったとか。あの放送以後、女性が着飾るようになってからは、女性向けの衣類や装飾品も仕入れるようになったそうです」

　ジュナさんがそう説明してくれた。需要に応えた品しな揃ぞろえのようだ。

「それにしても中々の品揃えですよね？　どこから仕入れて来たんでしょうか？」

「商業ギルドがありますから。不足している食料品はともかく、物品ならギルドが仕入れ先の調整を行ってくれます。商人たちにとってはエルフリーデン王国であろうとアミドニア公国であろうと、等しく仕入れ先でありお得意様ですから」

「ちゃっかりしてるなぁ……」

　もっとも、そういった商人たちの活動が、世の中の需要と供給のバランスを保っているのだろうけど……と、いつまでも店の前でしゃべっていても仕方がない。

「とりあえず、入ってみましょうか」

　二人を促しながら店の中に入ると、バーテンダーのような服を着た灰色の髪の男性が、陳列されている商品を並べ替えていた。紅茶の香りが似合いそうな紳士風の中年男性は、俺たちに気がつくと、足を揃えて立ち、胸に手を当てて一礼した。

「いらっしゃいませ。旅のお方でしょうか」

「あっ……えっと……」

　男性にそう尋ねられて、俺は言葉を詰まらせた。正体を明かすのは論外として、三度笠の男と冒険者風の美人、それに白フードの狼少女という組み合わせをどう説明すればいいのだろうか。どうしたもんかと頭を抱えていると、ジュナさんが歩み出た。

「はい。こちらにおられるお二方は九く頭ず龍りゆう諸島連合の中の一国、エチゴ王国のチリメン問屋の若旦那でカズヤ様と、その妹君であるトモエ様です。そして私はお二人のお供を仰せ付かっているシルヴィアと申します。カズヤ様はいずれ家業を継がれるお方。見聞を広めるために諸国を巡っているのでございます」

　まさに立て板に水の口上だった。

　さすがジュナさん。っていうか、リーシアとデート巡察したときに言った『エチゴ王国のチリメン問屋の若旦那』なんてデマカセ設定をよく憶おぼえていたものだ。俺自身でさえ、そんな設定だったことをすっかり忘れていたのに。あとシルヴィアって誰？

　中年男性はとくに気にした様子も見せず「そうでしたか」と穏やかに頷うなずいていた。

「申し遅れました。私、当店の支配人セバスチャンと申します」

「………」

　その名前は支配人ではなく執事じゃないのかと、一瞬、考えてしまったけど、べつに執事じゃないセバスチャンがいてもいいか。セバスチャンは笑顔で尋ねてきた。

「それで、今日はどういった物をお探しでしょうか」

「そうですね……なにか妹に似合うものはないでしょうか？」

「ふえっ!?」

　俺の言葉にトモエちゃんは驚きの声を上げた。俺はそんなトモエちゃんの頭に手を置くと、フードの上からやさしく撫でた。

「まあそういうことだから、気に入った物があったら言ってくれていいんだよ？」

「あの……でも……」

「いいから。たまには兄貴らしいことをさせて欲しい」

　そう言ってトモエちゃんをポン、とジュナさんのほうへと押し出した。

　ジュナさんはコクリと頷くと、トモエちゃんの手を取って商品を見始めた。最初は硬かったトモエちゃんだったけど、そこは女の子。ジュナさんと商品を見ているうちに、次第にショッピングに夢中になっていくのがわかった。

　さて、こうなると男は手持ちぶさたになる。しばらくは美女と美少女がキャッキャウフフと買い物を楽しむのを眺めていたけど、ただ待っているのにも飽きたので一人で店内をぶらついてみた。衣服に靴に装飾品、それに化粧品なんかも置いてある。

　本当にいろんな商品が売られている店だ。まさにアミドニアの１●９といったところか……まあ、１●９どころか渋谷にすら行ったことないけど。ヴァンの女性たちがファッションに目覚め始めたからか、売り場面積の八割以上が女性用だった。もともとは男物ばかりを取り扱っていたはずなのに、いまは外がい套とうくらいしか置いてないみたいだ。

　そうやって見ていくと、いくつか気になる商品もあった。

　一つ目はリップ。薄紅色よりもさらに淡い色彩のものだった。

　二つ目は髪飾り。金細工で小さな石も使われていてかなり良い物そうなのに、モチーフがテントウムシであるため、子供っぽく見えるアンバランスな物だった。

　三つ目はチョーカー。青い革地には銀ぎん箔ぱくが星のように鏤ちりばめられていて、金でできた留め金の部分が翼を広げた鳥の形になっている。どれも良い品っぽいな。

　そして……最後に目に付いたのが女の子向けの小さなローファーだった。こちらはリボンをモチーフにしたブローチが付いていて実に可愛らしい。

　このローファー……トモエちゃんが履いたら似合うんじゃないだろうか。

「ねぇトモ、」

「カズヤ様」

　呼びかけようとしたところを背後からセバスチャンに呼び止められた。訝いぶかしく思いながらも振り返ると、セバスチャンは「突然、失礼いたします」と頭を下げた。

「カズヤ様に一つお尋ねしたいことがあるのですがよろしいでしょうか？」

「……なんでしょうか？」

「戦場において、諸将を集め軍議しているとしましょう」

　……はい？　戦場？　軍議？　なんでいきなりそんな話が出てくるんだ？

「その軍議において真っ先に出た意見が良案だったとしましょう。貴方あなたがその軍の最高指揮官だった場合、その良案をすぐに採用しますか？」

「……しないな。もっと良い案があるんじゃないかと思ってしまう」

「その通りです。だからもし、自分が諸将側で、自分の持つ良案を通したい場合は、すぐに良案を出さずに、議論が行き詰まったころにそっと出すのがいいのです」

「ふむふむ……」

「私が申し上げたいのは、男女の駆け引きもまた戦ということでございます」

「……ああ。なるほど」

　ようやくセバスチャンの言いたいことがわかった。俺がトモエちゃんに似合うと思ったローファーを推すのはもう少し待ったほうがいいと、そう言っているのだ。

　たしかにいま、ジュナさんとトモエちゃんは商品選びを楽しんでいる。

　ここで俺が良さそうな物を持っていくのは、その楽しそうな空気に水を差す行為だ。選ばれたら向こうの楽しい時間が終わってしまうし、選ばれなかったらこちらが気まずい思いをしてしまうだろう。それはどちらにとっても本意ではない。

　セバスチャンの気配りに、俺は心から感服した。

「貴方は素晴らしい策士です」

「お褒めにあずかり光栄です」

　右腕をお腹なかのあたりに添え、恭しく頭を下げるセバスチャン。演劇チックな身振りだったけど、板に付いていたので不快には感じなかった。

　と、そこで一つ気になることがあった。

「ところで、さきほど軍議を例に出しましたけど……」

　もしかして俺たちの正体に気付いているのだろうか。そう思って尋ねたのだけど、セバスチャンは慌てたように首を振った。

「おっと……失礼いたしました。つい先日まで高貴の方々のみを相手にしていたものでして、その癖が抜けず、気を悪くされたのならお詫わびします。贔ひい屓きにしていただいていたお得意様に、この手のやりとりが好きなお方がいましたものでして」

「……いえ、構いませんよ。そのお得意様とやらは軍人なのですか？」

「いえいえ、とても愛くるしい小こ狸だぬきのようなお方ですよ」

　小狸ねぇ。腹の読めない支配人に小狸と称される人物か……興味あるな。それはともかく、俺は二人に見えないようにこっそりといくつかの商品を購入した。

　そのあと、二人の物色が一段落したころを見計らって、あの可愛かわいいらしいローファーをトモエちゃんに薦めた。トモエちゃんはやはり遠慮していたけど、商品自体は満更でもない様子だったので、半ば押し切る形でプレゼントした。

　トモエちゃんは箱詰めされたローファーを胸に抱きしめると、

「あ、ありがとうございます……義あ兄に様さま……大切にします……」

　そう言って涙ぐんだので、俺は頭をやさしく撫なでた。これで少しは兄妹らしいことができただろうか。考えてみれば、俺にとって家族と呼べるのは祖父母しかいなかった。だけどいまはリーシアがいて、トモエちゃんがいて、アイーシャやジュナさんがいる。

（……やっぱり、繫つながりがあるっていいもんだよなぁ）

　義妹の頭を撫でながら、そんなことをしみじみと思った。

　そんな俺たちの様子をジュナさんが横で微笑ほほえましそうに見ていた。







「あ、ジュナさん。ちょっと待ってください」

　セバスチャンの店をあとにするころにはお昼を過ぎていた。どこかで昼食でもとろうかと三人で移動している途中、俺はジュナさんを呼び止めた。

「どうかなさいましたか？」

　首を傾かしげるジュナさんに、俺は小さな包みを差し出した。

「これをジュナさんに渡したくて」

「私にですか？」

　ジュナさんが受け取り、包みを開けると、中にはあのテントウムシの形をモチーフにした髪飾りが入っていた。さっきこっそりと購入しておいた物の一つだった。

「えっ!?　あの、これは……」

「ジュナさんにはいつもお世話になってますから。そのお礼です」

「そんな、私にこのようなものを頂戴する資格など……」

「貸してください」

　俺はその髪飾りを受け取るとジュナさんの髪に着けてあげた。うん、思った通りだ。

　普段の大人びたジュナさんには子供っぽすぎるデザインだけど、年下に見える今日のジュナさんが着けると背伸びした少女のようでとても可愛らしかった。

「とても似合っているよ。〝ジュナ〟」

「っ!?　うぅ……」

　年上っぽく振る舞ってみると、ジュナさんは珍しく顔を真っ赤にしていた。大人なジュナさんからようやく一本とれた気がした。ジュナさんはぷいっとそっぽを向くと、

「陛下。陛下が女性にプレゼントを贈るのなら、ちゃんと姫様たちにも贈るべきです。陛下は立場上、複数人の女性を娶めとることになるでしょう。その際、不公平があってはいけません。陛下に求められるのは平等にすべての女性を愛するか、婚姻など政略の一つと割り切りすべての女性を心からは愛さないかのどちらかが求められます。ともかく、女性たちの間に不和を起こさせないことも陛下の重要な仕事ですからね？」

　そう早口に捲まくし立てた。口数の多さが照れている証拠だろう。

「大丈夫ですよ。リーシアやアイーシャにもちゃんと用意してあります」

　リーシアは装飾品は綺き麗れいな物よりも、戦闘中でも身に着けていられる物を好む傾向があるから、オシャレでありながら邪魔にならない青い革のチョーカーを。ジュナさんと同じくお世話になっているアイーシャには、あの健康的な褐色肌に似合いそうな色のリップを贈るつもりだ。音楽番組の司会のときにも、女らしさを気にしていたみたいだしな。

「そんなわけですから、ご心配なく」

「そ、そうですか……」

「ええ。ところでジュナさん？」

「……なんでしょうか？」

「『陛下』ではなく『カズヤ様』でしょう？」

「あっ……」

　さっきからジュナさんは、俺をカズヤ様ではなく陛下と呼んでいた。やっぱりあの早口は照れ隠しだったのだろう。ジュナさんは赤くした顔をむくれさせた。

「カズヤ様って……意外と意地悪なんですね」

「そうですか？」

「ええ。それに、中々の誑たらしです」

　そう言ってまた俺の左腕に腕を絡めた。さっきまでよりも密着度が上がっている。肩越しに見えるジュナさんの照れ笑いの上で、髪飾りがキラリと輝いていた。







「うわあ……義あ兄に様さま、小さなお店が沢山出てますよ」

　広場中に並んだ露店を見て、トモエちゃんが声を弾ませていた。

　昼食をとるためにジュナさんが案内したのは、玉音放送の受信装置がある広場だった。

　つい一ヶ月ほど前まではただの野原だったのだけど、いまでは雑貨や食料品などを扱う多くの露店でひしめき合っている。まだ広場に足を踏み入れたばかりだというのに、客を呼び込む露店主の声や、値切り交渉をする客の声が聞こえてきた。

　行き交う人々の顔ぶれも多彩だ。晩ご飯の材料を買いに来た主婦。昼食を取りに来た職人集団。買い食いしている非番の王国軍将兵もいる。あれは陸軍兵士だな。野営組の陸・空軍も非番の日は城内に入ることが許されていた。

　また、旅人や冒険者と見られる、人間族以外の他種族の姿も多く見受けられた。まさに種族も職業も国籍も関係なく、老若男女で賑にぎわうごった煮状態だった。

「……なんでこんなことになってるんですか？」

「ポンチョ殿のお陰でヴァンの食料難はかなり軽減されましたが、店舗を持って料理を提供できる者は限られています。ですが、露店程度ならば開けるという人々がこうやって集まって来ているのです。いまではヴァン内随一のマーケットになっています」

　ジュナさんがそう教えてくれた。

「こんな辺へん鄙ぴな場所で？　大通りとかのほうが良いんじゃ？」

「ここには玉音放送の受信機がありますから」

「ああ、なるほど……」

　あの音楽番組を放送して以来、テストも兼ねて、昼にはクリス・タキオンによる情報発信番組を、夜には歌番組を毎日のように放送していた。露店があるからお客が集まっているんじゃなくて、玉音放送目当てで集まった人々を目当てに露店が集まったわけか。なんだか戦後の闇市みたいだな。そのうちここはアメ横みたいになるのだろうか。

　ちなみに、音楽番組にジュナさんたち歌姫ローレライが登場するのは週末だけで、それ以外の日は希望者参加型の『のど自慢番組』となっている。玉音放送は常に生放送なので、歌姫ローレライだけでは負担が大きくなってしまうからだ。

　そんな『のど自慢番組』で歌の才があると認められた者は後日、マルガリタのような『歌手シンガー』か、容姿も良ければ『歌姫ローレライ』、あるいは男性だったら『男性アイドル』として新設した『歌騎士オルペウス』としてデビューしてもらうことになるだろう。

　放送はエルフリーデンとアミドニアの二カ国同時放送であり、受信機の置いてある都市ならどこでも見ることができる。アミドニア側の都市はともかく、エルフリーデン側の都市はここと似たような状況になっているかもしれない。

　これはあとで経済効果を試算してみる必要があるな。そう思いながらニヤニヤしていると、トモエちゃんに道中合羽を引っ張られた。

「義あ兄に様さま、お腹が空すきました」

「おっとそうだな。それじゃあ、露店でなにか買おうか」

「はい♪」

「承知いたしました」

　俺たち三人は広場の露店を見て回った。

　全体的に見て料理を出しているところが四割、小物類を扱っているところが二割、装備品を扱っているところが二割、残りはその他といった感じだろうか。

　料理は串焼き屋が多いようだ。ヴァンは海から遠いから手に入るのは川魚だけだし、食料難から穀物や野菜は不足気味だ。その点、肉ならば野生動物を仕留めればいい。

　おそらく城壁の外で仕留めた獲物を焼いているのだろう。そのため、どの店もなんの肉かは明言しない、羊よう頭とう狗く肉にくどころか謎なぞ頭とう謎なぞ肉にく状態だった。

「串焼きを買うのはギャンブルっぽいかな……」

　ツノウサギ肉とかだったらまだいけそうだけど、大ネズミや大トカゲの肉だったりしたら……ＳＡＮ値がゴリゴリ削られそうだ。それに、そこらへんの野原にいるものを適当に狩ったのだとしたら、どんな病原菌やら寄生虫やらがいるかわかったもんじゃない。この世界には食品衛生法もないし、調理師免許も必要ない。

（いずれはそこらへんも整備しないとな……）

　そんなことを考えていると、

「大丈夫ですよ」

　と、ジュナさんが〝凄すごく良い笑顔〟で言った。

「護衛の海兵隊員を先行させて毒味させました。安全な屋台へご案内いたします」

「毒味!?　味見じゃなくて!?」

「カズヤ様にもしものことがあれば国家の一大事。市井の物なら毒味は当然です。カズヤ様の身体からだはもう、カズヤ様だけの物ではないんですよ？」

　俺は妊婦さんか、とツッコミたかったけど、言いたいこともわかるのでやめた。

　食中毒でダウンしている状態で『生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ』が使えるかどうかわからないからな。もし使えなかったら俺数名分の政務が止まることになる。

　……うん、国民のためにも毒味は必要だったのだ。そう割り切ろう。

「ちなみに毒味結果は？」

「一名が腹痛を訴えて脱落しております」

「公城に伝令を出してくれ！　肉・魚料理を販売する際には、その原材料を店頭に表示することを義務づける！　もしも表示を行わなかったり、その表示に誤りがあった場合、営業停止処分を下す旨をあわせて通知してくれ！」

「承知しました」

　ジュナさんは護衛の海兵隊一人を呼びつけると、伝令として公城に向かわせた。

　エルフリーデン王国初となる『食品衛生法』のはしりができた瞬間だった。

　原材料の表示対象はいずれ拡大するつもりだけど、まずは偽装肉類だけでも先行して規制しなくてはならない。毒や病原菌を持っていたら人の生死に関わるからな。

「犠牲となった海兵隊員よ。キミの死を無駄にはしない」

「いえ、死んでませんよ。ただの食アタリです」

　ジュナさんに呆あきれ顔がおでツッコマれた。

　いやいや、食アタリだって死ぬときゃ死にますからね。以前、うちの祖じ父いちゃんが消費期限を過ぎた卵を生で食べてサルモネラ菌に罹かかり、何日も入院する羽目になったことがある。幸い、そこまで酷ひどくはならなかったけれど、一個十円程度の卵を惜しんで入院費ウン万とられたって、祖ば母あちゃんにしばらくいびられていたっけ。

　まぁ、それはともかく、俺たちはジュナさんオススメの串焼き屋で串焼きを買い、果物屋で売っているミックスジュースを買って、簡易ベンチに腰を下ろして食べた。

「はむっ……うん、美お味いしいです義あ兄に様さま」

「ああ。この肉は中々いけるな」

「このジュースも美味しいですよ。カズヤ様」

　肉はジューシーで美う味まかった。縁日とかで売っている牛串とさほど変わらない味だったので聞いてみると、原材料はビッグブル（どでかいバッファローみたいな動物）とのこと。ミックスジュースは常温だったけど、秋も深まってきた時季でもあったのでぬるくは感じなかった。少し酸っぱめだったけど、油っぽい串焼きを食べた後に飲むと口の中がサッパリする。お腹なかがいっぱいになって一息吐つくとゆったりとした気分になった。

　隣のトモエちゃんが舟をこぎ始めたので、そのままお昼寝タイムにしてあげた。トモエちゃんは俺の膝を枕にして、身体を丸めて寝息を立て始めた。彼女の頭を撫なでるとサワサワとしていて、本当にワンコの毛並みみたいだった。

「ふふ、可愛かわいいですね」

　隣に座ったジュナさんがトモエちゃんの寝顔を覗のぞき込みながら言った。そして肩が密着するくらい身を寄せると、悲しげな顔でポソリと呟つぶやいた。

「こんな穏やかな日がずっと続けば良いのですが……」

「フラグっぽいことを言わないでくださいよ。……そうもいかないんでしょ？」

　俺がそう尋ねると、ジュナさんはコクリと頷うなずいた。

「帝国軍が近くまで来ています。その数、凡およそ五万」

「五万？　意外と少ないですね」

　いま現在ヴァンに集結しているエルフリーデン王国軍の兵数が四万五千ほどだから、大体同数程度だ。もちろんアミドニア側の兵力を併せればうちの兵数を凌りよう駕がはするだろうけど、少なくともうちの三倍は連れてくると思っていた。

　魔王領からの脅威に対し、人類が一丸となって戦うことを掲げているグラン・ケイオス帝国に、まさか戦端を開く気はないとは思うけど、ヴァン攻めも可能な兵数を連れてくれば、こちらに対する威嚇になる。しかし、ジュナさんは首を振った。

「おそらく、アミドニア公国側が渋ったものと思われます。大軍を率いてこられたら、そのまま国を奪われるかもしれないと警戒したのでしょう」

「『人類宣言』を掲げる帝国がそんなことするわけないと思うけど？」

　国境線の変更は認めないと言っている口で侵略戦争などを始めたら、『人類宣言』が形骸化してしまうことになる。そうなれば加盟国の信頼を失い、魔王領からの脅威に対して人類が一丸となって対処するという帝国の戦略が瓦解することになる。

「だからこそ、帝国が仲介に乗り出してくるわけだしな」

「アミドニアはすでに『人類宣言』の横紙破りをしています。帝国を欺いた手前、自分たちも帝国に欺かれるのではないかとナーバスになっているのではないでしょうか」

「……策士策に溺れるって感じか」

　自縄自縛。公国は帝国の意向を無視するようなことをしておいて、窮地に陥ればその威光に縋すがるという行為に出た。そのことに対しての後ろめたさもあるのだろう。風かざ見み鶏どりやコウモリは誰からも尊敬されないし、どこの国からも信頼されなくなる。帝国に見限られるのではないかと戦々恐々としているわけだ。

「呆れる話だけど……こちらとしては好都合だな。公国と帝国の間に溝があるなら、そこに付け入る隙があるかもしれない」

「ふふふ、国王陛下の腕の見せどころですね」

「……あまり背負わせないで欲しいんですけど？」

「あら、いまの貴方あなたはカズヤ様なのでは？」

　茶目っ気たっぷりに言い返された。さっきからかった意趣返しなのだろう。さすがジュナさん、一本取ったと思ったらすぐ取り返された。




『皆さんこんにちは。「ＮＥＷＳエルフリーデン」の時間です』




　すると、不意にクリス・タキオンの声が聞こえてきた。

　どうやら午後のニュース番組が始まったようだ。見上げる上空に立ち上った霧に、ニュースを読むクリスの姿が映し出されていた。へぇ……俺たちが作った放送は、城下ではこう見えていたのか。噴水設置型の受信機で見たのはこれが初めてだけど、映画館のスクリーン並みの大きさがあって結構な迫力だな。




『まずは最初のニュースです。現在エルフリーデン東部に建設中の新湾岸都市「ヴェネティノヴァ」ですが、まもなく完成とのことです。この「ヴェネティノヴァ」ができあがることにより、陸運と水運の流れが効率化され、より早い物資輸送が……』




　このニュース自体はエルフリーデン王国内の各地（公都ヴァンも含む）から、以前、アイーシャも神護の森との連絡用に使っていた伝書クイ（伝でん書しよ鳩ばとのような鳥。帰巣本能と飼い主が放つ波動を遠くまで感知できる習性を利用して、個人と特定の場所とで連絡が取れる）を飛ばしてもらって集めたものだった。玉音放送も映らない山やま間あいの村からでも情報を受け取ることができるのが強みだけど、反面、リアルタイムで情報を伝えられる玉音放送とは違い、その情報には一、二日の遅れが出てしまう。

　たとえば王国東北端のラグーンシティで事件が起きたとして、そこから直接ヴァンに報しらせが届けられるのではなく、定時的に各都市へ情報を運んでいるクイにその報せを持たせているのだ。そしてクイは別の都市に報せを運び、その都市からはまた別のクイで他都市に報せを運ぶという、小学校の連絡網のような状態にしていた。これはクイを長距離移動させて、道中で野生生物に襲われて連絡が遮断されるような事態を防ぐための措置だった。ちなみに緊急性の高い情報はクイではなく飛竜ワイバーン騎兵によって運ぶことになっている。

　そのため、その日にあったことをその日の内に届けることはできなかった。




『続いてのニュースです。昨日未明にヴァンでぼや騒ぎがあり……』




　その後、クリスは王国内で起きた事件・事故のニュースを伝え、その後はリリー根団子の料理法など暮らしに役立つ情報を発信した。

　俺としてはこのニュース番組の中に「天気予報」も入れられれば便利だと思うのだけど、実現はかなり困難そうだった。この世界にも観天望気というか、長年の経験から雲の動きで天気を読める人はいる。しかし、さっきも述べたように高速通信技術がないため、その情報をリアルタイムで配信することができないのだ。

（台風情報とかは人の生死に関わるからなんとかしたいんだけどなぁ……）

　そんなことを考えていると、不意に感嘆の声が聞こえてきた。

「まさか玉音放送をこんな風に使うとは……」

　前を見ると冒険者風の格好をした少女が一人、こちらに背を向けて立っていた。背筋は真っ直すぐ伸びていてフワッと広がった金髪のポニーテールが揺れていた。一瞬、リーシアみたいだなぁと思ったけど、結ぶ位置が高いし、そもそもいまのリーシアの髪型はミドルショートだ。少女は綺き麗れいな横顔をこちらに見せた。

「これは是が非でも我が国に導入したい制度ですね。帰国後に献策しましょう。それにしても、どうすればこんな先進的な発想ができるのでしょうか？」

　少女が真顔でそんなことを尋ねてきた。なんなんだ、いきなり？　そう思っていると、隣にいたジュナさんが急に立ち上がった。そして俺と少女の間に割って入った。

「ジュナさん？」

「お気を付けください」

　俺を庇かばうように立ちながら、ジュナさんが言った。険しい表情をしていて、その声色からも焦っているのがわかる。

「彼女は相当な武勇の持ち主です。ここにアイーシャさんがいないことが悔やまれます。私では相打ち覚悟でも足止めできるかどうか……」

「それほどの相手なのか……」

　すると警戒するジュナさんを見て、ポニーテールの少女はクスリと笑った。

「心配しなくてもこちらに敵意はありません。歌姫ローレライのジュナ・ドーマ殿」

「っ！　私のことを……」

「もちろん、わかった上で接触させてもらっています。こちらにも間かん諜ちようはいますので」

　ってことは、俺のこともわかっているというわけか。俺がお忍びでやってくることがわかった上で接触を図って来たのだろう。王国の諜報部隊の設立が、人材面に不安があって遅れていたことが災いした形だ。しかし、こちらに敵意がないということは……。

「帝国の関係者か？」

「はい。お初にお目に掛かります、ソーマ・カズヤ殿」

　そう言うと少女は胸に手を当て頭を下げた。

「私はグラン・ケイオス帝国女皇マリア・ユーフォリアの妹で、姉に代わり軍事を預かるジャンヌ・ユーフォリアと申します」







　俺とジュナさんは小声で話し合った。

（「こちらの護衛はどうなっていますか？」）

（「向こうにも護衛がいるようで身動きが取れないようです」）

（「一人で来るわけないか。……トモエちゃんを頼みます」）

　急に起こしたのでまだ寝ぼけているトモエちゃんをジュナさんに預け、俺はジャンヌ・ユーフォリアと対たい峙じした。彼女のことは報告にあった。グラン・ケイオス帝国の聖女と謳うたわれる女皇マリア・ユーフォリアのもとには軍事を司つかさどる、現在マリアが未婚のため皇位継承順位第一位の妹姫がいると。それが彼女なのだろう。

「マリア殿の妹君が我が国に何用か？」

　俺は敢あえて上から口調で彼女に尋ねた。

　うちの国は『人類宣言』に加盟していないので、帝国の女皇マリアを盟主と崇あがめる必要もない。となれば一国の主同士、俺とマリア殿の立場は対等だ。そしてジャンヌはグラン・ケイオス帝国女皇の妹ではあるものの、身分的には家臣なのでこちらのほうが立場が上になる。家臣相手にえばり散らす気はないけど、他国の者相手にはこういった立場をきっちり示して見せなければならない。ジャンヌもそれが当然という態度で答えた。

「いえ、これから交渉する相手がいかなる統治を行っているのか、この目で見たかっただけなのですが、こちらの手の者が本日ソーマ殿がお忍びで城下にいるという情報を摑つかんだものでして、それならばいっそご挨拶をしようと思い立った次第です」

　つまり、最初から俺に会うつもりだったわけではなく、偵察に来ているときにたまたま休暇中の俺がいたから接触を図ったというわけか。

「しかし、うちの占領下にあるヴァンに乗り込んでくるとはずいぶんと剛胆だな」

「なにぶん、この目で見た物しか信じられないたちでして。ソーマ殿のお噂うわさは帝国にまで届いておりますが、真偽不明な物も多かったので確かめたかったのです」

　噂？　帝国に俺の噂が流れているのか？

「それはどんな噂だろうか？」

「なんでも『破綻寸前だった王国の経済を立て直した名君』ですとか、『いままで食べる習慣のなかった物の調理法を編み出し、食料難を救った』ですとか、『戦においては無類の強さを発揮し、群がる敵をバッタバッタとなぎ倒した』……などですね」

「……だいぶ誇張されて伝わっているな」

　その中に一つたりとも、俺だけの力で成し遂げたことはない。

　経済立て直しは官僚たちと頑張ったことだし、食料品を集めたのも調理法を伝えたのもポンチョの功績だ。戦に至っては軍を動かしただけで、直接戦闘は強いヤツに丸投げしていたしな。結局、俺がしたことと言ったら「できるヤツに任せた」だけだった。

「ああ、それと『無類の好色家である』という噂もありました」

「ちょっと待て！」

　なんだ好色家って!?

「どうしてそんな噂が立ってるんだ!?」

「なんでも『美しき先代王の娘と婚約したにも拘かかわらず、王国中の美女を集めさせて側室選びを行った』とか。そこのジュナ殿が選ばれた側室なのではないのですか？」

　ひどい誤解だ！　多分、唯才令のときに行った『エルフリーデン美少女グランプリ』のことを言っているのだろう。どんな才でも構わないと言ったら『武』と『美』と『芸能』分野はとくに応募が殺到したため、大会形式にして競わせただけだ。

　当時はまだ『プロジェクト・ローレライ』も発案前だったしな。そう言えば、当初から『美しさ部門の大会は王の妾めかけ選びなのでは』という噂が立っていて、貴族たちが親類縁者を送り込んで来ていたっけ。他国にはそういう風に見られていたのか。

「そ、側室ですか……そういう噂が立っていたのは知っていましたけど」

　ジュナさんが顔を赤くしながら言った。それ、マジですか？

　そんな噂を立てられていたなんて……なんか納得いかないなぁ。王位を譲られてからというもの政務に忙殺されていたこともあって、リーシアとだって節度ある付き合いしかしてないのに。というか、いまさらだけど俺とリーシアの関係って、いろいろとすっ飛ばしすぎだよなぁ。婚約者なのにキスはおろか、デートだってまともにしてないし。

　そんなことを考えていると、ジャンヌが思案顔になっていた。

「ふむ……その噂がガセとなるとあの手は使えませんかね」

「あの手？」

「いえ、好色な王様だったのなら、美しい姉上に接待させておねだりさせれば、簡単にこちらの要求を通せるのではないかと思っていたので」

「帝国の聖女になにをさせようとしてるんだ!?」

「姉上自身は『聖女』という肩書きをあまり気に入っていないようなのですが……でも、『聖女』という肩書きは殿方的にはグッと来るのでは？」

「それは……わからないでもないけど」

　帝国の聖女マリア……字面からして凄すごいインパクトだもんな。

　そもそも聖女って呼ばれている人物ってだけで、一目見てみたいと思ってしまう。きっと、とても美しく気高い女性なんだろうと期待してしまうからだ。……って、そういえば俺も『勇者』って肩書きがあったっけ。異世界から勇者として召喚されたのに、それらしいことをまったくしていないからすっかり忘れてたわ。

「肩書きですか……『歌姫ローレライ』にもグッと来ますか？」

「なんでジュナさんまでノってきたんですか!?」

「あ、いえ……つい……」

「ふふふ、想像以上に愉快なお方ですね」

　俺たちのやりとりを見て、ジャンヌが微笑ほほえんだ。

「べつに面白がられたいわけじゃないんだがな」

「いえいえ、王と家臣との距離が近いのは国が安定している証拠でしょう。帝国うちではこうはいきませんからね」

「……帝国では違うのか？」

「なまじ版図が広く、女皇の持つ権力も絶大ですからね。聖女と呼ばれ、半分信仰の対象になっている状態なので、皆が遠慮します。姉上と気安く話せるのは家族ぐらいのものです。その上、姉上は生真面目すぎるほどに女皇として振る舞っていますから、誰に対しても平等であろうとして、結局のところ誰にも心を許せない状況下にあります」

　そう言ってジャンヌは肩をすくめると、広場の雑踏のほうを見た。

「今回のことだってそうです。『人類宣言』を無視したアミドニア公国に手を貸したところで、こちらにはなんのメリットもないというのに……」

「理想を掲げるマリア殿の妹にしては、ずいぶんと現実的な考え方をするんだな」

「姉が夢見がちだと、妹がしっかりしないといけないんです」

　そう言ってジャンヌは苦笑した。ふむ……どうやらジャンヌの物の考え方はマリア殿よりも俺に近いようだ。過剰な理想を抱かずに、現実に即した対応ができる人。

　理想を掲げることで人が集う。しかし理想を掲げ続ければ、早晩、道を見失ってしまうものだ。そうならないためには誰かが足下を見る必要がある。現実的なジャンヌがそばにいるからこそ、マリア殿は理想を掲げ続けることができるのだろう。

　最も多くの人口を抱えている帝国だ。突き抜けた人材がいるかどうかはわからないけど、その相対的な数ならばうちの国を凌りよう駕がしていることだろう。

　ジャンヌは「ところで」と、上空に映し出されているクリスの映像を指差した。

「あの玉音放送の使い方は凄いですね。情報をこまめに発信することで国民の不安軽減に役立てるなんて。うちの国でも真ま似ねしていいでしょうか？」

「……ご自由に」

　真似しようと思えば簡単だしな。ダメって禁止できるものでもない。

「ありがとうございます。どうすればこんな先進的な発想ができるのですか？」

「先進的か？　俺のいた世界では普通のことだったんだけど」

「いた世界……そうでしたね」

　ジャンヌが不意に笑顔を消した。どうしたんだろうと思っていると、ジャンヌは居住まいを正していきなり深々と頭を下げた。腰を直角にまで曲げていて、習慣さえあったら土下座してるんじゃないかと思うぐらいの深いお辞儀だった。

　そんないきなりの低姿勢に俺は面食らってしまった。

「ど、どうしたんだ？　急に」

「我々のせいで貴殿にはとんでもないご迷惑をおかけしてしました。この場にいない姉になり代わりましてお詫わびいたします」

「お詫び？」

　顔を上げたジャンヌは苦しげな顔をしていた。

「勇者召喚のことです。エルフリーデン王国が貴殿をこの世界に呼び出したのは、我が国の要請によるもの。なんの罪もない貴殿を祖国から切り離し、この世界に呼び出してしまったことを、姉のマリアは深く悔いております。どうか、お許しいただきたく」

　そう言ってジャンヌは再び頭を下げた。……そのことか。

「頭を上げてくれ、もう過ぎたことだ」

「ですが……」

「そりゃあ最初は怒りも湧いたし、帝国に渡されまいとして必死に働いたけどな。だけど……冷静になって考えてみれば、帝国が勇者を欲しがる理由なんてないんだ」

　最初は魔王領からの脅威に対抗するための戦力にする気なのかと思ったけど、この世界の状況を理解していくにつれて、違うんじゃないかと思うようになった。

　いま現在、魔王領の拡大は停止している。国境線が拡大したことにより、南下してくる魔物が分散されたことで各国で対処できる状況に落ち着いたためだ。押し込まれず押し返せずの膠こう着ちやく状態とはいえ、一応、状況は安定はしている。

　つまり、帝国が勇者を欲しがるような状況でもないのだ。そもそも、王国自体ができると思っていなかった勇者召喚に、超大国である帝国が縋すがる必要もない。

　それに、勇者召喚で呼び出された肝心の勇者が〝俺〟だ。

　大量破壊兵器に匹敵する極大魔法が使えるとか、無敵の剣や鎧よろい甲かつ冑ちゆうを装備できるとかならまだしも、ちょっと内政に便利な能力を持っている程度の異世界人だったのだから、人口の多さから人材も多いであろう帝国が欲しがる要素はなにもなかった。

　しかし、そうであるにもかかわらず、帝国は勇者召喚を王国に求めた。その理由をハクヤと熟考した結果、ある結論に達した。それは……。

「帝国なりの気遣いだったのだろう？　戦争支援金を捻出できない王国に対しての」

「っ!?……はい」

　ジャンヌは観念したように頷うなずいた。……やっぱりな。

　帝国は掲げる『人類宣言』の中で、人類が一丸となって魔王領に対抗するために、『魔王領から遠方の国は、防波堤となる魔王領近接国を支援すること』と呼びかけている。

　帝国は魔王領から離れているエルフリーデン王国にも、魔王領近接国に支援してもらいたかったのだ。そうしなければ、人類宣言の加盟国から不満が出るからだ。

　しかし、当時の王国は食料難と財政難でゆるやかに破綻へと向かっている状況で、とてもじゃないけど支援金などを捻出できる状態じゃなかった。

「だから帝国は王国に伝わる勇者召喚を行わせて、支援したという体面を作らせようとしたのだろう？　加盟国からの不満を抑えるために」

「……その通りです」

「待ってください。この国は人類宣言に加盟していません。そもそも支援する義務などないのではありませんか？」

　ジュナさんがそう疑問を呈したけど、俺は首を横に振った。

「実際、この国は帝国が構築した人類宣言による防波堤の恩恵を受けている。北に東方諸国連合があるからこそ、魔王領と隣接しないで済んでいるわけだしな」

　そして、その東方諸国連合を人類宣言による支援が支えているのも事実だ。

「恩恵を受けているのに非加盟国だからと義務を果たさないのは、加盟国側の反発を招くことになる。アミドニアなどはこれを理由に、諸国連合軍を作って王国に攻め込んで来たかもしれない。帝国を総大将に担ぎ出して来てな」

「そんな……」

　ジュナさんは言葉を失っていた。だけど、これが事実なんだ。

　今回の戦争では、侵攻を目もく論ろんだのがアミドニア公国だけだからこそ、逆に誘引する形でこちらに有利な状況に持ち込み、撃破することができたのだ。

　アミドニア公国からすれば得られる領土はすべて自国のものにしたかったのだろうけど、もし傭よう兵へい国家ゼムやトルギス共和国、東方諸国連合の一部、そして帝国軍などを巻き込んで攻めてきていたら、王国は為なす術すべもなく崩壊していたことだろう。

　俺はジャンヌを真っ直すぐに見つめながら言った。

「人類一丸となって魔王領からの脅威に備えたい帝国も、その事態は避けたかった。だから非加盟国である国にも戦争支援金を要求し、払えそうもない国には代替品を提出させて加盟国の心情を宥なだめようと思ったのだろう？　王国の場合、それが勇者だった」

「……返す言葉もありません」

「ぶっちゃけた話、帝国も勇者召喚が成功するとは思っていなかったんだろう？　そりゃあ、魔法のある世界だからなにかしらは召喚されるかもとは思ったかもしれないけど、当事国の王国ですら成功するとは思っていなかったことに期待などしなかったはずだ。帝国としては召喚に失敗したとしても、召喚を行ったという事実のみで満足だった」

「その通りです。しかし、結果としてソーマ殿が召喚されてしまいました」

　ジャンヌは沈痛な面持ちで言った。

「しかも、呼び出された貴殿はアルベルト殿から王位を譲られてからというもの、この国の立て直しに奔走され、支援金まで捻出してくださいました。姉上は感謝すると同時に、こちらの都合で呼び出してしまった貴殿に、これほどまでの負担を強いてしまったことを悔やんでおります。本当に申し訳ありませんでした」

　あらためて頭を下げるジャンヌ。俺は溜ため息いきを吐つきながら言った。

「さっきも言ったけど過ぎたことだ。事情がわかってからは恨みに思っていないよ。向こうの世界に未練がないわけじゃないけど……でも……」

　俺は緊張した面持ちのジュナさんとトモエちゃんの顔を見た。

　向こうの世界にはもう、帰りを待っていてくれる人はいない。しかし、こちらの世界に来て、帰りを待っていてくれる人たちができた。城に帰れば、リーシアが、アイーシャが、ジュナさんやトモエちゃんが「おかえりなさい」と迎えてくれるだろう。

　それは一人の淋さびしさを知る者にとって、二度と失いたくないものだった。

「こっちにも守りたい人たちができたからな。だからそのことは気にしなくていい。まあ、気にしてヴァンの領有を認めてくれるっていうなら、それでもいいけどな」

　俺が茶化したようにそう言うと、ジャンヌは顔を上げ静かに首を振った。

「……残念ながら、私にも守るべき家族がいますので」

　俺たちは視線を逸そらすことなく、真っ直ぐに向き合った。

「そうか……ならば〝交渉〟するしかないな」

「ええ。そのときはどうか、お手柔らかにお願いします」

　ジャンヌは「失礼させていただきます」と一礼してから背を向けると、そのまま雑踏の中に紛れて行った。現れるのも突然なら消えるのも突然だった。

「周囲を囲んでいた気配も消えました。ジャンヌ殿の護衛も撤退したようです」

「本当に挨拶しに来ただけだったのか……」

　俺はジャンヌが去って行った方向を見た。

「ジャンヌ・ユーフォリア……理想を掲げる聖女を支える現実的な妹か」

　アミドニア公太子ユリウスだけならば交渉で負ける気はしないけど、ジャンヌが仲介に乗り出すとなると下手な搦からめ手ては使えなそうだ。下手な策を弄すれば見破られて、それを指摘することであちらに有利な状況へと持ち込まれるおそれがある。

（これは交渉に気合いを入れて臨むよう、ハクヤにも言っておかないとな……）

　俺は気合いを入れるように自分の頰をパンと叩たたいた。







　その日の夕刻。

「リーシア、アイーシャ。二人にお土産があるんだけど」

　公城へと戻った俺は、リーシアとアイーシャに買ってきたものを渡した。

　リーシアにはあの青い革地に銀ぎん箔ぱくが星のように鏤ちりばめられているチョーカー、アイーシャには淡い色合いのリップだ。リーシアは早速、チョーカーを首に捲まき、鳥を模した金の留め金に手をやりながら満足そうに微笑んでいた。

「ありがとうソーマ。大切にする」

　少しはにかみながら笑うリーシアの仕草に思わず見み蕩とれてしまった。いやはや、喜んでくれたようでホッとした。似合っているし、買ってきて良かったと思う。

　一方、アイーシャはと言うと……。

「ああああ陛下！　私にまでおみやげを頂き恐悦至極です！　置いて行かれたときには悲しかったですが、いまは天にも昇る気持ちですぅ！」

「よ、良かったですね……アイーシャさん」

「ハイ、ジュナ殿！　このリップで必ずや女を磨いてみせます！　そして陛下にいつまでもおそばにおいていただけるように……ふふふふ」

「が、頑張ってください……」

　……と、こちらは少々喜びすぎな気がした。

　相手しているジュナさんがどん引きするくらい、身体からだ全体から喜色オーラが出ている。ちなみにジュナさんもプレゼントした髪飾りを着けてくれていた。

「陛下、陛下ぁ。どうですか？　似合ってますか？」

　早速リップを付けてしなを作るアイーシャ。もし、アイーシャがダークエルフではなくトモエちゃんと同じ妖よう狼ろう族だったら、尻尾をブンブンと振っていたことだろう。

　そんなアイーシャのはしゃぎすぎな様子に、リーシアは自分のチョーカーを指でなぞりながらこっちを見た。

「首輪、アイーシャのほうが似合ったんじゃない？」

「……ノーコメントでお願いします」
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　―――大陸暦一五四六年十月二十日・ヴァン城




「それでは……参ります、陛下！」

「来い！　アイーシャ！」

　ヴァン城の中にある訓練場。

　日本の弓道場に似て吹き抜けになっているその空間で、俺はフル装備のアイーシャと向かい合っていた。いつもの軽装鎧よろい姿のアイーシャは大剣をこちらに向かって構え、対する俺は『ムサシ坊や君人形』の中サイズ（ぬいぐるみサイズを小、人が入れるサイズを大としてその中間サイズ）五体（以後Ａ～Ｅで区別）に守られていた。

　視界の隅で、審判役のリーシアが右手を挙げた。

　次の瞬間、アイーシャは大剣を縦に大きく振り下ろした。

　目に見える衝撃波が俺とムサシ坊や君たちに向かって飛んでくる。俺はムサシ坊や君Ａ（両手に盾装備）を前面に出して盾を構えさせる。衝撃波がぶつかる瞬間にドカンという凄すごい音がしたけど、ムサシ坊や君Ａはなんとかその場に踏み止とどまった。

「まだです！」

　しかし、安あん堵どする暇もなく、アイーシャは大剣の切っ先をこちらに向けたまま脇に構えると、力の限り突き出した。ムサシ坊や君Ａは盾を重ねてガードしようとしたけど、その破は城じよう槌ついのような一撃は、重ねた盾ごとムサシ坊や君Ａを貫通した。

（うわぁ……分厚い盾二枚を貫通かよ……）

　でたらめな威力に呆あつ気けにとられそうになるけど、いまならアイーシャの足は止まっている。チャンスとばかりに彼女の両側面にムサシ坊や君Ｂ（双剣装備）とムサシ坊や君Ｃ（槍やり装備）を回して、左右同時に攻撃させた。

　アイーシャはムサシ坊や君Ａが刺さったままの大剣を地面に突き刺すと、まるで大剣ごと側転をするかのように身体を上空に躍らせて回避した。

　大剣の柄の上で逆立ち状態になるアイーシャ。

「そこっ！」

　残ったムサシ坊や君Ｄ・Ｅ（両方弩いしゆみ装備）で、地面から足が離れて身動きできないだろうアイーシャを狙い撃つ。放たれた二本の矢は真っ直ぐアイーシャに飛んで行った。

「甘いです！」

　地面に突き刺した大剣の上で、アイーシャはカポエラの逆立ち回し蹴り（正式名称は知らない）のように足を回転させ、飛んできた矢を二本とも蹴落とした。そして地面に下りると同時に懐からなにかを取り出すと、こちらに向かって親指ではじき飛ばした。

「あ痛っ」

　ペチッという音と共に額を襲った軽い衝撃に、俺は仰のけ反った。

　額の真ん中にくっついていたのは十円玉くらいの大きさにつぶれた粘土だった。もしこれが投げナイフや石いし礫つぶてだったら即死だったな。まあ、模擬戦なので矢には鏃やじりが付いていないし、礫代わりに粘土を使っているのでまかり間違っても死ぬことはないんだけど、こうも一方的にやられるとさすがに凹へこむなぁ……。俺はその場に座り込んだ。

「あーもう……相手にもならないのか」

「そ、そんなことは……」

「アイーシャ、戦力分析は大事なことだから正直に言うべきよ」

　慌ててフォローしようとするアイーシャを、審判役のリーシアが止めた。リーシアの言った通り、いま俺は自分にあった戦い方を模索していた。

　国王として守られる立場である俺だけど、いざというときに自分で自分を守れるにこしたことはない。さきの戦いではガイウス相手にあわやという場面もあったしな。

「リーシアの言う通りだ。ハッキリ言ってくれ」

「そ、それでは……こう言ってはなんですが、人形で冒険者のようなＰＴパーテイを組んでも、大して手て強ごわくは感じませんでした。これならばまだ、一つ前の『全員両手剣装備でタコ殴りにする戦法』のほうが手強かった気がします」

「『ピ○ミン戦法』か……でも、それだってまとめてぶっ飛ばしてただろ？」

「つまりそれ以下ってことでしょ？」

「むぐっ……」

　リーシアに指摘され、肩を落とした。ピク○ン戦法が効かなかったから、今度は以前にムサシ坊や君で探索をご一緒した、ユノたちのような冒険者ＰＴパーテイを参考にしたコンビネーション戦法で挑んでみたのだけれど……結果は惨敗だった。

「冒険者ＰＴなら魔導士がいますからね。盾に強化の魔法を使われていたら貫くことも難しかったですし、矢ではなく魔法が飛んできたら対応はもっと難しかったと思います」

　アイーシャがこともなげにそう言った。どちらも〝できない〟ではなく〝難しい〟ってあたりにアイーシャの規格外さが表れてるよなぁ……。

「魔導士って言っても、俺は属性魔法も強化魔法も使えないし……」

　俺自身がなんの魔法も使えないのだから、俺が『生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ』で操る人形たちも武器に属性を纏まとわせたり、炎や氷などを撃ち出すなどの魔法は使えるわけがなかった。

「俺も魔法学校みたいなところで修練すれば使えるようになるかな？」

「無理ね。闇属性の使い手が他の属性を使えるなんて聞いたことないもの」

　リーシアにあっさりと却下された。

「火・水・土・風の四大属性は空気中に含まれる魔素を操り現象を起こし、光属性は体内に含まれる魔素に干渉して自然治癒力を高めたり、肉体を強化したりできるけど、闇にはそういった才能が一切ないのよ。だから……諦めて」

　どうやら俺はどんなに修行しても、魔法使いにはなれないらしい。

　折角、魔法のある世界に召喚されたっていうのに……なんだかがっかりだ。肩を落としていると、リーシアが「なに言ってるのよ」と呆あきれ顔がおで言った。

「闇系ってあまりいないのよ？　私もいままで三人しか見たことないもの」

「三人？　二人は俺とトモエちゃんだとして……あとは誰？」

「母様がそうらしいわ。どういう力なのかは教えてくれないんだけどね」

　へえ……エリシャ様も闇系の魔法が使えるのか。

　エリシャ様はリーシアのお母さんだ。たしか王位を継いだのは本当はエリシャ様で、婿であるアルベルト殿に国政を委ねていたんだっけ？　あまり話すような機会はなかったけど、いつもニコニコとしていて人が良さそうな人だった気がする。

「だけどこんな能力じゃ自分の身一つ守れそうにないな……」

「安心してください！　陛下の御身はこの私がいついかなるときでもお守りします！」

　ドンとアイーシャは胸を叩いた。頼もしい反面、自分が情けなくなる。

「女の子に守られる勇者って、やっぱかっこ悪いよな……」

「いまさらなに言ってるのよ。ソーマが勇者らしくないのは最初っからでしょ」

　リーシアにバッサリと切り捨てられた。その通りだけど……もうちょっとオブラートに包んでくれてもいいんじゃないかな。そう思っていたのだけど、

「それに、自分にできないことをできる人に任せられるのがソーマの強みじゃない。ソーマはソーマにしかできないやり方で、ちゃんと私たちを守ってくれているわ」

　リーシアが柔らかな笑顔でそう言ってくれた。アイーシャも頷うなずいている。

「姫様の仰おつしやる通りです！　陛下は私たちが住まうこの国を守ってくれているのですから、陛下の御身くらい私たちに守らせてください！」

　二人がそんな風に言ってくれるのは、情けないけれど嬉うれしくもあった。

　頼りない王様で名ばかりの勇者だけど、俺は俺なりのやり方で彼女たちを守れればいい……いや、守りたい。心からそう思った。

「陛下」

　声を掛けられて振り返ると、海兵隊服のジュナさんが胸に手を当て一礼していた。

「ハクヤ殿が探しておられます。街割の話し合いをなさりたいと」

「わかった。いま行く」

　俺は立ち上がり、土を払った。訓練場の後片付けを兵士たちに頼んで、俺はリーシアたちを連れて政務室に向かった。いまの自分にできることをするために。
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　政務室に着くと、ハクヤと近この衛え騎士団長のルドウィンが待っていた。

　政務机の椅子に座ると、以前から秘書役をしてくれているリーシアと、人手不足のため最近では同じく秘書役をやってもらっているジュナさんが左右に控えた。

　アイーシャは扉の近くに立って警護の体勢になっている。最近ではこのフォーメーションで政務に臨むのが当たり前になっていた。全員の準備が整ったことを確認して、どこか眠たげな目をしたハクヤは机の上に用意してきたヴァンの街割の地図を広げた。

「ヴァンの街割案ができましたのでご覧いただきたく」

　ハクヤに言われて地図を覗のぞき込むと、四角い城壁の中を中央の公城にむかって縦横に大通りが走り、大通りから等間隔かつ直角に小道が延び、碁盤の目のようになっている。まるで歴史の教科書に載っていた平城京や平安京の地図のようだった。

　貴族街は北東方向に集中し、工房は南西方向に集中している。衛兵の駐屯所などの施設はきっちりと分散配備していて、もの凄く効率的だった。

　………。俺は椅子の背にもたれると、天井を見ながら大きく息を吐いた。

「……ハクヤ」

「はっ」

「やりすぎ」

　なんだよ、この効率重視の街割は。あねさんろっかくたこにしき……なんて呪文でも唱えないと迷いそうだ。というか、ここまで大改修するのなら、いっそ城下すべてを焼き払って一から建設したほうが早いだろう。俺にネロ帝にでもなれってのか。

「すみません。あの乱雑な街割を見ていたら、効率化したい衝動が湧きまして……」

　ハクヤもわかっているのか、苦笑しながら大通りを指差した。

「ただ、火災対策のためにも区画整理は必要です。大通りの敷設は必須でしょう」

「それはそうだろうけど……それ以外の部分はここに住む人々の意思も反映したいな。どういう都市にしたいか、どうすれば住みやすくなるか、ここに暮らす人々自身に考えてもらいたい。なにもかもをこちらで決めてしまうと反発されそうだし」

「すでにここに住まう建築家数名に声を掛けておりますが……ここの人々に考えさせるのですか？　いまの空気から判断するに前衛芸術のようになりそうですが……」

「芸術都市か……それはそれで面白そうだな」

　いっそ美術館や博物館なんかを建ててみるのも良いかもしれない。

　……って、あれ？　アメ横化しそうな屋台市場がすでにあって、その上で美術館や博物館を造るとなると、ヴァンがどんどん上野っぽくなっていくような気がする。

　いっそ動物園も作ってみようか。トモエちゃんの力を借りれば簡単に実現できそうだ。猩々さる山ならすぐに造れるし。しかし、ハクヤは首を振った。

「ヴァンはアミドニアに対する最前線都市になります。現時点では、あまり愉快な都市にするわけにはいきません」

「……それもそうか」

　芸術都市じゃ防衛力は期待できないもんな。となると、ヴァンの軍事都市としての機能を残しつつ、住みやすい街割にするしかないか。

「仕方ないな。その方向性で頼む」

「承知いたしました」

　ハクヤが一礼して下がり、俺は今度はルドウィンのほうを見た。

「現在の交通網の整備状況はどうなっている？」

「はっ。ただいま禁軍直卒軍と陸軍が総力を挙げて行っております。ヴァンから王国領へと至る大道はすでに完了しており、いまは目下ヴァンから現在領有した周辺村落への道の敷設作業に入っております。それと……河川にも八本ほど橋を設置したのですが」

「ですが、なんだ？」

　言葉を濁したルドウィンに尋ねると、腑ふに落ちないような顔をしながら言った。

「はっ。いま、交通網を整備することに意味はあるのでしょうか。兵へい站たん線となる道の整備が重要なのはわかります。しかし、ヴァンの領有を帝国が認めていない状態でヴァン周辺の道や橋を整備しても、いざ返還を迫られたときに無駄にはなりませんか？」

「そうよね……帝国は当然、ヴァンの返還を求めてくるだろうし、うちが造った橋を戻ってきたユリウスたちに使われるっていうのも癪しやくよね」

　リーシアもそう言って眉根を寄せた。しかし、

「それはないでしょう」

　リーシアの意見をハクヤは即座に否定した。

「仮にヴァンを返還することになり、公太子ユリウスなどが返り咲いたとしても、王国の造った設備をそのまま使うようなことはないでしょう。むしろ、ヴァン内に残る王国の影響を可能な限り排除しようと動くはずです。便利だからと残しておいて、ヴァンの人々に王国への親近感を植え付けるわけにはいきませんので」

「俺ならアミドニアの物だろうと、使える物なら使うけどな」

「ふふ、陛下ならばそうなさるでしょうね」

　ジュナさんが楽しそうに微笑ほほえんだ。

「あのハスキーボイスの女将軍も歌手シンガーとして登用されたのでしょう？」

「ああ、マルガリタ・ワンダー将軍ですね。良い人材を獲ました」

　歌手として登用したマルガリタだけど、最近ではのど自慢の司会もしてもらっていた。男性優位のこの国において、女性でありながら将軍にまで上り詰めたその胆力を活いかし、男性に対してもズバズバと物を言って、世の女性たちから人気を博していた。

　と、話がずれたな。いまはマルガリタよりもユリウスたちのことを考えよう。

「そうだな……どうせなら嫌がらせでもしてみるか」

「嫌がらせ？」

「橋に俺たちの名前を付けるんだよ。八本だったよな？　じゃあソーマ橋、リーシア橋、アルベルト橋、ハクヤ橋、ルドウィン橋、ポンチョ・イシヅカ橋、アイーシャ橋、ジュナ橋って、それぞれの欄干に彫ろう。もしもヴァンを返還することになっても、『この橋はエルフリーデン王国のお陰で架けられました』ってアピールしておけば、反王国派がぶっ壊してくれるんじゃないかな？」

「……ソーマって中々えげつない手を打つわね」

　リーシアが感心半分、呆れ半分といった感じに嘆息した。

　しかし、反対意見は上がらなかったので、この案はそのまま採用となった。ついでに壊されてもいいように橋は頑丈さだけを求めて、装飾は施さない旨も確認しておく。

　これで当面の話はまとまった。いま決めた方針をもってルドウィンとハクヤが出て行くのを見送ったあとで、リーシアが尋ねてきた。

「やっぱり、帝国にヴァンの返還を要求されたら断るのは厳しい？」

　その問いかけには頷くしかなかった。

「まあね……基本的な方針を変えるつもりはないけど、あのジャンヌ殿を相手に無理なごり押しはできそうにない。帝国のメンツを潰すことになるからな。……いまのうちに帝国とやり合う力はない。帝国に敵意ありと見られたら、外交的には失敗だ」

「ソーマたちはジャンヌ・ユーフォリアに会ったって言っていたわよね？　本当なの？　あの勇者召喚がうちの国への配慮だったってこと」

　リーシアの問いかけに、俺は「まあな」と頷いた。

「ソーマはいつから気付いてたの？」

「帝国の女皇マリア殿が『聖女』って呼ばれていると聞いたときからかな。『聖女』なんて呼ばれる人間が、あまり無体な真ま似ねはしないだろうと思ってさ。もっとも、ジャンヌ殿の話ではマリア殿はこの肩書きが好きじゃないようだけど」

「そんな肩書きを信じたの？」

「肩書きは便利だから掲げるんだ。そして、便利だからこそ維持しようとする」

　広大な領土と多種多様な種族・民族を抱える帝国にとって、『聖女』という看板は求心力を得る上で便利だったのだろう。魔王領からの脅威に対して、人類一丸となって対処するための旗頭となるからだ。だからこそマリア殿は好きでもない『聖女』という肩書きを背負いながら、聖女らしく振る舞っているのだろう。

「その上で帝国の要求を好意的に解釈してみると、そんなところかなぁ……と」

　まあ、ジャンヌと話してみるまでは確証が持てなかったけどな。

　でも……ジャンヌと話してみて確信した。

　グラン・ケイオス帝国は物語に出てくるような『悪の帝国』でも、驕おごった超大国でもない。自らも必死に国を維持しようと努める〝ただの強国〟だった。

「だからこそ油断ができない。懸命な相手には油断も慢心もないからな」

「そうね。覚悟を決めてかからないと」

　リーシアと二人、神妙な顔を突き合わせて頷き合った。

　そのジャンヌ・ユーフォリアがアミドニア新公王を名乗るユリウスを伴って、領土返還交渉の使者としてヴァンに現れたのは、その翌日のことだった。
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　―――大陸暦一五四六年十月二十一日・ヴァンの城壁




「いやあ、絶景かな絶景かな」

　ヴァンの城壁から見下ろせば、ヴァンの周囲に陣を張るエルフリーデン軍五万強。

　それに対するように陣を張ったグラン・ケイオス帝国軍約五万強、その脇に控えるアミドニア軍約五千という総勢六万もの軍勢が見えた。

　この前の会戦より、さらに多い数の兵馬が眼下にひしめいている。

「感心している場合？　あの軍が攻めてきたらどうするのよ」

　隣に立つリーシアは呆あきれたように言った。

「まず間違いなくうちらの負けだな。そうだろ？」

　同じく隣に立ったハクヤに尋ねると、「御意にございます」と頷いた。

「兵数・将数・装備・練度・士気……どれをとっても我が国は帝国に後れをとっております。もしも戦となれば我が軍に勝機はありません」

　戦の趨すう勢せいは『天地人』、即すなわち『天の時、地の利、人の和』によるという。

　天の時は人類宣言の盟主である帝国軍にあり、地の利は公国軍にある。

　それじゃあ王国に対抗できるような人の和はあるのかと聞かれたら、ないと答えるしかない。陸軍と空軍の将兵たちは臣従して日が浅く、侵略者であったアミドニア相手ならともかく、格上の帝国軍相手に戦意を維持することは難しい。

　つまり、天地人のどれ一つとして帝国・公国連合軍に勝すぐれる部分がないのだ。

「せめて装備だけでも勝っておきたかったんだけどなぁ……」

　ここからでも見える帝国の兵科に、大砲を積んだライノサウルスがあった。

　攻城兵器としてライノサウルスを使うことがあるとは聞いていたけど、帝国はそれを移動砲台としても使っているようだ。じつはあの発想はあったのだけど、ライノサウルスに大砲を積むためには発射音に驚かないような訓練が必要になる。うちのライノサウルスはトモエちゃんの交渉によって集めているため、この訓練の目め処どが立たずお蔵入りとなったのだ。思いついた兵科を帝国がすでに実用化していたのは悔しいけど、まあ、軍事素人が少し考えて思いつき、かつ需要があれば大概は実用化されているものなのだろう。

　と、まあ、こんな状態では戦えるわけがない。

　そもそも戦うつもりもないのだけど、戦うことができる態勢を整えていれば交渉のカードになる。逆に言えば、眼前に広がるこちらを容易たやすく討ち破れるほどの軍勢は、向こうのカードなのだ。わかっていたこととはいえ、中々に厳しい状況だった。

「陛下、見慣れない兵科がおります」

　離れたところで敵軍を見ていたアイーシャが、そんなことを言った。

「見慣れない兵科って？」

「なにやら全身黒ずくめのフルプレートの一団が見えたんです！」

「黒ずくめ？……って、よく見えるな」

　ここからでは人物は米粒よりも小さく見えるだけだ。感心したように言うと、アイーシャは「ダークエルフ族は目が良いんです」と、自慢げに胸を張った。

「その黒い鎧よろいの一団は、ずいぶんと長い得物を持っているようですな」

「それはおそらく、『魔装甲兵団』かと思われます」

　ハクヤがそう補足した。聞き慣れない単語が出てきたな。

「魔装甲兵団？」

「重装パイク兵の対魔法特化型とでも言えばいいのでしょうか。その黒甲かつ冑ちゆうは、ありとあらゆる魔法を受け付けない障壁を絶えず発生させていて、彼らが隊列を組んで進んだぶんだけ帝国の領土が拡ひろがったと言われている、帝国の誇る虎の子です」

　へえ……パイク兵ってたしか対騎兵用の長なが槍やり部隊だよな？

　合戦系のＳＬシミユレーシＧヨンゲームでの知識だけど、突撃してくる騎兵に対しては密集陣形フアランクスを組んで、槍を突き出して迎撃する感じの兵科だったはずだ。たしかに機動力が命の騎兵の足を止めたりと、状況次第では強力な兵科だと思うけど、待ち戦法が主体で使いどころが難しかったような気がする。

「魔法を無効化できるとはいえ、虎の子って言われるほどの兵科か？」

　そう尋ねると、ハクヤは呆れたように聞き返してきた。

「この大陸において、火薬兵器が発達しなかった理由を憶おぼえておられますか？」

「魔法のほうが威力が高く・射程距離も長いから必要がなかったんだろ？　だから魔法の力が弱まる海戦や、攻城戦で活躍できる大砲以外は研究されなかった」

「はい。それに加えて、この大陸に住む生物の表皮は硬く、並の火薬兵器ではダメージを与えることができなかったということもあります」

　つまり猟銃として使えなかったことも、火薬兵器が発達しなかった理由の一つというわけか。旋条が施されて貫通力が上がったライフル銃が開発されれば違うだろうけど、その開発も、ただ弾丸を発射するマスケット銃（日本の火縄銃は初期マスケットに該当）の普及があったればこそだろう。研究が開始されるための土台がないのだ。

　いっそライフル銃でも開発させてみようかと考えていると、ハクヤが言った。

「また、この世界には付与術式があります。防具には質の良よし悪あしはありますが、ダメージを軽減させる術式が付与されています。逆に、それを破るために武器にはダメージを増加させる術式が付与されるのが普通なのです」

「なんだよ、そのイタチごっこは……」

「おそれながら、技術とはそのようにして進歩していくものかと。そして武具や防具に付与される術式は、質量が大きい物ほど強力にできるのです。つまり、この世界においては弾丸より弓矢が、弓矢より投げ槍が強くなります」

　それってライフルを開発できたとしても、小さな弾丸では大して威力が出ないってことなんだろうか。ますます鉄砲部隊に実用性がないな。まあ、この国を銃社会にしたくはないからべつにいいけどさ。ハクヤは話を続けた。

「そんな世界において魔法も飛竜ワイバーンの爆撃も効かず、騎兵突撃も許さず、人のサイズの集団であるために大砲では狙い撃つことも難しい。そんな黒甲冑の集団がジワジワと迫ってくるのです。敵側からしてみたら……」

「軽いホラーだな。地獄の軍団にしか見えない」

　少なくとも平野で戦えば無敵だろう。丘陵地帯や湿地などの足場が悪いところで戦うか、なんとかして罠わなだらけの場所に誘おびき出すかして隊列を乱した上で囲めば……と考えたけど、この発想って防衛戦が前提だよな。攻め込む側は戦う場所を選びにくい。

　そういった意味でも『魔装甲兵団が進んだぶんだけ領土』というのは言い得て妙だった。

「それに帝国軍は魔装甲兵団以外にも強力な部隊を有しているわ」

　リーシアが敵陣を睨にらみながら言った。

「飛竜ワイバーン騎兵はおろか、竜騎士にさえ匹敵すると言われているグリフォン騎士団、うちよりも数と質で圧倒している魔導士部隊、戦闘に特化したライノサウルス部隊……帝国軍と戦うってことは、それら全部をまとめて相手にするってことなのよ」

　ああ……そりゃそうだ。敵軍にいるのは魔装甲兵団だけじゃない。

　場所さえ選べば戦えると思うのは、素人の浅はかな考えだった。

「……やっぱり帝国には敵かなわないな」

「ソーマ……」

　心配そうな顔をするリーシアに、俺は笑って見せた。

「いまはまだな。いずれ肩を並べられるような国にしてみせるさ」

　俺はパンパンと手を打つと、号令を出した。

「さあ、ジャンヌ殿たちを迎え入れるとしようか」







　ヴァン城の謁見の間。

　パルナム城に比べれば色合いも装飾品も物々しいこの空間で、俺が腰掛けている玉座の数段下の敷物の上に立っていたのは、グラン・ケイオス帝国の女皇マリアの妹ジャンヌ・ユーフォリアと、アミドニア公王ガイウス八世の長子ユリウスだった。

　この青年がユリウスか。年齢は二十代中盤といったところで、ハクヤのような怜れい悧りな感じのイケメンだったけど、ハクヤよりももっと冷たい感じがする。感情を押し殺しているようだけど、その瞳の奥では俺に対しての敵てき愾がい心しんが青白い炎のように揺らめいていた。

　それに対してジャンヌは実に堂々としていた。ここは謂いわば敵地であるというのに、護衛も連れずにユリウスと二人で乗り込んでくるその胆力には感服する。

　そんな二人を迎えるこちらの陣容は、俺の左右にリーシアとハクヤが立ち、斜め後ろにアイーシャが護衛として控えているだけだった。

　そんな様子を見て、ジャンヌは首を傾かしげた。

「意外ですね。沢山の兵士に見られている中での会見だと想像していたのですが」

「二人と会見するのに過剰な兵がいては落ち着かないだろう？」

「なるほど。剛胆なお方なのですね」

　ジャンヌは感心したように言っていたけど、俺は内心で苦笑していた。

　単に向こうの世界で読んだ戦記物（史記だったか三国志だったかは忘れたけど）の中で、ある国の君主がジャンヌが言ったような態度で敵国の使者を迎えて、その使者に、

『たった一人の人物と会見するのに、兵を配するのが王国の儀礼なのか』

『兵に守られていないと安心できない臆病者なのか』

　とか、言われて恥を搔かく場面を思い出したからなんだけど……黙っていよう。

「もっとも後ろの方がおられれば、安心でしょうね」

　ジャンヌは目め聡ざとくアイーシャを見ていた。武人として通じるものがあるのか、アイーシャの力量を正確に見抜いているようだった。

「良い武人ですね。一度お手合わせ願いたいですが、私では勝つのはむずかしいでしょうか。さすがはソーマ殿、良い家臣をお持ちだ」

「……それはどうも」

　まあ、どこまで本気かわからない褒め言葉だけどな。アイーシャの緊張した様子を見るかぎり、ジャンヌも決して見劣りするような武人ではないのだろう。

「そちらも、一国の王と対面するのに、護衛の兵も連れないとは剛胆だな。この場で暗殺されるなどの心配はしないのか？」

「私は和平の使者として参上したのです。なぜ害される心配がありましょう」

　そう言って微笑ほほえむジャンヌもかなりの役者だった。

　護衛の兵はいないが、警護用の隠おん密みつ部隊は潜入しているんじゃないだろうか。もしかしたら、いまも見えない場所で、この会談の警護に当たっているジュナさん率いる海兵隊と鎬しのぎを削っているのかもしれない。次に俺はユリウスのほうを見た。

「お初にお目に掛かる。俺が相そう馬ま一かず也やだ」

「……アミドニア公王のユリウスだ」

　目に敵意を隠さないまま、ユリウスは公王を名乗った。ガイウス八世が戦死したことで跡を継いだのだろう。俺たちがヴァンを占領しているので正式な戴冠式は行っていないはずだけど、俺（暫定国王）も似たようなものなので指摘はしなかった。

「それでは、お二方が来られた用件をお聞きしよう」

　俺がそう言うと、ユリウスが即座に口を開いた。

「単刀直入に言う。速やかにヴァンを返還していただきたい」

「ユリウス殿……」

　ジャンヌは困ったような顔をしていたが、ユリウスは構わずに続けた。

「我がアミドニア公国は『人類宣言』に加盟している。条文には『武力による国境線の変更を認めない』とある。エルフリーデン王国はヴァンを武力によって占領した。ゆえに、この条文にのっとり、ヴァン及び周辺領地の即時の返却を求めるため、グラン・ケイオス帝国が派遣された使者であるジャンヌ殿と共に参った次第だ」

「勝手なことを言う」

　俺は椅子に頰ほお杖づえを突きながら、ユリウスを睨み付けた。

「さきにエルフリーデン王国に侵攻してきたのはそちらだろう。武力による国境線の変更を画策しておいて、いざ戦に敗れれば『人類宣言』を盾に、帝国の威光を借りて領地の返還を求める。見苦しいとは思わないのか？」

「……エルフリーデン王国侵攻は父、ガイウスの独断だ」

「貴殿も従軍していたのだから同罪だろう。そもそも、領土返還交渉よりも前に、まずはこちらの国に侵攻してきたことを詫わびるべきなのではないか？」

「くっ……」

「ユリウス殿。ソーマ殿の言う通りだ。こちらは領土返還をお願いする立場にある。まずは貴殿が誠意を見せるところから始めるべきだ」

　ユリウスは心底悔しそうにしていたけれど、頼みの綱であるジャンヌにそう促されたので、嫌そうに、本当～っに嫌そうに、頭を下げた。

「……貴国に侵攻したのは先代王ガイウスの独断だったとはいえ、それを止められなかったことは私の不徳といたすところだ。その点はお詫びしよう」

　謝罪の言葉に聞こえないけど、こんなものだろう。ユリウスは続けて言った。

「しかし、現状我らの国境を侵しているのは貴国だ。人類宣言に加盟している我らは帝国に対し、これを返還するよう働きかけることを求める権利がある」

「……ユリウス殿はこう言っているが、帝国としてはどうなんだ？」

　話を振ると、ジャンヌは肩をすくめて見せた。

「帝国としては、アミドニア公国の自業自得に肩入れしたくはないのですが……人類宣言の加盟国である以上、要望に応えないわけにはいかないのです」

「つまり帝国も我が国に対して、ヴァンをはじめとした占領中の領土返還を求めると？」

「そうなります」

　うん。帝国としてはそういう態度をとるだろうな。隣のユリウスがさも当然だと言った顔をしているのには腹が立つけど、ここまでは想定通りの展開だった。

　だからこちらも想定通りの返事をしよう。

「断る」

「なっ……」

　ハッキリとした拒絶が予想外だったのか、ユリウスは一瞬言葉を失っていた。

　しかし、すぐに怒り心頭な顔になって言った。

「正気なのか！　人類宣言に楯たて突つくなど」

「べつに人類宣言に楯突くつもりはない。ただ、アミドニアのやり方が気に入らないだけだ。さきにエルフリーデン領内に侵攻しておいて、逆に侵攻されれば武力による国境線の変更だと喚わめき立てる。それでは道理がとおるわけがない」

「それは……すべて先代王ガイウスの独断で……」

「それが詭き弁べんだということは、貴殿にもわかっているのだろう？」

　そう問い返すと、ユリウスはぐっと言葉を詰まらせたが、

「……なんと言われようと、貴殿が我が国民を占領下に置いているという事実は変わらない。私は、この国の王として占領下にある国民を解放せねばならない」

　そう反論した。占領下からの解放ねぇ……。

「果たして解放されることをヴァンの住民たちは望んでいるのだろうか？」

「なに？」

「ユリウス殿。ここに来られるときヴァンの街並みは見てこなかったのか？」

　俺の問いかけにユリウスは目を丸くしていたが、すぐにこちらを睨みながら言った。

「ヴァンは私の生まれ育った都市だ。貴様などよりよく見知っている」

「そうか……ならば、いまのヴァンの〝色〟をどう見る？」

「色？　趣味の悪い色の屋根や壁なら何軒も見たが……」

　ああ……まあ、たしかに趣味が悪いと言えないこともないか。

「美的センスは人それぞれだからとやかく言うつもりはない。しかし、ユリウス殿。占領下に置かれ、圧政に喘あえぐ民が果たして屋根や壁をカラフルにしようと思うだろうか？」

　ユリウスを激げき昂こうさせないように俺は嚙かんで含めるように言った。

「支配者が圧政を敷いていれば、国民は支配者の目を気にして目立たないように行動するだろう。派手なことをして目を付けられたら、自分たちにどんな災難が降りかかるかわからないからな。だから圧政を敷かれている民衆ほど不満を口にせず、気持ちを態度に出さず、本音を心の奥底へとしまい込むものだ。ましてや、屋根や壁をカラフルに塗ろうなんて発想は、絶対に出てこないだろう」

　そこで俺は一度言葉を句切ると、ユリウスの目を真っ直すぐ見つめながら言った。

「然しかるに、貴殿らがヴァンにいたとき街の色はどんなだった？」

　俺の問いかけにユリウスは口を引き結んだ。そりゃそうだ。

　ヴァンに入城したとき、俺が感じた色は〝灰色〟だった。

　区画整理もされていない迷宮のような街並みに並んでいるのは、灰色の壁に土色の屋根という個性の欠かけ片らもない家ばかりだった。色調を統一しているわけでもないのに画一化されているのは、この都市の住民に自由な気風がなかったせいだろう。

「私が治めているいまのヴァンと、貴殿らが治めていたかつてのヴァン。果たしてどちらのほうが〝占領下〟に見えるだろうか？」

「貴殿は……我らが圧政を敷いていたと言いたいのか」

「事実だろう。国家予算のほとんどを軍事に注つぎ込んでいたようじゃないか。国民が納めた税は本来、国民の福祉として還元されるべきものなのに。街の整備も、道の整備も、産業の育成もせずに、軍事にのみ血税を注ぎ込む。それが圧政でなくてなんだ！」
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「貴様っ！」

「ユリウス殿！」

　詰め寄ろうとするユリウスをジャンヌが制止した。ユリウスは半歩で踏み止とどまったものの、悔しそうに歯を食いしばっていた。会見するにあたって武器の携行は許さなかったけど、ジャンヌが制止しなければ危うい場面だった。

「アイーシャも柄から手を放せ」

「……はい」

　斜め後ろから殺気がびんびんに伝わってきたのでそう釘くぎを刺すと、叱られた子供のようなしゅんとした声が聞こえてきた。そう悄しよ気げることもないんだけどな。

　俺がこうしてユリウス相手に堂々と啖たん呵かが切れるのも、いざというときにアイーシャが守ってくれているという安心感あってこそだからだ。すると、

「ソーマ殿……ユリウス殿を煽あおるのはやめていただきたい」

　ジャンヌが溜ため息いき混じりにそう苦言を呈した。

「俺は事実を言っただけだ。経世済民……世を治め、民を救うのが統治者のあるべき姿にも拘かかわらず、血税を軍事費に注ぎ込み浪費していた彼らの統治こそ圧政だ」

「誰のせいだ！　貴様らエルフリーデン王家が父祖の土地を奪わなければ！」

「またそれか……」

　変わらぬ主張を繰り返すユリウスに、俺は溜息を吐ついた。

「アミドニア王家は事あるごとにエルフリーデン王家への復ふく讐しゆうを叫ぶが、貴殿はおろかガイウスでさえも当事者ではなかったはずだ。加えて俺はこの世界に来て間もない人間だ。そんな俺に、貴殿らは一体なんの恨みがあるって言うんだ？」

「っ！　それは……」

「むしろ、我が国に害を与え続けてきたのは貴国のほうだろう。……ハクヤ」

「はっ」

　俺が合図をするとハクヤは筒状に丸められた紙を取り出し、二人に手渡した。

　その紙に書かれていたのはいくつもの人の名前だった。その名前を見てジャンヌは首を傾かしげたが、ユリウスは苦虫を嚙み潰したような顔になっていた。

「これは……なんなのです？」

　ジャンヌが尋ねると、ハクヤが一礼してから説明した言った。

「ここに書かれている名前は、アミドニア公国に煽せん動どうされたエルフリーデン王国内の貴族のものにございます。この中には先王の御み代よに反乱を企てて討伐された者もおります。アミドニアは彼らを煽動し、反乱を焚たき付け、不正を唆し、王家に対して非協力的な態度を取るようけしかけていたのです」

「なんと……」

　ジャンヌが冷めた視線を送ると、ユリウスは口を引き結んだまま顔を伏せていた。

　三公を煽ろうとしていたようだからハクヤに調べさせてみれば、いやあ後ろ暗いヤツらが出るわ出るわ。名簿の中には不正を犯した貴族の名前も見えるけど、中には今回の一連の戦いに日和見を続けていた貴族の名前も見受けられた。

　王都に戻ったら、こちらの問題にも手を付けなければならないだろう。

「ジャンヌ殿。人類宣言に協力するフリをしながら、アミドニア公国は陰でこれほどまで暗躍していたのです。これで王国への復讐などとよく言えたものです」

「その復讐だって、結局、自分たちに都合が良いように掲げているだけだ」

　ハクヤの後に続くように、俺はユリウスを睨にらみながら言った。

「国が貧しいのも王国のせい、民がひもじいのも王国のせい、民が苦役に喘ぐのも王国のせい、血税が国民のためではなく軍備に使われるのも王国のせい」

「……なにが言いたい」

「便利だよな。復讐ってお題目さえ唱えておけば自分たちの失政を隠せて、国民の怒りもエルフリーデン王国に向けられるのだからな」

「おのれっ、言わせておけば！」

「ユリウス殿！」

　今度こそ詰め寄ろうとしたユリウスを、ジャンヌは大きめの声で制止した。

　そして、こちらにも厳しい視線を投げてくる。

「ソーマ殿、煽らないでいただきたいと言ったはずです」

「……すまない。ただ、こちらも、アミドニアの振る舞いには怒り心頭だということはわかっていただきたい」

「それは……察します」

「ありがとう。そこで一つ提案なんだが」

　さあここからが本題だ、とばかりに二人に向かって言った。

「ユリウス殿にはご退席いただけないだろうか」

　俺のこの突然の提案に、ユリウスは怒髪天を衝つくような形相になった。

「ふざけるな！　なぜ我が国の首都を取り戻すための交渉から外されねばならん！」

　怜れい悧りな美形の怒り顔は普通の人より凄すごみが五割増しになる気がする。

　この世界に来る前の俺なら、その剣けん幕まくに圧倒されていたかもしれないけど……これでも半年ほど王様として、それこそガイウスのようなもっと怖い人間と命のやりとりをしてきたのだ。いまさら、この程度の威圧感には怯ひるまなかった。

「単純な話だ。そもそもアミドニア公国と交渉する必要がない」

「なんだと!?」

「私が交渉のテーブルに着いているのは、帝国に対して『ヴァンの領有を認めてもらいたい』からだ。逆に帝国は武力による国境線の変更は認められない立場だから、『ヴァンをアミドニアに返還して欲しい』と交渉に来ているのだろう？　だとすれば、交渉は王国と帝国との間で行えば済むことだろう」

　この交渉は最初から王国と帝国の交渉なのだ。公国はオマケでしかない。

　遺恨が理由で交渉が円滑に進められなくなるというのなら、いっそ退席してもらったほうがありがたい。ジャンヌもそれはわかっているようだった。

「……ユリウス殿。ここは私に任せてもらえないだろうか」

「ジャンヌ殿!?　しかし……」

「互いに険悪なままでは交渉が進まない。帝国としても、他国の戦の調停に時間を取りたくはないのだ。ヴァンは必ず取り戻すので、ここは私に任せていただきたい」

「それは……一方的な言い分ではないですか」

「ならば、帝国は手を引くので後はご自分で交渉されるが良かろう」

　ユリウスはなおも言い募ろうとしたが、ジャンヌはピシャリと言い切った。

「個人的な意見を述べさせていただくならば、今回の件はアミドニア公国側に非があるように思えます。人類宣言に加盟しているからこそ助け船を出していますが、我が国を信じられないようなら、帝国はこの交渉から手を引かせていただく」

　公国のみでヴァンを奪還することはできない。

　帝国に交渉から降りることをちらつかされれば、もうなにも言えなかった。ユリウスは苦く悶もんの表情を浮かべたあとで、絞り出すような声で言った。

「ヴァンは……取り戻していただけるのでしょうな？」

「我が姉上、グラン・ケイオス帝国女皇マリア・ユーフォリアの名にかけて」

「……よろしくお頼み申す」

　ユリウスはジャンヌに頭を下げると、謁見の間から退出していった。

　その背を見送ったあとで、俺とジャンヌはそろって溜息を吐いた。

「……すみません。うちの困った加盟国が」

「……心中はお察しします」

　俺たちはそろって笑みを浮かべた。お互いに、相手に内心を悟らせまいとして自然と笑顔になったのだ。険悪な空気は消えたけど、空気が張り詰めていることに変わりはない。いや、緊張度合いはむしろさきほどまでより増しているようだった。

　この会談はエルフリーデン王国にとっても、グラン・ケイオス帝国にとっても、〝これから〟を決めることになる会談なのだから無理もないだろう。

「ユリウス殿を煽ったのは、もしかしてこの場を設けるためでしたか？」

　ジャンヌに尋ねられて、俺は苦笑しながら首を振った。

「ほとんど本音だ。あいつら親子のせいで王国の再建は遅れ、俺はいらぬ仕事をする羽目になったんだからな。恨み言ぐらい言いたくなる」

「左様ですか」

　ジャンヌはとくに気にした様子も見せずにそう言った。

　そしてジャンヌは胸の前に手をやり、恭しく一礼をした。

「あらためましてソーマ殿、グラン・ケイオス帝国大将ジャンヌ・ユーフォリアです。ここには姉マリア・ユーフォリアの名代として参りました」

「ようこそジャンヌ殿。エルフリーデン国王（暫定）ソーマ・カズヤだ」

　仕切り直すように、俺とジャンヌは名乗り合った。

　さっきまでは口数が少なかったジャンヌだったが、それまでの態度を一変させるように軽快な口調になっていた。ジャンヌは隣に立つリーシアに微笑ほほえみかけた。

「リーシア姫も、お元気そうで安心いたしました」

「ジャンヌ殿もご壮健そうで」

　リーシアもそう言って微笑み返した。

「ん？　二人って面識があったのか？」

「ええ。小さいころに一度だけ。魔王領が出現する前でしたか」

「そうですな。たしか先代王アルベルト殿との会談を任された外務大臣に無理矢理くっついて行ったときでしたか。同い年ということもあり一緒に遊びました」

　なるほど。王族同士だとそういう繫つながりもあるのか。

　するとジャンヌはリーシアの身体からだを眺めながら言った。

「リーシア姫は昔よりさらに強くなられたんでしょうな。見ればわかります」

「そういうジャンヌ殿こそ。あのときも、結局一本も取れなかったわ」

　ちょっと待て！　なんで一緒に遊んだって話から一本取るって話になるんだ!?

「お転てん婆ばすぎるだろ……」

「……あのときは温厚なマルクスも怒っていたわね」

「うちの外務大臣は泣いていましたな。ははは」

　いやいや笑い事じゃないだろう……当時のマルクスや顔も見たことのない帝国外務大臣の苦労が偲しのばれるな。「とまあ昔話はここまでにして」とジャンヌが切り出した。

「そろそろ本音で語り合いたいのですが」

「……わかっている。とりあえず場所を移そうか」

　この機会に帝国とは腹を割って話し合いたいからな。そのためには、会談場所はお互いに腰を落ち着けられる場所がいいだろう。紙とペンも欲しい。

「と、その前に……リーシア、セリィナを呼んできてくれ」

　リーシアは頷うなずくと一度退出し、しばらくして侍従メイド服を着た女性を伴って現れた。

　リーシア付の侍従メイド長ちようセリィナだった。俺よりも少しだけ年上の理知的な美人侍従メイド長ちようは、エプロンスカートの端を少しだけ持ち上げて、お辞儀をした。

「お呼びにより参上いたしました。陛下」

「セリィナ。貴賓室にアミドニア公た……公王のユリウス殿がいる。ジャンヌ殿との話は長くなるかもしれないので、先に酒宴を開いてもてなしておいてくれ」

　そう命じるとセリィナは恭しく礼をした。

「承知いたしました。つきましては陛下。この城の酒蔵にありますテキュールの古酒を開ける許可をいただきたいのですが」

　そう言った瞬間、セリィナの目が妖しく光った気がした。そのなんとかってお酒を飲みたいのだろうか？　お堅そうなイメージだけど、実はお酒好きだったりするのかな。客に振る舞うためといいつつ、自分が飲みたいだけとか？

「……裁量はセリィナに一任する。もてなしてくれればそれでいい」

「承知いたしました。ユリウス殿には私めが〝お酌〟させていただきます」

　そう言ってセリィナは氷のような微笑を浮かべると、一礼して退出していった。

　その微笑みは気になったけど、もてなすと言ってるのだからいいだろう。そう思いながら横を見ると、リーシアとハクヤが引き攣つったような顔をしていた。

「ど、どうしたんだ？　二人とも」

「ソーマ……テキュールって〝強い〟って有名なお酒よ」

「口当たりが良いので痛飲してしまいますが、飲み慣れぬ者が飲めばすぐに夢の世界に旅立つでしょう。本来はジュースやお茶に二、三滴垂らして飲むようなものです」

　ハクヤが頭が痛そうな顔でそう補足した。

「えっ、じゃあ、そんな酒を〝お酌〟したりしたら……」

「酒宴は十分も掛からずにお開きとなります」

「もてなす気ゼロか!?」

　侍従メイド長ちようセリィナ。容姿端麗で、仕事も完璧にこなすし、礼儀正しく気配りもできる非の打ち所のない侍従メイドなのだけど、Ｓっ気が強すぎるという悪癖があった。とくに可愛かわいい女の子ほど〝いぢめ〟たくなるらしい。〝いじめ〟ではなく、〝いぢめ〟だ。相手を傷つけるようなものではなく、羞恥心を刺激して恥ずかしがらせるのがお好みのようだ。

　そんなセリィナの手に掛かれば、ユリウスもイチコロだろう。

　まあ、酒宴はユリウスに帝国との交渉内容を知られないようにするのが目的なので、酔い潰れさせるというのも、ありといえばありなんだけど……。

「私、いまだけはユリウスに同情するわ」

　リーシアが死んだ魚のような目をして言った。

「セリィナって、ああいう肩肘張ったタイプを弄ぶのも好きなのよね」

「ず、ずいぶんと実感のこもった言葉だな……」

「私がやんちゃをしたとき、叱責するのはマルクスだったけど、躾しつけを行うのはセリィナだったわ。もちろん、セリィナは侍従メイドだし体罰なんて振るわれないけど、その代わり精神攻撃をしてくるのよね。せめて……せめてあのことさえ……いや、あのこともか……あーもう、なんでいつもいつも間の悪いところばかり見られるのよぅ」

「どんだけ弱みを握られてんだよ……」

　頭を抱えたリーシアを宥なだめながら、俺は溜ため息いきを吐ついた。

「ふふっ。本当に……面白い国ですね」

　視界の端でジャンヌが笑いを嚙かみ殺しているのが見えた。







　その後、場所を移し、ジャンヌを案内したのは政務室だった。

　腰を落ち着けての交渉となれば、この部屋が打って付けだと思ったからだ。

　人が集まれるくらいにはそこそこ広いし、ペンも紙も沢山ある。それに必要な資料を簡単に取り寄せることができるのも魅力だ。……もっとも、部屋に入ったジャンヌの注意を引いたのは、片隅に置かれているベッドのようだった。

「ソーマ殿、あのベッドは？」

「俺のです。忙しさにかまけて自室を持っていないので」

「ソーマ殿は政務室で寝起きしているのですか!?」

「まったくもってお恥ずかしい限りです」

　俺ではなくハクヤが恥じ入るように言った。しかし、どうやらジャンヌが驚いているのは、政務室で寝起きしていること自体ではないようだった。

「まさか姉上と同じ事をしている国王がおられるとは……」

「はい？」

　姉上って……マリア殿か？　えっ、帝国の女皇も政務室で寝起きしているのか!?　そう尋ねると、ジャンヌはバツが悪そうな顔をして言った。

「さすがに自室は持っていますが、政務が立て込んでいるときなどは、部屋に備え付けたベッドで寝ていますね。しかも姉上の場合、簡易ではなくフワフワとしたしっかりめのベッドを持ち込んでいるんです。余計にタチが悪いですよ」

「………」

　……なんだろう。いま凄すごく、帝国の聖女に親近感が湧いた気がする。

「姉上は仮にも広大な版図を擁する帝国の女皇たる身。配下への示しがつかないからやめてくださいと何度も申し上げているのですが、『べつにいいじゃない。このベッド、よく眠れるのよ～』の一点張りで、まったく聞き入れてくださらないのです」

　ジャンヌが溜息混じりに言うと、なぜかハクヤがしきりに頷いていた。

「わかります。私めも何度、陛下に自室を作って寝起きするよう進言したことか。しかし陛下はその度に、『だって効率的だし』の一言で片付けてしまわれるのです」

「ああ、わかります。政務でお疲れなのはわかりますが、部下の目は気にしていただきたいものです。とくに姉上は聖女というイメージを持たれているのですから、あまり情けない姿は見せて欲しくありません」

「わかります。その点についてうちはもう諦めました。陛下も一応『勇者』という看板を掲げることもできたのですが、やることなすこと破天荒なので……」

　わかります、わかりますと言い合う二人。なんで意気投合しているの？

「ソーマ殿は計算尽くでやっているだけいいと思います。姉上のあれはただのズボラでしょう。少し天然なところもありますから」

「可愛かわいげがあっていいではないですか。陛下の場合、計算尽くであるからこそタチが悪いのです。国王として配下の意見に耳を傾ける陛下が、どうして私生活への注意になった途端に聞こえないフリをされるのか」

「ハクヤ殿も苦労なされているのですね」

「いえいえジャンヌ殿こそ」

　意気投合するジャンヌとハクヤ。ガッチリと握手を交わしかねない勢いだった。

　いまここに『横着君主被害者の会』が結成されました……なんて、笑えないな。バツが悪いのでこの話題は早く切り上げたかったのだけど、ここで余計な口を挟むとお小言とハリセンがセットで飛んできそうなので、しばらく黙っていることにした。

　そして、二人の話が落ち着いたころを見計らって俺はオホンと一つ咳せき払ばらいすると、ジャンヌに部屋の中央に置かれた長テーブルの席に着くよう促した。

「ともかく、掛けてくれ。早速交渉を始めよう」

「あっ……はい。承知しました」

　ジャンヌは表情を改めて席に着いた。長テーブルを挟んで向かい合うと、ジャンヌは真っ直すぐに俺の目を見据えるようにして切り出した。

「まずは此こ度たびのヴァン占領についてでしょうか」

「………」

「真まことに遺憾ながらユリウス殿に約束してしまいましたので、帝国としては役目を果たさなければなりません。どうか、ヴァンを返還していただけませんか」

「……そう結論を急ぐこともないだろう。なにせ王国のトップと帝国のナンバー２が直接交渉を行える稀け有うな機会なんだ。この機会に話し合いたいこと、情報を共有したいことが沢山ある。お互いに嫌な気分になりそうな話題は後回しで良いでしょう」
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　そう提案すると、ジャンヌは思案顔になったけど、やがて頷いた。

「……そうですね。それでしたらこちらの城外に待機させている我が国の官僚を呼び寄せたいのですが、いかがでしょうか？」

「許可しよう。身体検査はさせてもらうがな。……誰かいるか？」

　戸口に向かって呼びかけると、セリィナが「失礼します」と言って入ってきた。

　って、なんでセリィナがいるんだ!?

「……ユリウス殿のおもてなしを頼んだはずじゃ？」

「〝おもてなし〟はすでに完了いたしました」

　セリィナは涼しげな顔で言った。いまはまだ夕方くらいなんだけど、ユリウスはもう酔い潰されたのか。セリィナ……やっぱり、恐ろしい人だ。

「どうかなさいましたか？　陛下」

「あ、いや……うちの官僚と、ジャンヌ殿がお連れした官僚の方々を連れてきてくれ。一応、武器を持っていないかどうか身体検査をするように」

「承知いたしました」

　優雅な仕草で退出するセリィナ。彼女だけは敵に回すまい……。
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　―――会議は踊る。てんてこ舞いを。

「帝国のほうでは今年の農作物の生育状況はどうでしたか？」

「ありがたいことに今年は大おお凡よその作物が豊作でした。とくに麦がよく実っております。エルフリーデン側ではどうでしょう。食料難とのことでしたが」

「こちらも順当な成果が上がっています。作物の植え替えが間に合ったこともあり、もう食料難の心配はないでしょう。もっとも、備蓄分にはまだ不安はあります。今年が良くても、来年、再来年に不作になれば、また食料難が再発しかねません」

「それは各国共通の問題でしょう。豊ほう穣じようは天に祈るよりありませんからな」

　俺とジャンヌが話し合っている横を、王国・帝国の官僚たちがなるべく静かに、しかし小走りで動き回っていた。

　ある者は俺とジャンヌのやりとりを必死に筆記していた。口約束も紙面に書き起こしておけば契約になる。一言一句聞き逃すまいと、必死に耳を傾けていた。

　またある者はその筆記内容の意味を確認し合っていた。公約の曲解を防ぐためだ。

　お互いに用意した資料を突き合わせて、両国の過剰気味な物資と、不足気味な物資を見比べている者もいる。国境が接していないため、直接的に融通し合うのは難しいが、情報さえ共有しておけば第三国を仲介させることもできる。

　その光景はまさに戦場だった。

　ハクヤは提出される書面に逐一目を通しているし、リーシアは俺の補佐をしている。

　護衛のアイーシャだけは直立不動だったが、数字など見るのも嫌なのだろう。人が多いので護衛として気を張りながらも、うんざりしたような顔をしていた。

（……この感じは本当に久々だな）

　王位を譲られた当初を思い出すような目まぐるしさだった。

　本来の外交は、たとえ首脳同士の会談時間が十分程度だったとしても、その裏では互いの国の官僚が何十日、何ヶ月にも亘わたり交渉しているものだ。

　魔王領の出現以来、王国と帝国の間ではそれが行えなかったため、この忙しさとなっているわけだ。ちなみに、俺とジャンヌとの間で真っ先に取り決められたことは、『グラン・ケイオス帝国及びエルフリーデン王国間のシャトル外交の復活』だったりする。

「食料と言えばあのリリー根団子というものは美お味いしかったですね。材料は幻惑リリーの地下茎であるとか。是非、採集方法を教えていただきたいものです」

「かまわない。そもそもポンチョの話では、幻惑リリーの収穫方法は帝国領内の山岳民族から教わったと聞きました。彼らの協力が有れば導入も簡単でしょう」

「なんと、帝国領内にそのような民族がいたのですか。自分の国だというのに知らぬのはお恥ずかしい限りです」

「そういうものだろう。誰しも足下は見えにくいものだ」

　うちの国だってそうだ。「なんでもいいから才能や特殊技能があるヤツ出てこい」って呼びかけたら、結構な人材が集まったからな。多分、掘り起こせばもっともっと多くの人材がいるのだろう。この国を発展させるためにも、そういう者たちを引っ張り出さないといけないな。俺はセリィナに淹いれてもらった珈琲コーヒーを飲みながら、ジャンヌを見た。

「リリー根団子の情報を教えたのですから、こちらもなにか情報を頂きたいですな」

　紅茶を飲んでいたジャンヌは、ティーカップを皿に置くと首を傾かしげた。

「どのような情報をお望みでしょうか？」

「食べ物の対価は食べ物がいいでしょう。なにか帝国側が把握している一般的には食べられていない食材などはないだろうか？」

「……ならば、とっておきの情報をお渡ししましょうか」

　そう言うと、ジャンヌは悪戯いたずらを思いついた子供のような笑みを浮かべた。なんというか、とんでもない隠し球でも持っているかのような雰囲気だった。

　そして、ジャンヌは自身満々に言った。

「魔物の肉です」

「……は？」

「魔物の肉は食べることができます」

　魔物の……肉？　え、マジか？

「その魔物は……魔王領から来る魔物か？　ダンジョン産ではなく」

「ええ。味は意外と普通でした」

「ジャンヌ殿も食べたのか!?」

　綺き麗れいな見た目のわりになんてワイルドな。

　それにしても、魔王領の魔物を食べた……か。

　トモエちゃんから妖よう狼ろう族を助けたというコボルトの話を聞いていたから、条件次第では魔王領との交渉も可能だと思っていたんだけど……あっ、でも魔王領には『魔物』と『魔族』がいるんだっけ。たしかコボルトは魔族に当たるという話だったはずだ。

　俺は恐る恐るジャンヌに尋ねた。

「食べたのはまさか……コボルトとかじゃないですよね？」

　するとジャンヌは一瞬キョトンとしたあとで、慌てて首を振った。

「まさか！　食べたのは動物型の『魔物』ですよ！　さすがに『魔族』のような人間みたいな身体からだをしているものを食べようとは思いませんよ」

「いや、その違いもいまいちわからないんだけど？」

「……なるほど。エルフリーデン王国は魔王領と接していませんものね」

　なにやら納得したように頷うなずくジャンヌ。そして、

「わかりました。話のついでになりますが、魔王領及び魔族・魔物について、我が国が把握している情報をお教えしましょう」

　そう言ってゆっくりと語り始めた。







「まず、魔王領出現の理由は我が国でも把握していません。本当に、ある日突然出現したとしか言いようがないのです」

「帝国も把握していないのか……」

「ええ。そして魔王領には、魔物と呼ばれる存在の中には群れは成しても知性は持たず、ただ生き物を食い散らかす異形の生物たちと、さながら軍隊のように統制の取れた動きをするコボルトのような、人類側と差が少ない者たちがいます。私たちは区別のために、前者を『魔物』、後者を『魔族』と呼ぶことにしました」

　そこらへんのことは前国王のアルベルト殿に聞いたな。

　大陸の北の果てに、通称『魔界』と呼ばれる空間が出現し、そこから大小様々な魔物が湧きだして、北の国々を大混乱に陥れた。

　人類側は連合して討伐軍を組織し現地に派遣するが、失敗に終わったそうだ。

　魔王領には知能の低い（或あるいはない）『魔物』と、知能があり強力な戦闘能力を誇る『魔族』がいて、その『魔族』が各国の討伐軍を壊滅させたとか。討伐作戦で大敗した人類は魔界から溢あふれ出る魔物への対抗手段を失い、北の国々は次々と壊滅して、魔物たちは現在の『魔王領』と呼ばれる版図にまで生息域を広げたのだと聞いている。

　アルベルト殿から聞いた内容を話すと、ジャンヌは神妙な面持ちで頷いた。

「その通りです。そして、その討伐軍はグラン・ケイオス帝国が主導したものでした。率いていたのは先代の皇帝で、私たちの父でした」

　討伐軍は帝国主導のもとで行われたのか。人類側最強の国家なのだから当然か。

「ということは、帝国は魔族と接触しているということか？」

「干かん戈かを交えた……という意味ではそうでしょう。姉上も私も、討伐戦のときは九つと七つでしたので、直接見たわけではありませんが。ただ、時が経たち、魔王領からの脅威に触れた人々の証言を分析していくうちに、徐々に当時の状況が判明してきました」

「当時の状況？」

「最初期、多くの国を滅ぼし、数えきれぬほどの死傷者を出し、それよりも遥はるかに大きい数の難民を発生させた襲撃は、すべて『魔物』によるものだったようです」

「魔物？　魔族はいなかったのか？」

「ええ。その時点では」

　ジャンヌはそこで一口お茶を飲み、カップに視線を落としながら言った。

「魔族の姿が確認されたのは、討伐軍を迎え撃たれたときが初めてになります。魔族によって人類側の討伐軍は壊滅させられることになります。その後、戦力を失った人類側は魔物の襲来を防ぐことができず、領域を大きく後退させることになりました」

「つまり、魔王領の拡大には二段階の工程があったと？」

　一段階目は突如出現した魔物による襲撃。二段階目は討伐軍が魔族によって壊滅し、戦力を失ったあとの魔物の襲撃。多分、だいぶ時間は空くだろうけど、トモエちゃんたち妖狼族が難民となった襲撃はこの二段階目に当たるのだろう。

　ジャンヌは頷き、話を続けた。

「被害状況も魔物と魔族ではかなり異なるようです。魔物が襲撃した第一段階目では、それはそれは無惨な光景が広がっていたと聞きます。魔物の吐く炎で都市は焦土と化し、兵士、民間人、老若男女の区別なく喰くい殺されました。ヤツらに襲われた街や村には〝喰い残し〟しか残らなかったと聞いています」

　文字通りの『魔物』……『魔の生き物』の襲撃だったわけか。イナゴの大群に襲われるような、人類さえただのエサとして認識されただけの生き物による襲撃。

「そして二段階目の魔族による攻撃は完全に戦争です。統率の執れた行動をし、圧倒的な強さで討伐軍を討ち破ったと聞きます。また、わずかではありますが魔族に村を襲われたという住民の証言もあります。その状況は様々で、退去すればそれ以上襲われなかったという場所もあれば、略奪や暴行、虐殺が行われたという場所もあるようです」

「……まるで人類を相手にしているみたいだな」

　場所によって被害状況が違ってくるという部分がとくに。同じ軍でも統率の執れている部隊と、執れていない部隊では占領後の状況が異なってしまう。うちがヴァンを占領したときは見せしめを用意することで全軍の引き締めを図ったけど、もし、あの見せしめがなかったらヴァンの住民たちに無体を働く輩やからが絶対出てきただろうしな。

　魔物……それに魔族か……。

「その違いはどこから来るんだろうな。魔物が進化したのが魔族なのだろうか？」

「『ヤツらは人間の脳を喰らって知能を得たのだ！』……と、一時期、宗教関係者が騒いでいたようですが……眉唾物ですね。だったらもっと魔族の数が増えているはずです。国境線が膠こう着ちやく状態になってからというもの、人類側を襲撃してきているのは魔物だけです。だからこそ、現状を維持できているとも言えますが」

　……わからないな。魔物とは、魔族とは一体なんだ？

「そう言えばパルナムの近くに沈ちん澱でん池を掘ったとき魔物の化石がゴロゴロ出てきたことがあったな。どうも数千年以上前には地表だった部分らしい」

「化石……とはなんでしょうか？」

　ああ、この世界ではまだ一般的な知識ではないか。

「簡単に言えば生き物が死んだ後に土中に残される骨のことだ。条件にもよるけど、骨は長い年月をかけて土の中で石化するんだが、まだ数千年しか経っていない骨の状態でも化石と呼べる」

「なるほど……魔物は数千年前は地表にいたかもしれないということですか」

　ジャンヌは思案顔になった。意外に冷静な反応だな。リーシアに同じことを話したときには、ずいぶんと驚いていたのだけど。

「……もっと驚くかと思った」

「考えてみれば、魔王領出現以前にもダンジョンの中には魔物が生息しています。そこはかつてダンジョンがあったりした場所なのでしょうか？」

「王国史にそんな記録はないし、伝承もないようだ。まあ数千年前の地層だから、伝承に残らないほど昔にあった可能性も否定できないけどな」

「ふむ……これは我が国の領内でも調査をすべきでしょう」

　ジャンヌがそう言った。それはこちらにしても願ってもないことだった。

「是非ともお願いしたい。王国は王国で各地の発掘調査をしてみるつもりだ」

「なにか新たな発見があったら教えてください。もちろん、こちら側で発見があればお知らせします」

「了解した」

　帝国領は王国領より遥かに広大だ。そこを調査してくれるのならば、さらなる発見が期待できるだろう。無論、王国は王国で調査を進めていくつもりだけどね。

　こうして王国と帝国は『領内発掘調査の情報共有』を取り決めた。

　ジャンヌは一息吐つくと、紅茶を飲み干した。

「さて、魔物が食べられるという話からだいぶそれてしまいましたね」

「言われてみれば……そんな話だったな」

　俺も自分の珈琲を飲み干すと、セリィナにそれぞれのおかわりを用意させた。それぞれ珈琲とお茶を受け取り話を続けた。

「私たちが食べたのは翼の生えた蛇の肉でした」

「翼の生えた蛇？　ドラゴンのような？」

　たしか中南米の神様に『有翼の蛇ケツアルコアトル』なんていうのがいたような気がするけど、ここは地球ではないし、魔物だと言うのだから普通にドラゴンのような姿の魔物なのだろう。

　そう思っていたのだけど、ジャンヌは首を振った。

「いえ、そんなに格好の良い物ではありませんでした。本当にただ、巨大な蛇に四枚の鳥の翼が生えただけの生命体でしたな」

　なにそれ。完全に合成獣キメラじゃないか。

「よくそんなものを食べる気になったな……」

「味は普通の蛇でしたね。鳥より魚に近い感じで中々美味でしたよ」

　蛇を食べたことがあるって時点ですでに驚きなんだけど……まあ、食べる習慣がある国もあるか。俺の中で蛇の肉っていうと、現国の授業で読んだ芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの『羅生門』に出てくる偽造魚のイメージなんだけど……美う味まいんだろうか？

「ジャンヌ殿ってお姫様だよな？　ずいぶんと変なものを食べてるな」

「軍を率いる将でもありますから。地の物を食べれば兵糧が浮きます」

「それは……合理的だな」

「そしてその魔物を食べてみようと思った切っ掛けですが、魔王領に出している偵察部隊の一つが〝魔族に調理されたと見られる魔物の残骸〟を発見したからです」

　また気になる単語が出てきたな。

「調理された？　食い散らかされたとかじゃなくて？」

「ええ。刃物でバラバラにされたと思われる骨、黒こげの状態で残されていた頭などを見るかぎり、おそらく丸焼きにしてから、解体して食べたのだと推測されました。それで、同種の魔物を捕まえた折、食べられるかどうかを検証したわけです」

　ジャンヌはお茶請けに出された焼き菓子をパクリと食べた。

「もちろん、毒がないかとかの検査はしましたよ？　人が食べる前に動物に食べさせました。そうやって安全を確保した上で、下士官から順々に食べてみました」

「毒味役も大変だな……」

「で、食べてみると淡泊ですがサッパリとした味で、普通に美お味いしかったです」

「いや、味の感想よりも、もっと気になる部分があるだろ」

　魔族が魔物を食べていたという事実のほうが、魔物が食べられるという話以上に衝撃的だった。つまり魔族は魔物を同族視していないということじゃないか。

　俺は牛肉も豚肉も大好きだけど、いくら顔がそうでも人間ボディのオーク（豚）やミノタウルス（牛）の肉を食べたいとは思わない。人間ボディのものを食べさせられるくらいなら、まだ蛇のほうが良い。そういう心理が、魔物たちにも働いているということなんじゃないだろうか。そんなことを考えているうちに、俺の中にある仮説が生まれた。

「なあジャンヌ殿」

「なんですか？」

「もしかして魔族と魔物って、こちら側で言う〝人類〟と〝動物〟なんじゃないか？」

　俺がそう言った瞬間、場の空気が凍った。ジャンヌだけでなく、リーシアやハクヤも驚きに目を見開いている。あれ、そんなに驚くようなことを言ったか？

「……なぜ、そう思ったのですか？」

　ジャンヌは表情を消しながらそう尋ねてきた。

　そう考えた理由を説明しようとして……一瞬、躊ちゆう躇ちよした。いまから言おうとしていることって、聞き取り方によっては差別的発言に思われてしまうんじゃないだろうか。もちろん、俺にそんなつもりはないけど、相手の捉え方次第では不快に感じるかもしれない。

　……ここは少し、人払いをしておいたほうがいいかな。

「えっと……ここからの話はあまり大勢に聞かれたくないんだが」

「……承知しました」

　ジャンヌが目配せすると、帝国側の官僚たちは一旦作業の手を止め、政務室からしずしずと出て行った。こちらも自国の官僚を退出させ、アイーシャを扉の内側に立たせて盗聴を監視させた。部屋に残ったのは俺、ジャンヌ、リーシア、ハクヤ、アイーシャの五人となった。俺は隣で会談内容を記録していたリーシアのほうを見た。

「リーシアも、一旦筆記をやめてくれ」

「……わかったわ」

　リーシアは筆を置いた。これでここでの会談内容が記録に残らなくなった。さきほどまでの熱気が噓うそのように静まりかえった室内で、ジャンヌは肩をすくめた。

「人払いが必要とは物騒ですね。どんな爆弾発言が飛び出すのでしょうか？」

「すまない。場合によっては差別的発言ともとられかねない話だったもんで」

「差別的発言？　魔族と魔物の関係についての話がですか？」

　疑問顔のジャンヌに、俺は言葉を選びながら言った。

「ああ。どうしてそう思ったのかと言うと、俺の目には……この世界の動物と、魔物の区別がつかないからなんだ。この世界の動物は俺のいた世界の動物よりも大きく、巨大な牙や鋭利な角など攻撃的な見た目をしている。もし、この世界の動物が俺のいた世界に現れたとしたら、俺のいた世界の人々は魔物だと思うだろうな」

　とくにライノサウルスのような巨大な生物が一匹でも現れたら、大混乱になることだろう。あの巨体は恐竜か怪獣のようにしか見えないからな。

「ふむ……そういうものなのでしょうか？」

　ジャンヌは首を傾かしげていた。俺のいた世界の動物を知らないジャンヌには、この感覚は想像できないだろう。

「そういうものなんだ。そして……もっと言えば、獣人族や半竜人ドラゴニユートのような種族と、魔族との区別もあまりつかない」

「っ!?　それは……」

　さすがに声を荒らげそうになるジャンヌを手で制した。

「わかってる。獣人族たちからすれば『一緒にするな』と怒られるだろう。だけど、獣人族も魔物も存在しない世界で生きてきた俺には、違いがわからないんだ」

　パルナムの歌声喫茶『ローレライ』でカエデちゃんを初めて見たとき、トモエちゃんたち妖よう狼ろう族と、カエデちゃんたち妖よう狐こ族の区別がつかなかった。そのときに、

『同じイヌ科なんだから妖犬族にまとめちゃダメなのか？』

　と発言をしたところ、リーシアに、

『そんなこと言ったら妖狼族も妖狐族も怒るわよ。妖犬はコボルトのことだし、人間で言ったらサルと一緒にされる感じだもの』

　……と、注意されたことがあった。

　あのときはそういうものなのかと納得した気になっていたけど、よくよく考えてみれば妖狼族・妖狐族とコボルトの違いってなんだろうか。

「ジャンヌ殿は妖狼族・妖狐族と、コボルトの違いがわかりますか？」

「それはもちろん。妖狼族・妖狐族は耳と尻尾はついていますが、顔や身体からだは人間族と遜色有りません。対してコボルトは犬の顔をしています」

「でも、獣人族の中には動物の顔をした者もいるよな？」

　うちで言えば陸軍大将のゲオルグ・カーマインなどがそうだ。

　あのライオン○風の男が日本に現れたとしたら、まず間違いなく魔族の類たぐいだと思われるだろう。その点を指摘すると、ジャンヌは腕を組んで唸うなった。

「言われてみれば……そうですね。う～ん……あっ、そうです。コボルト族の身体は体毛で覆われています。つまり、獣人族が人間に動物の部分があるのに対して、コボルトは犬が人間のように二足歩行をしているだけなのではないでしょうか？」

「だとすれば体毛のない、あるいは短い魔族とはどう見分けるんだ？　その理屈だと、人間で言うところのムキムキマッチョマンっぽい胴体を持っているオークや、ミノタウルスは獣人族ということになりませんか？」

「むむ……」

　言い返されてジャンヌは考え込んだが、やがて「降参です」と両手を挙げた。

「人類と魔族の違いについて、そこまで考えたことはありませんでした。指摘されてみて初めて、人類と魔族とを感覚だけで判別していたのだと気付かされました」

「そうね……言われてみれば、これといった違いが見当たらないわ」

「なんでいままで気付かなかったのでしょうな……」

　リーシアとハクヤもしきりに頷うなずいていた。

　おそらくこれが、この世界の人々の共通認識なのだろう。逆に言えば、この世界の人々は感覚で人類と魔族とを判別できるとも言える。

　日本人の感覚で言うなら、貝の味み噌そ汁しるは大好きでも、陸生の貝類であるはずのナメクジは見るのも嫌、という人は多いだろう。

　またオーストラリアのアボリジニーが木の中の幼虫を食べる映像にショックを受ける人が、殻を剝むけばそっくりな甘エビは平気で（しかも生で）食べていたりもする。

　生活環境や習慣によって、物事の認識に差異が生まれるのは当たり前のことだ。

　多分、魔族に対するこの世界の人々の認識は、そんな感じなんじゃないだろうか？

「俺のいた世界には人類は人間族しかいなかったからな。エルフも、獣人族も、半竜人ドラゴニユートも、魔族もいない世界で生きてきたから、それを区別できるような感覚がないんだ。だから俺の目には、魔族さえも人類の一種族に思えてしまう」

「へ、陛下は！……ダークエルフはお嫌いでしょうか？」

　扉の前に立っていたアイーシャが、捨てられた子犬のような目をして聞いてきた。

　俺はニッコリと笑いながら言った。

「そんなわけないだろ。褐色肌のエルフなんて可愛かわいいじゃないか。もちろん、人間族の正統派美少女もね」

　前半はアイーシャに、後半はリーシアに向けた言葉だった。

　俺のそんな言葉を聞いてアイーシャは「本当ですか！」と表情をぱぁっと明るくし、リーシアは「はいはい、それはどうも」と素っ気なく言ったけど、口はニンマリとしていて満更ではなさそうだった。そんな二人の様子を見てジャンヌは苦笑していた。

「愛されていますね」

「俺にはもったいない護衛と婚約者だよ」

「それはそれは……ふぅ」

　ジャンヌは椅子の背にもたれるようにして力を抜いた。

「他言無用と言っていただけて良かった。もしあのままこの話をされていたら、私は我が国の官僚たちを斬らねばならなかったかもしれません」

　斬る!?　いきなり物騒すぎないか!?

「そ、そこまでするようなことか？」

「するようなことです。いまの話が広まれば、ソーマ殿の評判が落ちるだけではすまないでしょう。この大陸中が争乱に包まれかねません。そうでしょう？　ハクヤ殿」

「仰おつしやる通りです。もっと早く教えておいていただきたかった」

　ハクヤは頷くと、窘たしなめるような視線を向けてきた。あれ、ちょっと怒ってる？

「いいですか、陛下。『魔族と獣人族などの区別が付きにくい』という話が広まれば、アミドニア公国のような人間族至上主義の国や、選民思想に取り憑つかれたハイエルフの国『ガーラン精霊王国』のような国に、他種族への格好の攻撃材料を与えることになります。獣人族や半竜人ドラゴニユートは魔族であるとして排斥するか、あるいは『敵に内通しているのではないか』と言い立てて、不当な弾圧を加えるかもしれません」

　ガーラン精霊王国は大陸から見て北西にある島国だったっけ。

　大小二つの島からなる国だったのだけれど、そのうち小島は魔物の攻勢を受けて放棄され、大島の一部も占領されているらしい。らしい……と伝聞なのは、この国がとても閉鎖的で、内部の情報がほとんど外部に漏れないからだった。

　美男美女が多いエルフ族の中でもとくにその傾向が強いハイエルフは、自らを神に選ばれし民と称して他種族を見下し、交流することを嫌っている。

　それは魔物に侵略を受けている現状でも変わらないようだ。

　そんなガーラン精霊王国やアミドニア公国のような国ならば、たしかにこの情報を自主族の優位性を示すために利用しそうだ。実際、アミドニアはエルフリーデン王国への憎悪を煽あおることによって、自らが統治しやすい形態を作り上げていた。

　憎悪や偏見を利用しようとする国もあるのだ。ジャンヌも頷いた。

「ハクヤ殿の言われる通りです。また、我が国や貴国のような多民族国家も他人事ではありません。そういった思想が蔓まん延えんすれば、我々は自国内に種族間対立という火種を抱えることになります。外の脅威に加え、内部対立まで抱えたら……」

「……すまない。そこまで考えていなかった」

　俺は素直に頭を下げた。二人の指摘はもっともだ。これは俺の体面がどうとか、それだけですむ話じゃない。もっと危機感を持って発言すべきだった。

　反省していると、ジャンヌは「いいえ」と首を振った。

「指摘していただかなければ気付けませんでした。厄介な問題ではありますが、知らずにある日突然、突き付けられるよりましです。我々も準備ができますから」

「そう言ってもらえると助かる。……とはいえ、いますぐに対策は思いつかないな」

　俺がそう言うと、ジャンヌも肩を落として溜ため息いきを吐ついた。

「人類宣言では少数民族を迫害しないよう訴えてはいますが、その約束事は国家に対してのものです。国策として……たとえば上層部が命令を出す形で迫害するなら介入もできますが、一般人相手には、その国に対して監督責任を問う程度しかできません」

「そもそも、うちみたいに『人類宣言』に加盟していない国もある。その上で、他国の政策に無理に介入しようとすれば反発を生み、最悪、戦争になるぞ」

「その通りだと思います。それに、まだ魔物や魔族についての情報が出で揃そろっているわけではありません。不確定要素が多い以上、結論を急ぐのは危険でしょう」

　結局、この問題は帝国と王国で継続して話し合うことが決定した。







　外に出ていた官僚たちを呼び戻し、夜更け近くになっても会談は続いていた。

　こんな時間にもなればお腹なかも空すいてくる。

　ジャンヌは他国の要人なのだから、本来なら会食でも開くべきなのだろうけど、俺もジャンヌも時間が惜しかったので食事は会談しながら行うことにした。

　作業しながらでも食べられる物をということで、俺はジャンヌたちに国で流は行やらせるかどうか検討中のあるパンを振る舞うことにした。そのパンを食べたジャンヌの感想は、

「これは！　主食に主食を重ねるというミスマッチな見た目でありながら、かぶりつけば異なる二つの食感がベストマッチしています。トマトのソースも酸味が利いてていいですね。しかも本来、お皿やフォークなしでは食べられない物をパンに挟むことによって、片手でも手軽に食べられるようにするこの発想には脱帽です！　素晴らしい！」

　……と、手放しで褒めてくれた。サンドイッチかと思った？

　残念、『ナポリタンパン』だ。本当は『焼きそばパン』を作りたかったんだけど、どうにもあの濃厚ソースを再現できなかったんだよな。だから元々この世界にもあったパスタとトマトソースを使って、ナポリタンパンを作ってみたのだ。ちなみに濃厚ソース作りを諦めたわけではなく、目下ポンチョに研究させているところだった。

「初めて見たときは正気を疑ったけど、本当に美お味いしいわね」

「パンもパスタも目新しい物ではないのに、一緒にすると斬新な食感になるのですね」

　リーシアとハクヤにも好評なようだった。

　食料問題もほぼ解消されたことだし、これからはゼルリンうどんのような奇抜な物だけでなく、地球の料理を再現して流行らせるのもいいかもしれない。食文化の発展は国のブランドイメージの向上や、外貨獲得にも繫つなげられるからな。

　ちなみに、こういうメニューに最も食いつくアイーシャはというと……。

「はむはむ、はふ！」

　護衛のために俺の背後に立ちながらも、一心不乱にナポリタンパンを口の中に放り込んでいた。っていうか、アイーシャ。一体何個食べてるんだ？　皿の上に山積みになっていたのが、いつの間にやら丘陵以下になっていた。

　腹ぺこダークエルフはこんなときでも平常運転だった。

「ふう……さて、そろそろ『ヴァン』の占領について話し合いませんか」

　パンを食べ終えて一息吐いたころで、ジャンヌが切り出した。

「帝国としては『人類宣言』を遵守し、武力による国境線の変更を認めることはできません。エルフリーデン王国に対しては、アミドニア公国へのヴァン及び周辺領地の返還を要求します」

「王国としてはその要求はのめないな。先に仕掛けてきたのはアミドニア公国のほうだ。正当性はこちらにあるように思えるのだが？」

「さきに手を出すよう仕向けた、とも見受けられますが？」

「散々内政干渉してきていたんだ。やっていた側がやられる側に回った途端、文句を言うのは筋違いというものだろう。帝国はいいのか？　このような暴挙を許せば『人類宣言』の加盟国・非加盟国に侮られることになるぞ」

「そうですね。ですから、帝国はアミドニアに対しても相応の代償を支払わせることになるでしょう。今回の件、帝国としては喧けん嘩か両成敗にするよりないと思っています」

　まあ……そうくるだろうな。

　アミドニア公国が人類宣言に加盟している以上、帝国は公国の側に立ってエルフリーデンに対して領土返還を迫るしかない。

　かといって、このままアミドニアの暴挙を許せば加盟国の横暴を招き、非加盟国の反発を生む。だからアミドニアに対しても厳しい処罰を与えて、加盟国に対し釘くぎを刺すつもりなのだろう。それができるだけの力を帝国は持っている。

　俺はジャンヌに試すような視線を送った。

「もし応じなければ武力に訴えると？」

「あまりとりたくない手段なのですが……必要とあらばやむをえません。いま現在、帝国は王国軍と同数程度の〝兵〟しか連れてきていませんが、〝戦力〟としては王国軍と公国軍を同時に殲せん滅めつできるだけのものであると自負しております」

　対魔装甲兵団、グリフォン部隊、大砲を背負ったライノサウルス……。城壁で見た強力な兵科の数々が思い出された。ジャンヌの言葉には些いささかの誇張もなかった。

「……だろうな。こちらとしても戦いたくはない」

　俺はテーブルの上に両肘を突き、口元の前で手を組んだ。

「だからまず、お互いの意思を整理しましょう」

「意思、ですか？」

「そうだ。帝国としては国境線の変更を認めたくない。だから王国には占領中のヴァンを返還して欲しい。これで間違いないな？」

「……ええ。その通りです」

　ジャンヌは頷うなずいた。帝国の意思を確認した上で話を進める。

「そしてこちら側の意思だけど、我が国に敵対行動をとり続けるアミドニア公国の力を削そぐことだ。もう二度と我が国に干渉してこないようにな。そして、我が国に侵攻した報いを受けてもらう。ヴァンはその報いとして受け取ったものだ」

「……なるほど。別段、ヴァンが欲しかったわけではないのですね。つまり、無償返還はありえないが、公国側が代償を払えば返還に応じる用意がある、と」

　さすがに話が早いな。俺が頷くと、ジャンヌは厳しい視線を向けた。

「ユリウス殿の首でも求めますか？」

「そんなものが一都市と等価なわけがないだろ」

「では……やはりお金でしょうか」

「そうだ。公国が我が国に対し賠償金を支払うなら、ヴァンを返還しよう。帝国も公国には相応の代償を支払わせる、と言っていたのだからちょうどいいだろう？」

　長い目で見た場合、やり方次第でいくらでも富を生む領土を一時の資金で譲り渡すのはマイナスだ。しかし、最近までアミドニアの領土であったことと、帝国との関係を考慮すればそう悪い判断ではないだろう。

　対して帝国側も、公国に対しては領土を返還させたという大義名分が立つし、その他の加盟国に対しても「もしアミドニア公国と似たような行為をした場合、領土は奪われなくても賠償金は支払わせるぞ」と釘を刺せる。それは即すなわち、非加盟国に対しての信用にもなるはずだ。ジャンヌは溜息を吐いた。

「ユリウス殿は反発しそうですな……」

「元凶にかける情けはない。支払いは帝国金貨で決済させてくれ。ユリウス殿は経済に明るくないようだからな。賠償金など質の悪い金貨を鋳造すればいいとか考えそうだし」

「我が国も巻き込みますか……」

「今回のアミドニアの暴挙は帝国側にも管理責任がある。それぐらいは引き受けてもらわないと」

「……返す言葉もありません」

　苦笑しながら肩をすくめたあと、ジャンヌは不意に真面目な顔になった。

「ソーマ殿にお聞きしたい。なぜ、エルフリーデン王国は姉上の主導する『人類宣言』に加盟してくださらないのですか？　もし加盟してくださっていたら、今回の件に関しても帝国と王国が睨にらみ合うこともなかったと思うのですが……」

　ジャンヌはチラリとリーシアのほうを見た。

「リーシア姫の前で恐縮なのですが、先代王アルベルト殿が『人類宣言』に加盟しなかったことは……まあ、納得できるのです。その……加盟しなかったというより……」

「加盟する、しないの判断ができなかったのよね。優柔不断だから」

　言いにくそうなジャンヌの代わりに、リーシアがバッサリと言い捨てた。ジャンヌは少し申し訳なさそうにしながら「その通りです」と頷いた。

「ですが、ソーマ殿は魔王領からの脅威も、それに人類一丸となって戦うことの重要性も、しっかりと認識しているように思えます。最初は貴方あなたがこの世界に呼び出される元凶を作ってしまった我々のことを、信用できないからだと思っていました。しかし、貴方はさきほど我々に恨む気持ちはないと言ってくださいました。それならばなぜ、姉上の提唱する『人類宣言』に参加してくださらなかったのでしょうか」

　真っ直すぐに目を見て言われ、困ってしまった。

　その答えをいま、言うわけにはいかない。かといって噓うそを吐いたり、知らぬ存ぜぬを決め込んだりすれば、帝国との関係に悪影響が出るだろう。

　俺はしばらく考え込んだあとで、ゆっくりと口を開いた。

「これは……俺の世界の〝昔話〟だ。むかしむかし、世界には東西二柱の神様がいた」




　◇　◇　◇




　東の神様はこう言いました。

「世界は平等であるべきだ。だから人間よ。みんな同じ時間畑を耕して、できた作物をみんなできちんと分配しなさい」と。

　対して西の神様はこう言いました。

「世界は自由であるべきだ。だから人間よ。一人一人が畑を耕し、頑張れば頑張ったぶんだけ作物を多くとりなさい」と。

　東の神様は西の神様に言いました。

「貴方のやり方では豊かな者はどんどん豊かに、貧しい者はどんどん貧しくなっていく。そんな世界ではやがて豊かな者と貧しい者の間で争いが起こるだろう」と。

　西の神様は東の神様に言いました。

「どんなに頑張っても同じ分だけしか分配されないなら、人間はやる気をなくすだろう。そうなれば分配される量も減り、社会全体が貧しくなるではないか」と。

　こうして東の神様と西の神様は睨み合いました。神様同士の争いは、それぞれの神様を信じている国々にまで波及しました。こっちが正しい、そっちが間違っている、と東西の国々が睨み合う中、困ってしまったのはその境界付近の国々です。

　それぞれの神様を信じる国々が戦争を始めたら、まず真っ先に被害が出るのは自分たちです。家も畑もめちゃめちゃになってしまいます。さあどうしたものかと考えていると、境界近くの国々に住む人々があることを閃ひらめきました。

「そうだ！　睨み合うのは仕方ないにしても、戦争にはならないようなルール作りをすればいいんだ！」

　そして境界の近くに住む国々は、東西の多くの国々と共にあるルールを設けました。




「一つ、武力で国境線を変更するのをやめましょう」

「一つ、それぞれの国の民族に自分のことは自分で決められる権利を与えましょう」

「一つ、東西の国の文化交流をはかって仲良くなりましょう」




　◇　◇　◇




「なんですか、その話は!?」

　俺が話し終えると、ジャンヌが声を荒らげた。

　いきなり始まった昔話に最初は訝いぶかしげな顔をしていたものの、話が進んでいくにつれて徐々にジャンヌの目が見開かれていった。それまではどこか余裕のある振る舞いをしていたジャンヌだったけど、ここに来てその余裕を失っていた。

　リーシアもハクヤも似たような表情になっている。

　ジャンヌはテーブルにバンッと両手をつくと、身を乗り出してきた。

「経過はともかく、決めたルールは『人類宣言』そっくりではないですか！　それで、その結末はどうなると言うのです!?」

　食い気味に言うジャンヌに、俺は静かに首を振った。

「この続きは……いまはまだ言えない」

「ソーマ殿っ！」

「だけど俺は、この物語の結末を知っている」

「そのルールでは……戦争は防げなかったのですか？」

　不安げな様子で尋ねるジャンヌに、俺は首を振った。

「いや、少なくとも二柱の神様が睨み合っていた時代には、二柱の神様による全面戦争という最悪のシナリオは回避された。やがて東の神様が分裂し、喧嘩する力がなくなったことで、西の神様も安心して睨み合うのをやめた」

「ハッピーエンドではないですか。どこに問題が？」

「まあ、ここで終われば〝めでたしめでたし〟だったんだけどな」

「まだ続きがあるのですか？」

「……いま言えるのはここまでだ。悪いがこれ以上、手の内を晒さらすわけにはいかない」

　俺は強い口調で話を打ち切った。ジャンヌは問い詰めたかったみたいだけど、俺の目を見て断念したようだった。俺はそんなジャンヌに語りかけた。

「心配しなくてもその内にわかる。帝国に迷惑は掛けない」

「……不安です」

「信じてもらいたいのだが、我が国としては貴国と歩幅を同じくして歩きたいと思っている。女皇マリア殿が『人類一丸となって魔王領からの脅威に対応する』という理想を掲げるかぎり、王国は帝国の敵にはならないことを約束する」

　しかし、ジャンヌは訝しげな顔のままだった。

「『人類宣言』には参加してくださらないのですよね？　それなのに信じろと？」

「『人類宣言』だけが盟約じゃないだろう。『人類宣言』には参加できないが、我が国は帝国と二国間同盟を結びたいと思っている。それも秘密裏にだ」

「秘密同盟……ですか？」

　俺はしっかりと頷いた。

「うちもようやく国内を安定させることができた。今後は軍制改革も行っていき、統一した意思のもとで全軍を動かせる体制を築き上げるつもりだ。また、今回の戦でアミドニア公国の牙も折れた。我が国はようやく軍を自由に動かせるようになったんだ」

「………」

「そこでだ。帝国はいま、東方諸国連合の救援要請にも軍を派遣しているよな？」

「……ええ。あそこは中小国家の集合体ですが、『人類宣言』に加盟している国がほとんどです。盟主として軍を派遣するのは当然でしょう」

「それだ。その役目、我が国に任せてもらえないだろうか」

「っ!?　本気なのですか!?」

　ジャンヌは驚きの声を上げた。俺が提案したのはこうだ。

　この大陸の中央には、天険にして知恵あるドラゴンの住まう星竜連峰がある。魔物・魔族が南下してきた場合、必ずこの星竜連峰の東西を南下することになるだろう。

　そこで、西側からの南下には帝国が、東側からの南下には王国が対処しようと持ちかけたのだ。具体的には東方諸国連合が魔王領からの脅威によって危機に陥ったら、王国が援軍を出すということだ。ただし、これには手順が必要だった。

「その際だが、東方諸国連合から救援要請を人類宣言の盟主である帝国が受けて、援軍の派遣を我が国に対して要請する。我が国は帝国の要請に従って援軍を派遣する、という形式を取らせていただきたい」

「……なんだか、まどろっこしい話ですね。なぜです？」

「うちはまだ国力的には大国と呼べるほどでもないが、国土面積で言えば魔王領を除き第二位だ。国土面積第一位と第二位が手を結んだと知られれば警戒する国も出てくるだろう。帝国と王国に挟まれる形になるアミドニア公国、傭よう兵へい国家ゼム、トルギス共和国なんかはとくにな。だから帝国と王国が協力関係にあることを極力知られたくないんだ」

「なるほど。それで秘密同盟なのですね」

　ジャンヌは思案顔になった。この盟約のメリット・デメリットについて考えているのだろう。しかし、この申し出に帝国のデメリットはないはずだ。

　東に回す分の戦費も浮くし、魔王領と本国が隣接している西側の防備を厚くすることもできるからだ。気になるとすればこちらの思惑だろうけどね……。

　しばらくしてから、ジャンヌは頷いた。

「こちらとしては受けて損のない申し出だと思います。ですが、それを引き受けることでそちらにメリットはあるのですか？」

「強いて挙げるなら帝国の信頼を得ることかな。それと戦争に参加するのだから、戦争支援金は今後要求しないでもらいたい」

「それはもちろん。あれは戦争に参加しない国に対してお願いしている物ですから。……でも、いいのですか？　メリットと呼べるほどの物ではない気がしますが……」

「まあ、人類の存亡が掛かってるときに損得勘定だけではいられないさ。国が安定しているのに我関せずでいたら、他国から白い目で見られるしな」

「なるほど……」

　ジャンヌは腕を組むと、「ううむ」と唸うなった。

「そうなると、いかに緊密な連携がとれるかが問題になりますね。帝国と王国は大陸の両端にありますから、意思疎通に時間がとられてしまいます。救援要請を迂う回かいさせるのは良いですが、その時間のせいで間に合わなくなる、なんてことでは困ります」

「その点についてはこちらに考えがある。……ハクヤ、あれを」

「はい」

　ハクヤは立ち上がると部屋を出て行き、しばらくすると段ボールぐらいの大きさの木の箱を抱えて戻ってきた。そしてハクヤはその箱をジャンヌに差し出した。

　箱を受け取ったジャンヌは怪け訝げんそうな顔で尋ねた。

「これはなんでしょうか？」

「開けてみてくれ。それをマリア殿に渡して欲しい」

「これは……受信機ですか？……あっ！」

　どうやらジャンヌも気付いたようだった。箱に入っていたのは、ゲオルグたちに対する最終勧告でも使った玉音放送の簡易受信機だった。

「その受信機は我が国が保有する宝珠の一つと波長を合わせている。ジャンヌ殿が帝国に帰ったら、帝国が保有する簡易受信機を一つ送って欲しい。もちろん、同じように帝国が保有する宝珠と波長を合わせてな。それでいつでも連絡が取れるだろう」

　つまり、お互いの国が保有する宝珠と簡易受信機を使って、帝国と王国にホットラインを設けようというのだ。宝珠と違い簡易受信機は簡単に持ち歩くことができる。

　どちらかの国が簡易受信機に対して会談を呼びかければ、もう一方が宝珠のある場所に行くことですぐに会談を行うことができるのだ。これだけだと映像のみなので文書の調印などはできないけど、書簡を持たせた官僚を往来させればそれさえも可能になる。

　この提案にジャンヌは感心しきりだった。

「これならば帝国を離れられない姉上とも簡単に会談することができますね。なんと言いますか、ソーマ殿のこの発想力には戦慄さえ覚えます」

「大おお袈げ裟さだよ。俺の世界には普通にあった物だからな」

「これが普通だと思っていることがもう……あの、ソーマ殿？　いまから少しだけ暴言をお許しいただきたいのですが、よろしいでしょうか？」

　暴言？　なにを言う気だ？

「許可しよう」

「ありがとうございます。それでは……リーシア姫」

「え、私!?」

　急に話を振られてリーシアはビックリしていたが、ジャンヌは構わず続けた。

「アルベルト殿に王位を戻す気はありませんか？　いまなら帝国は全力で支援します」

　譲位のススメ!?　俺の目の前でなにを言ってるんだよ!?　リーシアも呆あつ気けにとられていたようだったけど、我に返ったときには顔を赤くして怒った。

「急になんてことを言い出すのですか！　するわけないでしょ！」

「いいじゃないですか。元々アルベルト殿が国王だったのだから。そしてフリーになったソーマ殿を我が国にください！　もし来ていただけるなら宰相でもなんでも好きな地位につけます！　いっそ姉上も付けるので皇帝になって欲しい！」

　いや、そんな『いま契約したら洗剤をプレゼントします』みたいなノリで言われても……というか、帝国の女皇の扱い軽すぎないか!?　リーシアが激げき昂こうした。

「貴女あなたは、自分がなにを言っているのかわかってるのですか!?」

「私は正気です。ソーマ殿の思考は時代の先を行っている。私は姉上とソーマ殿が作る帝国を見てみたい。……こんなことなら戦争支援金を受け取らず、是が非でもソーマ殿に来ていただけば良かった。いまからでも帝国に来てはいただけませんか？」

「ダメに決まってるでしょ！」

　俺がなにか言うよりも早く、リーシアはバンッと机を叩たたいた。

「ソーマは私にとって……王国にとって必要な人間よ！」

　犬歯が見えるくらいの凄すごい剣けん幕まくだった。リーシアだけでなく、背後に立つアイーシャのほうからも不機嫌オーラが出ているのがわかった。武器に手が伸びてるし。

　俺のことを思ってくれているのは嬉うれしいけど、一応、ジャンヌは他国の要人だ。あまり喧けん嘩か腰ごしで臨まれるのも困る。俺はリーシアの頭を「よしよし」と撫なでた。

「落ち着けリーシア。俺はどこにもいかないから、な？」

「……ごめんなさい。取り乱したわ」

「アイーシャもステイだ！　柄に手を掛けようとするんじゃない！」

「わ、私の扱いが雑じゃないですか!?」

　抗議するアイーシャを無視して、俺はジャンヌのほうを見た。

「すまないが、その要請には応じられないな。マリア殿は魅力的な女性と聞いているけど、俺はリーシアたちのいるこの国で王様をやっていたい」

「ふぅ……わかっています。ですが、惜しく思っているのは本当です」

　そして「暴言を許していただきありがとうございました」とジャンヌは頭を下げた。

「同盟の件に話を戻しますが……このような重要な案件を私の一存で決めるわけにはいきません。玉音放送によるトップ会談という素晴らしい仕組みを提示していただけたのですから、姉上と直接交渉されるのがよろしいかと思います。つきましては、そちらの外交官僚数名に帝国へと来ていただきたいのと、同時にこちらの外交官僚を数名置いていきますので王国へ連れ帰ってくださいませんか？」

「なるほど、それならば連携をとりやすいだろうな。了解だが……どうだろう。外交官僚の代表に『特命全権大使』の称号を与え、両国の首都に『大使館』を建てて常駐させるというのは。なにかを決める度たびに両国を行ったり来たりでは非効率的だからな」

「それは素晴らしい！　さっそく検討させていただきます。まったく……ソーマ王の知恵は湧き出る湯水の如ごとしですね」

　だから、俺が考えたわけじゃないってば。

　過大に評価されても肩身が狭くなるだけなんだけどなぁ……と、まあ、それはともかくとして、そのあとも俺とジャンヌは様々なことを話し合った。

　一例を挙げるなら、マリア殿が奴隷制度を廃止したがっていることなどだ。

　マリア殿は人身売買の温床となるこの制度を、かねてから廃止したかったらしいのだけれど、魔王領からの脅威が迫るこの機会に、国内の一致団結を図ることを名目にして実行しようとしているそうだ。平時なら通しにくい政策も、いまなら通せると見越しての判断だから機を見るに敏だ。ただの〝お花畑〟ではないようだ。

　俺も奴隷制度を廃止していくこと自体には賛成だったけど、ただ、その流れが急すぎる気がしたので「待った」を掛けておいた。急激な変革はたとえそれが良い物であっても、必ず混乱を招くことになる。自由・平等・博愛を謳うたったフランス革命は粛清の嵐を生み、「アラブの春」と歓迎された民主化運動は（もちろん運動自体を否定するつもりは毛ほどもない）周辺国に大きな混乱を引き起こした。そういった事例を知っている身としては慎重にならざるを得なかった。

　だから俺は帝国に対して、奴隷解放は段階を経て、一歩ずつ行うべきだと言っておいた。できるなら、王国が進めようとしている動きに歩調を合わせて欲しい、と。

　と、まあ、そんな重要な話がポンポンと飛び出すものだから、両国の官僚たちは大慌てで駆けずり回っていた。深夜になり、会談が纏まとまったあともそれは続いている。

　きっと彼らは今日は徹夜だろう。そんな官僚たちを横目に見ながら、俺はリーシアとジャンヌを連れて、政務室のテラスに出た。

　秋も深まった深夜ということもありかなり肌寒い。

　俺はセリィナにホットミルクをジョッキサイズの木製カップで用意させ、交渉終了の打ち上げ、というわけでもないが三人で乾杯した。

　リーシアが「帝国の繁栄に」とカップを掲げ、

　ジャンヌが「王国の発展に」とカップを掲げ、

　俺も「両国の友好に」とカップを掲げた。

「「「　乾杯！　」」」

　俺たちは木製カップを打ち鳴らした。

　中身がホットミルクなので乾杯後はチマチマ飲むしかない（豪快に飲むと火傷やけどする）のだけど……あー美う味まい。この世界に来て感じるのは牛乳の美味さだよな。低温殺菌どころか無殺菌（搾ってから『フランダースの犬』で見るような金属容器に入れて、川や井戸水で冷やしただけだろう）だから、牛乳の美お味いしさがまったく殺されてない。

　その分、安全面が問題だけど……この濃さがたまらない！

「今回の会談は実りが多い物になりましたね」

　ホットミルクの美味さにホッコリしていると、ジャンヌがそう言った。

「ずいぶんと長いこと話してましたね。もう夜明けが近いです」

「……いま思うと、今日話し合わなくていいことまで話し合った気がするな」

　折角、玉音放送を使ったホットラインもできたんだから、いくつかの議題は後日でも良かった気がする。そのせいで仕事量の増えた両国の官僚たちには悪いことをした。

「深夜のせいか変なテンションになっていたからな……」

「仕方ありません。頼りになる盟友ができて嬉しかったんです」

　そういってジャンヌは笑った。盟友……か。

　たしかに秘密同盟とはいえ、帝国とは盟友と呼べる関係になったわけだ。この秘密同盟が後々世界にどういう影響を与えるのか……いまはまだハッキリとはわからないけど、自国の他に価値観を共有できる国があるというのは心強いものだ。帝国にしても同じようなことを感じているだろう。するとジャンヌが不意に真面目な顔になった。

「そんな東の盟友にお伝えしたいことがあります」

「どうしたんだ？　西の盟友」

「魔王領にいるとされる〝魔王〟と呼ばれる存在のことです」

　魔王。ＲＰＧの知識で言えば魔物・魔族を総すべる者とされる存在だ。未確認ながら魔王領にもそんな存在がいるらしいと、前国王アルベルト殿から聞いていた。

「ジャンヌ殿は見たことがあるのか？」

「いいえ。というよりも、見たという者はいません。魔王領の最も深くまで攻め込んだのは最初の討伐軍派遣時ですが、その討伐軍も全滅に近い被害を受けましたから」

「ん？　じゃあなんでいるってわかるんだ？」

「討伐軍が壊滅した際、魔族の中に言葉を喋しやべっていると思われる者がいたとの報告があり、あるワードをよく口にしていたといいます。我が国の研究者は、そのワードこそが魔王の名前なのではないか、と推測しています」

　そこでジャンヌは言葉を句切ると、なにかの宣告のようにそのワードを口にした。

「そのワードは……〝ディバルロイ〟」

「ディバルロイ……『魔王ディバルロイ』？」

「はい。それが魔王の名前だと言われています」

　ジャンヌは神妙な面持ちで頷うなずいた。魔王ディバルロイか……ん？

「魔王ディバルロイ……魔王……ディバルロイ、魔王……」

　あれ？　なんだ？　このフレーズをどこかで聞いた覚えがある。

　デジャブか？……いや、そんなんじゃない。聞き覚えがあるんだ。どこかで。どこか。ここではない、どこかで。この世界じゃない。向こうの世界？

　いや待て。なんで地球だと思うんだ。地球に魔王なんていないだろ。そもそも、ディバルロイなんて知らない。そのはずなのに、なにかが引っ掛かっている。

「ど、どうしたの!?　ソーマ！」

　気がつくとリーシアに支えられていた。どうやら俺は頭を抱えてよろめいたらしい。心配そうな顔をするリーシアとジャンヌに俺は笑って見せた。

「大丈夫だよ。急に眠気が襲ってきただけだから」

「ふむ、もう遅いですからね。今日はもう休みましょうか」

　ジャンヌもそう言ってくれたので、明日の昼に再度謁見の間で、ユリウスもいる場で今日決まったことを公表することを取り決め、俺たちは休むことにした。

　セリィナにジャンヌを客室に案内するよう頼み、俺とリーシアはリーシアが使っている部屋へと向かった。早く休みたかったのだけど、俺のベッドは政務室にある。

　さすがに官僚たちが仕事をしている横で眠るわけにもいかないので、リーシアが使っている部屋の一角でも借りようと思ったのだ。

「ソーマ……本当に大丈夫なの？」

　部屋に着いたとき、リーシアは心配そうにそう尋ねてきた。

「……大丈夫。ちょっと疲れが出ただけだから」

「噓うそよ！　三徹とか普通にしているソーマが、いまさら一日くらい夜更かししたくらいで疲れるわけないじゃない！」

「いや、それでわかるのもどうかと思うんだけど……」

「はあ……来て」

　リーシアはベッドに腰掛けると、横に座るように促した。

　可愛かわいい女の子とベッドに腰掛けるなんてドキドキ物のシチュエーションだけど、リーシアの有無も言わせぬ雰囲気に気け圧おされて大人しく従うことにした。

　すると、俺が腰掛けた瞬間、リーシアは俺の頭を摑つかむと、自分の膝の上へと載せた。久しぶりの膝枕だった。上のほうからリーシアのやさしい声が下りてきた。

「理由はわからないけど、疲れたときぐらい私に甘えてよ」

　そう言ってリーシアは俺のおでこを撫でた。

「……ごめん。ありがとう」

「ふふ、どういたしまして」

　俺は目を閉じ、身体からだの力を抜いた。魔王ディバルロイの名前を聞いたとき、聞き覚えがあることで感じた漠然とした不安。それが解消されたわけではないが、頭を撫でられるだけで心が軽くなってくるような感じがする。

　リーシアのお陰で眠りに落ちるまでの間、俺は不安を感じずにすんだ。
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　―――大陸暦一五四六年十月二十二日




　グラン・ケイオス帝国と秘密同盟を結んだ翌日の午後。

　俺とジャンヌとユリウスは再度、謁見の間へと集まっていた。

　皆が前日と同じ立ち位置にいる中、俺の斜め前に立ったハクヤだけがユリウスたちのほうへと一歩踏み出し、昨日の会談で決まった内容が書かれた紙を読み上げた。

「『王国軍はヴァンを放棄し、エルフリーデン王国へと帰還する』」

　ハクヤがそう言った瞬間、ユリウスはさも当然だという顔をしていたけど、次いで読み上げられた内容を聞いて顔色を変えることになった。

「『その条件として、アミドニア公国にはエルフリーデン王国への戦争賠償金の支払いを命じる。これは捕虜返還の賠償交渉とは区別する』」

「バカな!?」

　ユリウスはジャンヌに詰め寄った。

「ジャンヌ殿！　これは一体どういうことか!?」

「どうもこうも……私は依頼通りきちんと領土を取り返しましたが？」

　ジャンヌは肩をすくめたが、ユリウスは納得できなかったようだ。

「ふざけているのですか！　賠償金の支払いなど、これではまるで敗戦国だ！」

「そう言われても仕方がない状況でしょう。首都を失っているのですから」

「違う！　我らはまだ負けていない。たかだか一都市を落とされただけではないか！」

「……ならばあとは勝手にすればいいでしょう。帝国はこの両国の争いから手を引かせていただきます。停戦でも継戦でも好きにすればいい」

　ジャンヌにそう言われ、ユリウスは「うっ」と言葉を詰まらせた。そんなユリウスの様子を見て、ジャンヌは溜ため息いきを吐ついた。

「そもそも、その一都市……首都を一都市と片付けて良いのかどうかは甚だ疑問ですが、首都を奪還することもできないから我々に助力を求めてきたのでしょう？　ならばこの戦は貴方あなた方の負けです。帝国は『人類宣言』の盟主として、変更された国境線を元に戻す算段はつけました。これ以上のことには介入できません」

「ですが、賠償金など……」

「ユリウス殿。今回の件、姉のマリアは酷ひどく悲しんでおります」

　ジャンヌは突き放すような冷たい視線をユリウスに向けた。

「魔王領からの脅威に対し、人類を団結させるために作った『人類宣言』の隙間を縫っての侵略行為。盟主として見過ごすわけにはいきません」

「それは……前国王のガイウスが……」

「そうだとしてもです。それを止めなかった貴殿にも責任はあります。どのみちこれ以上、人類宣言加盟国からこのような愚かな行為をする者を出さないためにも、厳しい処分は必要だと思っていましたから。貴国にはその判例となってもらいます」

　うわぁ……丁寧に言っているけど、要は「貴方の国を見せしめにして人類宣言加盟国の引き締めを図ります」って言ってるんだよな。ユリウスは怒りとも苦しみともつかない顔で、握った両拳を震わせていた。

「……もし、嫌だと言ったら」

「さきほども言った通りです。好きにされるといいでしょう。帝国はこの戦いから手を引き、アミドニア公国を人類宣言から除外します」

「っ!?　待っていただきたい！　そんなことになれば、我が国は……」

「ええ。『加盟国相手でなければ、攻め込んでも人類宣言違反にならない』という貴方の……失礼、お父上の見解がアミドニア公国にも適用されるでしょうね」

　アミドニア公国は四方を四カ国に囲まれている。

　西に各国に傭よう兵へいを派遣しつつ永世中立を掲げる『傭兵国家ゼム』。

　南に北上政策が国是で人類宣言にも加盟していない『トルギス共和国』。

　北に価値観が他国と違う宗教国家『ルナリア正教皇国』。

　そして東にうち『エルフリーデン王国』がある。うちはともかく、いま、人類宣言の保護を失えば残り三カ国に食い物にされるかもしれない。

　前国王ガイウス八世は帝国と手を結び、ゼムの傭兵と契約し、弱腰だった前国王アルベルト殿統治下のエルフリーデン王国を威圧し、南北の国家に対しては武威を示すことで国を維持していた。これはこれでバランス外交ができていたと言えるだろう。

　その才覚がユリウスにあるだろうか？

　あったとしても、若いユリウスにそう振る舞えるだけの権威があるだろうか？

　権威の継承は本来、先代の存命中から徐々に行われるべきものだ。

　しかし、ガイウスはもういない。ユリウスはこれから外は他国の脅威、内は家臣たちの統率という難しい問題に取り組まなければならないのだ。その大事なときに人類宣言を除外され、帝国の権威を借りることができなくなれば早々に〝詰む〟ことになる。

　ユリウスもそれはわかっているので、苦渋に満ちた表情でジャンヌに頭を下げた。

「……仲介案を、受け入れる」

「良きご判断です。ユリウス殿」

　ユリウスは無念そうな顔をしていたけど、ここで容赦するわけにはいかない。

　ともかく、話がまとまったようなので具体的な金額交渉に入った。

　提示したのはアミドニアの年間予算の二年分、それを年一の十年分割払い、かつ帝国金貨での支払いを求めた。つまり向こう十年間、年間予算の二割を支払いに求めたのだ。

　ユリウスは当然反発したけど、ジャンヌに説得（脅迫？）される形で納得させられていた。年間予算の五割以上を軍事関係に割いているアミドニアの、その軍事費を奪うという意味合いもある。軍事費を削減すれば払えないこともないと思うのだけど、果たしてアミドニアにそれができるだろうか。

「ジャンヌ殿。この支払いが滞った場合は」

「わかっています。帝国はヴァンのエルフリーデン王国への編入を支持します」

「くっ……」

　ユリウスは悔しそうにしていたが、それ以上はなにも言えなかったようだ。それを確認した上で、俺はジャンヌに提案した。

「だがジャンヌ殿。このままだと支払いを滞らせて、ヴァンの守備を固めることも考えられる。いくら帝国に編入を認められようと、一度手放した都市を再度攻め落とすのは手間だ。なので、支払い額に応じた担保をいただきたい」

「担保、ですか？」

「賠償金が支払われるまで預かる物品のことです。賠償金が支払われない場合、その物品はうちへと所有権が移る。無論、賠償金がきちんと支払われればお返しする」

「なるほど……それで、なにをお求めで？」

「玉音放送の宝珠」

「なっ！　我が国に一つしかないものだぞ！」

　ユリウスが激げき昂こうした。まあ玉音放送の宝珠はいまの技術では到底作ることができない至宝だ。資産価値にすればアミドニアの年間予算一年分にはなるだろう。だけど、

「あまり使っていなかっただろう。くれてもいいんじゃないか？」

「バカを言うな！　我が国の民を煽せん動どうする気か」

「受信装置の波長を変えれば良いだけの話だ。それだけでもうエルフリーデン側からの放送は受信できなくなるだろうが」

「ぐっ……それはそうだが……」

　ユリウスは苦々しげな顔をしていたが、案外すんなりと納得しそうだった。

　こんなに便利な物を年始の決意表明ぐらいにしか使っていなかったようだし、軍事第一主義のユリウスにはその価値がわからないのだろう。もしかしたら、でかい実物資産程度にしか認識していないのかもしれない。そんなことを考えていると、

「陛下。少しよろしいでしょうか」

　そう言ってハクヤが耳打ちをしてきた。その内容を聞いて、俺は眉をひそめた。

「それ……半分以上お前の趣味じゃないか？」

「なにを言っているのですか。……は叡えい智ちの結晶です」

「……まぁ、いいか。ユリウス殿」

「……なんだ？」

「担保の不足分として、この城の書庫にある本を預かりたいのだが」

　ハクヤが提案したのはこのことだった。

　アミドニアの書庫で埃ほこりを被かぶっている蔵書を預かろうというのだ。

　この世界において紙はまだ貴重で、本の流通量も少ない。エルフリーデン王国にない書物がアミドニアにあることも十分に考えられる。それに書物ならば、預かっている間に写本することもできる。ユリウスはふんと鼻を鳴らした。

「良いだろう。だがそれ以外の物には触れるな。とくに武具・防具の持ち出しは許さん」

「交通網整備の資金捻出のために売り払った分もあるぞ？　この都市の整備のために使った資金だから、返せと言われても返せないからな」

「くっ、ならこれ以上手を付けるな！」

「……承知した」

　書物よりも武器が大事か。周囲を油断ならない国々に囲まれている現状では順当な判断だけど、その国の叡智の結晶である書物が流出する怖さがわかっていないようだ。

　ジャンヌのほうを見ると彼女も同じことを思っていたのか、苦笑していた。さて、賠償金の話が纏まとまったところで、その他のことについても取り決めた。

「エルフリーデン王国軍の捕虜になっている我が国の兵士を返還していただきたい」

「いいだろう。ただし貴族・騎士階級以上は身代金を払うこと」

「……わかった」

「ただし、貴国が我が国に侵攻した際、我が国内において村を襲い、略奪を働いた戦争犯罪者を調査し、そのリストを作成した。捕虜の中でこのリストにある者は我が国で裁くゆえ、引き渡しには応じられない」

　ハクヤが考え出した窮余の一策「架空の魔物『火炎道化師フレイムピエロ』を使った避難誘導」によって、アミドニア公国軍の進路上にあった集落の人々をだいぶ逃がすことができた。

　しかし、それでも被害がゼロというわけではない。

　公国軍は各地に物見の兵を放っていたようだし、運悪く遭遇した者が殺されたという事例もあったようだ。無む辜この民を殺した報いは絶対に受けさせる。

「またリストに名前があるが、いまだ貴国にいる者の身柄の引き渡しを要求する。この引き渡しが完了して初めて捕虜の返還を行いたい」

「……いいだろう。……ところで」

　ユリウスはハクヤから戦犯リストを受け取りながら、

「返還される捕虜の中にロロアはいるか？」

　そう切り出した。ロロア？　誰だ？

「知らないな。何者だ？」

「ロロア・アミドニア。私の不肖の妹だ。会戦時にはヴァンにいたはずなのだが」

「妹？　ヴァンを開城させたとき、希望者は退去させている。残っていた貴族・騎士階級以上の者はマルガリタぐらいだったはずだ。王族を捕らえたとの報告もない」

「……ならばいい」

　そういうとユリウスは、もう興味ないとばかりに話を打ち切った。妹が行方不明ってことだよな？　それにしてはずいぶんと淡々とした様子だった。心配じゃないのか？

「必要なら、目撃者がいないか探すが？」

「無用だ」

「無用って……」

　するとハクヤがそばに寄って耳打ちしてきた。

（「おそらく、公王位の跡目争いになることを警戒しているのでしょう。私が調べた限りでは、ロロア姫はアミドニア公王家には珍しく文官肌のお方とか。武ぶ官かん贔びい屓きのユリウス殿は文官に人気がありません。文官たちがロロア殿を担ぎ出して自分に対抗するのを怖おそれているのでしょう」）

（「ガイウスがいないいま、数少ない肉親なのにか？」）

（「王家にはよくあることです」）

（「それはわかるけど……わかりたくないな」）

　地球の歴史で見ても、王家の跡目争いは珍しくない。

　エルフリーデン王国でも、リーシアのお母さんであるエリシャ様が王位を継承したときには、親族争いで全滅に近い状態になっていたそうだしな。

　たしかに政敵となる相手の排除はマキャベッリも推奨している。しかし……家族のいない孤独を知っている身としては、たった一人の妹ぐらい大事にしてやれよと思ってしまう。甘いと言われるかもしれないけど、ここだけは譲れない部分だった。

「ああ、そうだ。話に出たマルガリタだが、王国のほうで譲り受けたい。ヴァンの安定に協力してもらった手前、そちらでも扱いに困ろう」

「マルガリタ・ワンダー将軍か？」

　ユリウスは少し考え込む素振りを見せたあとで、

「……そちらにいる貴族の捕虜五人を無償で解放してもらえるなら了承しよう」

　そう言った。捕虜としての値打ちを考えていたのだろうな。そして扱いづらい将軍一人よりも、自分に従順な配下の身代金減額のほうが得だと判断したのだろう。一人を差し出すことで五人の捕虜を解放するというのも、中々に強したたかな判断だった。

「いいだろう。その条件を吞のもう」

「……良い将ではあったが、そこまでして欲しがるほどの人材だっただろうか？」

　訝いぶかしがるユリウスの様子に、俺は苦笑した。戦力でしか人の価値を判断できないユリウスには、マルガリタの価値はわからないだろう。歌手として、また司会者として、マルガリタは玉音放送の番組制作に欠かせない人材になっていた。

　まあ、そのことを敢あえて説明する義理もないので黙っていた。







　大方の話が纏まったところで、俺は今回の交渉の終結を宣言した。

『エルフリーデン王国はヴァンを返還する代わりに、高額の賠償金を得て』

『アミドニアは賠償金を支払う代わりにヴァンを取り戻し』

『帝国は今回の騒動の調停者として存在感を示した』

　……という結果に、まずは満足といったところか。不利益を負ったのはアミドニアだけで、帝国に損はなく、王国も順当な利益を挙げたと言えるだろう。

「ユリウス殿」

　交渉が終わり、もう貴様に話すことなどないとばかりに、踵きびすを返そうとしたユリウスを俺は呼び止めた。

「……なんだ？」

「俺の世界にいたマキャベッリ政治思想家はこう言っている。『苦労をして得た国は治めるに容易たやすく、苦労をせずに得た国は治めるのに難しい』」

「？　どういう意味だ？」

　振り返り、睨にらむユリウスの目を真っ直すぐに見ながら言った。

「私は貴殿らを破り、ヴァンを手に入れた。ほとんどの貴族・騎士階級の者たちを追い出していたし、政敵になりそうな者たちも排除されていた。だから私がこのままヴァンを治めたとしても、大した問題は起こらなかっただろう。だが……貴殿はどうだろう？　貴殿がこの都市に返り咲いたとして、何事もなく治められるだろうか？」

「……なにを言っている。ここはもともと私の国だ」

「だが、いまのいままでエルフリーデン領だったんだ。そこを貴殿は帝国の威信という、言ってしまえば他人の力を借りて取り戻したわけだ。これはマキャベッリ政治思想家の言う『苦労をせずに国を得た』という状態だ」

　歴史の中には、親類縁者の権威や強国の後押しなどによって、労せずに君主になれる者がいる。しかし、そうやって後ろ盾の力でとんとん拍子で成り上がった者は、その後ろ盾を失った瞬間に運気を失うものだ。

　マキャベッリが理想の君主像としたイタリアの風雲児チェザーレ・ボルジアが、後ろ盾だった父にしてローマ教皇のアレクサンデル六世の死を切っ掛けに転落したように。

　あるいは項こう羽うと劉りゆう邦ほうが争っていた時代、項羽側の御み輿こしとして担ぎ出され、農民から王となった楚そ王おうが、やがて用済みと判断されると殺されたようにだ。

　自らの首都を取り返すのに帝国の権威を借りてしまったユリウスを、アミドニアの諸侯も民も軽く見ることだろう。武威で怖れられたガイウス八世ももういないのだ。

　果たして、怜れい悧りではあっても迫力に欠けるユリウスに諸侯を抑えられるだろうか。俺以上にヴァンの民衆に尽くし、信頼を得ることができるだろうか。

「『労せずに君主となった者は大いに努力する必要がある』。恨みを語るよりも前に、せいぜい国民のための政治を行うのがいいだろうな」

「……余計なお世話だ」

　俺の心にもない助言を一蹴し、ユリウスは去っていった。ジャンヌは「やれやれ」と肩をすくめていた。俺は歩み寄るとジャンヌと握手を交わした。

「実りの多い交渉だった。マリア殿にもよろしく伝えて欲しい」

「必ず。ハクヤ殿もお元気で。いずれ主君への愚痴を肴さかなに飲みましょう」

「そうですね。酒さか樽だるを用意してお待ちしております」

　なにそれ。酒樽を用意できるほど愚痴には困らないってこと？　視線を送ると露骨に目を逸そらしやがった。それを見てジャンヌは軽快に笑っていた。

「今度は同陣でお会いしたいものです。いずれ姉上とも直接お話しになってください」

「……そうだな。マリア殿と語らえる日を楽しみにしている」

　俺たちは握る手に力を込めた。




　◇　◇　◇




　撤収が決まればあとの行動は早かった。

　ヴァンの返還が決定した以上、留とどまるだけ戦費の無駄遣いになる。王国軍は入城したときと同様、堂々とヴァンから兵を引き上げていった。

　ヴァン近くに駐留しているアミドニア軍の兵数は圧倒的に少なく、また帝国軍も睨みを利かせていたため、追撃に備える必要もなかった。

　来たときと同様、俺は行列の真ん中あたりで、アイーシャが轡くつわを取る馬に乗り、リーシアの乗る馬と並んで進んでいた。入城時、王国軍の行列を見つめるヴァン住民たちの目は怯おびえていた。しかし、いまはその空気が若干変化していた。

　べつに布ふ令れを出したわけではないのに沿道に並んだ民衆の表情は、どこか不安げな様子だった。そんな民衆の様子を見て、リーシアが怪け訝げんな顔をしていた。

「どうしてみんなあんな顔をしているのかしら？　解放されて嬉うれしいとか、ようやく出て行ってくれるのかという安あん堵どとかの表情ならわかるんだけど……」

「多分……不安なのさ。アミドニアの治世下に戻ることが」

「不安って、元に戻るだけなのに？」

「だからだよ。〝また元の生活に戻るのか〟と不安がっているんだ」

　俺は真っ直ぐ前を向きながら言った。

「ヴァンの住民たちはアミドニア公王家の圧政の中にいた。それが当たり前だったころは気にならなかったんだろうけど、王国軍の占領下に置かれることで、それが当たり前でないことを知ってしまったんだ。俺は公王家とは違って、自分の思いや考えを表現する自由を認めていたからな。だから彼らは、俺たちが去り、ユリウスたちが戻ることでまた抑圧された時代に戻るのではないかと不安なんだろう」

　まあ……実際、そうなるだろう。ユリウスがヴァンに入城すれば、当然この弛たるんだ空気の引き締めに掛かるはずだ。リーシアは沿道の民たちを気の毒そうに見ていた。

「自由を知ってしまったがゆえに元の生活に戻れなくなる……まるで中毒ね」

「言い得て妙だとは思うけど……もう少しマシな言い方はない？」

「事実でしょ。でも、自分たちの国でしょう？　そう簡単に意識を変えられるの？」

「俺のいた世界には『苛政は虎よりも猛し』という言葉がある。この場合は『圧政は征服者より憎し』ってところかな。民衆は仁義や道徳で動くものじゃない。自国に自らの利が有れば外敵を防ぐし、他国に自らの利があるなら進んで城門を開いてしまうものだ」

　俺がそう言うと、リーシアは「ふう…」と溜ため息いきを吐ついた。

「ソーマと一緒に歩いていると、人の世知辛い面ばかり見せつけられるわね」

「嫌になったか？」

「「　ドンと来いよ（です！）　」」

　なぜか馬の轡をとるアイーシャまで声を揃そろえて言った。

「なんでアイーシャまで言った!?」

「陛下と歩む道に、労苦などはありません！」

　忠誠心高すぎだろ。そろそろ『国王の犬』みたいな二つ名が付きそうな勢いだった。そんなアイーシャを見て、リーシアはクスクスと笑っていた。

「私も、同じ気持ちよ。貴方あなたとならどんな現実でも受け入れられるわ」

「……そうか。さてと、それじゃあ帰りますか」




　―――皆の待つ、俺たちの国へ。
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　―――それから一週間後。




　グラン・ケイオス帝国へと帰還したジャンヌが皇都の城に辿たどり着くと、一息吐く暇も与えられず、即座に姉である女皇マリアに呼び出された。

　ジャンヌが辟へき易えきしながらもマリアの政務室に足を運ぶと、部屋の中では姉が立って待っていた。いつものこの時間ならば、まだまだ官僚たちが忙せわしなく働いているはずなのだが、今日は人払いでもしたのか部屋の中にはマリアしかいなかった。柔らかな笑みを浮かべつつも凜りんと立つその姿は、女皇としての威風を感じられた。

　ジャンヌは胸に手を当て、出迎えたマリアに向かって一礼した。

「姉上。ただいま公都ヴァンより帰還いたしました」

「よくぞ戻りました、ジャンヌ。首尾はいかがでしたか？」

「一ひと悶もん着ちやくはありましたが、概おおむね希望通りに収まりました。公都ヴァン及び周辺領土もエルフリーデン王国からアミドニア公国へと返還されております」

「大儀です。よくやってくれました。……さて」

　と、そこでマリアはポンと手を打つと、ニッコリと微笑ほほえんだ。

「お仕事モードはこれで終わり。おかえりなさい、ジャンヌ」

　そう言うとマリアはジャンヌに抱きついた。

「あ、姉上!?」

　いきなりハグされて、ジャンヌは狼ろう狽ばいしていた。

「いきなりなんなのですか！　女皇たる者がはしたないですよ!?」

「だって、しばらくジャンヌの顔が見られなくて淋さびしかったんですもの。家族以外はみんな女皇様扱いだし、もう一人の妹は相変わらず研究室に籠もりっぱなしだし」

「だってじゃないです！　もう、子供じゃないんですから」

　そう言いながらも、ジャンヌはマリアの背中をポンポンと叩たたいた。姉が背負っているこの国の女皇としての重責と孤独を知っているので、無下にはしたくなかったのだ。

　マリアは身体からだを離すと、政務室の脇に設置してある立派なベッドに腰掛け、ポンポンと叩いてジャンヌに隣に座るよう促した。

「それでそれで、ソーマ殿はどのようなお方でしたか？」

　寝る前に昔話をせがむ子供のように目を輝かせている姉を見て、ジャンヌは頭痛を覚えた気がした。ただ、話さないと解放してくれなそうなので、ジャンヌは観念して交渉のときの出来事を順次話して聞かせることにした。

「わかりました。まずはヴァンに下見に入ったときの話ですが……」

　ジャンヌはソーマとヴァンの街角で出会ったときから、秘密同盟を結ぶに至るまでの経緯を丁寧に説明した。ジャンヌが話す内容によって、聞いているマリアの表情はコロコロと変化していった。ソーマが勇者召喚で呼び出されたことを怒っておらず、こちらの意図をしっかりと理解してくれていたと聞けばホッとした表情になった。

　ソーマに『魔物と魔族がこちらの大陸で言うところの人類と動物のような関係なのではないか』と指摘されたという話を聞けば、驚きと不安を合わせたような顔になった。

　交渉の合間に食べたナポリタンパンなるものが美お味いしかったと言うと、

「ジャンヌだけ狡ずるいわ！」

　と、ふくれっ面になった。ジャンヌは話しながら、これだけ表情が豊かな姉上を見るのは久しぶりだと感じていた。おそらく、気持ちが高ぶっているのだろう。

　そんなマリアが最も感情を爆発させたのは、秘密同盟についての話だった。

　ソーマが提案した『西の守備は帝国が、東の守備は東方諸国連合への援軍として王国が担う』という秘密の盟約。それを聞いたマリアはベッドに身体を投げ出して、お腹なかを抱えて笑い転げた。ジャンヌはそんな姉の様子に呆あつ気けにとられていた。

「姉上。べつに笑うようなことではないと思うのですが？」

「ふふふ……ご、ごめんなさい。でも、面白くって」

　マリアは笑いすぎて眦まなじりに浮かんだ涙を拭いながらそう言った。

「面白い？」

「だって、ついこの間まで、私たちが気を遣わないといけないほど衰退の道を辿っていた国が、いつの間にやら大陸の東側を任せるに足る盟友になっているんですもの。まるで妖精に幻惑の魔法を掛けられたみたいじゃない」

「まあ……たしかにずいぶんと事態が目まぐるしく動いてますよね」

「そう。それなのよ、ジャンヌ」

　マリアは不意に笑みを消すと、真面目な顔になって言った。

「ねぇ、ジャンヌ。王国では勇者はどういう存在だって伝わってるか憶おぼえてる？」

「報告書にありましたね。たしか……『時代の変革を導く者』でしたか？」

「そう。『魔王を倒す者』でも『天下を統べる者』でもなく、『時代の変革を導く者』なのよ。ソーマ殿は勇者として召喚されたにもかかわらず、国王として内政しかしてないから本当に勇者かどうか疑問視する声もあるわ」

「たしかに、勇者という呼び名には違和感がありますね。強くはなさそうでしたし」

　実際にソーマと対面したジャンヌの話を聞いて、マリアは頷うなずいた。

「そうね。私たちがイメージする〝勇者像〟とはほど遠いと思うわ。でも、勇者というイメージに囚とらわれず、あくまでも『時代の変革を導く者』として見たらどうかしら？　ここ最近の事態の動きの速さを思うと、まさに『変革』って感じがしない？」

「っ!?」

　言われてジャンヌは息を吞のんだ。マリアは立ち上がり窓辺に立った。そして、

「予想以上に面白い人のようです。ああ、早く直接お話がしたいわ」

　東の空を見ながら、マリアは柔らかく微笑むのだった。
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　冒険者ギルド。ダンジョン探索を生業としている冒険者たちに対し、ダンジョンから発見される遺物やダンジョン産の魔物の素材の買い取りを行い、また害獣駆除や行商人の護衛、ダンジョンから溢あふれた魔物の討伐などの依頼クエストを斡あつ旋せんする場所だ。冒険者は各国を渡り歩くことが多いため、冒険者ギルドは国家から独立した組織となっている。

　そんな冒険者ギルドのパルナム支部に、熱血イケメンな剣士のディス、童顔スレンダーな女シーフのユノ、ムキムキマッチョな拳闘士のオーガス、穏やか好青年の神官のフェブラル、おっとりグラマーな魔導士ジュリアの冒険者ＰＴパーテイは訪れていた。

「ディスご一行様々ですね。村人護衛依頼クエストの賞金が出ております」

　受付嬢は事務的な挨拶をすると、銀貨のつまった袋を差し出してきた。袋はこんもりと膨らんでいて、ユノとオーガスは目を輝かせた。

「これ、二月分の稼ぎ以上あるんじゃない!?」

「五人で分けても結構な額になるんじゃねぇか!?　これでナックルを新調できる……いや、もっと高品質の物に買い換えられる！」

　賞金に目が眩くらんでいる二人をよそに、フェブラルは首を傾かしげた。

「いくらＰＴパーテイ単位ではなく一人一人に対して賞金が出ているとはいえ、護衛依頼クエストにこの額は多すぎる気がしますね。なにか特別手当でも出ているのですか？」

　フェブラルが尋ねると受付嬢がニッコリ笑顔で頷いた。

「はい。今回の依頼クエストは王城から出された『南に新種の魔物と思われる【火炎道化師フレイムピエロ】が出現したため、近隣の集落の人々を避難させるので、その護衛をお願いしたい』というものでしたが、折悪くアミドニア公国との戦争と重なってしまい、公国軍と接触したという報告がいくつか上がっています」

「ああ、それ。あたしも接触したわ」

　ユノがそう言うと、受付嬢はコクリと頷いた。

「幸い、集落の人々を移動させていたお陰で、公国軍からの国民への被害はだいぶ抑えることができたのですが、冒険者の方々には〝想定外〟のご苦労をお掛けしたとのことで、王城のほうから危険手当が出ています。そのぶんがプラスされているわけですね」

「なるほどな……」

　ディスたちは賞金を受け取ると、ギルド内に設置されているカフェ＆バースペースのテーブルに移動した。賞金をキッチリ五等分しながら、ディスがフェブラルに尋ねた。

「さっきの話……どう思う？」

「どうというのは、想定外の危険手当のことですか？」

　フェブラルが聞き返すと、ディスは頷いた。

「たまたまこのタイミングで火炎道化師フレイムピエロに襲われた村や街が、たまたま公国軍の進路上と重なっていて、たまたま村人たちを避難させていたので人的被害は軽微だった……って、さすがにできすぎじゃないか？」

「……そうですね。もしかしたら、王国側が警戒していたのは最初から公国軍だったのかもしれません。公国軍の侵入を見越して、我々に住民の避難を急がせたのでは？」

　フェブラルがそう推論を立てると、ユノが首を傾げた。

「ん？　でも、あたしは実際に火炎道化師フレイムピエロをムサシ坊やの旦那と一緒に見たぞ？」

「その姿はマネキン人形の胴体に、頭が松明たいまつみたいに燃えてるような感じだったんですよね？　簡単に作れそうじゃないですか」

「狂言ってこと～？」

　ジュリアがのんびりとした調子で尋ねると、フェブラルは「ええ」と頷いた。

「その可能性が高いと思います。王国にはなんらかの思惑があったのでしょう」

「けっ、関係ねぇだろ、そんなこと」

　オーガスがその太い腕をフェブラルの首に回した。

「国の思惑がどうこうなんてのは冒険者には関係ねぇよ。俺たちにとって大事なのは依頼クエストをキチンとこなして、そんで賞金をガッポリ儲もうけることさ。だろう？」

　オーガスの言い分を聞き、ディスは苦笑した。

「そうだな。いまは辛気くさい顔をするより、この賞金の使い道を考えよう」

「とりあえず、今晩は宴かしらね～」

　ジュリアがおっとりとそう言った、そのときだった。ギルドの入り口からずんぐりむっくりとしたなにかが入ってきた。手には薙なぎ刀なた、背中に葛籠つづら、白絹の覆いから覗のぞくドングリ眼と太い眉は愛らしい。あれは誰だ！　ビッグモスの繭か！　卵の化け物か！

「って、あれは着ぐるみの旦那じゃないか」

　気付いたユノがそんな声を上げた。ムサシ坊や君はギルド内に入ってくると、トテトテと受付嬢のもとへと歩み寄ってなにかを渡した。あれは……書簡？

「あっ、お届け物ですね。ご苦労様でした」

『………（ムサシ坊や君、サムズアップポーズ）』

　書簡を渡し終えたムサシ坊や君は、もう用は済んだとばかりに帰ろうとしたのだけど、そうはさせじとユノがムサシ坊や君の頭の上にのし掛かった。

「よっ、久しぶり。アンタも南から帰ってきてたんだな」

『………（「ゆ、ユノさん？」と驚いている）』

　ユノの重みで身長が若干縮んだムサシ坊や君は手をパタパタと動かしていた。ユノはムサシ坊や君にのし掛かったまま、その頰の部分をスリスリと撫なでた。

「あんときは助けてくれてありがとな。危うく公国軍に捕まるとこだったぜ」

『………（「いえ、貴女あなたが無事で本当に良かったです」と手でポンと叩いた）』

「あははっ。でも、いま思うと一人で歩いてるアンタのほうが危険じゃないか？　多分、同じ依頼クエストを受けてたんだと思うけど、あたしらを頼ってくれていいんだからな」

『………（「きょ、恐縮です」とペコペコ頭を下げる）』

　そんな二人のやりとりを他のＰＴパーテイメンバーは呆あきれ顔がおで見ていた。

「なんであれで会話が成立してるんだろうな……」（ディス）

「愛……なのでしょうか」（フェブラル）

「おっ、フェブラルはジュリアの説を信じる気になったのか？」（オーガス）

「うふふふ」（ジュリア）

　四人がそんなことを話していると、書簡を読んでいた受付嬢が声を掛けてきた。

「あっ、貴方あなたたち。村人の護衛依頼クエストを受けたんでしたよね？」

「？　ええ、そうですけど……なにかありましたか？」

　ディスがそう尋ねると、受付嬢がニンマリと笑った。

「王城からさらに追加の報酬があるみたいです。いま着いた書簡にあったのですが、『冒険者の方々には結果として多くの国民の命を救っていただいたので、その労苦を労ねぎらうために、王城にてささやかながら宴を開くので是非参加されたし』……だそうです」

「王城で宴？」

　ディスが眉根を寄せた。危険手当まで出ているのに宴とは椀おう飯ばん振る舞いだ。

「あたしは行きたくないなぁ」

　ユノがムサシ坊や君にもたれ掛かったまま、露骨に嫌そうな顔で言った。

「王城なんて堅っ苦しそうだし。場違い感が凄すごいことになりそうだし」

「ふっふっふー。いいんですか？　そんなこと言っちゃって」

　するとなにやら含み笑いをした受付嬢が、自信満々な態度で言った。

「その宴の開催場所は王城内にある『お食事処どころイシヅカ』なのですよ？」

「「　『お食事処イシヅカ』だって!?　」」

「知っているのか？　オーガス、フェブラル」

　ディスが尋ねると、二人はコクコクと頷いた。

「知ってるもなにも城下で噂うわさになってるぜ。王城内に凄すげぇ美う味まい飯屋があるって」

「聞いたところによると、ソーマ王と食料問題担当大臣のポンチョ氏が企画した城内のお食事処だそうですね。なんでも、ソーマ王のいた世界の料理が、この国の人々に受け入れられるかどうかを調べるために作ったんだとか」

「そう、そう、そうなんですよ！」

　なぜか受付嬢もテンションを上げながら言った。

「いろんな料理があるのですがどの料理も速い、安い、美味いで最高なんです。ですが、場所が王城内で、しかも夜しかやってないので、お城勤めでもないかぎり食べに行くことができないんです。私も一度、ギルド長のお供として登城したさいにご馳ち走そうになる機会があったのですが……じゅるり、あの味は忘れられません」

　ヨダレを拭いながらうっとり顔をする受付嬢に、ディスはドン引きしていた。

「大丈夫なのか？　料理になんか変な成分でも入ってるんじゃないだろうな？」

「大丈夫じゃないかしら～。それこそ国王様も食べられる料理だもの」

　ジュリアがそう言うのを聞いて、ユノは真下のムサシ坊や君に尋ねた。

「着ぐるみの旦那も来るの？　あの依頼クエストに参加してたんでしょ？」

『………（「あ、いえ、あっしは……」と手を前に出して首をブンブン）』

「なんだよ、来なよー。来ないと中身を引っ張り出すぞ？」

『………（「や、やめてくだせぇ！」と手足をバタバタ）』

　ユノに揉もみくちゃにされるムサシ坊や君。結局、ユノの勢いに押し切られる形で宴への参加を約束させられるのだった。







　そして宴の当日夕刻。

　王城内にあったもう使われていない酒蔵をチェーン店の居酒屋風に改装した『お食事処イシヅカ』は村人の護衛依頼クエストを請け負った冒険者たち数十名で賑にぎわっていた。

　今回の宴は中央に並べられたテーブルの上に、ところ狭しと並んだ大皿料理から好きな物を取っていいという、いわゆるバイキング形式だった。冒険者たちは物珍しくも美お味いしそうな料理（とくに醬しよう油ゆや味み噌そなどを使用した物）に、我先にと群がっていった。

　ムサシ坊や君を加えたユノたちＰＴパーテイも列に並び、思い思いに料理や酒を確保して席に着いたときだった。入り口とは反対側に設置された壇に誰かが登った。

　それは赤い軍服に身を包んだミドルショートの少女だった。

　その少女を見て、誰かが「なっ、お姫様!?」と驚きの声を上げた。

　その言葉に場がざわめいた。壇に立ったのは間違いなく、この国の先代国王アルベルトの娘にして、現国王（暫定）ソーマ・カズヤの婚約者であるリーシア姫だった。

　リーシアは一礼すると、澄んだ声で語り出した。

「冒険者の皆様、パルナム城にようこそ。私は現国王ソーマの婚約者でリーシア・エルフリーデンと申します。本日は多忙のためこちらに来られないソーマの名代として、挨拶をさせていただきます。この度は依頼クエストを受けていただき、ありがとうございました」

　リーシアはもう一度頭を下げた。そんな彼女の姿にユノは感心顔になっていた。

「さすがお姫様ね。同い年くらいなのに凄くお淑しとやかな感じがする」

　そんなユノの感想にムサシ坊や君は露骨に視線を逸そらした。つい最近の戦で大軍勢を率いて前線に出ちゃうようなお姫様を、お淑やかと呼んでいいものか悩んだからだ。

　リーシアは葡ぶ萄どう酒しゆの注つがれた杯を持つと、それを掲げながら言った。

「皆様方のお陰で多くの民を救うことができました。ここにいないソーマ、並びに救われた国民たちに成り代わりましてお礼申し上げます。それでは……乾杯っ！」

「「「　乾杯っ！　」」」

　リーシアの号令で宴の開幕となった。冒険者たちは大いに酒を飲み、竜田揚げ、ナポリタンパン、海鮮串揚げなどのこの国ではまだ珍しい料理に舌鼓を打った。

「このタツタアゲってヤツは美う味めぇな！　麦酒がとまらないぜ！」

　オーガスがそう言うと、フェブラルも頷うなずいた。

「妖よう狼ろう族が製造しているお醬油が使われているようですね。とても美味です」

「タコの串揚げも美味しいわ。ほら、ディス。あ～ん♪」

「ちょっ、ジュリア!?　もう酔っぱらってるのか!?」

　そんな風に各々が楽しんでる横で、すでに目がトロンとしているユノがムサシ坊や君に絡んでいた。麦酒の入った木製のカップをその頰部分にグリグリと押し付けている。

「ホラ、着ぐるみの旦那もちゃんと飲みなって～」

『………（「か、絡み酒ですか!?」とあたふた）』

「飲まないんだったら、口移しで飲ませちゃうぞ～」

『………（「布に染み込むだけなんでやめて！　ちゃんと飲みますから！」）』

　するとムサシ坊や君はユノに背中を向けた。どうしたんだろうと思ってユノが怪け訝げんな表情で見ていると、いきなりその背中のつなぎ目から男性の手が生えてきた。

「うおっ!?」

　その衝撃的な光景にユノは思わず仰のけ反った。ムサシ坊や君から伸びた手は、呆ぼう然ぜんとしているユノから麦酒の入ったカップを受け取ると、ムサシ坊や君の体内へとスルスルとしまい込んだ。そして、なにやら中からゴキュゴキュと嚥えん下げする音が聞こえたかと思うと、しばらくして空になったカップが背中から排出された。

「……なぁ、いまのは一体……」

　ユノがそう尋ねると、ムサシ坊や君はクルッと正面を向いてポンとその肩を叩たたいた。

『………（「幻想フアンタジーです」と頭を縦に振る）』

「えっ？　いや、だっていま……」

『………（「幻想フアンタジー」です。いいね？　と頭を傾かしげる）』

　ユノにはもう「アッハイ……」としか言えなかった。そのまま「幻想フアンタジー」も交えながら、飲み食いする二人。そんな二人の様子をリーシアがチラチラと見ていた。







　それから二十分後。

『………（ムサシ坊や君、急に身体からだが傾き、仰あお向むけに倒れた）』

　そばで一緒に飲み食いしていたユノが、びっくりして声を上げた。

「ちょっ、大丈夫か旦那!?　潰れるの速すぎじゃないか!?」

　ユノが身体を揺すったが、ムサシ坊や君は起き上がれないようだった。すると、

「ちょっとごめんなさい」

「えっ？」

　不意に声を掛けられてユノが顔を上げると、軍服の少女がムサシ坊や君のもとに駆け寄ってきた。リーシア姫だった。お姫様に急に声を掛けられて、ユノは驚きのあまり口をパクパクとさせた。リーシアはムサシ坊や君の口元に耳を押し当てると、

「……活動限界。お酒も飲んだから……なるほど」

　そう言うと、リーシアはムサシ坊や君を起き上がらせた。

「この人はこっちで介抱するわ。あとは任せて」

「は、はあ……」

　空返事をするユノ。リーシアはそんなユノの顔をマジマジと見つめた。

「？……あの……あたしの顔がどうかしましたか？」

「ううん、なんでもないの。それじゃあ楽しんでいってね」

　リーシアはそう言うと、ムサシ坊や君を連れて行った。

　ユノは呆あつ気けにとられた顔で、二人の背中を見送るしかなかった。




　◇　◇　◇




「なんでそんなになってまで参加したのよ。わざわざ着ぐるみの中に入って」

　城内の廊下を歩きながら、ムサシ坊や君に肩を貸すリーシアが尋ねると、ムサシ坊や君の中から男の声が返ってきた。

『仕方ないだろ。俺にだって付き合いってもんがあるんだから』

「付き合いって言っても、その人形の付き合いでしょ？　いいから、早く脱ぎなさいって。ここならもう誰も見てないから」

　リーシアがそう言うと、人形の背中が大きく開き、中から汗だくになったソーマが出てきた。着ぐるみ内の暑さに加え、お酒も入っているせいで顔もだいぶ赤い。ムサシ坊や君の中から這はい出てきたソーマは、ぐったりとその場に座り込んだ。

　普段のムサシ坊や君はソーマの能力【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で無人のまま遠隔操作しているのだが、今日は飲み食いをしなければならないため本人が中に入っていたのだ。

　リーシアは呆れ顔で、座り込んだソーマに肩を貸した。

「ホラ、休むならこんなとこじゃなくて、政務室のベッドで休みなさいよ。人形はあとで誰かに言って片付けさせるから」

「あー、ごめん。そうしてくれると助かる」

　ソーマもリーシアに肩を借りながらフラフラと歩き出した。

「……ところで、あの子がユノ？　可愛かわいらしい子だったわね」

　政務室への道すがらリーシアに尋ねられて、ソーマは視線を泳がせた。

『……べつに、やましいことはなにもないぞ？』

「あら、私はべつになにも聞いてないわよ？」

　ジト目のリーシアと、そんなリーシアの目を直視できないソーマ。

　やりとりだけを聞けば、熟年夫婦の会話に聞こえないこともなかった。
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　ヴァンから王都パルナムへと帰還して数日が経過した。

　俺はいま、パルナム城の地下にある牢ろう獄ごくの前にいた。光源は燭しよく台だいの灯ともし火びしかなく、薄暗い。城内にあることからもわかるとは思うけど、ここに入れられる人間は身分の高い者が多い。主に収監されるのは政治犯だ。

　そんな地下牢の中で、俺はある人物と鉄格子を挟んで向かい合っていた。

　しばしの沈黙のあとで、俺は牢の中の人物に語りかけた。

「こうして直接顔を合わせるのは初めてだな。暫定国王の相そう馬ま一かず也やだ」

「お初にお目に掛かります。ゲオルグ・カーマインにございます」

　そう言って元陸軍大将にしてライオンの顔を持つ獣人、ゲオルグ・カーマインは深々と頭を下げた。俺が椅子に座っているのに対して、ゲオルグは牢獄の床に直に、戦国武将がお館様に謁見するときのような座り方をしていた。

「またこの度の戦勝、真まことにおめでとうございます」

　ゲオルグは頭を下げたまま言った。

　ゲオルグがここに収監されたのは俺たちが帰還する数日前だ。それまでは居城だったランデル城で謹慎していたはずだから、情報収集はしていたのだろう。

「頭を上げろ。その体勢では話しづらい」

「ははっ」

　顔を上げたゲオルグと真っ直すぐに向き合う。

　その身体は逞たくましく、身長も二メートル近くはあるため、跪ひざまずいているにもかかわらず、椅子に座っている俺と目線の高さがほぼ同じだった。また、彼が醸し出す歴戦の強つわ者ものとしての気風が、その身体をさらに大きく見せていた。雄大。そんな表現が似合う武人だ。

（玉音放送越しに会話したときとは比べものにならないな……）

　ゲオルグの雰囲気に吞のまれないようにするのが一苦労だった。この感覚はガイウスに迫られたときのものに近い。もの凄すごい貫かん禄ろくがあるけど、これでも三公の中では最年少なんだよな。カストールが百六十歳くらいで、エクセルなんて五百歳を越えてるし。

「三公の見た目年齢と実年齢の順番、真逆になってないか？　あと精神年齢も」

　俺がそう言うとゲオルグは愉快そうに笑った。

「そうですなぁ。一般的に長く生きる種族ほど、身体も精神も成長が遅いものと言われています。長命種族は大体、（その者の実年齢）×（人間族や獣人族などの一般的の最長寿年齢〈凡およそ百〉）÷（その種族最長寿年齢）が精神の年齢だと言われております」

　なるほど。この世界では日本で言う『鶴は千年、亀は万年』みたいな感じで、『半竜人ドラゴニユートは五百年、蛟こう龍りゆう族は千年』が長寿の象徴（こっちは実際それくらい生きるのだが）とされている。つまりカストールで言うなら百六十×百÷五百でまだ三十二歳か。そう考えるとあの直情型っぷりも納得できるか……って、あれ？　ちょっと待てよ？

「その理屈で言うとエクセルの精神年齢はもう五十歳じゃないか？」

「……どのようなものにも例外はござる」

「露骨に目を逸らすなよ」

　どうやら怖おそれるモノなどなにもなさそうなゲオルグでさえも、エクセルの年齢ネタに触れるのは躊ちゆう躇ちよするようだ。気持ちはよくわかる。

　しばらくはそんな取り留めもないことを話してから、俺は本題を切り出した。

「……アンタに会ったら、言いたいことや聞きたいことが沢山あったんだ」

「なんなりと」

「その前に。リーシアに会ってやらないのか？」

　俺がそう尋ねると、ゲオルグは静かに目を閉じた。

　パルナムに帰ってきてから、リーシアは一度だけゲオルグへの面会を求めたらしい。

　しかし、ゲオルグは一喝して（正確には守衛に伝言でだけど）追い払ったそうだ。

『もうすぐ王妃と成られるお方が、咎とが人にんを訪ねるとは何事か！』と。

　リーシアは生真面目な性格だから、その言葉を重く受け止めて、それ以降は面会を求めなかった。そして気を紛らわせるかのように自分の仕事に打ち込んでいる。

「気丈に振る舞ってはいるけど……平気じゃないはずだ」

「姫様との決別は最終勧告のときに済ませております。もはや、言葉は不要」
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「髪を切ったあのときのことか？」

「拙者はあの行為に姫様の覚悟を見もうした。人間として、一人の女性として、姫様は立派に独立を果たしている。消えゆく身にかかわらせ、その覚悟を曇らせたくない」

　リーシアのための拒絶か。まったく……この頑固親おや父じめ。

「拙者からもお尋ねしたいことがございます」

「なんだ？」

「我らに付き従い反逆した、陸軍と空軍の者たちはどうされましたか？　それと不正を犯し、反逆した貴族たちの処遇は？」

「陸軍・空軍の兵たちはアミドニア戦の功をもって罪を不問とした。バルガス家は俺には反逆したが、先代王の時代までの功がある。罪に問うのはカストール、カルラ両名のみとした。バルガス公領は廃止したが、縁を切った上でエクセルが預かっていた嫡男カルルに家名を継がせ、紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうのみ領有を許した。もっともその子はまだ幼いため、夫人のアクセラと家宰のトルマンが補佐することになっている。カストール、カルラ親子に関してはエクセルの戦功を返上しての嘆願により、後日、俺が直接裁くことになった」

　ゲオルグは瞑めい目もくしている。一体、どんな気持ちで聞いているんだろうか。

「そして不正貴族たちだが……家名を廃し、領地や財産を没収した上で……処刑した。実行犯は公開で、連座する形になった者は非公開でな」

　現行法では『反逆罪は三親等まで極刑』だ。ゲオルグのように反逆を起こす前に、きちんと縁を切っていれば、無関係な親族が巻き込まれることもなかったのだが、不正貴族のほとんどはそれを怠っていた。負けると思っていなかったんだろう。

　しかも、彼らは反逆罪以外にも、不正、賄賂、アミドニアへの内通、各自の領地での悪行（身分を笠かさに着た殺人・婦女暴行・強盗etc.）など、とにかく法を犯しまくっていた。

　反逆罪のみのゲオルグやカストールにはそれでも助命嘆願が届いているけど、彼らに至っては逆にむごたらしく殺すよう嘆願書が届くほどだった。

「連座制って身内を止めなかった責任を問う物だろ？　三親等って多くないか？」

「仕方ありますまい。人間族や獣人族などはひ孫の顔が見られれば相当な長命ですが、玄孫やしやご以後の顔を見ても現役の種族もいます。そのため、類刑は広くなったのです」

「だからって関係ない人間が死にすぎるだろ！　ハクヤと必死で駆けずり回って、ギリギリ二親等までに法を改正した。それと十三歳以下の刑執行は免除し、孤児院や教会に預けることにするのが精一杯だった……」

　十歳以下は王国が経営する孤児院に預けられ、十一～十三歳は教会に預けられた。

　両者の違いは将来結婚し、家族を持てるかどうかだ。

　孤児院ならば可能だけど、教会に預けられると世俗から切り離され結婚もできない。また、連座した人間の中に妊婦と出産から一月も経たっていない女性が一人ずついたので、これも教会に監視付きで預けた。もし将来よからぬことを企たくらむようなら、その時点で処理されることになっている。……いまの俺にできたことはここまでだった。

「俺は……この連座制には反対だ。罪は犯した人間のみが裁かれるべきだ。いくら身内であろうと、無実の人間が死ぬのは間違っている。それに公開処刑もだ。凶悪犯罪を裁き、なおかつその抑止力として死刑は手放せない。だからこそ、そんな死刑を見せ物にしたくないし、見せ物だと思っている国民の意識も改革したい」

「すでに貴方あなたの国です。お好きになされるが良いかと」

「……そうさせてもらう」

「陛下は、人の命を奪うのがおつらいのですか？」

　余程苦渋の顔をしていたのか、ゲオルグが気遣うようにそう言った。

「つらくないわけがないだろ！　命令一つでいくつもの命が消える。そんな責任感に押し潰されそうになる。俺は半年前まで一般人だったんだぞ!?」

「姫様から手紙で聞き及んでおります。ですが、姫様はソーマ陛下こそが王の中の王であると絶賛しておりましたぞ。貴殿を全身全霊でもって支えたいと」

「リーシアは……よく支えてくれている。だけど俺は、そんなリーシアを悲しませるような決断をしなくてはならない。アンタを……殺さなくちゃいけない」

　俺は額に手を当て、唸うなるように言った。

「アンタの計画は見事だった。ハルの親父さん……グレイヴからすべて聞かされた。不正貴族を一カ所に集め、隠し資金もろとも一網打尽にする。俺とハクヤが見逃していた部分まで補った見事な計画だった。だけど……それを公表できない以上、アンタの扱いは不正貴族と同じにしなくてはならない」

　公表できない理由は二つある。

　第一に、禁軍と陸軍との戦闘で死者が出ていることだ。禁軍側の被害が戦艦一隻ですんだ紅竜城邑での戦闘とは違い、ランデル近郊での戦いでは両軍に犠牲者が出てしまっている。ゲオルグの真意を公表したとしても、遺族は納得できないだろう。

　第二に、捕虜となった傭よう兵へいの身代金を払わされたゼムの感情が、なお一層悪化するということがある。現段階では、ゼムは傭兵契約打ち切りの意趣返しに、負ける側に傭兵を派遣してしまったことを悔いている状態だ。

　もし、俺とゲオルグが裏で繫つながっていたと知られれば、ゼムは王国に嵌はめられたと思うだろう。実際にはゲオルグの独断なのだけど、そう思われても仕方がない。ただでさえ悪い国民感情がさらに悪化することになる。それは避けたい事態だ。

　だからこそ現時点では、ゲオルグの計略を公表するわけにはいかないのだ。

　もっとも、そんなことはゲオルグだって承知の上だろう。すべて承知の上で、文字通り墓場まで持っていこうとしているのだ。強情っ張り。本当に……バカだ。

「なぁ、本当にこの道しかなかったのか？　これがアンタの望みなのか？　汚名まで被かぶって不正貴族と心中して、それでアンタは満足なのか！」

　俺は椅子から立ち上がると、鉄格子を殴りつけた。

「なんでそこまで急ぐ必要があった！　時間を掛けて不正貴族を粛清していく道だってあっただろ！　カストールのこともそうだ！　アンタにはなにか考えがあってのことだと信じて、最後までアンタとの友ゆう誼ぎに付き合い反逆者になった！　戦後に任せたい仕事があったのに、その予定が狂ってきたじゃないか！　そりゃあ一度にすべて片付いたのは大きいよ。この国の風通しも良くなったし、俺やハクヤの株も上がって政策を通しやすくなった。だけど、それでアンタを失うんじゃ意味がないだろ！　国家にとって、人材を失うことがどんなに痛手かわかってるのか！　不正貴族と等価なんかじゃないんだぞ！」

「………」

　ゲオルグは瞑目したまま黙って聞いていた。俺はもう一度鉄格子を叩たたいた。

「答えろゲオルグ！　アンタは、これで本当に満足なのか！」

「……無論です」

　俺の問いかけに、ゲオルグは穏やかな口調でそう答えた。

「我が身と同じく、あとは老い、朽ち果てるのみと思われた大木の根本から、新しい芽が伸びてきているのです。ならばその芽が健やかに伸びることを祈るのみ」

「その結果、大木が倒れることになってもか？」

「次世代の逞しさを感じることができる愉悦。陛下もやがてわかりましょう」

「……そうだろうか」

「姫様との間に子供が生まれるころには、必ず」

　俺はドカッと椅子に腰を下ろした。

　妙な脱力感に包まれながら、俺はもう一つ気になっていたことを尋ねた。

「答えてくれ……これは全部〝アンタ一人で考えたこと〟なのか？」

「……どういう意味でしょうか？」

　ゲオルグは目を開けるとそう尋ねた。すっとぼけるな！

「アンタと俺はいまが初対面だ。それなのに、アンタの俺への評価は妙に高い。今回の計画を託し、娘のように大事に思っているリーシアを託し、王国の未来を託そうとしている。どう考えてもおかしいだろ。その忠誠心はどこから来てるんだ？」

「……姫様からの手紙で貴方の非凡な才を知った、では不服ですか？」

「ああ、不服だ。文字に忠誠心を抱けるか。アンタが殉ずるとしたら、それはもう〝エルフリーデン王家〟のためでしかないだろう」

　いまにして思えば〝最初から〟おかしかった。

　俺が王位を譲られたそのときから、妙に進むべき道が用意されていた。

　いきなり王位を譲られ、国政の全権を任されて、リーシアとの婚約という大義名分までもらい、いつの間にやら不正貴族があぶり出されていた。

　思い返せばすべてが俺のやりやすいように、やりやすいようにと動いていた。それが誰かの意思によるものなのだとしたら……そんなことができるのは一人しかいない。

「今回の計画はあの人の指示なのか？」

「……黙秘します」

「答えてくれ。あの人は、アンタは、一体なにを知ってるんだ？」

　俺はゲオルグの言葉を待ったが、彼はなにも語ろうとはしなかった。牢ろう獄ごく内は耳がキーンと鳴るくらいの無音になった。……これはもう、いくら待っても無駄か。

「どうしても、答えてはくれないんだな」

「いずれ時期が来ましたら、あの人の口から語られましょう」

　俺は立ち上がると、懐から小さな小瓶を取り出し、ゲオルグの前に置いた。

「毒酒だ。その形がどうあれ、国に殉じようとしている男を公開処刑にするのは忍びない。それと……アンタに殉じようとしている者たちにもこれを勧めている」

　ゲオルグの人格のなせる技なのか、陸軍将兵の中に少なからずそういうヤツがでてきていた。元副将のベオウルフをはじめとする陸軍上層部の何人かは、自らにゲオルグと同等の刑を科すよう求めている。また対アミドニア戦の功をもって罪を問われなかった陸軍・空軍将兵の中からも、大将の助命を求めて王城前で自害しようとして拘束される者も出てくる始末だった。まったく……死にたがりどもが。

　ゲオルグは小瓶を受け取ると「忝かたじけない」と頰を弛ゆるめた。厳いかついライオン顔が好こう好こう爺やじみて見える。ゲオルグは小瓶の蓋を開けると、それを俺のほうに向かって翳かざした。

「陛下。どうか姫様のこと、よろしくお頼み申し上げる」

「約束しよう。リーシアはもう、俺にとっては掛け替えのない家族だ。『家族はなにがあっても守る』……今後なにがあっても、この信念だけは変えない」

　孤独になる淋さびしさを知っているからこそ、家族はなにがあっても守る。

　たとえ、それがどんなに非効率的なことであってもだ。

　俺の覚悟を感じ取ったのか、ゲオルグは満足そうに頷うなずいていた。

「それを聞いて安心しました。エルフリーデン王国の栄光と、陛下と姫様の幸福を草葉の陰より祈っております。然しからば……ご免」

　そう言うと、ゲオルグは小瓶の中身を一息に飲み干した。

　やがてグラリと身体からだが傾き、手からこぼれ落ちた小瓶が床でパリンと割れた。

　次いで聞こえたドサッという音を最後に、牢獄はまた無音の空間となった。横向きに倒れたゲオルグの顔は……満足そうに笑っているように見えた。

　俺は立ち上がると、ゲオルグの牢に背を向けて歩き出した。

　カツン、カツン……。

　数歩進んだところで一旦立ち止まり、一度だけ振り返った。

「……俺にばかり背負わせるなよ」

　俺は前を向き再び歩き出した。もう振り返りはしなかった。




　―――翌日、クリス・タキオンの情報番組で『元陸軍大将ゲオルグ・カーマイン、獄中にて自害』のニュースが報じられた。
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　俺たちが王都パルナムに帰還して一週間後（八日後）の午前。

　王城の政務室で聞こえているのは、俺がペンを動かす音と、リーシアが書類を差し出す音だけだった。公都ヴァンでも仕事はしていたのだけれど、王都パルナムに帰還してからもその仕事量は変わっていないどころか、むしろ増えていた。

　三公体制が崩れているいま、早急に軍の再編をしなくてはならないからだ。

　グラン・ケイオス帝国と対等な関係を築き、魔王領からの脅威に対抗するための軍備増強、即すなわち『強兵』を成し遂げなくてはならない。

　その強兵策こそが、最終勧告の際に三公に語った『統一軍構想』だった。

　向こうの世界の歴史を見るに、軍の強弱は機動力によるところが大きい。つまり、どれだけ早く重要な場所に、必要な戦力を送り込めるかに掛かっているのだ。

　先日、アミドニア公国との決戦で圧勝できたのも、相手よりもさきに戦場に到達できたからだ。相手よりも一日早く決戦場所に到着したことで、王国軍は休憩十分な状態で疲ひ労ろう困こん憊ぱいの公国軍と戦うことができたのだ。これが同着だった場合、疲労の度合いは同じであり、数では劣っていても後のない公国軍は粘ったことだろう。そうなれば王国軍はもっと苦戦したはずだ。

　そしてこの機動力を得るためには、道路整備と同時に、禁軍と陸・海・空軍の垣根を取り払い、統一した意思のもとに、即座に全軍を動かせる体制作りが必要になる。

　その体制が『統一軍構想』なのだ。禁軍と陸・海・空軍、さらに所属は禁軍でこそあるものの、貴族の私兵である貴族軍を解体・再編し、一つの軍隊『エルフリーデン王国防衛軍』（略称『国防軍』）を作り上げようというのだ。

　そんな国防軍を組織するにあたって懸念されるのが各軍団からの反発だけれど、陸軍と空軍は今回の騒動で発言力を失っている。両軍を暫定的に預かっているグレイヴとトルマンも協力的なので問題はなかった。そして、こちら側に味方したことで失点のない海軍も、国防軍の総大将には海軍大将のエクセルを就任させることになっているので、大きな反発は起こらないだろう。エクセル本人は総大将に祭り上げられることを嫌がっていたが、ルドウィンが経験を積むまでという期限付きで無理矢理納得してもらった。

　陸・海・空軍はこれでいいとして、面倒臭いのが貴族軍だ。

　所属は禁軍だけど指揮権は率いる貴族側にあるという非常に扱いに困る軍だった。

　強力な野生生物も魔物（魔王領出現前はダンジョン内にしかいなかったそうだが）も盗賊・海賊・山賊もいるこの世界では、各領地にも一定数の警察力は必要になる。

　だから領地を持つ貴族にとって私兵を鍛え、領内を安定させるのは義務とも言える。ただこの国の場合、その数が過剰な状態になっているのだ。

　これは先々代国王の拡張路線の影響だった。

　当時は戦場で武功を立てることが栄達への最短ルートだったらしく、貴族たちは領民たちを徴兵してまで私兵を集めたそうだ。素人を徴兵して戦力がわずかに増えても、それで生産力を落としたら意味がないというのに……。やがて先代のアルベルト王が拡張路線を転換しても、増大した貴族軍はそのまま放置されていた。

　だからいま、俺はそんな貴族軍を必要最低限の警察力を残して解散させる作業に追われていた。本業があるのに兵役を負わされていた者たちは退職金を出して解放し、国防軍への編入を求める者は、審査を経て国防軍に組み込むことにしている。

　その編成はエクセル、グレイヴ、ルドウィンなど軍部が決定することとはいえ、俺も上げられてくる編成案に目を通し、許可の判子を突かなければならなかったのだ。

「「　………　」」

　作業中、俺とリーシアの間に会話はなかった。気まずい空気。……いや、この気まずさは俺が一方的に感じているだけだろう。リーシアは普段通りだ。

　あの日、ゲオルグ・カーマインが牢獄内で自害したと伝えても、リーシアはまったく顔色を変えなかった。無表情のまま、ただ小さく「そう……」と呟つぶやいただけだった。

　取り乱すと思っていたわけじゃない。俺を責めると思っていたわけじゃない。

　リーシアがそんな女の子じゃないってことはよくわかっている。

　だけどまさか、ここまで平常通りに振る舞うとは思っていなかった。辛つらい顔の一つくらいはすると思っていた。辛くないわけがないのに、悲しくないわけがないのに、いつもと変わらないように振る舞うリーシアに、掛ける言葉が見つからなかった。

　これなら恨み言の一つでも言ってくれたほうが……。

『どうしてカーマイン公を助けてくれなかったのよ！』

　………。うん。マシなんてことは全然なかった。

　リーシアに罵倒される場面を想像しただけで凹へこみそうになる。

　いっそ一発ぶん殴ってもらって、後腐れをなくしてもらえたら……って、それじゃあ気遣われてるのは俺のほうじゃないか。ホント、なにやってんだよ俺。ゲオルグに大口を叩いておいて、最も身近な女の子の心すら守れてないじゃないか。

「ソーマ」

「えっ、なに？」

　声を掛けられ顔を上げると、リーシアが小首を傾かしげていた。

「ペンが止まってるわよ？」

「……あー、ごめん」

　いけない、もっとしっかりしないと。

　俺は作業に戻った。いまは一つ一つ、目の前のことを片付けて行こう。

　そんなことを考えながら仕事をしていると、入り口の扉が軽くノックされた。「どうぞ」と声を掛けると、侍従メイド長ちようのセリィナが入ってきた。

「失礼します。準備が整いましたのでお越しくださいとのことです」

「わかった」

　俺たちは作業の手を止め、国王のマントを羽織り、謁見の間へと向かう。

　今日はアミドニア戦の功労者を賞する日だった。




　◇　◇　◇




「グレイヴ・マグナ。貴殿の忠義、真まことに大儀であった。その忠義に報いるためランデル及びその周辺領土を与える」

「ははっ。ありがたき幸せ」

「うむ。また暫定ではあるが元陸軍大将ゲオルグ・カーマインの権限を一部与える。国防軍への再編までの間、陸軍をよくまとめよ」

「ははっ。必ずや、陛下のご期待に沿えますよう励みましょう」

　玉座から立ち上がり尊大な口調で恩賞を与える俺の前で、ハルの親おや父じさんことグレイヴ・マグナが平伏した。玉音放送で放送しているわけでもないのだから、こんな堅苦しい雰囲気にするのは嫌なのだけど、部屋の隅のほうで書記官が俺の言行を一々記録しているので、こんな風に王様らしく振る舞わなければならなかった。

　この記録を読んだ後世の人間に軽んじられないためだと侍中のマルクスは口を酸っぱくして言うんだけど……正直、死後の評価なんてどうでもいいんだけどなぁ。

　アミドニア公国との戦いで、エルフリーデン王国は領土こそ手に入らなかったものの、高額な賠償金を手にすることができた。

　また、ゼムからは捕虜にした傭よう兵へいの身代金を徴収でき、不正貴族の領地と財産も没収することができた。カーマイン公領とバルガス公領の解体も決まっている。そんな戦果の割りには、将兵への恩賞はかなり控えめですんだ。

　今回動かした兵の大半は陸軍＋空軍の兵だ。彼らは反逆の嫌疑が掛けられており、この戦いはそれを不問にするための戦いだったため報奨は発生しない。

　また三公戦で日和見をした禁軍所属の貴族軍も、ほとんどがアミドニア戦に不参加だったために恩賞も発生しない。美お味いしい話に乗り損ねた形だけど自業自得だろう。

　報奨が必要なのは禁軍直卒軍と海軍だけだ。

　両軍所属の貴族・騎士階級には領土が与えられるが、これは不正貴族の物だった領土や、解体が決まっているカーマイン公領とバルガス公領から工面すればいい。貴族・騎士階級未満の者は賞与ボーナスが与えられることになっている。

　そして今日、その中でもとくに働きのあった者たちに、俺から直接、恩賞を与えることになっていた。恩賞内容は爵位や領土などが一般的だけど、他に望むことがあるなら王に直接交渉することもできる。それが王に実現可能なことで、なおかつ功と釣り合っていれば叶かなえられる。現金や王家所有のレアアイテムが欲しければそれでもいい。

　それこそ一昔前はこの仕組みを利用して、恋仲の姫を所望する騎士や、悪徳貴族の摘発を直訴する者もいたそうだ。そんななにが要求として飛び出してくるかわからない場所なので、今回は玉音放送での中継は行わないことになっている。

　そして今回、恩賞が与えられるのは以下の面々だ。

　陸軍からの転向者で、アミドニアとの会戦では陸軍を率いたグレイヴ・マグナ。

　アルトムラにてアミドニア軍を足止めした領主、ワイスト・ガロー。

　同じくゴルドアの谷でアミドニア軍を足止めした海兵隊長のジュナ・ドーマ。

　それとランデル近郊の戦いで援軍を寄よ越こしてくれた、神護の森に住むダークエルフの長おさボーダン・ウドガルドだ。ボーダン殿はアイーシャの親父さんでもある。

　本来、身分、功労ともに第一位であるはずの海軍大将エクセル・ウォルターは、この場にはいるものの、自身の功績を返上することでバルガス親子への恩情を求めている最中のため、恩賞は与えないことになっている。

　また、以上の五名への恩賞の前に、これまで押しかけ護衛として俺を護まもってくれていたアイーシャに、正式に『東こ風ち侍じ』という新たな官職を作って与えた。

　これまでとの違う点を挙げると、以前は俺のポケットマネーで雇用している傭兵のような扱いだったけど、今度からは騎士扱いとなり国から俸給が出るようになった。

　ちなみに『東こ風ち侍じ』の由来は、三国志に出てくる曹そう操そうの親衛隊長だった許きよ褚ちよのあだ名『虎こ痴ち』からとったものだ。本家は「虎のように強いが阿あ呆ほう」という意味なので、「東こ風ち」という字を当てた。……この世界で漢字表記にこだわっても意味ないけどね。

　任命のついでにアイーシャには城の宝物庫にあった物理・魔法ダメージ軽減の術式が込められているガントレット（【鉄壁のガントレット】という名前らしい）を下賜した。本当は役職のイメージ的にも盾にしたかったのだけど、アイーシャは大剣を両手で使うのでこっちにした。アイーシャはガントレットを胸に抱きかかえながら、

『ううぅ……陛下ぁ……あ、ありがとうごじゃいます！』

　……と、泣きながら＆嚙かみながら言った。……喜んでくれるのは嬉うれしいけど、ちょっとオーバーすぎじゃないか？

　そんな彼女の様子に、その場にいる全員が苦笑していた。







「ワイスト。アミドニア誘引の任、大儀だった。これからもアルトムラ領主として、領内の安定に努めてくれ。また『ヴェネティノヴァ』が完成した暁には、貴公にこの都市の管理を任せることになるだろう」

「ははっ。非才な身ですが、精一杯務めさせていただきます」

　グレイヴに続き、ワイストへの恩賞が終わった。

　ワイストには新たに建設中の新湾岸都市『ヴェネティノヴァ』の領主も兼任してもらうことになった。元の領地が田舎ではあるものの肥ひ沃よくな穀倉地帯だったことも併せて、一躍有力貴族として躍り出た格好だ。今回の作戦のために、ガイウス・ユリウス親子の前で小物を演じるという大役を果たしてくれたのだ。その功に報いたのだ。

　さて、次はランデル近郊の戦いにダークエルフの援軍を寄越してくれた、アイーシャの親父さんことボーダン・ウドガルドの番だった。

　この援軍は俺やハクヤも予想していなかったものだった。ダークエルフ族の戦闘能力の高さは知っていたけど、さきの地滑りからの復興に忙しいだろうし、そもそも彼らは森の外での出来事に干渉したがらないので、協力を要請しても無駄だと思っていたのだ。

　しかし、そんな予想に反してボーダン殿たちは援軍を派遣してくれた。

　どうやらアイーシャが神護の森に滞在していたときに、独自に援軍を要請してくれていたらしい。ランデル近郊での戦闘の状況をハルに聞いたところ、不正貴族はカノン砲を勝手に持ち出すなど、なりふり構わぬ攻撃を見せていたそうだ。援軍がなければさらに被害が拡大していただろう。この援軍は本当に嬉しい誤算だった。

　俺はボーダン殿のもとへ歩み寄ると、その手をとって感謝した。

「感謝する。貴殿らも辛い時期に、よくぞ援軍を派遣してくれた」

「なんの。我らは受けた恩義に報いたにすぎません。あの災害のとき、陛下自ら率いて来てくださった救援が、我らに外の世界との繫つながりを思い出させたのです」

「そう言ってくれて嬉しい。多種族が手を取り合い興したというこの国の原点を再確認させてもらった。望みがあったらなんなりと言ってくれ」

　俺はそう言ったが、ボーダン殿は首を振った。

「我らはすでに返しきれぬほどの恩を受けております。潤沢な復興支援物資を頂き、また参戦した戦士たちも十分な報酬は頂いております。私が新たに望むものはありません」

「謙遜しないでくれ。援軍は貴殿の決断あってこそのものだろう。なんなら神護の森周辺を植林する形で、森の領土を広げたっていい」

「ありがたいお言葉ですが、神護の森はいまのままで十分です」

　ふむ……困ったな。俺はボーダン殿に対して感謝をしめしたい。しかし、他にどんな報酬を提示しても、ボーダン殿は頑として受け取らなかった。

「本当に、なんの望みもないのか？」

　そう言うと、不意にボーダン殿が思案顔になった。そして、

「……でしたら、陛下に一つお願いがございます」

　ボーダン殿はそう切り出した。

「言ってくれ。俺にできる範囲でならなんでも叶えよう」

「それでしたら……どうか、娘をもらってやってはくださいませんか？」

「父上!?」

　玉座の後方に控えていたアイーシャが素っ頓狂な声を上げた。娘って……アイーシャのことだよな？　ボーダン殿はにこやかな笑みを浮かべながら言った。

「武と食べ物にしか興味を示さなかった娘が、だいぶ色気づいてきた様子。それも陛下を想おもっての変化でしょう。どうか娶めとってやってはいただけませんか」

「ボーダン殿は神護の森内にある集落の長という肩書きですが、実態は神護の森を領土とする貴族となっています。その娘のアイーシャ殿でしたら、『第二正妃』として迎えることも可能です」

　侍中のマルクスが直すぐさまそう補足した。

　今日は所用で席を外している宰相ハクヤに代わり、この場を取り仕切っている。

　前にも述べたことだけれど、この国では王妃は大きく正妃と側妃に分けられ、どちらも複数持つことが可能となっている。

　この国では元々、正妃は一人で後は側妃か、なんの権限も持たない妾めかけ（愛人）という扱いだったのだけど、何代目かのエルフリーデン国王が「愛する者を妾などと呼びたくない」と言い出したんだそうだ。……情熱的な人だったのだろう。

　そのため、それまでの側妃は正妃（元々の正妃を『第一正妃』。以降は『第二～』、『第三～』のような形で区別）に、妾は側妃に格上げとなり、今日に至っている。

　ついでに正妃と側妃の違いについても説明しよう。

　正妃になるには貴族・騎士階級以上の家格が必要であり、それ以外の女性を正妃として迎えたい場合は一度、貴族・騎士階級以上の家の養子にする必要がある。しかし、側妃として迎えるぶんにはそのような手順は必要がなかった。

　そして正妃が産んだ子供は王位継承権を持っている。王位継承の順位は生まれた順番ではなく、第一正妃が産んだ子から順々に（あまりに年齢差が開く場合は正妃の順位入れ替えで調整するようだ）ということになっている。

　逆に側妃はどんな身分でも（それこそ奴隷や娼しよう婦ふでも）なることができる反面、その産んだ子には王位継承権は発生しない。ただし王族ではあり、縁戚関係を結びたい貴族・騎士には婿に嫁にと所望されるので、玉たまの輿こしなのは間違いないだろう。権限を持たないぶん正妃よりも責任は軽く、ある程度は自由に行動することが許されているので、権力などには興味のない市井の女性たちが憧れるのはむしろこっちだったりする。

　しかし……アイーシャを第二正妃に、か。

「それが、ボーダンにとって褒美となるのか？」

「男親としては複雑ですが……アレもそう望んでいるようですし、叶えてやりたいと思うのも親心です。それに、神護の森の民が外の世界に目を向け始めたこの時期に、長の娘を王家に嫁がせる意義は大きいと思います。神護の森と王家との絆きずなというだけでなく、人間族とダークエルフ族の絆の象徴となるでしょう」

　娘のためだけではない、政治的な配慮もあるわけか。

　こちらとしても、ここで神護の森との縁を強化しておけば、ランデル近郊の戦いで武威を示したダークエルフ族の精鋭弓兵を戦力に組み込むこともできるだろう。

　いや、そんな実利を抜きにしてもだ。

　アイーシャは可愛かわいい。娶りたいか娶りたくないかと言われれば……娶りたい。

　ちょっと俺に忠誠を誓いすぎている感があるけど、そのぶん好意もストレートに伝わってきている。若干、餌付けしちゃった感もあるけどね。

　王妃としての政治的な働きは期待できないけど、アイーシャにはそれを補って余りあるほどの武勇がある。妻としてそばにいてくれるなら心強い女の子だ。

（……でも、本当にいいのか？）

　俺は玉座に戻ると、隣に立つリーシアを見た。

　リーシアとの関係だって、婚約者（仮）だと言って誤魔化していたんだ。

　だけど、アミドニア公国との戦争を経験して考えが変わった。俺の選択で消える命があった。俺はもう一般人に戻ることができないくらいの業を重ねてしまっている。いまさら王様を辞めることも、この国を投げ出すこともできない。

　リーシアとの関係にしたってそうだ。出会った日から今日に至るまで、いろんな艱かん難なん辛しん苦くを一緒に乗り越えてきたんだ。婚約を破棄なんてできないし、したくもない。リーシアが妃きさきになってくれるなら、俺は国王になることを受け入れられる。

（……だからといって、これは別問題だろ）

　国王になる覚悟を決めたとはいえ、妃を複数持つことに関しては抵抗があった。

　リーシアやマルクス、それにジュナさんに、それが普通であることを度々言われてはいたけど、現代日本の倫理観を引き摺ずる身としては返答に躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　……ああ、べつに複数の女性を愛することが不誠実だとか、そんな偉そうなことを思っているわけじゃない。この場で即答することが、リーシアに悪いと感じているだけだ。

（二股男みたいだしなぁ……）

　そんなことを考えていると、リーシアがこっちを見た。そしてなにも言えなくなっている俺を見て、リーシアは少し呆あきれたように言った。

「ソーマ、ちゃんとアイーシャを娶りなさい」

「ちゃんとって……リーシアはそれでいいのか？」

「私には拒否権なんてないけど、アイーシャたちならいいって前から言ってるじゃない。というか、娶ってくれないほうが面倒くさいことになるもの」

「面倒くさいこと？」

「ソーマは王様なのよ。内政や外交の一環として、大貴族の娘や他国の姫を娶らなければならない場面が来るかもしれないわ。そのときのために、上位の正妃を気心の知れた者で固めておきたいのよ」

　実利的な部分を強調するリーシア。

「いや……でも……なぁ……」

　それでもなお逡しゆん巡じゆんする俺を見て、リーシアは溜ため息いきを吐ついた。

「ソーマって国を懸けた決断はできるのに、女性関係は優柔不断なのね」

「うぐっ……」

「まったくもう……アイーシャっ」

「は、ハイ！」

　急に声を掛けられて、護衛位置でハラハラと成り行きを見守っていたアイーシャが、ビクッと跳ねた。そんなアイーシャにリーシアはビシッと指を突き付けた。

「第一正妃の座を譲るつもりはないわ。第二正妃でもいい？　いいなら私はなにも言わないし、むしろ歓迎するわ」

「は、ハイ！　それで陛下のおそばにいられるなら！」

　アイーシャのそんな返事にリーシアは頷うなずくと、真っ直ぐ俺の目を見て言った。

「お膳立てはしてあげたわよ。だから……ちゃんとして」

「……ハイ」

　なんだろう。この時点でもう将来のパワーバランスが見えた気がする。

　リーシアがここまで〝心意気〟を見せてくれんだ。さすがにこれ以上の情けない姿を晒さらすわけにはいかない。俺はアイーシャのもとへと歩み寄った。戦場では怖い者ナシのアイーシャの瞳が、いまは不安で揺れていた。あーもう、そんな顔するなよ。

「アイーシャ」

「は、ハイ！」

「その……嫁に来てくれるか？」

「っ！　ハイ！　よろこんで！」

　居酒屋か、というツッコミは吞のみ込んだ。あーもう、恥ずかしさで顔が熱い。

　俺はにこやかな笑みの中に男親としての複雑な心情が滲にじみ出ているボーダン殿のほうを向いた。そして敢あえて王様らしい口調ではなく、目上の人に対する口調を使った。

「……こういう仕儀になりました。いずれ正式なご挨拶に伺います。義ち父ち上うえ」

「ハイ。お待ちしております。婿殿」

　こうしてアイーシャは二人目の婚約者となった。

　二人目の正妃候補が決まり、「ようやく心配事が減った」とマルクスが安あん堵どの表情を浮かべていた。マルクスは先々代国王の後継者争いに端を発する王族不足の状況に危機感を抱いていたのだ。だからリーシアとの正式な結婚もまだだというのに、事ある毎ごとに「妻を増やせ、子供を作れ」と言っていた。授かり婚も万々歳らしい。

　それはともかく……そうなると折角新設した『東こ風ち侍じ』の職をどうしようか。さすがに王妃に専属ＳＰのようなことをさせるのはどうかと思う。そう言うと、

「お任せくだされ！　たとえ妻になろうとも、陛下の御身は私がお守りいたします！」

　と、アイーシャに満面の笑みで言われたので、そのままということになった。

　俺自身は、アイーシャは強いし、それもアリかなと思っていたのだけれども、さきほどまで浮かれていたマルクスが一転して頭を抱えていた。折角決まった第二候補正妃が危険と隣り合わせの仕事をしたがっているのだからな。新たに増えた心配事の種に、ご愁傷様としか言いようがなかった。

「………」

　そんな俺たちの様子を、ジュナさんが少し淋さびしそうな笑顔で見ていたことに、このときの俺たちは気付いていなかった。

（……ジュナ。貴女あなた……）

　エクセルただ一人を除いて……。







　いろいろ大変だったボーダン殿への恩賞が終わり、最後はジュナさんの番だった。

　俺は労ねぎらいの言葉を掛けてから、「なにか望む物はないか」と尋ねた。

　もっとも、尋ねはしたもののジュナさんの回答はわかりきっていた。おそらく自分の功はすべて祖母であるエクセルに渡して欲しいと懇願するのだろう。カストール、カルラ親子を救いたいと思っているエクセルには、できるだけ多くの功が必要だった。心優しいジュナさんのことだ。きっと、そんなエクセルの思いを汲くむのだろう。

　ジュナさんは真っ直ぐに俺の目を見て、口を開いた。

「陛下、私の功は……」

「少しよろしいでしょうか」

　ジュナさんの言葉を遮るようにエクセルが口を挟んだ。

「突然の無礼をお許しください。発言の許可を頂きたいのですが」

「？……許可しよう」

「ありがとうございます」

　エクセルは一礼すると、ゆっくりと話し始めた。

「陛下もご存じの通りジュナ・ドーマは私の孫娘にございます。しかし、ジュナの父親である私の息子は、我が都市ラグーンシティの商家であるドーマ家に婿に出しております。つまり、ジュナは平民の出なのでございます」

　そこらへんの事情は、ジュナさんからエクセルとの繫つながりについて明かされたときに聞かされていた。しかし、なぜいまこのタイミングで、ジュナさんの身分の低さについて言及したんだ？　エクセルはなおも続けた。

「孫娘ということで私のもとで軍務に付けておりましたが、ジュナはあくまでも平民の家の子。貴族の家の事情にはいっさい関わりを持っていません」

「……貴公はなにが言いたいんだ？」

　するとエクセルは俺にではなく、ジュナさんに向けて言った。

「私のために功を使ってくれるつもりでしょうが、その必要はありません」

「大おお母かか様さま、ですが……」

　言い募ろうとするジュナさんに、エクセルは静かに首を振った。

「いいのよ。貴女はバルガス家とは関わり合いのない人間。会ったこともない相手のために貴女の功を使ってはダメ。その功は貴女自身のために使いなさい」

「大母様……」

「義息と孫娘のために、べつの孫娘の幸せを犠牲にするなんてできないわ。私たちのことは心配しなくていいから、貴女は、貴女の望みを叶かなえてちょうだい」

　エクセルに優しげな眼まな差ざしを向けられ、ジュナさんは目を伏せ、しばし葛藤していたようだった。しかし、やがて目を開くと、一歩前に出て跪ひざまずいた。

「陛下。お願いがございます」

「……なんだろうか」

「できますれば私も、姫様やアイーシャさんと共に……これからも、貴方様のおそばで歌いたく存じます」

　それって……もしかしなくても、ジュナさんも嫁にってことだよな。

「陛下。ジュナ・ドーマ殿でしたら側妃として迎えることになります。もし正妃として迎えるのでしたら、一度どこかの貴族・騎士階級以上の家の養女とする必要があります」

　マルクスが嬉うれしそうな顔でそう言った。妃候補が増えるぶんには願ったり叶ったりなんだろう。リーシアのほうを見ると「承諾」といった感じに頷いていた。だけど……。

「すまないが。それはできない」

　俺はハッキリと断った。俺の言葉にリーシアは目を瞠みはり、エクセルは「なぜ……」と縋すがるような目をしていた。ジュナさんは俯うつむいてしまっていて表情を見ることはできない。

　重苦しい空気に包まれたけど……話は最後まで聞いて欲しい。

「いまは無理だ。ジュナさんは玉音放送を使った音楽番組制作計画『プロジェクト・ローレライ』の主軸となる『第一の歌姫プリマ・ローレライ』だぞ。国民からの人気も高い。そんなジュナさんとの婚約を発表してみろ。王都で暴動が起こるぞ」

　俺がそう言うと、みんな一様に納得したという表情になっていた。

　国民議会が『玉音放送に、もっとジュナさんを出して』という要望を出してきたのも記憶に新しいところだ。『恋人がいることが発覚したアイドルのブログが炎上』って向こうの世界ではよくあったけど、いまの状況だと都市やパルナム城が炎上しかねない。

　嫉妬の炎で国が燃える……とか洒しや落れになっていない。だから、

「少しだけ、待ってもらえませんか？」

「！」

　顔をあげたジュナさんに、俺はバツが悪いなぁと感じながら言った。

「放送番組制作には『第一の歌姫プリマ・ローレライ』としてのジュナさんの力が必要です。だから、いましばらくの間は『国民みんなの歌うた姫ひめ』でいてください。いまよりも歌うた姫ひめが集まり、路線を継承できる人材が育った暁には、必ず、お迎えにあがります」

　俺がそう言うと、ジュナさんは目尻を拭うと、

「……その日を心待ちにしております。陛下」

　そう言って無む垢くな少女のような笑みを浮かべるのだった。
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　エルフリーデン王国の暫定国王ソーマが新たな妃きさき候補を迎えたその日、べつの場所では二人の人物が玉音放送を使って会談を行っていた。

　エルフリーデン王国宰相ハクヤ・クオンミンは、机の上に立てかけられた簡易受信装置に映るグラン・ケイオス帝国女皇マリアの妹ジャンヌ・ユーフォリアに語りかけた。

「感度良好。お送りいただいた簡易受信装置に問題はないようですね。ありがとうございます、ジャンヌ殿。わざわざグリフォン騎兵で届けていただいて」

『ソーマ殿の仰おつしやったホットラインの重要性は姉上にも理解していただけました。これがあれば王国と帝国はいつでも連携をとることができます。急ぐのは当然でしょう』

　画面の中のジャンヌがニッコリと微笑ほほえんだ。

　アミドニアでの会談の後、ジャンヌは国へと帰ると女皇マリアに、ソーマから提案された『エルフリーデン王国との秘密同盟』、『二国間ホットラインの設置』、『お互いの国に常駐の特命全権大使を派遣することと、常駐場所となる大使館の設置』について報告した。

　マリアならばこの提案を断ることはないだろうと思っていると、案の定、マリアはこの提案を快諾した。というか、ベッドの上で笑い転げていた。

『あんな姉上は初めて見ましたね。余程嬉しかったのでしょう』

「嬉しかった……ですか？」

『自分と価値観を共有できる……言うなれば理解者を得たようなものですから。帝国にも中々いないのですよ。姉上の理解者たり得る存在は』

「なるほど」

　地理的には大陸の西と東、思想的には理想を掲げる者と現実に根ざす者と、対極の位置にいるように見えるマリアとソーマが、なぜか互いを理解している。

　たしかに面白いかもしれない、とハクヤも思った。

『こうなってくると、早急に姉上とソーマ殿の放送会談を実現したいものです』

「いまは立て込んでいて、お互い時間が合わせられませんからね。いずれ落ち着いたときに、会談の時間を設けることにしましょう」

『ええ、必ず』

　それから少し世間話（お互いの主君への愚痴も含む）を挟んだあと、ジャンヌは『ところでさっきから気になっているのですが』とハクヤに尋ねた。

『ハクヤ殿の背後に多くの書物が見えるのですが、どこにいるのですか？』

「……ああ、ヴァンから賠償金の担保として借りている書物ですよ。返還する前に書写したい物も多いですからね。ついさっきまで分類作業をしていたところです」

『宰相殿自ら整理されているのですか？』

「もちろん人の手も借りますが、半分は趣味です。好きなんですよ、書物を整理するの。分類分けして、揃そろえて並べて、たまに気になった本をめくって見たりして、そうして最後には整頓された本棚を見て悦にいるんです。本は人類の叡えい智ち。国の歩みそのもの。それが目の前の棚に詰まっていて、いつでも読むことができるのだと思うともう……」

『………』

　饒じよう舌ぜつに語るハクヤを見て、ジャンヌは目を瞠っていた。

　王国が誇る黒衣の宰相ハクヤと言えば、ソーマが見いだした奇才の一人で、アミドニア国王ガイウス八世を権謀術数にて翻弄した人物として、名が知られるようになっていた。直接会ったこともあるジャンヌの印象も、怜れい悧りな人物というものだった。

　しかし、本について語るハクヤは少年のような目をしていた。そのギャップにジャンヌは少しドキッとした。

『……本が、お好きなのですか？』

　そう尋ねられ、ハクヤは我を取り戻した。すぐにいつもの怜悧な表情を取り戻したが、耳だけは少し赤くなっていた。

「……失礼。書物には少々目がないものでして……」

『ふふ、意外な一面を見てしまった気がします』

「意外ですか。自分では宰相よりも司書のほうが向いていると思っているのですが」

　元々、ハクヤがソーマに謁見できたのも、彼の叔父が、

『いい歳としして本ばかり読んでないで、社会のお役に立ってこい！』

　と、唯才イベントの『知の才』部門に勝手に応募したからだった。

　そこで優勝し、ソーマに謁見して彼の若き王に出会い、惹ひかれた。

　ソーマなら終わりかけているこの国を立て直せるかもしれないと思い、本の虫をやめて仕官したところ、いつの間にやら宰相にまでなっていた。

　実のところ、ハクヤはソーマの覇業を支えたいとは思っていたものの、ソーマや当時宰相だったマルクスの助言役程度で良いと思っていた。しかし、そのマルクスに自分よりも宰相に相応ふさわしい者として推薦されてしまったのだ。お陰で最近では好きな本を読むこともままならない、多忙な日々が続いていた。

『ふむ……ならば帝国書庫の司書長の職を用意すれば、我が国に来ていただけますか？　多分、王国の書庫よりも蔵書数は上だと思いますが』

「ああ。それは魅力的ですね」

『ダメですか？』

「仕官する前の私ならば一も二もなく飛びついていたでしょう」

　いまはこんな多忙な日々も悪くない、とハクヤは思っていた。

　かつてのハクヤにとって歴史とは書物の中にあるものだった。しかしいまは自分たちで作るものだと感じている。この国の時代を先に進めようとしているソーマに仕えていると、自分自身も歴史の登場人物になったかのように思えるのだ。悪くない感覚だった。

「いまは陛下たちと共に時代を進めたいと思っています。そして、いずれ後進が育てば引退して、この時代を記す歴史家になりたいと思います」

『楽隠居ですか……いまの時代では贅ぜい沢たくな生き方かもしれませんね』

　ジャンヌの言う通りだろう。楽隠居するにはこの時代は厳しすぎる。

　北からは魔王領からの脅威がジワジワと迫り、それぞれの国がそれぞれの思惑を持って同盟したり、敵対したりしている状態だ。

　ハクヤが楽隠居するためにはそれら全部を片付けなければならないだろう。それが可能かどうかは、ハクヤの知識をもってしてもわからなかった。

『それでは、次回の会談を楽しみにしております。ハクヤ殿』

「ええ。またお会いしましょう。ジャンヌ殿」

　ジャンヌからの通信が切れた。ふう……と息を吐き、ハクヤは立ち上がった。

　積み上げられたアミドニアの書物に手を伸ばす。

　アミドニアに在った時には顧みられることのなかった貴重な書物たちは、修復が必要なほどに傷んでいた。ハクヤが保護しなければ地上から消滅していた書物もあっただろう。

　溜ため息いきを吐つきながら、ハクヤは一冊の本に手を伸ばした。すると、

「宰相様」

　部屋の片隅に、黒服の男が膝をついていた。顔も黒い布が捲まかれていて、閉め切られて薄暗い部屋の中では闇に溶け込んで見える。ハクヤはその男に尋ねた。

「首尾は？」

「順調です。しかし……」

　言い淀よどむ男にハクヤは眉をひそめた。

「なにかあったのですか？」

「それが……どうにも上う手まく運びすぎている気がします。まるで我々とはべつの、何者かの意思が働いているかのような……」

「そうですか……」

　ハクヤは男を下がらせると、手にした本をパラパラと捲めくった。

　アミドニアの書庫にある書物類を賠償金の担保として預かったとき、ハクヤにはある期待があった。それはアミドニアの戸籍や権利関係に関する書物が放置されているのではないかということだった。首都の書庫には大抵その手の書物が収められているものだからだ。その手の書物を手中に収めるということは、その国の心臓を握るようなものだ。

　本を担保にとソーマに進言したのも、アミドニア王家は武闘派ゆえに、その重要性を認識していないのではないかと期待したのだ。

　しかし、ハクヤの期待とは違い、押収された書物の中に、その手の物はたった一冊しかなかった。その一冊が、いまハクヤが手にしている今年度分のアミドニア王家の系譜について書かれている物だった。

　ペラペラと捲っていくと、最後のページになにやら折りたたまれた紙が挟まっていた。

　ハクヤがその紙を広げてみると、そこには『目の周りが黒い丸耳の小動物がアッカンベーをしている絵』が描いてあった。

　それを見てハクヤは目をパチクリさせたあと、くくく、と笑った。

「なるほど。アミドニアに人無きにあらず、ですね」

「どうしたんですか、先生」

　急に掛けられた声に振り返ると、トモエがキョトンとした顔で立っていた。ハクヤは気を抜いていたところを見られたのが恥ずかしくて、咳せき払ばらいをして取り繕った。

「これは義妹いもうと様さま。気付かずに申し訳ありませんでした」

「いえ、いま来たばかりです。お話が終わっていたみたいだったので入ってきたのですが……楽しそうにしてましたよね？　なにを見ていたんですか？」

「ああ、これですか？」

　ハクヤはトモエに小動物が描いてある紙を見せた。トモエは紙を顔に近づけたり、遠ざけたり、天井に翳かざしてみたりしたあとで、首を傾かしげた。

「この動物の絵が面白かったのですか？　可愛かわいいですけど」

「これに描かれているのは銅毛狸ブロンズラクーンという動物です」

　紙を受け取ると、ハクヤはトモエの頭を撫なでながら言った。

「俗に人を化かすと言われている動物ですよ」
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　―――大陸暦一五四六年十一月上旬・深夜




　エルフリーデン王国内にある某貴族領。

　その領主である大貴族の邸宅で、暗がりの中密談を交わす十二の影があった。

「お主たちはこの召集をどうみる？」

「数多あまたおる貴族の中から我ら十四家が召集されておるのだ。おそらく……国王側も勘づいているのだろうな」

「我らの周囲を黒衣の犬が嗅ぎ回っているとの報告もある」

「ならば此こ度たびの召集の狙いは……」

「見せしめ、であろうな」

「見せしめ？　罠わなではないのか？」

　男の一人が素っ頓狂な声を上げると、べつの男が乾いた笑い声をあげた。

「ふふふ。我らは不正を犯し反逆した貴族どもとは違い、尻尾を見せてはいない。罪を糾弾する余地がない以上、あの王にも黒衣にも裁くことなどできんよ」

「なるほど……だからこその見せしめか」

「左様。明日は我が身であるぞと、我らを牽けん制せいしたいのだろう」

「三公のうち二人が倒れ、此度の戦に参加できなかった貴族たちは発言力を失っている。これで我らを黙らせられれば、あの王を阻める者はいなくなる」

「ふん……すべてあの王の思惑通りか。いや、黒衣か？」

「そんなことはどちらでも良いわ。……しかし、それは裏を返せば我らに対して、あの王はその程度の手しか打てぬということだ」

「くくく、その通りだ。だからこそ、いまは雌伏のときなのであろう。あの王の怒りを買わぬよう、罰する名分を与えぬよう振る舞う必要がある。いやむしろ、王のすることに対して協力的であるとさえ見せねばなるまい」

「忌々しいことだ」

　ニヤケ顔の男の言葉に、またべつの男が不機嫌そうに吐き捨てた。

「なに……それほど長くはかからんだろう。障害がなくなれば、あの若輩の王はいま以上に速いペースで革新的な政策を行うことだろう。早すぎる変革は反発する者を生む。我らはその者らを裏で支援すればいい。その者らを処分すればするほど、あの王に暴君というイメージが定着していき、それがさらなる反発を生む」

　男の言葉に、他の男たちは感心顔で頷うなずいた。

「なるほど。長くは続かぬということですな」

「左様。そのときにあの王を失脚させ、我らが動きやすい人物をトップに据えればいい」

「そうなれば我らは、アルベルト王のころのような治世を取り戻せるわけですな」

「いまはあの王に勢いがある。その勢いに吞のまれず、やり過ごすためにもいまは王の指示に従うよりあるまい。だがいずれ、時が至れば……」

　場に男たちの暗い笑い声が響いた。すると、一人の男が疑問を呈した。

「ところで、ジャバナ家とサラセン家の者はどうする？　当主が代わっただろう？」

「放っておけ。王の不興を買い、家を保てなかったとてそれはヤツらの家の話だ。我らがどうこうしてやることもあるまい」

「当然だろう。それでは各々方、いま取り決めた方針を守られますように」

「おう。我らの時代に戻すために」

「「「　我らの時代に戻すために　」」」




　しかし、彼らは気付かなかった。

　彼らのことをジッと見張り続けている闇の存在に。




　◇　◇　◇




　よく晴れた日の午後。私は今日もソーマの政務を手伝っていた。

「それじゃあリーシア。この書類をハクヤに渡してくれ」

「わかったわ」

　ソーマから書類を受け取り、政務室を出て行こうとすると、

「……リーシア」

　ソーマが呼び止めてきた。なにかと思って振り返ると、ソーマは私になにかを言おうとしているようだけど、声になっていなかった。言いたいことはあっても言葉が見つからないのか、口を開こうとして躊躇ためらってを繰り返しているだけだった。

「どうしたの？」

「あっ……いや、その……なんでもない」

「そう……じゃあ、行くわね」

　私はソーマを残し、政務室を出た。扉を閉めたところで、思わず溜息が出た。

　多分、ソーマはカーマイン公の一件で、私に負い目を感じているのだろう。

（もぅ……ソーマが責任を感じることじゃないのに……）

　カーマイン公が獄中で自害したと知らされても、私は取り乱さなかった。

　そんな父とも師とも慕っていた人物が死んだというのに、自分の心は妙に冷静で、そのことに自分でも驚いていた。悲しくないわけじゃない。むしろ胸が張り裂けそうだ。

　それなのに、私は普段通りの私でいられた。それはきっと……こうなるんじゃないかという予感めいたものがあったからだと思う。

　あのカーマイン公ならきっと、この国に蔓延はびこっていた闇を全部引き受けて、自分と共に滅する道を選ぶだろうと。そしてソーマも、その覚悟を受け入れざるをえないと。

　ゲオルグ・カーマインとソーマ・カズヤ。

　ゲオルグ・カーマインは私が敬愛した大人物だ。強く、気高く、私にとっては目指すべき高みにいる武人だった。尊敬していたし、あのような人になりたいと思っていた。

　そしてソーマは……私が私の意志で支えると決めた相手だ。

　愛とか恋とか、あまり縁のない生き方をしてきた私には、ソーマに対するこの思いがなんなのかハッキリとはわからない。王族だから結婚に夢を持っていなかったし。

　だけど、第二の婚約者となって満面の笑みを浮かべるアイーシャや、「必ず、（妃きさきとして）お迎えにあがります」と言われ微笑ほほえむジュナさんの顔を見ていたら、ほんの少しだけ胸の奥が痛んだ。……わかってる。これが多分、そういう感情なのだろう。

　そういう感情を抱くくらい、私はソーマのことを思っている。

　私が大事に思う二人の男性が決めたことだ。たとえ辛つらくても、悲しくても、それを受け入れなければ二人の覚悟に申し訳がない。私は二人の決断を信じることにした。

　だからカーマイン公の死を聞かされても、ソーマに恨み言をぶつけたりしなかった。

　私たちの仲がこじれることをカーマイン公は望んでいないはずだ。だから普段通り堂々とソーマの傍らにあることが、カーマイン公への弔いになる。そう思った。

　私はこれからもソーマを信じる。

　ソーマがたとえどんな決断を下したとしても、私はその決断を受け入れ、傍らに立つ。今日はバルガス公とカルラを裁く日だ。友人としてカルラを助けたい思いは変わらないけれど、私はソーマがどんな決断を下しても、それを受け入れる覚悟だった。

　それがたとえ、どんな悲しい結末だったとしても。

　……それなのに。

（ねぇ、ソーマ。なんでそんなに〝苦しそうな顔〟をしているの？）







　パルナム城の大広間はいま、異様な空気に包まれていた。

　これからこの場所でカストール、カルラ親子への沙汰が下されるからだ。

　さきの戦で大功を立てたウォルター公の懇願により、二人をソーマが直接裁く権利を法院から預かったのだ。国王が法院に口を出すのは褒められた行為ではないのだけど、ウォルター公が戦功を返上してまで望んだことなのでゴリ押しする形になったのだ。

　これでソーマは二人を直接裁くことができる。

　基本的な人員の配置は『謁見の間』のときとほぼ同じだ。

　ソーマは、上座に設置された玉座ではないもののそこそこ立派な椅子に座り、その左右に私とアイーシャが立っている。アイーシャの護衛位置がそれまでの斜め後ろではなく、真横になったのは正妃候補になったための変化だった。必然的に皆の注目が集まるということもあり、アイーシャも緊張しているようだ。

　そして見下ろす床には元空軍大将カストール・バルガスと、その娘カルラが後ろ手に縛られた状態で膝を突いていた。二人とも、事ここに至っては覚悟を決めているのか、真っ直すぐに背筋を伸ばしている。

　そんな二人を挟むように宰相のハクヤとウォルター公が向かい合うような形で立っている。ハクヤは二人の罪に対しての求刑を求める立場であり、ウォルター公はカストール、カルラ親子を弁護する立場だった。通常の裁判では詰問側と弁護側が罪の有無を争うものなのだけど、今回の場合は二人の罪はすでに確定している。

　そのため、罪を問う立場であるハクヤがまず求刑し、弁護側であるウォルター公が弁護を行って減刑を求めるというスタイルになっている。弁護が認められれば減刑となるけど、認められなければそのままハクヤの求刑通りとなる。そのため、無罪はない。

　そして、そんな裁判を傍聴するような位置に長テーブルが横向きに置かれており、そこには十四名の貴族が横一列に並んで座っていた。ソーマからは、彼らには裁判の際に意見を求めることになっていると聞いていた。その人選自体は無作為だと言っていたけど……本当だろうか。貴族たちはなにやらヒソヒソと話しているみたいだし。

（なにが仕組まれてても驚かないわ。ソーマの考えた裁判だもの……）

　いままで国王が法院から裁判権を預かるという事例は、多いとは言えないものの度々あった。ただその場合、国王は独断で有無を言わせぬ判決を下すのが普通であり、このような裁判形式で国王が裁こうとすることなど前代未聞だった。異例づくしの裁判形態。なにが起こるのか、私にはまったく予想できなかった。
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「それではカストール、カルラ両名の裁判を行おうか」

　ソーマが静かな声でそう宣言すると、まずハクヤが二人の罪状を読み上げた。

「元空軍大将カストール・バルガス、並びにその娘カルラは、陛下の王位が正式に譲られた物であるにもかかわらず、これに反発し、最終勧告さえも退けて禁軍に対し剣を向けた。これは『反逆罪』が適用される事案です。よって刑は『領地・私有財産の没収及び極刑（死刑）』が相当であると考えます」

　予想通り、ハクヤは二人の死罪を求めてきた。

　……当然ね。反逆罪は三親等の親族まで連座で死罪となるほどの重罪だ。

　それでもバルガス公がウォルター公の進言を受けて、ちゃんと親族との縁を切っていたことで最低限の人数で済んでいるのだ。

　また、ウォルター公の戦功をもって、縁を切った上でウォルター家に預けられていたカルラの幼い弟カルルが、領地を紅こう竜りゆう城じよう邑ゆう及びその周辺のみとした上で、バルガス家の家督を継ぐことも決まっている。その補佐にはカルラ、カルルのお母さんであり、エクセルの娘であるアクセラがつくことになっている。

　ハクヤの求刑が終わり、次にウォルター公が二人の減刑を求めるための弁護を行った。

　なお、事前の協議で「両名の助命のために自分の首か、或あるいはラグーンシティを除くウォルター公領を差し出す」というウォルター公の申し出は却下されている。首は論外だし、三公領を全部潰してしまうと貴族たちのソーマへの警戒感を煽あおってしまうからだ。

「カストール、カルラ両名が陛下に反抗したのは愚かな行為です。しかし、それは決して自らが取って代わろうとしたわけではありませんでした。

　前国王アルベルト殿への忠誠心、また、陸軍大将であったゲオルグ・カーマインとの友ゆう誼ぎが道を誤らせたのです。もちろん、陛下の王位はアルベルト殿より正式に譲り渡された物であり、それに疑念を抱くなど家臣としてあるまじきことであるのは事実です。

　しかし、急な王位の交代劇はカストールにかぎらず、様々な者に混乱を呼んだ面もあったでしょう。また、カルラも娘としてカストールに付き従ったにすぎません。双方ともに野心などなかったのです。幸運にも紅竜城邑での戦闘では領民・禁軍に死者は出ておりません。どうか二人の命だけでもお助けいただけないでしょうか？」

　拝礼し、罪の軽減を求めるウォルター公。

　そんなウォルター公の言葉を、ソーマはただじっと聞いていた。

　その顔はなにを考えているのか読み取ることができないほど、まったくの無表情だった。多分、敢あえて感情を表に出さないように押し殺しているんだと思う。

　求刑する側と弁護側の意見を聞き終え、ソーマは口を開いた。

「カストール。なにか申し開きはあるか？」

「ない」

　バルガス公はハッキリとそう言い切った。

「敗軍の将にもはや語る言葉はない。この首、刎はねてくれ」

「……そうか」

「ただ一つだけ。戦を起こしたのは俺だ。カルラは俺の命に従ったにすぎん。その罪も罰もすべて俺が負う。拷問でも、晒さらし者ものでも好きにしてくれてかまわない。だからどうかカルラの命だけは助けてもらえないだろうか」

「父上っ」

　バルガス公は縛られた状態のまま、地面すれすれまで頭を下げた。あのプライドの高いカストールのそんな仕草に、娘のカルラでさえ驚きに目を見開いていた。

　しかし、ソーマは無表情のまま溜ため息いきを吐ついた。

「あの時、空軍部隊を率いていたのはカルラだと聞く。そんな人物の罪を問わないわけにはいかないだろう。反旗を翻せばこうなることぐらいわかっていたはずだ」

「ぐっ……」

　口の端を嚙かみしめるバルガス公。しかし、それ以上はなにも言えないようだった。ソーマは今度はカルラのほうを見た。

「カルラ。お前はなにか申し開きはあるか」

「……ありません」

　カルラは力なく首を振った。

「それだけか？　他になにも言うことはないのか」

「……それならば一つだけ、我が身の不明をお詫わびします。リーシ……姫様が仲介しようとしてくれたにもかかわらず、頑迷にも私たちは聞く耳を持ちませんでした」

　そう言ってカルラは頭を下げた。カルラは牢ろうの中で、取りなしを受けることで私たちの重荷になりたくないと言っていた。多分いまも、あのときと同じ心境なのだろう。

「許しを請うたりはしないのか？」

「しません。存分にお裁きください」

「……そうか」

　ソーマは二人から視線を外すと、その後方にいる貴族たちに向けて言った。

「さて、集まってもらった諸君らの意見も聞きたい。この者らは無謀にも、現国王である俺に反旗を翻した。この愚か者どもを貴公らはどう裁くのが適切だと思うだろうか？　是非とも忌き憚たんない意見を聞かせてもらいたい」

　私の目から見ても、少し怖いと感じるような目をしてそんなことを言うソーマに、私は一瞬、なにか引っ掛かりのようなものを感じた。いまの言い方は、すでに出口を定めているかのようだった。意見を聞きたいと言いながら、

『この反逆者を断罪することに、まさか反対のヤツはいないだろうな』

　と、そう恫どう喝かつしているかのような、そんな口ぶりだった。まるでこの裁判を見ている貴族たちを牽けん制せいするかのように……。誰のどんな意見にも耳を傾け、それが正しいと思ったのなら採用するという、いつものソーマとは正反対のやり方だった。

　そう思って貴族たちを見れば、黒い噂うわさがあったり、有事の際には日和見を繰り返す家がほとんどだったことに気付いた。もしかしてソーマはカルラたちを見せしめにして、彼らに忠誠を誓わせようとしているのだろうか。

『貴様らもこうなりたくなければ、俺に従え』

　と、そう力を誇示しているような、そんな印象を受けた。

　すると貴族たちの中の一人が立ち上がり、声を上げた。

「陛下！　それでは罪は決まっているかのような言いようではないですか！」

　声を上げたのは凜り々りしい顔の青年だった。歳としはハルバートと同じくらいだろうか。ただハルバートのような粗野っぽさはなく、真面目そうな好青年だった。

「この者は？」

「サラセン家当主、ピルトリー・サラセンです」

　ソーマが尋ねると、ハクヤがそう紹介した。ピルトリーは言った。

「ここは罪の軽重を問うための場と心得ます。このような、陛下の意思を押し付けるような真ま似ねをなされるなら、裁く意味もありません！」

「がっはっは！　よくぞ言ったぞ、サラセン家の若いの！」

　そしてもう一人、立ち上がる貴族があった。灰色の髪をオールバックにし、髪と同じ色の鬚ひげを蓄えた、初老なのに筋骨隆々の大男だった。

　ハクヤは目を細め、その人物の名前を呼んだ。

「ジャバナ家当主。オーエン・ジャバナ殿」

「黒衣の宰相殿よ。そこにおられるバルガス公は我らが生まれるよりも前、実に百年もの間この国を守り続けてこられたのだ。精神的な未熟さはありますが、この国を思う気持ちは変わっておるまい。そもそも此こ度たび、陛下に刃向かったのも、私欲のためではなく、ゲオルグ・カーマインとの友誼に殉ずる覚悟があってのことでしょう」

「友誼のためだから反逆は仕方がなかったと？」

　ハクヤが睨にらみをきかせると、オーエンは「いやいや」と首を振った。

「そうではござらん。ソーマ陛下の王位は正式に譲られたものである以上、バルガス公が短慮であったと言うしかござらん。その罪も許されるものではないだろう。しかし、すでにバルガス公は、地位も、名誉も、所領も財産も失っておる。この上、娘子共々命まで取ろうというのはさすがに重すぎるのではないだろうか？」

「反逆者を許せと、そう仰おつしやるので？」

「老いた身としてはな、惜しいのだ。バルガス公はまだあと二、三百年は現役で指揮を執れるお方だ。いまのこの国にバルガス公以上に空軍を指揮できる者がおりましょうや」

　オーエンの言葉に勇気づけられたのか、ピルトリーもまた言い募った。

「陛下！　陛下は『唯才有らば用いる』と仰ったではないですか！　得難がたき才をこのまま失うのですか！　私には友を最後まで信じて陛下に牙を剝むいたバルガス公が、どっち付かずの立場で日和見をしていた我ら貴族より劣るとはどうしても思えません！　どうかウォルター公の申される通り、減刑をお願いします！」

　二人の言葉を聞き、ソーマはしばらく瞑めい目もくしたあとで……命じた。

「……連れて行け」

　たちまち兵士に取り囲まれた二人は、大広間から連れ出されていった。その際に、憮ぶ然ぜんとした表情のまま黙って兵士たちに従うオーエンと、連れ出されながらなおも「陛下！　ご再考を！」と叫ぶピルトリーの姿が対照的だった。

　二人が連れ出されたあと、大広間は嫌な静寂で満たされていた。誰もが息を吞のみ、なにも言い出せなくなったこの空気を破ったのはソーマだった。

「それで、他の者の意見は？」

　そこからの貴族たちの意見はすべて「両名に死罪を」というものだった。

「法は法です」

「これを許さば臣下に示しが付きません」

「陛下に逆らう愚者など今後の役には立ちますまい」

　……などと、それっぽいことをのたまってはいるものの、本心では『さきの二人のように国王の不興を買いたくない』と考えていることが丸わかりだった。

（………）

　私には……わからなくなってきた。たしかにいま、この場に残っている貴族たちはソーマを畏れ、妙な企たくらみを抱きにくくはなるだろう。

　しかし、さきに出て行かせた二人と、いまこの場に残っている十二人。果たしてどちらがこの国にとって、ソーマにとって有益な人物なのだろうか。

（……ううん。迷うな、私。ソーマを信じるって決めたでしょ）

　私は自分の腿ももをつねった。自分の中の葛藤を必死に抑え込んでいると、ソーマが小さく『これは……やらなきゃ、ダメなんだ』と呟つぶやくのが聞こえた。ソーマ？

「皆の意見はわかった」

　ソーマは立ち上がり右手を高く掲げた。ソーマの動作を見て、ウォルター公は目を瞠みはり、貴族たちは息を吞み、カストール、カルラ親子は観念したように頭を下げた。

　そしてソーマはその手を振り下ろすと同時に、短く命じた。

「斬れ」

　次の瞬間、刃が風を切る音が聞こえ、血が舞った。そして、




　―――十二個の首が落ちた。




　◇　◇　◇




　俺が国王としてどう振る舞うべきかの参考にしている書物『君主論』。

　マキャベッリの『君主論』は「悪魔の書」と呼ばれ、世に出てから数百年の間、キリスト教会から攻撃されてきた。とくに槍やり玉だまに上げられるのは、

『第八章　悪辣な行為によって、君主の地位に就いた人々』と、

『第十七章　怖おそれられるのと愛されるのと、さてどちらが良いか』にある記述だ。

　第八章では「至極真っ当な君主であっても国を失うというのに、悪辣な手段を使って国を奪っておきながら、その後、反逆にもあわず平穏な一生をおくれた人物がいるのはなぜなのか」というのがテーマで論じられていて、その中でマキャベッリは「それは残虐の使い方が上う手まかったからだ」と述べている。

　また第十七章では「人間は利己的な生き物だから、どちらか一方を傷つけろと言われたら、怖れる人間より愛する人間を選ぶ」と論じ、「君主は愛されるよりも怖れられるほうが良い」と説いている。そして「君主が軍隊を率いるときは冷酷などという評判は端はなから気にする必要はない」といい、「カルタゴの名将ハンニバルが戦の勝敗に関わらず部下に反逆されなかったのは、彼の非人道的な冷酷さにある」としている。

　博愛を唱えるキリスト教会はこれらの記述を槍玉に上げ、「徳で国を治めるべき君主に残虐行為を勧めるとは何事だ！」と怒り、『君主論』を禁書にしてしまったのだ。

　そして悪魔の書としてのイメージが定着してしまったこともあり、その内容を吟味されることもないまま過激な言葉だけがクローズアップされ、「『君主論』は残虐行為を肯定している」だの「『君主論』では逆らう者は皆殺しにしろと述べている」といった誤解がまかり通ることになってしまったのだ。

　この風潮は再評価されたいまでも時折見受けられるものだ。

　しかし、この場でハッキリと言っておきたいのは、〝マキャベッリは残虐の内容を詳しく述べているわけではない〟ということだ。

　第八章で「上手い残虐の使い方は、一気に使い果たし、その後は繰り返さないことである」とは言っているものの、その内容については、歴史的な事例を挙げているだけでマキャベッリ自身が「こうだ！」という使い方は記載されていない。

　第十七章についてもそうだ。「ハンニバルの活躍も、彼の非人道的な冷酷さにある」とは言っているものの、その「冷酷」の内容については言及していない。

　では、マキャベッリの言う、「君主が一回で使い果たし、後は繰り返してはならない残虐」、あるいは君主が背負うべき「冷酷」とはなんだろうか？

　まず、マキャベッリは第十七章の中で「君主は怖れられても、恨まれてはいけない」と述べ、恨まれないためには「領民の財産や、婦女子に手を出してはいけない」と述べている。そして同じ部分で「どうしても誰かの血を見る行動に行き着かざるをえない場合は、しかるべき動機あるときのみやるべきである」とも述べている。これは、

『君主は大義名分があっても配下・領民の財産や婦女子に手を出すべきではなく、殺傷は大義がある場合のみ許容される（もしくは大義なき殺傷は許容されない）』

　と、言い換えられるだろう。

　つまり、マキャベッリの言う「残虐の使い方」とは「大義名分のある殺傷」に限定されるということになる。では、その「大義名分のある殺傷」はどこまで許容されるのか。キリスト教会が批判したように「敵は皆殺しにしろ」と言っているのだろうか。

　その解釈が分かれるところなのは重々承知しているけど、俺の意見を言わせてもらえるならば「否」だと思う。

　なぜならば『君主論』の第二十章でマキャベッリ自身がこう言っているからだ。




【政権の当初に疑わしく見えた人物のほうが、初めから信頼していた者より忠誠心が厚く、役に立つ場合がある】




　当初は敵対していた者も、やがて生活が困窮すれば誰かを頼らざるを得ず、懐柔も容易になる。そして懐柔した後は自分の悪評を打ち消そうと必死に働くので、最初から敵対もしないで安穏としている者よりは余程役に立つと言っているのだ。

　日本の歴史でいえば織お田だ信のぶ長ながに仕えた猛将・柴しば田た勝かつ家いえがわかりやすいだろう。

　信長の弟が信長に反逆した際、勝家は当初は弟の陣営にいたが、後に降くだって家臣となった。それ以降の勝家は信長の下で武功を重ねて筆頭家老となった。しかしもし、その働きが足りないと見られていたら、同じく降服組であった林はやし秀ひで貞さだのように織田家を放逐されていたかもしれない。だからこそ勝家は遮二無二働いた面もあったのだろう。

　話を戻すが、つまるところマキャベッリの言う「残虐」とは「敵対した者は必ず殺す」などといったものではなかったのだ。

　では、彼の言う「残虐」とは一体なんなのか？

　それはマキャベッリが「残虐の上手い使い方」をしたという実例を見て、推論するしかないだろう。

　アガトクレスはシラクサがカルタゴに攻められた際、シラクサの元老院や有力市民を騙だまし討ちにし、自身の権力基盤を固めた上でカルタゴの攻勢をはね除のけた。

　オリヴェロットは故郷であるフェルモの統治権を奪うために、後ろ盾であった叔父共々有力市民を騙し討ちにし、わずか一年でフォルモを手中に収めた。

　またマキャベッリが理想の君主としたチェザーレ・ボルジアは、和解した相手を謀殺して権力基盤を固めている。その相手の中にはさきに出たオリヴェロットもいた。

　マキャベッリはこの行為に対して肯定的だった。そしてこれら三つの例を通して見えてくるのは、〝残虐を振るう対象が陣営的には味方ということになる〟という点だ。

　陣営的には味方だけど、自らの政策を邪魔しかねない元老院。

　自分が君主として立つには邪魔になりそうな親族。

　そして和解して味方となったが、いつ背くかもわからない者たち。

　そういった邪魔な味方、もっと言ってしまえば〝自陣営で後に敵になりうる存在〟にこそ、マキャベッリは残虐の矛先を向けているのだ。

　これは第十七章の「冷酷」についても言えることだ。

　非人道的な冷酷さで部下に畏れられたとされるハンニバルだが、その「冷酷」の内容を推し量るには、対比として出されたスキピオの実例を見れば見えてくる。スキピオも名将だったが、部下に謀反を起こされたり、領民に反乱を起こされたりしている。理由は彼が温厚な性格だったため、無体を働く家臣を断罪できなかったからだと述べている。

　つまり、その逆であるとされるハンニバルは、「味方をちゃんと断罪できたから、配下に畏れられ、戦の勝敗に関わらず家臣に謀反を起こされなかった」と言っているのだ。

　マキャベッリが提唱する「上手い残虐の使い方」をする相手が、味方の中で敵となりうる存在だと考え、『君主論』の他の主張、「近隣の国が戦争をした場合、必ずどちらに付くか明言する」、「その際、中立を選べば大抵失敗する」などを考慮すると、マキャベッリの根底にある思想がなんとなく見えてくるだろう。つまり、




【勢いのあるほうに付く、コウモリ野郎を信用するな】




　……ということだ。

　権謀術数渦巻く乱世のイタリアで外交官をしていたマキャベッリだ。

　事態を大おお事ごとにしたくないからと有う耶や無む耶やのまま処理し、そういった者たちを見逃すことが、後に大きな禍根に繫つながるという事例をいくつも見てきたのだろう。だから「残虐」と言われようと、その病巣を一度に根から断ちきるべしと言っているのだ。







　これが、俺がこの十二人の貴族の首を斬った理由だった。

　首を斬られた貴族たちの後ろには、十数名の全身黒ずくめの男たちが立っていた。

　彼らは顔を黒い布で覆い、忍び装束に似た黒服を着ている。手には血の滴る剣が握られており、彼らが貴族たちの首を刎はねたのは明白だった。

　突然の乱入者、そして突然の凶行にその場にいたほとんどの人間が息を吞んでいた。顔色を変えなかったのは俺を除けばハクヤくらいだった。

「はっ!?　ソーマ！」

「陛下！　おのれぇ何者か！」

　リーシアとアイーシャが俺を護まもるように剣を構えて前に出たけど、俺はそんな二人の肩にポンと手を置いた。

「大丈夫だ。彼らは俺の〝配下〟だよ」

「配下って……、え……？」

　リーシアが困惑の表情を浮かべていると、黒ずくめの男たちの中から一人が近づいてきた。他の男たちが没個性的な黒服を着ているのに対し、この人物だけは黒塗りの甲かつ冑ちゆうを身に着けていた。身長も二メートル近くはあり、鎧よろいの上からでもわかるような逞たくましい体格をしている。首から下だけ見ればまさに『暗黒騎士』といった感じの風体だけど、顔は〝黒い虎のマスク〟を被かぶっていた。黒虎マスクは俺の前に膝を突くと、頭を下げた。

「お館様。任務、完了いたしました」

　風体に似合う重低音で、黒虎マスクはそう報告してきた。

「っ!?　その声……痛っ」

　リーシアがなにか言おうとしたけど、俺は彼女の肩に置いた手に力を込めた。

　リーシアは驚いた顔でこちらを見たけど、俺が首を横に振ると……なにかを察したのだろう。黙ったまま剣を納めた。なんとなくエクセルのほうを見ると、こちらも大方の事情を察したのだろう。浮かべた笑みにわずかに怒りが見え隠れしていた。

（「これはどういうことなのか……ちゃんと説明していただきますからね」）

　と、暗に言われているような気がした。美人が怒ると迫力が凄すごいな。俺は背筋に寒いものを感じながら、なおも警戒を続けるアイーシャの肩をポンポンと叩たたいた。

「アイーシャも剣を納めろ」

「し、しかし……」

「彼の名前は『カゲトラ』。俺直属の諜ちよう報ほう部隊『黒猫』のリーダーだ」

　俺がそう言うと、『黒猫』の構成員たちは揃そろった動作で剣を自分の前に掲げた。

　アミドニア公国の首都ヴァンで帝国の諜報員にしてやられたので、それに対抗するために最近組織した、諜報工作活動を専門とする俺直属の部隊だ。

　もっと正確に言えば、ハクヤが少数持っていた諜報員を大幅に増員・精鋭化し、リーダーに優れた指揮能力を持つカゲトラを迎え、俺直属の部隊として再編したものだった。
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　彼らは謎多き部隊だった。構成員の正体も不明。つい先日組織されたばかりの部隊だというのに、どうしてこうも連携の取れた動きができるのかも不明。

　とくに謎なのはカゲトラの正体だった。こんな謎に満ちた部隊を自分の手足のように指揮する姿は、まるで歴戦の名将のようだったけど、このような人物がいまの王国にいただろうか。一体、誰なんだろー。その正体は誰も知らない。

「……ねぇソーマ。カゲトラって……」

「その正体は誰も知らない。イイネ？」

「あ、はい……」

　リーシアはなんとも言えないような表情を浮かべながら、コクコクと頷うなずいていた。俺はすぐさまカゲトラたち黒猫部隊に対して命を下した。

「貴族たちの死体を片付けた後、彼らの邸宅付近に待機している禁軍部隊に連絡。邸宅に押し入り、証拠品を押収するよう伝えよ。抵抗するようなら鎮圧せよ」

「御意」

　黒猫部隊は貴族の死体を片付けると、すぐに立ち去っていった。

　カゲトラも最後に一度だけリーシアのほうを見たあと、大広間から出て行った。彼らを見送ったあとで、リーシアが少しきつめな視線を送ってきた。

「……ちゃんと説明してくれるんでしょうね」

「わかっている。でも、どこから説明したものか……」

「まずは、なんで貴族たちを斬ったのかを教えて」

「まあ、そこからだろうな……」

　俺はゆっくりと今回の凶行の理由を語って聞かせた。







「あの十二家を斬らなければならなかった理由だけど、あいつらはアミドニアとも繫がっていたんだ。ハクヤとゲオルグが、それぞれ独自に調べて確かめたことだ」

「アミドニアに内通していたってこと？」

「ちょっと正確じゃないな。〝とも〟って言っただろ。あいつらはアミドニアとも、不正貴族とも、〝俺たちの側とも〟繫がっていたんだ」

「え？　それってどういう……」

「風かざ見み鶏どりだったんだよ。勢いのあるほうにつく、な」

　あの貴族たちは常に勢いのある側に対して恭順の意思を示し、難を逃れてきた。

　王国が衰退していればアミドニア公国と裏で繫がり、内乱が起これば不正を犯した貴族を支援しつつ自分たちは無関係を決め込み、戦後、俺の発言力が増したと思えば忠臣顔をして尻尾を振る。そうやって自分の安全を確保しておいて、陰では不満を持った者たちを焚たき付けてきたのだ。自分たちの保身と利益だけを考えて。

「抵抗勢力と物資や人員のやりとりをして利益を上げ、抵抗勢力の勢いがなくなれば自ら叩き潰して功とする。自分たちに疑いの目が向けられれば、べつの場所で不満を持つ者たちを煽あおり反抗させ、自分たちに追及の目が及ばないようにする。……リーシアの親おや父じさんの治世にはそんなことを繰り返していたようだ」

「そんな……」

　父親の統治下にあったころの王国の裏側を知って、リーシアは絶句していた。

「それでいて厄介なのは、ヤツらは自分で直接反抗するわけではないし、こちらが優勢であるときはまるで忠臣のように振る舞うから、裁きにくいことだ。こちらに勢いがあるうちはちゃんと働くからな。政権維持に自信があったり、温厚だったり、家臣を信じたいと思ってしまう君主ほど、ヤツらの術中に嵌はまることになる。『自分が安定政権を築いていれば大丈夫だろう。わざわざ味方を減らすこともない』って考えてな」

「でも……ソーマは斬ったのよね？」

「俺は自分の政権が安定した物になるなんて思っちゃいないからな。むしろ、いつか必ず運命の岐路に立たされるんじゃないかと思っている。そのときに、あいつらみたいな風見鶏は必ず害になる。リーシアや、アイーシャや、ジュナさんのような、俺の大事な人が傷ついてから『あのとき処断しておけば』なんて後悔したくない。そうなったら多分、俺は発狂するだろう。だからこそ、いまこのときにその芽を摘むことを選んだんだ」

　マキャベッリは『君主論』の中でこう言っている。




【運命は人間がどんなに思慮深く行動しようと、その流れを変えることなどできないものだが、少なくともその内の半分は、その人の手に委ねられていると考えるべきだ】




　人の世の栄枯盛衰は、その人の行動が時代に即しているかどうかで決まる。

　けれど、それは後の世になってみなければわからない。織お田だ信のぶ長なが、ナポレオン……時代の寵ちよう児じたる英雄も、時代に合わなくなれば滅ぼされてしまう。これをマキャベッリは『運命の急変』だと言っている。そして、運命の急変を止めることはできないが、運命の急変に備えて事前に準備しておけば、その流れを緩やかな物にできるだろう、と。

　大事なのは事態を楽観視せず、打てる手は打てるときにすべて打っておくという果断さを持つということだ。このことに対してマキャベッリは『運命は女神（女性）だから、彼女を征服したければ、殴って従わせるべし』なんて、フェミニストが聞いたら激怒しそうな表現を使っている。表現はともかくとして、俺は後のちの禍根を残さないために、この場で十二人の貴族を討ち果たす決断を下したのだ。

　俺の話を聞き、リーシアはやがてゆっくりと頷いた。

「ソーマの考えは理解したわ。退席させたサラセン家とジャバナ家はどうするの？」

「それは私から説明させていただきます」

　そう言ってハクヤが前に出てきた。

「サラセン家とジャバナ家は、先代が他の十二家と行動を共にしていましたが、その死亡と共に繫がりは切れております。現当主であるピルトリー殿は文武に優れた好青年、オーエン殿は謹厳実直な熱血漢です。彼らならば、裏表なく陛下に尽くしましょう。それは大広間から連れ出されたときの様子を見ればおわかりいただけるかと」

「……ちゃんと処刑する者を選別したわけね」

「御意にございます。処刑された者たちは叩けば埃ほこりの出る者たちです。いまごろは王都にある邸宅へと押し入り、証拠品を押収していることでしょう。断罪と証拠品押収の順番が逆になったことは褒められたことではありませんが、どうかご理解ください」

　そう言ってハクヤはリーシアに頭を下げた。

　多分、俺へのフォローなんだろうな。俺が猜さい疑ぎ心しんだけで十二貴族の処刑を指示したわけではないことを伝えることで、リーシアとの関係がおかしくならないよう気を遣ってくれたのだ。それはリーシアもわかっているようで、それ以上は追及しなかった。

「でも、十二家のほうはわかったけど、もし他の二家がソーマに追随するようなことを言っていたらどうしたの？　一緒に斬っていたの？」

　リーシアが尋ねると、ハクヤは首を振った。

「その場合、私が二人を挑発し怒らせる手はずとなっておりました。まあ他の十二家のように陛下におもねるようなら、今後重用はできませんが」

「そこまで考えていたのね……」

　リーシアが呆あきれたような目でこっちを見てきた。

　いや、ここらへんの人の心の機微を読んでの計画はハクヤの担当だぞ。俺はそこまで性格悪くはない……はず。目を逸そらした俺を見て、リーシアは諦めたように溜ため息いきを吐ついた。

「それで、カルラたちのほうはどうするつもりなの？」

「……それはこれから言うよ」

　俺は縛られているカストールの前に立った。カストールは一連の出来事を見て、呆あつ気けにとられたような顔をしていた。自分に振るわれると思っていた刃が、まったくべつの者たちに振り下ろされたのだ。困惑するのも当然だろう。

「カストール・バルガス。最終勧告を蹴った以上、お前には『反逆罪』が適用される」

　俺がそう告げるとカストールは頭を下げた。

「……承知している」

　カストールはさきほどよりもさらに深く、床に額を擦こすり付けるまで頭を下げた。

「だから、頼みます。すべての罪は俺にある。だからカルラだけは助けてくれ」

「それを決めるのはお前じゃない」

　俺は冷たい声で言い放った。

「裁きを伝える。貴公の反逆罪適用は明白。……しかし、さきほどピルトリーとオーエンが申し出た通り、百年もの間、この国の防衛に携わってきたその功は認めよう。またすでに官職、領地、資産、バルガス家の名跡は取り上げている。よって命だけは助ける」

　俺は黙って成り行きを見守っていたエクセルに向かって言った。

「カストールの身柄はエクセルに預ける。ただし、カストールの旧バルガス公領への立ち入りは禁じる。バルガス家を継いだ子息カルルとその母アクセラとの接触もだ。エクセル、貴殿の義息がしでかしたことだ。しっかりと監視していろ」

「っ！……はい。しかと承りましてございます」

　エクセルは涙を滲にじませながら、しっかりとお辞儀をした。

　顔を上げたときエクセルの口が小さく「ありがとうございます」と動いたのが見えた。俺はそのことになんの反応も示さず、次にカルラの前に立った。

　父の命が助かっても、カルラは神妙な面持ちのままだった。

「カルラ。お前も同罪だ。しかも、お前にはカストールのような『百年国を護まもってきた』という功もない。残念だが減刑材料が見つからん」

「……承知しています」

「ま、待ってくれ！　それなら俺を殺してくれ！　カルラがアンタに刃向かったのは俺の指示なんだ！　だから俺の功はカルラに……」

「連れて行け」

　地べたに頭を擦り付けて懇願するカストールを、衛え士じたちに命じて連れて行かせた。部屋から連れ出されるまで「俺が代わりになる！」と叫んでいたけど、それを聞いてやる義理もない。場が静かになったところで、俺は言葉を続けた。

「お前の反逆罪は明白。しかし、主犯のカストールを生かしておいて、その娘を殺すのは外聞が悪い。よって命だけは助けるが、お前は奴隷身分へと落とす。その所有者は王家、つまり俺とリーシアとする」

　この世界で死刑の次に重い刑罰は、犯罪奴隷としての強制労働刑だった。終身刑などはない。犯罪奴隷に落とされた者は特赦でもでないかぎり、炭坑などの苛酷な場所で強制労働をさせられ続けることになる。もっともカルラの場合、所有を王家にしたので炭坑などには送られず、王家に絶対服従の下働きといった扱いになるだろう。

「……はい」

　奴隷になれという俺の命令にもカルラは力なく頷いた。

　エクセルがなにか言おうとしたみたいだけど、ぐっと堪こらえた。殺されるよりはマシだと判断したのだろう。ハクヤは瞑めい目もくし、アイーシャは場の雰囲気にオロオロしていた。そしてリーシアは表情を動かさず、黙って俺のやることを見守っていた。

「おって指示は出すが、まず初めに、お前に命じておきたいことがある」

「……ご随意に」

　俺は項うな垂だれているカルラのそばまで歩み寄ると、その耳の近く、カルラにしか聞こえないような小声で、〝ある命令〟を出した。カルラは目を見開いた。
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　私は自分の耳を疑った。

（「いざとなったら俺を殺せ」）

　ソーマは私の耳のそばで、小さくこう命じたのだ。

　驚きに目を瞠みはった私にソーマは真面目な顔で頷うなずいた。

（「もちろんいまじゃない。もし俺が暴君に成り果てたとき、俺を止める役をお前に担ってもらいたいんだ。お前の武力なら、俺なんて簡単に殺せるだろう？」）

　暴君になったら殺せって……なんでいきなりそんなことを言い出すんだ!?

　私は声が大きくならないように聞き返した。

（「なぜ、そんなことを……それも、私などに言うのですか!?」）

（「リーシアたちにはできないかもしれないからだよ」）

　そう言ってソーマは困ったように笑った。

（「いつの間にか俺の周りには大事に思う人たちが増えてきた。つい最近、リーシア以外にも婚約者ができたしな。そこにいるアイーシャもそうだ」）

　知らない間に、あそこにいるダークエルフとも婚約していたのか。リーシアは受け入れてるのかな？　まあ、あの子の性格なら割り切ってそうだけど……。

（「それは……おめでとうございます？」）

（「ありがとう。……大事な人が増えていく、それ自体はいいことなんだけど、もしいつか、俺が権力に酔って暴君になったらと考えると……怖くなったんだ。もしそうなったとき、リーシアたちはちゃんと俺を止めてくれるだろうか、ってな」）

（「リーシアなら止めるだろう。真面目な性格だし」）

（「そうかな？　そりゃあ酒池肉林とか一般市民の虐殺なんかを命じれば諫かん言げんするだろうけど、今回みたいにちゃんと大義名分が用意できてしまう場合はどうだ？　粛清ってのは一回一回はさほど大きな問題とも思えない。しかし回数を重ねていけばいずれ取り返しの付かないことになる。そうなったとき、リーシアたちは俺を見捨てられるだろうか？」）

　それは……多分無理だ。

（「私が言うべきことではないですが……リーシアは貴方あなたにベタ惚ぼれです。貴方が地獄に落ちるときは、きっと一緒に落ちることでしょう」）

　リーシアは生真面目で、一いち途ずな女の子だ。多分、どんなことがあっても、最後の最後までソーマに付き従うことだろう。ソーマも頷いていた。

（「だろ？　アイーシャも似たようなものだし……ジュナさんはどうだろうな？　ともかく、俺の周りには俺と一緒に不幸になろうとするヤツが多い。嫌だぞ。暴政の果てに革命が起こって、俺が処刑されるだけでなく、リーシアたちまで処刑されるなんて。俺はリーシアたちをマリー・アントワネットみたいにはしたくない」）

　マリー……誰だ？　疑問符を浮かべる私に、ソーマは真面目な顔で言った。

（「だからカルラには、俺の大事なヤツらが俺と一緒に不幸になる前に、俺の息の根を止める役になって欲しいんだ」）

（「……私は奴隷になりました。主あるじを殺せば、首輪が私を殺すのですが？」）

（「ああ。だから決行するときは相打ちを覚悟してくれ。そしてもし、俺が無事に王位を次代に受け継がせることができた暁には、奴隷身分から解放しよう」）

　この男は……サラッととんでもないことを言う。

　ソーマは私に、自分が暴君になったときに、振るわれる刃になれと言うのだ。自分を殺した上で、私にも死ねと。そんな私を奴隷としてそばに置くことで、暴君へと落ちないための抑止力にしようとしているのだ。

（「本当に……容赦ないですね」）

（「俺が容赦するのは大事な者に対してだけだ」）

（「貴方自身にですよ。それでも意味が通じますが」）

　アミドニアとの会戦のときにも思ったけど、この男は自分自身を粗末にしすぎる。

　もっと自分を大切にしてくれないと、周りにいる人間も気苦労が絶えないだろう。

（リーシア、貴女あなたも厄介な人物に惚れ込んだものだ……）

　そうだな。親友の恋を悲しい未来から遠ざけるためにも、私は抑止力となって見張ることにしよう。私は居住まいを正し、深々と頭を下げた。

「その命、しかと承りました。その命を実行する日まで、その命を実行する日が来ないことを願いながら、身を粉にして働く所存」

　私の返事に、ソーマは満足そうに頷いた。そして、

「いま現在、王城に奴隷専用の仕事はない。とりあえず侍従メイド部隊に配属する……んだけど……ああ……詳しいことはそこの〝侍従メイド長ちよう〟に聞いてくれ」

　そう命じてきたのだけど、最後のほうは尻すぼみになっていた。

　どうかしたのだろうかと思ってソーマの視線を追うと、二十歳ぐらいの美人な侍従メイドがとてもにこやかな顔で立っていた。彼女がどうかしたのかと思っていると、リーシアが心底気の毒そうな顔でこっちを見ているのに気付いた。…………え？
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　カストール、カルラ親子への裁きが終わり、私、ソーマ、アイーシャが連れだって政務室へと帰っている途中、不意に前を歩くソーマの身体からだがよろめいた。

「ソーマ！」

「陛下！」

　私とアイーシャで支えようとすると、ソーマは壁に片手を突きながら、

「いい。ちょっとよろめいただけだ」

　と、そう言って、空いている手で私たちを制止した。

「でも……」

「大丈夫だから。……少しだけ一人にさせて欲しい」

　そう言うと、一人で政務室の中へと入っていった。

　チラリとのぞいたその横顔は青く見るからに調子が悪そうだ。その場に取り残される形になった私は、同じく取り残されて呆ぼう然ぜんとしているアイーシャに話しかけた。

「さっきまで普通だったのに、急にどうしたのかしら？」

「私にもわかりません。……ですが」

「ですが？」

「初陣帰りの兵士のように見えました。初めて……人を殺した」

「それって、十二貴族を処刑したことを気に病んでいるってこと？」

　でも、あれはソーマが必要だと思ったからやったことなんでしょ？

　だったら悔いる必要なんてないはずだ。それに、ソーマはさきのアミドニア公国との戦いで初陣を経験している。アミドニア公王だったガイウス八世を討ち取ったし、戦後には不正を犯した貴族たちを処刑している。初めてというわけじゃない。

　そう指摘したけど、アイーシャは首を振った。

「これはあくまでも私の想像なのですが、ガイウスのときは討たなければこちらが討たれる状況でした。不正を犯した貴族たちも明確な反逆意思がありました。しかし、あの十二人の貴族たちの場合は、すぐに陛下を害そうとしていたわけじゃありません。生かしておくことが害悪だとわかっていても、彼らを討った自分の判断は本当に正しかったのか。心の中で、折り合いを付けられないでいるんじゃないでしょうか」

　アイーシャはそう言って心配そうに政務室の扉を見つめていた。

（折り合いを付けられない……か）

　……そうよね。アイーシャの見解は正しいと思う。

　ソーマのいた世界は平和だったと聞いている。戦争もしばらくなかったとか。

　そんな世界の出身だからか、ソーマは人死にが出るようなことを極端に嫌う。かといって、犠牲なくすべてが上う手まくいくと思うほど楽観的でもない。だからソーマのとる政策は常に、いかに最低限の犠牲で最大限の成果を挙げるかを考えていた。

　それは一国を預かる者としては当然の心構えだ。だけど、ソーマ自身の心は、最低限の犠牲を許容できるほど、図太くはないのだろう。

「ねぇアイーシャ。そういう兵士たちのフォローってどうするの？」

「そうですね……。私も軍属経験はないので詳しくはわかりませんが……よく聞くのは〝忘れさせる〟でしょうか」

「忘れさせる？」

「上官や年長者が飲みや女遊びに誘って発散させるんだと聞いています。こういったことは時間が解決してくれるのを待つしかないので、考え込んで心が折れないように」

　飲み、もしくは……か。それなら……。
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　裁判を開始したのは午後。いまはもうすっかり夜だった。

　灯あかりも付けず、真っ暗な政務室の中で、俺は一人ベッドに横になっていた。

　やるべき仕事は沢山ある。だけど今日だけはサボらせてくれるように、ハクヤに頼んでおいた。まったくやる気が起きなかったのだ。ハクヤもそれを了承してくれた。いっそ眠ってしまいたい。だけどそんな思いとは裏腹に、頭は覚醒したままだった。

　少しでも頭を働かせれば、さきほどの処刑が正しかったかどうかを考えてしまう。

　十二貴族を処刑したことは、長期的には正しいように思われる。生かしておいて、それでそいつらが撒まいた災厄で誰かが傷ついたら、俺はきっと後悔するだろう。まあいまは、殺したことを後悔しないよう、必死に胸の中で抑え込んでいる状態なんだけど。




【残酷な行為は一気にやってしまう】

【君主は冷酷であるとの評を気にする必要はない】

【滅びないために、敢あえて戦う道を選ぶ】

【滅びるときになって、あのときやっておけばと後悔しても遅い】




　マキャベッリの言葉を頭で反はん芻すうする。ただの言い訳探しだけど。

　後悔するなら、大切な者たちが傷つくことのないほうを選んだはずだ。そう自分を納得させて決断したはずなのに、それでもなお、迷ってしまう自分の心が恨めしかった。

　そうしていると、不意に入り口の扉が開いた。顔だけ動かして確認すると、リーシアとアイーシャが立っていた。いろいろと際どい格好で。

「っ!?」

　二人が身に着けているのは膝上丈の薄いバスローブのような着物だった。

　二人とも着物の下にはなにも身に着けていないのか、重ねた襟からのぞく谷間や、下から生えた太ふと腿ももが艶なまめかしかった。開いたままの扉から入ってくる廊下の灯りで、二人のボディラインの陰影が強調されてとても扇情的だ。アイーシャは高めの身長とスタイルの良さが際だっているし、リーシアはリーシアで均整の取れた身体からだつきが美しい。

　あまりの光景に、しばらく見み蕩とれてしまった。……正直、ここまで気持ちが落ち込んでいる状態でなければ、一発で理性が飛んでいたかもしれない。

　ただ、いまの自分の心境では悪ふざけのようにしか思えなかった。

「……どういうつもりだよ」

　自分でもビックリするくらい怖い声が出た。いや、そうじゃないだろ、自分。

　これじゃあ八つ当たりじゃないか。俺はなるべく穏やかな口調で言い直した。

「一人にしてくれって言ったはずだろ」

「そんな風になってるソーマを放っておけるわけないでしょ」

　リーシアは構わず、俺が横になっているベッドの縁に腰を掛けた。アイーシャも「し、失礼します」と言って、リーシアとは反対側のほうへとちょこんと座った。左右どちらに顔を傾けても美少女のお尻がある。俺は腕で目を隠しながら、上を向くしかなかった。

「なんなんだよ……なにがしたいんだよ……」

「それは……その……忘れさせてあげたい、というか……」

「はい？」

「ともかく！　私たちのこと、好きにしてくれていいから！」

「な、なにぶんこういったことは初めてですので、よろしくお願いします陛下！」

　好きにしてとかよろしくお願いしますとか、二人してなに言ってるんだ!?

「だから……いまはそんな気分じゃないから」

「ううぅ、ジュナ殿もいてくれたら良かったですね」

　アイーシャが残念そうにそう言った。いや、ジュナさんはいま、海軍からこっちに転籍する手続きで忙しいからな。はあ……まあいいや。リーシアたちも俺を心配してくれてのことだろうし。そんなことを考えていると、リーシアがモジモジとしだした。

「あの、ソーマ……」

「なに？」

「……寒いからとりあえず布団の中に入っていい？」

　震えてたのか……もうすぐ冬だし、その格好は寒いだろう。
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　そもそもちゃんと服を着てくればいいんじゃないか、と言うよりも早く二人は布団の中へと入ってきた。シングルサイズのベッドなので三人で横になるにはかなり狭く、必然的に二人は密着してくることになる。二人の心臓の鼓動が感じられるほどだ。

「ふー。温かいわね」

「そうですね。このまま寝てしまいそうです」

「俺の部屋兼政務室なんだけどなぁ……」

　二人のそんな意見には苦笑するしかなかった。でも、まあ……やっぱり温かい。

　不安な気分が少しずつ溶け出していくようだった。人の温ぬくもりって偉大だ。

　誰かがそばにいてくれるというだけで、心が軽くなってくる。

　守られてるって実感できる。守りたいって思える。

「二人とも」

「ん？」「なんですか？」

「ありがとう」

　俺がそう言うと、二人は俺の両側でにこやかに微笑ほほえんだ。

　そして、疲れもあったので、俺たちはすぐに眠りに落ちていった。
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　ここは以前より、王城内に設置している託児所。

　主に侍従メイドなどの王城内で働く人々のお子さんを預かっている場所だ。

「おうたまー、あそんでー」

「おうたま、肩車してー」

「……」

　絨じゆう毯たんの上に座っていると、コロコロと可愛かわいらしい三歳くらいの狼おおかみ耳の男の子と、人間族の女の子がじゃれついてきた。また、二人と同い年くらいの猫耳の女の子が、俺の膝の上を占領して寝転がっていた。お尻から生えたネコ尻尾がピコピコと動いている。

「う～ん、立ち上がれないから勝手に登ってくれ」

「「　あいっ！　」」

　じゃれてきた二人はうんしょうんしょと俺の背中を登り始めた。うむ、もの凄すごく愛らしいね。肩に登られて、顔をペタペタ触られるのにも慣れたものだ。

「ふふふ、陛下は本当に子供たちに人気がありますね」

　我が愛すべき義妹トモエちゃんの実の母であるトモコさんが、子供たちの洗濯物を畳みながら微笑ましそうに見ていた。

　トモエちゃんを半ば無理矢理義妹として迎えるにあたり、トモコさんにはここで住み込みで保母さんをしてもらっている。ちなみにいま、ちょっとよだれの付いた手で顔を触っている狼耳の男の子は、彼女の長男（トモエちゃんの実弟）のロウくんだった。

「義あ兄に様さま。ロウくんたちの相手をしてくれるのは嬉うれしいですが、いいのですか？　また義ね姉え様さまに怒られてしまうんじゃ……」

　ライノサウルスなどの生き物と交渉する仕事もなく、勉強の時間以外はここでお母さんの手伝いをしているトモエちゃんが、幼児をあやしながらそう言ってきた。考えてみればトモエちゃんってまだ十歳なんだよな。しっかりした子だ。

「大丈夫。いまはもう仕事も立て込んでないからね。それに、ちゃんと政務室に【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】を残して作業させてるから」

「そうなんですか。じゃあいっぱい遊べますね。良かったね、ロウくん」

「あい！」

　ロウくんがビシッと手を挙げた。めんこいなー。

　子供は結構好きだ。小さいあんよでヨタヨタ歩く姿はずーっと見ていられる。

　こう、保護欲がくすぐられるんだよね。祖父母が健在だったころは、近所の保育園の朗読会を手伝ったりしてたからなー。そうやってしばらく子供たちと遊んでいると、

「凄い格好ですね。ご主人」

　そう声を掛けられ振り返るとカルラが立っていた。侍従メイド服姿で。

「いや、いまのカルラに言われたくないんだけど」

「……それもそうですね」

　カルラはガックリと肩を落とした。しかし、こうして見ると……。

「侍従メイド服がおそろしく似合わないな」

「言わないでください……私自身、そう思っています」

　元々カルラは半竜人ドラゴニユートであり、普通の人間に比べてオプションが多い。

　尻尾があったり、竜翼があったり、小さな角が生えていたりする。その上さらに侍従メイド服まで着込んだなら、それはもう属性盛りすぎの個性の乱反射といった感じだ。

「しかも、その侍従メイド服、やけにスカート丈が短くないか？」

「み、見ないでください」

　そう言ってカルラはスカートの前のほうを押さえた。

　城の侍従メイドさんたちは皆、ロングスカートのクラシカルな侍従メイド服を着ているのだけど、いまカルラが着ているのは、いますぐメイド喫茶のホールに出られそうな、膝上までの丈しかないフワッと広がったドレスタイプの物だった。スタイルの良さが際だっている。

「うぅ……侍従メイド長ちようが……これを着ろって……」

「ああ。やっぱりセリィナの作か」

　侍従メイド長ちようのセリィナは侍従メイドとしては有能なんだけど、可愛い女の子限定で嗜し虐ぎやく癖があるからな。こういう恥ずかしい格好をさせて、女の子が羞恥に悶もだえるのを見るのが好きなのだそうだ。しかもその子が勝ち気であるほどいぢめがいがあるようで、リーシアやカルラはどストライクらしい。前にリーシアが遠い目をしながら語っていた。南無三。

「それにしても……一週間ぶりくらいか？　侍従メイドの研修は終わったのか」

「け、研修……う、…あ……」

　研修と言った瞬間、カルラが頭を抱えうずくまった。いや、ホントになにがあった。侍従メイド部隊に配属するために、必要技能の研修を受けていただけじゃないのか？

「む、……鞭むちで……」

「鞭!?」

「鞭で……叩たたかれるのです……」

「そんなハードなのか!?」

「しかも、その鞭が魔法の付与された特別製で、叩かれても身体に傷一つ付かないのですが……なんと痛みと快感が半々で襲ってくるんです」

　なに、その鞭!?　躾しつけというより調教用アイテムじゃないのか？

「侍従メイド長ちよう殿曰いわく、『快楽に落ちるには痛みが邪魔をし、痛みに耐えようとすると快感に脇腹をくすぐられる』んだそうです。奴隷に落ちて侍従メイドになったとはいえ、役立たずになるのは嫌ですから侍従メイドの仕事もしっかり学ぼうと思っていましたが……あの鞭だけは恐ろしい。いっそ快楽に落ちれば楽になれたのでしょうが……」

「侍従メイド部隊は主人の犬です。牝めす豚ぶたなど必要ありませんから」
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「ひぃ!?」

　振り返るとセリィナがツヤツヤな笑顔で立っていた。というか、戦場にも怖れず突っ込んでいくカルラがあんなに怯おびえた声を出すなんて……どんだけ怖れられてんだよ。

「どうかいたしましたか？　陛下」

「……いや、なんでもない」

　悪いが矛先がこちらに向いていないなら知らぬ存ぜぬを決めさせてもらおう。大丈夫だ、カルラ。死ぬことはないだろう。……精神的にはどうかは知らないけど。

「さてカルラさん。政務室にある陛下のベッドメイクを申しつけたはずですが？」

「いや、その……顔見知りの男性のシーツを回収するのは、さすがに恥ずかしいのですが……」

「なにを言っているのです。貴女あなたも侍従メイドであるならば、いずれは陛下と姫様が【自主規制】に励み、【自主規制】を【自主規制】して【自主規制】になったベッドも、平然とした顔でメイクしないといけないのですよ」

「そ、それはさすがに勘弁して欲しいんですが!?」

　カルラが真っ赤な顔でそう言っていた……けど、あれ？　なんか俺やリーシアも間接的に辱められてない？　いま、もの凄く気まずいんだけど。

　それに、トモエちゃんがお母さんに「【自主規制】ってなんですか？」と尋ねて困らせていた。小さい子の前であまり情操教育に良くなさそうなこと言うなよな……。

　そんなことを思っていると、セリィナは小首を傾かしげた。

「ところで陛下。陛下のほうはよろしいのですか？」

「え？」

「いえ、陛下の後方に、こちらへと走ってきている人が見受けらるのですが」

　セリィナににこやかに言われて振り返ると、

「やばっ」

　俺は背中に乗ってたロウくんたちを降ろし、急いで走り出そうとしたところで……襟首をガシッと摑つかまれた。

「ぐがっ」

「がっはっは！　探しましたぞ、陛下ああ！」

　振り向けば灰色の髪をオールバックにし、髪と同じ色の鬚ひげを蓄えた筋骨隆々の初老の男が暑苦しい笑顔で立っていた。カストール・カルラ親子を裁いたさい、俺の威圧に屈せず両名を擁護したうちの一人、ジャバナ家当主・オーエン・ジャバナだった。

　あの裁判以降は俺の教育係兼ご意見番（兼武術師範）として登用している。ちなみに（）の部分については後述する。

　あ、ちなみに両名を擁護したもう一人のほう、サラセン家当主ピルトリー・サラセンだけど、先代サラセン家当主（彼にとっては父親）の悪行を説明したところ、

『なんと……父がそのようなことをしていたとは。面目次第もございません。こうなってはこの命、陛下のためにすりつぶす所存。どんな危地にも赴きましょう』

　と、真面目な青年貴族という見た目通りの思考でそう言ってきたので、望み通りとても危険な任務を与えておいた。『グラン・ケイオス帝国内に設置される、エルフリーデン王国大使館の特別大使（駐グラン・ケイオス帝国大使）』という任務にだ。まだ実験段階だし、治外法権とかどこまで適用されるかわからないからなぁ。

　と、話をオーエンに戻そう。

　オーエンは目上の人間相手にもズケズケと正論が言える人間だ。

　本人曰く、『老骨に惜しむ命なし。残り少ない余命くらい正直に生きますわ！』だそうだ。残り少ないって、殺しても死ななそうなんだけど……。こういう君主に直言できる人間をそばに置いておけば、俺が道を踏み外す危険も減るだろう。いざというときはカルラに刺し違えるよう命じたとはいえ、できれば殺されずに引退を迎えたいからな。

　と、まあそんなわけで、このオーエンを教育係として登用したのだけど……。

「がっはっは、陛下！　政務の手が空いたなら仰おつしやってください！　さあさあ、本日の訓練を始めましょうぞ！」

「……」

　どうもオーエンの中の教育には『体育』も含まれているようで、政務の手が空くとすぐに俺を鍛えようとするのだ。捕まったら最後、ランニング、素振り、模擬戦と、新人兵士が課せられるメニューを一通りやらされることになる。

「いや、訓練ならアイーシャとやってるから……」

「なにを言っておるのです！　神護の森の姫アイーシヤ殿は陛下に甘すぎるではないですか！　人形の操作の訓練しかしていないでしょう！」

「声がでかいよ。……でも、人形を使ったほうがまだ戦えるし」

「人形が使えない場面が来たらどうするのですか。陛下の命はこの国の命そのものなのですぞ。たとえば刺客に襲われたとき、陛下がただ数合、最低でも一合でいいですから敵の攻撃を防ぐことができれば、護衛の兵士は間に合うのです。その一合が我が国の滅亡を遠ざけ、その一合が我が国の栄光を引き寄せるのです」

　うぐっ……正論だけになにも言い返せなかった。肩を落とす俺を、セリィナに襟首を摑まれているカルラが少しだけ不ふ憫びんそうな目で見ていた。

「ご主人も、大変そうですね……」

「オマエモナー」

「ささ、陛下！　訓練場へと参りますぞ！」

「カルラさんもですよ。早くベッドメイクを覚えてください」

　そして俺とカルラは、お互い別々の方向へと引き摺ずられていくのだった。







　―――数日後。アミドニア公国に乱ありという報告がもたらされた。




　◇　◇　◇




「やっぱり、兄さんは勝てへんかったようやね」

　公都ヴァンにほど近い街にある宿の一室で、アミドニア第一公女のロロアが居合わせた二人の人物に向かって言った。その内の一人、元財務大臣のコルベールは首を振った。

「この国はすでに一敗地に塗れているのです。さきの交渉はいかにこれ以上の被害を抑えるかというものでした。ユリウス様を責めるのは酷かと思います」

　冷たい印象のあるユリウスだが、コルベールの財務処理の才は買っていて、歳としが近いということもあり友ゆう誼ぎを結んでいた。コルベールには主家であり友であるユリウスを悪く言う気にはなれなかったのだ。そんなコルベールにロロアは苦笑した。

「せやけど、賠償金とられたら苦しむんは街のおっちゃん、おばちゃんたちや。公都言うても一都市にすぎひん。周辺も生産能力も高くあらへん。一旦、王国に渡して戦後の責任追及を回避すれば良かったんちゃう？　うちらはまだ完全には負けきってへんから、領土さえそのままにしとったら王国も帝国もそれ以上強く言ってこおへんやろし。この場を乗り切ることができとったら、次の手だって打ちようもあったのに」

　あっけらかんとそんなことを言ってのけるロロアに、この場にいるもう一人の人物であるセバスチャンが肩をすくめた。

「誰もがそう簡単に割り切れるわけではありません。人は損得勘定のみで動くものではありませんから。人それぞれに思い入れというものがあるものです。ユリウス様にも、ロロア様にも……きっと、あのエルフリーデン王国の若き王にも」

「うちやソーマにも？」

「ええ。ガイウス様、ユリウス様にとってはアミドニア公国の気風がなによりも大事だったように、ロロア様にとっては公国に住まうおっちゃん、おばちゃんたちの笑顔が大事だったのでしょう？　それは損得勘定で捨てられるものですか？」

「……せやね」

　たしかにそれは損得勘定抜きにして守りたいなぁ、とロロアは思った。あのソーマにも、そういった損得勘定抜きに思い入れているものがあるんだろうか。

「セバスチャンはソーマに会おうたんやろ？　放送見てるかぎりは頭が回って面白そうなヤツっちゅう感じやったけど、直接会うてみてどない思った？」

「そうですね……見た目は平凡な青年ですが、人の意見に素直に耳を傾けることができ、なにより、身内をとても大切にしているお方だと感じました」

「うちの親おや父じ殿とは真逆の王様やね。……でも、それならまだ〝目〟があるわ」

　そう言ってロロアは軽く握った右手をグルグルと回した。これは賭け事や双すご六ろく遊びのさいに、賽子サイコロを投げるときの仕草だった。

「吉と出るか凶と出るか。半々ってとこやと思っとったけど、聞くかぎりそう分の悪い賭けでもないかもしれへん。うちの一世一代の大おお博ばく打ちの相手に相応ふさわしいわ」

「姫様……本当によろしいのですか？」

　コルベールが心配そうな顔をしたが、ロロアは真面目な顔で言った。

「やらなあかんねん。南はヘルマンの爺じい様さまが抑えてくれるやろうけど……北がどうにもきな臭い。ルナリア正教皇国の軍勢が国境線近くに来とるっちゅう情報がある」

　この大陸では、星竜連峰にいるというマザードラゴンを祀まつる『母竜信仰』と人気を二分している『ルナリア正教』。その総本山であるルナリア正教皇国は独自の価値観を持つ厄介な宗教国家だった。死に体のこの国を見てなにか仕掛けてくるかもしれない。

　ロロアは立ち上がると、二人に向かってパンパンと手を叩いた。

「さあ、こっから全部巻き返すで。これ以上は兄さんにも、正教皇国にも、ソーマにも良いようにはさせへん。最後の最後に笑うんはうちらや！」

　ロロアは自信満々に薄めの胸を張った。そして、

（そんでもってソーマ、アンタにも一緒に笑ってもらうで。まあ、アンタの場合はうちらと違うて苦笑いやろうけどな！）

　ロロアは悪戯いたずらを思いついた子供のような顔で笑った。







あとがき







　この度『現実主義勇者の王国再建記Ⅲ』をお買い上げいただいた皆様ありがとうございます。どぜう丸です。今回のあとがきは一頁ページなのですが、さて、なにを書きましょうか。

　それでは今巻の内容について少しばかり触れましょうか。あっ、ネタバレを含みますので、あとがきから読んでいる方々はさきに本編を読んでからお読みください。

　さて、今巻にはネット掲載時に【戦後編】と章立てられていた部分の四分の三くらいが収録されています。前巻で占領したアミドニア公国の首都ヴァンをどうするか、また、自身に反逆した者たちをどうするのかといった部分ですね。この巻はとくに当小説の良いところも悪いところも出てしまっていると思うので、読者の皆様方にどう評価されるだろうと考えると、このあとがきを書いているいま現在も胃がキリキリしてくるような気がします。賛否両論あったあの小論文モドキもバッチリ収録されていますからね。

　さて、次巻はシリアスブレーカーとでもいうべきあの娘が本格的に物語に関わってきます。さらにさらに、ネット掲載時には時間が前後していた部分を時系列順に直そうとも企たくらんでいますので、次巻もまたお付き合いいただけましたら幸いです。

　最後に、今回も素敵な絵を描いてくださった冬ゆき様、担当様、校正様、そしてこんな私を支えてくださる読者の皆様方に最大限の感謝を。以上、どぜう丸でした。
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